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Honda 環 境 ・ 安 全 ビ ジョ ン 


「 自 由 な 移動 の 喜び 」 と 「 豊 か で 持続 可能 な 社会 」 の 実現 


次 世代 の た め に 、 今 で きる こと 。 これ か ら す べき こと 。 Honda は 常に 考え 、 積 極 的 に 行動 し て いき ます 。 


BLUE SKIES FOR 
OUR CHILDREN 


子ども た ち に 青空 を 


Honda は 「『 自 由 な 移動 の 喜び 』 と 『 豊 か で 持続 可能 な 社会 』 の 実現 」 を 
グロ ー バ ル 環 境 ・ 安 全 ビ ジョ ン と し て 定め て いま す 。1970 年 代 、 当 時 最も 
厳し い 排出 ガス 規制 と され た 米国 マス キー 法 の クリ ア に チャ レン ジ し た 
Honda の 技術 者 は 、「 子 供 た ち に 青空 を 残し た い 」 と いう 想い の も と 、 開 発 に 
取り 組み まし た 。「 自 由 な 移動 の 喜び を 次 世代 (for our children) に 伝え て いき た い 。 
だ か ら こ そ 、 豊 か で 持続 可能 な 社会 (blue skies) を 実現 させ た い 」。 こ れ ま で も 、 
これ か ら も 変わ ら な い Honda の 環境 へ の 取り 組み に 対す る 想い の 象徴 で す 。 
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公園 は 価値 ある 社会 資本 スト ッ ク で ある こと は 間違い な い 。 し 
か し それ を 有効 活用 で き て いる か と 問 え ば 、 否 定 的 な 答え を 
返す 人 が 多い で あろ う 。 公 園 は 地域 や 住民 と つなが り 、 初 め 
て その 真価 を 発揮 する の で は な い だ ろ うか 。 加 えて 最近 で は 
民間 資本 と の 連携 も 大 事 な 要 素 に な っ て いる 。 そ こ に ポッ ツン と 
ある だ け で は 、 公 園 の 持つ 本 来 の 力 を 3 引き 出す こと は 難し い 。 
で は その つなが り を つく る た め に は どう し た ら 良 い の で あろ う 
か 。 ひ と つ 言 える こと は 、 住 民 が 望む 活動 を 公園 で で きる 環 
境 を つく る こと で ある こと は 間違い な い 。 
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南町 田 グ ラン ペリー パー ク 


東京 都 町 田 市 


2000% (平成 12 年 ) 東京 都 町 田 市 鶴間 の 東急 田園 都市 線 南町 田 駅 (当時 の 駅 名 称 ) に 旧 ・ グ ラン 
ペ ベリー モール が 開業 。 暫 定 施設 と し て 約 17 年 間 営業 し た 。 施 設 の 建 替 検討 、 鉄 道 駅 に 直結 し て 
都市 公園 と 商業 施設 が 隣 合う 立地 で の 駅 前 空間 の 再 構築 に あたり 、 郊 外 住宅 地 の 将 来 に わた る 
持続 的 な 発展 を 目指 す 東 急 と 町 田 市 の 共同 に よる 「 南 町 田 拠点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト 」 の 
ROUT. 商業 施設 や 鶴間 駅 前 広場 な ど を 一 体 的 に 再開 発する こと に な っ た 。 

再開 発 後 は 「 南 町 田 グ ラン ペ ベリー バー ク 」 となり 、 官 民 一 体 で 取り 組ん だ シー お レス な まち と し 
高く 評価 され て お り 、2020 年 度 国 中 交通 省 | 都市 景観 大 濾 」 を 受賞 じ た 。 
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さわ や か 広場 (写真 = 石井 隆 真 ) 
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分 か りや すい アク ティ ブサ イン が 特徴 の グラ ウン ド 。 グ ラウ ンド の 周り で も 運動 する こと が で きる 


に は 様々 な デザ イン の アク ティ ブウ ォ ー ル が 設置 され て いる 
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パニ クラ イフ ・ サ イト 


パー クラ イフ 棟 ( 7 ラブ つみ き afe) 。 奥 : SNOOPY MUSEUM ©) Peanuts Worldwide LLC 
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(REN 


上 鶴間 公園 と 商業 施設 の 間にあっ た 道路 (写真 ニテ ティー ハ 
ウス 建築 設計 事務 所 ) 宅地 
右 / 土 地区 画 整 理事 業 に よっ て 道路 を 再 配置 し 、 宅 地 化 し た * 


BRAS 
= BIR oem 既存 道路 


調整 池 


地域 の 方 々 が 鶴間 公園 の 伐採 木 な どか ら つ くっ た 1000 枚 以上 
DEF Oy 7 CAB DEN PAL ((c) Peanuts Worldwide 
南町 田子 ども クラ ブ つみ き LLC) 


(Noi) 
宅地 Baas 


mm (GSS s FURNES ~ SNE 

パー クラ イフ ・ サ イト は 稚 間 公園 と 商業 を 
結ぶ 空間 で ある 。 株式 会 社 ソ ニー・ ク リエ 
イ テ ィ ププ ロダ クツ の 参画 を 得 て 、「 ス ヌー 
ピー ミュ ー ジ アム ]」 を 中 心 に 「 ま ち ラ イプ ブラ 
リー」、「 子 ども ゃ クラブ] 等 と 丘 の 上 の 広場 、 
遊歩 道 で 構成 され て いる 。 

上 地区 画 整 理事 業 に より 公園 と 商業 の 問 
に あっ た 道路 を 再 配置 し 、 宅 地 に する こと 
に よっ て 商業 と 公園 を 一 つの 大 き な 街区 と 
し た 。 多 世代 の コミ ュ ニ ティ 拠点 と な る この 
空間 は 、 和 鶴間 公園 の 再 整備 に よっ て 伐採 き 
れ た 木 を 使っ た 家具 が 活用 さき れ て いる の が 
大 き な 特 徴 で ある 。 
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場 が 立体 的 


ト 専 用 の トイ レ や 水飲み 場 が 3 所 


パー ク プ ラ ザ か ら 窒 間 公 園 を 望む ( 春 ) (写真 = 平 


南町 田 グラ 


南町 田 グ ラン ペリ ー バ ー ク 


所 在 地 東京 都 町 田 市 鎖 間 3-1-1 

事業 主 町 田 市 (鶴間 公園 )、 東 急 東 急 レク リエ ーション 
(グラ ン ペ リー パー ク ) 、 町 田 市 ・ ク リエ イ 
ティ ブ プ ロダ クツ (パー クラ イフ ・ サ イト ) 

主要 用 途 公園 、 商 業 、 駅 、 ミ ュー ジア ム 他 

規模 約 16ha (鶴間 公園 ナグ ラン ペリ ー パ ー ク ナパ ー ク 


ライ フ ・ サ イト ) 


間 公園 

ラン ドス ケー プ Fd Landscape (福岡 地 則 )、 テ ィ ー ハ ウス 建 筆 設 
計 事務 所 ( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 柄 目 晃 大 * ・ 武 田 
千 博 *)、 町 田 市 (都市 政策 課 ・ 公 園 緑地 課 ・ 地 
区 街 づく り 課 ・ 営 繕 課 ・ ス ポー ツ 振 興 課 ・ 企 画 政 
策 課 ) 

基本 計画 Fd Landscape (福岡 地 旭 )、 テ ィ ー 
ハウ ス 建 築 設計 事務 所 ( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 醍 目 
RK’ ・ 武 田 千 博 り ) 

基本 設計 ・ 実 施設 計 監修 "同上 

実施 設計 . 礎 緑 地 設計 事務 所 (手塚 一 雅 ・ 山 
元 誠 ・ 藤 田 一 ) 

照 且 画 : 設 計 ." 岡 安 泉 照 明 設計 事務 所 (岡安 泉 )、 
REE いき も の ラン ドス ケー プ (板垣 和彦) 
グラ フィ ッ ク デ ザイ ン 。 design301 (山崎 一 平 )、 
コミ ュ ニ ティ デザ イン (FEE -Atr Ha 

KR EEEF + WHET) 

フィ ー ル ズ エ コロ アク ア / BARS ( 堀 大 造 ・ 藤 
田 浩 幅 )、 研 ぎ 出 し の ペン チ ・ ア リ 塚 の 遊具 ・ ア ク 


計画 ・ 設 計 


t tf 
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期 


エク ステ リア ・ 東 急 ス : 
施設 ) 、 桜 テラ ス 、 段々 テラ ス ノ 前 田 工 織 (BO 
奈穂 )、 駐 車場 ・ 触 知 案内 板 コ トブ キ 
計画 ・ 設 計 。 2016 年 5 A~ 2018 年 3 月 


画 グ ラン ペリ ー パ ー ク 
ラン ドス ケー プ Fd Landscape (福岡 孝則 )、 テ ィ ー ハ ウス 建築 設 


計画 ・ 設 計 


計 事 務 所 ( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 柄 目 晃 大 * ・ 武 田 
FHS). RS (中 山 仁 ・ 勝 畑 淳 ・ 加 藤 英理 子 ・ 
長谷 部 桂子 ・ 秋 山 弘 樹 ・ 久 家 あ か ね ) 

基本 計画 Fd Landscape (福岡 地 則 )、 テ ィ ー 
ハウ ス 建 築 設計 事務 所 ( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 村 目 
晃 大 * ・ 武 田 千 博 り 

基本 設計 ・ 実 施設 計 同上 

建築 設計 東急 設計 コン サル タン ト 、 
施設 デザ イン LAGUARDA.LOW ARCHITECTS, 
上 用 + 画 設 計 ./ 岡 安 泉 照明 設計 事務 所 (岡安 泉 )、 
植 栽 計画 設計 いき も の ラン ドス ケー プ (HEE). 
ナチ ュ ラ リス ティ ッ ク ガ ー デ ン GARDENER 該 (PI 
訪 子 ) 

フィ ー ル ズ エコ ロア クア 」 
BE). 、 炎 の オブ ジェ 


BARS (HA - 
東急 エー ジェ ン シ ー・ 糧 


団 ・ ビ ピー ファ クト リー 
計画 2016 #5 A~ 2016 年 12 月 
実施 設計 ・ 監 理 ゲ ー 2018 年 8 月 


全体 平面 図 * 


画 バ パー クラ イフ ・ サ イト 
ラテ ドス ケー プ Fd Landscape (福岡 孝則 )、 テ ィ ー ハ ウス 建築 設 


計 事務 所 ( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 頂 目 晃 大 * ・ 武 田 
千 博 *)、 町 田 市 (都市 政策 課 ・ 公 園 緑地 課 ・ 
児童 青少年 課 ・ 地 区 街 づく り 課 ・ 企 画 政 策 課 ) 、 
東急 (中 山 仁 ・ 勝 畑 浪 ・ 加 藤 英理 子 ・ 長 谷 部 


桂子 ・ 久 家 あ か ね )、 ソ ニー・ ク リエ イ テ ィ ブ プロ ダ 
クッ 
基本 計画 Fd Landscape (福岡 孝則 )、 テ ィ ー 


ハウ ス 建 築 設計 事務 所 
RK REFS) 
基本 設計 ・ 実 施設 計 監 修 べ 同上 

実施 設計 森 緑地 設計 事務 所 (手塚 一 雅 ・ 山 
元 誠 ・ 藤 田 一 ) 

照明 計画 設計 岡安 泉 照明 設計 事務 所 (岡安 泉 )、 
植 壇 計 画 ・ 設 計 ズ いき も の ラン ドス ケー プ (板垣 範 彦 ) 
建築 と 木 の も の づく り 研 究 室 (OBZ) 

フィ ー ル ズ エ コロ アク アノ 日 本 興業 ( 堀 大 造 ・ 藤 
田 浩 幅 ) 

計画 ・ 設 計 。 2018 年 1 月 一 2018 年 6 月 


( 槻 橋 修 ・ 渡 辺 陵 ・ 楠 目 


CETHRAR) 


グラ ン ベ リー バー ク の 
「 ナ チュ ラリ ステ ィ ッ ク ガ ー デ 


その 季節 5 し さ の 彩り を 演出 


eres 
再び 成長 が は じ ま る 。 


の 鞭 わ り に 周 れ た 
SREQORL.2OLCHT. 
枯れ た 植物 は 土 中 の 


や 和 生 特に 分 抱 さ れ て 
EH に な っ て UC 


植物 の 自然 な ライ フサ イク ル と メン テ ナ ン ス 


オー ブン の 華やぎ ~ 冬 ~ 春 へ 

パー ク プ ラ ザ の 斜面 に 位置 する 草花 の 植 栽 
は 、 グ ラン ベリ ー パ ー ク の 植 栽 の 中 で も 一 年 を 
通し て 人 目 を 引き や すい 花 や 風 景 の 変化 が 見 ら 
れ ま す 。 こ こ は 2 段 階 の 過程 を 経て 造ら れ ま し た 。 


オー プ ニ ン グ の 一 月 前 に 福岡 氏 よ り 「 芝 の 
斜面 の 一 部 を オー プン に 向け て 花 で 華やか に 彩 
れ な いか 」 と いう ご 相談 を 頂き まし た 。 そ こ で 、 
地域 と の 「 つ な が り ] を 大 切 に 新た な 暮らし の 提 
案 を し て いる グラ ン ベ リ ー パ ー ク の コン セプト 
を 知り 、 未 来 へ の 発信 を 感じ られ る 新しい 草花 
風景 を 提案 し まし た 。 施工 直後 より 華やか な 彩 
り を 演出 する こと が 最大 の 目的 で あっ た の で す 
が 、 植 物 の 調達 準備 期間 は わずか 10 日 ほど 。 季 
節 の 変わ り 目 で 想定 する 景色 を 創る た め の 植物 
苗 が 市 場 で も 少な く 、 ガ ー デ ナー と し て 普段 活 
用 し て いる 仕 入 ル ー ト で 何と が k 

を 最大 限 に 演出 で きる 苗 を 調達 する こ 
と が で きま し た 。 季節 は 変わ り 、 植 栽 は 自然 体 
な 冬 の 色合い へ と 移行 、 芽吹き や 早春 の 緑 の 成 
長 か ら 春の 花 の 開花 へ と 自然 体 な 移り 変わ り を 
見 せ て くれ まし た 。 


持続 可能 な 多年 草 植 報 ス タイ ル へ 

春の チュ ー リ ッ プ の 景色 が 終わ っ た 5 月 、 オ ー 
プン 向け の 詰 込み 型 の 装飾 植 教 か ら 「 

」 植 教 スタ イル へ と 移行 する 施工 が 行わ れ ま し 
た 。 自然 の 風景 を お 手 本 に 植物 の 美 し さ や 機能 
性 を 生か し た 「 ナ チュ ラリ ステ ィ ッ ク ガ ー デ ン ] と 
し て 新た な 一 歩 が 始ま り 、 花 が 咲い て いる 時 だ け 
で な く 、 春の 芽吹き か ら 冬 の 枯 ゆ ゆく 姿 まで 一 年 を 
通し て 草花 の 織り 成す ドラ マチ ッ ク な 変化 を 体 
感 で きる 植 栽 と な り ま し た 。 鶴間 公園 へ つなが る 
一 体感 と 共に 、 気 候 変動 を 考慮 し た 継続 性 に 軸 
を 移し て 植物 の 特性 を 生か す よ うに し まし た 。 


順応 型 の メン テ ナ ン ス 
この よう な 植 栽 地 を 良好 な 状態 で 継続 的 に 
育て て いく た め に は 、 従 来 の 「 コ ント ロー ル 型 ] 
の 手入れ で は な く 「 植 物 の 成長 を 生か し な が ら 
調整 を する ] と いう 考え が 必要 に な り ま す 。 ま 
た 、 ガ ー デ ン 全 体 の 景色 や 状況 変化 を 読み 取 
り 、 時 間 軸 と 共に 柔軟 に 判断 ・ 対 応 が で きる ガー 
デ ナ ー の 存在 と 人 材 の 育成 が 持続 性 を 大 きく 
左右 する キー と な っ て きま す 。 常に 変化 し 育っ 
て いく ナチ ュ ラ リス ティ ッ ク ガ ー デ ン が 、「 居 必 
B の 良さ 」 を 提供 し 、 人 々 が 自然 と 「 た 
所 」 に 育っ て いく こと を 期待 し て いま す 。 
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LLP> , | 
Sse Enjoyment Park 


Minamimachida Project 
【 座 談 会 】 2014 年 に 東急 が 作成 し た 商業 と 公園 が つなが る イメ ー ジ * ©TANSEISHA Co.,Ltd. 
すべ て が 公園 の よう な まち を つく る 
Bes 


辻野 真貴 子 氏 (町 田 市 都市 政策 課 担当 課長 ) 

か と うえ W EF 

加藤 英理 子 氏 (東急 株 式 会 社 開発 事業 部 南町 田 開発 グル ー プ 事業 推進 担当 課長 補佐 ) 
ふく お か た か の り ※2019 年 度 まで 
福岡 孝則 氏 (Fd landscape) 


つき は し お さむ 


修 氏 (ティ ー ハ ウス 建築 設計 事務 所 ・ 神 戸 大 学 大 学院 准 教 授 ) 


南町 田 グ ラン ベリ ー バ ー ク は 既存 の まち の 構造 を 全面 的 に 見 直し 、 官 民 一 体 と な っ て つく りあ げた 
回 遊 性 の 高い シー ムレ ス な まち づく り プ ロジ ェクト で ある 。 

本 プロ ジェ クト は 公園 と 商業 施設 を つなげ 、 ま る で 一 つの 「 バ パーク 」 の よう に つく りあ げ て いる 。 
本 プロ ジェ クト に お いて 公園 や 商業 の ラン ドス ケー プ や 商業 施設 、 市 民 と の 連携 等 、 中 心 的 な 立場 
で 関わ っ て きた 4 名 に 計画 当時 の 様子 を 語っ て いた だ いた 。 


か ら ラ ンド スケ ー ブ 計 画 設 計 チ ー ム と し て く 、 南 北 を 行き 来 する 道 が だ っ た た め 、 
関わ っ て きま し た 。 ま ず 最 初 に 、 な ぜ 公 園 この 問題 に つい て 鉄 の 東急 と 話し 
を 中 心 と し た 街区 を つく る こと に な っ た か 、 合い を 進め て きま し た 。 ま た 、「 国 道 16 号 町 
町 田 市 の 辻野 さん か ら お 話 頂 け ま すか . 業 ] と いう 大 き な 事 業 に 付随 し て 
前 広場 を つく る こと が 決ま っ て いま し た 。 
計画 を 進め て いく 中 で 、 グ ラン ベリ ー 


何故 、 公 園 を 中 心 に し た 街区 を 
つく る こと に な っ た の か 


福岡 本 プロ ジェ 
と 公園 の 計 
進ん だ こと で す 。 私 と 槻 橋 さ ん で 2016 年 春 辻野 当時 は 南町 田 駅 に 自由 通路 が な か っ 
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当時 の 南町 田 駅 に は 自由 通路 が な か っ た キネ 


モー ル が 2000 年 か ら 開業 し て 10 年 経ち 、 こ 
れ か ら ど うす る の か と いう 話 が 出 て きま し 
た 。 な ら ば 、 建 て 替え る だ け で は な く て 、 
「 次 の まち づく り と いう 意味 に お いて 何 が 
で きる の だ ろう か 」 と 考え 、 モ ー ル と 公園 が 
隣り 合う 地形 に 注目 し た ん で す 。 

町 田 市 と LM 
と いう 課題 が も と も と あり 、 両 者 で 議論 し 
いく 中 で 、 駅 周り や モー ル だ け で な く 、 公 園 
まで も レン ジ に 入れ 、 道 路 の 再 配置 も 踏 路 
せ ず 大 胆 に 施す 、 そ うす る こと で 、 当 初 の 
課題 解決 を 含め 、 ま っ た く 新 し い 魅 力 を 備 
えた 回 遊 的 な 駅 前 空間 を つく り だ せる の で 
は な いか 、 と 考え 始め た の で す 。 その イメ ー 
ジ を 両者 で 共有 で きた の が 2014 年 頃 だ っ た 
と 思い ます 。 そ こ か ら は 、 計 画 か ら 整 備 ま 
で 、 留 まる こと な く か な り の スピ ー ド で 物事 
が 進ん で いき まし た 。 


福岡 そう いえ ば 、 真 ん 中 に 上 駐車 場 を 配 し 
て 回 遊 構造 を も た せる 「 ヴ ィ レ ッ ジ 型 空間 」 
や 公園 と 商業 が つなが る パー ク プ ラ ザ の 基 
本 的 な 骨格 は 、 既 に 出来 上 が っ て いま し た 。 


加藤 駐車 場 の た め に 地下 を 掘り 、 ま た 、 


商業 建物 も ー つ と し て 同じ 形 ・ 角 度 で な い 
分 棟 の 計画 は 、 事 業 性 の 観点 か ら す れ ば 


に きわ い 店 王 


本 の あそび は 


郊外 の 商業 モー ル と し て は 通常 考え に くい 
も の 。 この まち の 構造 の ボ ポテンシャル を 、 歴 
代 の 関係 者 が 信じ 続け て 進め て きま し た 。 


辻野 か な り 大 胆 な イメ ー ジ だ っ た と 思い 
ます が 、 現 在 の 南町 田 グ ラン ベリ ー バ パー ク 
と 比べ る と 骨格 は ほぼ 変わ っ て いま せん 
ね 。 こ の イメ ー ジ に よっ て 町 田 市 と 東急 の 
両者 の 考え 方 は 共有 され て いま し た 。 け れ 
ども 、 当 時 に 地元 の 方 た ち に 見 せ た と ころ 、 
と て も 驚か れ て いま し た 。 


槻 橋 同 規模 の 商業 と 公園 が ひと つなが り 
の 場所 に な る こと は すご いこ と だ けれ ど 、 


それ を 分 か りや すく 説明 する た め の コ ン セ 
プ ト が 必要 だ っ た わけ で す 。 


福岡 南町 田 の ロゴ 「 み な み ま ち だ くん ] は 
公園 が 緑 、 商 業 が 空色 で 表現 され て いま す 。 
それ ら が co で つなが っ て いる と いう コン セ モ 
プ ト 図 を 最初 に つく り ま し た 。 そ の コン セ プ 
ト を も と に 、 商 業 と 公園 が どの よう に 一 体 的 
な つなが り を 持て る か 考え て いき まし た 。 商 
業 に 7 つの 広場 を つく る こと は ボリ ュー ム 
と 配置 で 決ま っ て いた の で す が 、 
の 広場 の 性 格 を つく っ て いき まし た 。 駅 か 
ら 始 まる いく つも の 広場 を 抜け て いく と 、 気 
が つけ ば 公園 や 川 に つなが る ネッ クレ ス の 

よう な 構造 に た っ て いま す 。 

商業 と 公園 の プロ ジェ クト は 別々 に 進行 
し て いた の で 会 議 の 数 は すご く 多 か っ た で 
すね 。 町田 市 と の 会 議 で は 、 都 市 政策 、 地 
域 、 ス ポー ツ 、 景 観 、 公園 整備 、 公園 管理 、 
まち づく り 、 教 育 関係 の 部 箸 ま で が 参加 し 
て いま し た 。 


ー っ 一 つ 
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14 の オー プン スペ ー ス が ネッ クレ ス の よう に つなが る 構造 図 * 


~ プ ロジ ェクト の 歩み ~ 
南町 田 駅 周辺 地区 整備 計画 検 対 会 発足 


2008 年 2 月 
南町 田 駅 周辺 地区 整備 計画 検討 会 が 発足 


町 田 市 と 東急 電鉄 、 ま ち づ く り の 推進 協定 締結 


2013 年 12 月 
EAE SRR ROSE ONAN 向け 
た 協定 ] 締 結 


2014 年 10 月 
「 南 町 田 駅 周辺 に お ける まち づく り の 推進 に 関す る 協 
定 ] 締結 


2014 年 
「 都 市 公園 を 中 心 と し た エリ ア 開 発 に よる 地域 活性 化 
事業 調査 ] 実 施 


南町 田 駅 周辺 地区 拠点 整備 基本 方 針 策定 


2015 年 1 月 21 日 一 2 月 20 日 
「 南 町 田 駅 周辺 地区 拠点 整備 基本 方 針 ( 案 ) | 
市 民意 見 公募 


2015 年 1 月 24 晶 
南町 田 駅 周辺 地区 拠点 整備 基本 方 針 ( 案 ) 説明 会 
(参加 者 数 206 名 ) 


2015 年 6 月 
「 南 町 田 駅 周辺 地区 拠点 整備 基本 方 針 ] 策定 


拠点 整備 計画 の 検討 スタ タート 


2015 年 8 月 
公開 研究 会 「Lab・ 未 来 創造 in 南町 田 ] 全 5 回 開催 
(2015 年 8 月 11 月 ) 


南町 田 を "自分 と 重ね て "考え る 

第 1 回 杉山 美沙 子 氏 (パーム ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ 
テニ ス ・ ア カテ デ ミー 校長) 

「 拠 点 を 活用 する マネ ジメント 連想 で 見 出す 公共 サー 
ビス ー」 


南町 田 で "自分 が 出来 る こと "を 考え る 

第 2 回 花井 裕一 郎 ( 演 出家 ) 

「 市 民 が 集う 場所 っ て どん な と こ ?ー み ん な で 創る 公共 
空間 ~」 


南町 田 を "地図 で 比較 する 

第 3 回 今 和 泉 隆行 (空想 地図 作家 ) 

「 多 様 な 人 々 の 日 常 を 創造 する 一 南 町 田 を 立体 的 に 見 
a~] 


南町 田 の "官民 連携 "を 考え る 
ja PRAE 井 住友 トラ スト 基礎 研究 所 副 主 


ff 科す る に も お 金 が いる !ー 家 民 連携 に お ける ファ イナ 
ンス と は ー] 


南町 田 で "「 あ な た ] が で きる プロ ジェ クト "を 考え る 

第 5 回 山田 小百合 (NPO 法 人 Collable 代 表 ) 
(RARER Alc Soko] 取り 組む オリ ジ ナ ルプ ロ 
ジェ クト を 考え よう ] 


2015 年 11 月 
「 南 町 田 駅 周辺 地区 拠点 整備 基本 方 針 に 基づく 土地 
区 画 整理 事業 の 共同 実施 に 関す る 基本 協定 ] 締結 


南町 田 拠点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト へ 


2016 年 2 月 
「 南 町 田 拠 点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト の 共同 推進 に 関 
する 協定 ] 締結 、 町 田 市 ・ 東 急 電鉄 共同 プレ スリ リー ス 


2016 年 3 月 13 一 15 日 

南町 田 拠点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト 計画 説明 会 ( 参 
加 者 数 3713 昼 …253 名 3713 夜 …149 名 3/15 
…141 名 ) 


2016 年 3 月 


[BAAAB MARR 官民 共同 推 
進 方 針 ] RE 
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ME 会 議 の 回 数 が 多かっ た の で 、 そ れ は 
大 変 で し た ね 。 け れ ど も 商業 側 か ら 見 た 公 
側 か ら 見 た 商業 の 双方 向 の あり 方 


b. 担当 の 加藤 さん 、 
久 家 さん と いっ た メン パー が 間 [ て 商 
業 関連 の 難し い 課題 の 調整 に 取り 組ん で 下 
さっ た の で と て も 助かり まし た 。 非 常 4 
な 話 で も 、 す べ て の デザ イン 検討 を 視覚 化 
し て 図面 や 模型 、 ダ イア グラ ム に し て 共有 
する こと を 心がけ まし た 。 設 計 図 書 と 同時 
に デザ イン プ ブック レッ ト も 作成 し 、 そ れ ら が 
チー ム 間 で 共有 する デザ イン の コミ 
ケー ショ ン を 助け た と 思い ます 


辻野 実施 設計 者 や その 先 の 運営 者 に 理解 
し て も ら う に は 必要 な こと で すね 。 公園 指 
定 管理 者 の 公募 の 時 に も コン セプト の 説明 
に その まま 使っ た 大 事 な 図書 で す 


東急 の 社内 も 含め て い 
な り ま し た 


福岡 庁 内 や 住民 、 
ろ ん な 方 々 に 説明 する ペー ス に 
加藤 この よう な 視覚 化 さ きれ た も の の 共有 
が 、 町 田 市 と 東急 と いう 2 つの 主体 や 多数 の 
調整 先 モ セク ショ ン の 担当 者 を つなぎ と め る 


ポイ ント に な っ て いた と 思い ます 
槻 橋 多様 な 状況 の 中 で 個々 へ の 解決 策 も 
さる こと な が ら 、 変 化 に 面 え て な く な ら な い 
よう な コン セプト の 筋 を 通し て お か な けれ 


ば 、 次 の 日 に は それ が な く な っ て いる 可能 
性 すら あり まし た し 。 仮に 状況 が 変化 し て 
も 、 元 の コン セプト に 立ち 返っ て 話 の で きる 
環境 が 大 事 だ っ た ん だ と 思い ます 。 


ワー クシ ョ ッ プ を する 意味 を 考え る 
福岡 稚 問 公園 の 計画 に 関し て は 、「 私 た ち 


の 公園 は どう な っ て し まう の か ?」「 木 が 全 


て 伐採 され て し まう の か ?」 な どの 不安 の 
声 や 、「 公 園 の 隣 に 設 が 建つ こと 
園 が 畜 か され る 」 と 考え る 市 民 の 方 も 5 
か っ た で すね 。 
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れ や すい ん で すっ 。 


福岡 再 整備 前 の 鶴間 公園 は 、 里 山 の 樹林 
の 名 残 も あり 、 EROS AIRC こも i 
れ て いた よ 
By Lit, 
敵 な 場所 な の で 大 し た いと い EE 
め 、 市 民 の 方 達 か ら 寄 せら れ た 膨大 な 量 の 
意見 に 接する と ころ か ら プ ロジ ェクト は 始 
まり まし た BEACH MRO 
プロ セス に は ワー クシ ョ ッ プ (以下 WS) を 
組み 込ん で いま す 

特に 、 最 も 意見 の 多かっ た 緑 に 関し て の 
WS を 最初 に 開催 し まし た 。 こ こ で は 、 
学 の プロ と 現場 を 歩い た あと 、 理 】 N 
園 の 森 の あり 方 に つい て 話し 合う WS を し 
まし た 。 当 初 、 公 園 の 森 は 溜 蒼 と し て いて 
光 が 入 ら な いた め 暗 い 雰 囲 気 で し た Dije 

に 植え られ た スギ ・ ヒ ノ キ 林 を 透かし て 、 本 
来 この 公園 に 存在 し て いた で あろ Sin 
植物 相 に 移行 させ て いく た め の 考 え 方 を 共 
有 し た り 。 暗い 公園 の 照明 の あり 方 に つい 


それ ら を 踏 


左上 2018 年 まち の が っ こう 禁 。 右 上 "2017 年 鶴間 公園 の が っ こう 奈 。 下 2019 年 まち の が っ こう 祭 (3 枚 と も *) 


光 の ワー クシ ョ ッ プ 
て 、 現場 で 体験 する 光 の WS も 夏 に 開 
し た 。 子供 た ち が 参 加 し や すい 時 期 に 設定 
し 、 LED 風 船 を ー つ 一 つも っ て 公園 内 を 歩 
き な が ら 、 


て いた だ きま し た 


な 層 の 市 民 の 方 達 に 参加 し て 


辻野 既存 の 公園 に 手 を 入れ る こと は 利用 
者 の 日 常 を 変化 きせ る こと に な る の で 、 か 


な り 丁 寧 に 行わ な けれ ば な ら な いん で す 。 
整備 後 は と て も 満足 し て いた て いる の 
で 、 ビ フォ ー ア フタ ー と し て は と て も いい 見 


本 に な っ た と 思い ます 


福岡 プレ ゼン で も 、 必 ず ビ フォ ー・ ア フ 


ター を セッ ト で 見 せる よう に し まし た 。WS 
に お いて も 市 民 の 意見 や WS で の 
の よう に 計画 設計 に 反映 され て いく か の プ 
ロ セ ス の 見 える 化 を 行い まし た 。 こ の よう 
に 、 人 と 向き 合う 計画 設計 を 進め る 上 で の 
ポイ ント は 何だ っ た の で し ょ うか ? 


RMR 人 が 自分 と この 場所 と の 関係 に どう 
向き 合う か と いう 状況 を 用 意 す る の が WS 
だ っ た り 、 説 明 会 の ある べき 姿 で す 。 そ の 
状況 を 準備 し た うえ で 、 自 発 的 に 関わ る こ 
と の で きる 環境 を つく る 事 だ と 思い ます 


福岡 そう いう 意味 で 
設計 の 内 容 に 関す る WS で し た が 、3 
段階 か ら は 、 石 塚 計 画 デ ザイ ン 事 務 所 を 中 
心 に 「 公 園 の が っ こう 」「 ま ちの が っ こう 」 と 
いう WS を 展開 し まし た 。 半年 か け て 市 民 の 
方 々 が いろ ん な 企画 を 立て 、 秋 に 実現 する 
も の で す 。 自 分 た ち が 主 体 的 に 関わ り 、 小 
さ な 成 功 体験 を 生み 出す こと で 、 当 初 予 想 
し て いた 以上 の 様々 な 展開 が 生ま れ た ん だ 
と 思っ て いま す 。 


言え ば 、 最初 の 5 回 は 
+ 


辻野 設計 の 段階 で 行なっ た 5 回 の WS も と 
て も 大 事 な プ ロ セ モス の 一 つ だ けど 、 次 の ス 
テッ プ と し て 、 こ の 公園 を 自分 だ っ た ら ど う 
利用 する か を 考え て ほし か っ た わけ で す 。 
その よう な WS を くり 返し て いく うち に 、 公 
園 の 利用 方 法 の アイ デア が た くさ ん 生ま 
れ 、3 年 も 続け る と 場 の 空気 も 変化 し まし 
た 。 私 た ち に 接し て くれ る 人 た ちの ポジ ティ 
プ さ も 変わ っ て きた ん で す 。 


公園 と つなが る 
商業 の ラン ドス ケー プ デ ザ イン 


福岡 初め て 商業 に 関わ り 始め た 時 は 、 
ハー ド な 広場 空間 は あっ て も 緑 は それ ほど 
あり ませ ん で し た 。 公 園 と つなが る こと を コ 
ン セ プ ト に 掲げ て か ら 商 業 の ラン ドス ケー 
プ デ ザ イン も 変わ り ま し た ね 。 


加藤 緑 に つい て の 深い 議論 を 始め た の は 
福岡 きん た ち に 入っ て いた だ いて か ら で す 
ね 。 駅 か ら 緑 を 感じ る 、 公 園 と つなが る 、 
と いう こと も ゃ 大 切な 一 方 、 商 業 施設 と し て の 
エン ター テイ ン メ ント 性 も 必要 で し た 。 高 揚 
感 を 演出 する 駅 の ステ ッ プ ビジ ョ ン や 演出 
が 出る オプ ジェ の 設置 な どの 


次 の オブ ジェ 
ンド スケ ー プ と の 調整 は 、 そ の バラ ンス を 
悩み な が ら 進 め て いま し た ね 。 


辻野 「 駅 か ら パ ー ク が 始ま る ] と いう 東急 
の コン セプト は 15 年 前 か ら 実 施さ れ て いま 
し た ね 。 


加藤 駅 に 降り 立っ た 瞬間 か ら 公 園 を 感じ 
られ る よう 、 駅 構内 に 多く の 植 栽 や 滝 の 水 
景 を 施す こと は 管理 面 を 考え る と 非常 に 
チャ レン ジン グ な こと で し た 。 特 に 水景 の 設 
置 は 弊社 初 の 、 関 係 部 署 の 理解 を 得 
る ハー ドル は 高かっ た で す が 、 プ ロジ ェクト 
の コン セプト に 対す る 理解 や 思い が 鉄道 部 
門 担当 者 を 含め つなが り 続 け て 実現 し まし た 。 


と 


福岡 公園 と 商業 が 一 体 と いう コン セプト 
を 実現 する た め に は 、 植 物 も 大 き な 役 割 を 
果たし て お り 、 公 園 か ら 駅 まで を つなげ て 
いま す 。 公 園 と 商業 の 在 来 種 を 基調 に し た 
植 栽 計画 設計 は いき も の ラン ドス ケー プ の 
板垣 さん に 深く 関わ っ て 頂き まし た 。 MiA 
ご と に 細か く 植 栽 配置 を 検討 し まし た ね 。 


加藤 今回 最も 気 を 使っ た 点 の ひと つ で 
す 。 店 舗 腹 板 や ショ ー ウ ィ ン ド ウ が お 客 材 

ら よ く 見 える こと は 商業 の 基本 で す 。 買 い 回 
り 動 線 や イベ ント 開催 等 へ の 支障 の 有無 人 
め 、 植 栽 等 配置 の 検討 は 丁寧 に 行い まし た 。 


福岡 全体 を 大 きく 統一 する 床 の デ ザイ ン 
で は 、「 フ ィ ー ル ド ・ ペ ー ビ ン グ 」 と いう 舗 
装 を 日 本 興業 と 開発 し まし た 。 


槻 橋 迷彩 柄 は 今 で は ファ ッ シ ョ ン と し て 
取り 入れ られ て いま す が 、 起 源 と し て は 第 
一 次 大 戦中 に 森 に 隠れ て 見 えな くす る た め 
に キュ ビズ ム の アー ティ スト ら が つく っ た 
軍服 用 の 柄 で 、 生 物 な どの 体 色 に も 見 られ 
る 自然 由来 の 柄 で す 。 フィ ー ル ド ・ ペ ー ビ ン 


2016 年 7 月 8 一 9 日 (仮称 ) 南町 田 計 画 環境 影響 評 
価 書案 の 説明 会 


2016 年 7 月 一 
「"Park Meets The Future” 鶴間 公園 の 明日 を 考え る 
ワー クシ ョ ッ プ ] 開始 


第 1 回 2016 年 7 月 30 日 「 み どり の ワー クシ ョ ッ プ ]」 
西川 博章 (株 式 会 社 ラー ゴ ) 


第 2 回 2016 年 8 月 26 日 「 光 の ワー クシ ョ ッ プ ] 
岡安 泉 (株 式 会 社 岡安 泉 照明 設計 事務 所 ) 


第 3 回 2016 年 9 月 10 日 健康 づく り の ワー クシ ョ ッ プ ] 
黒野 崇 (株 式 会 社 BEACHTOWN 代表 取締 役 ) 


第 4 回 2016 年 10 月 9 日 「 木 と 遊び の ワー クシ ョ ッ プ | 
HER 幹雄 (東京 大 学生 産 技術 研究 所 教授 ) 
多田 千尋 (東京 お も ちゃ 美術 館 館長 ) 


第 5 回 2016 年 12 月 4 日 「 コ ミュ ニテ ィ の ワー クシ ョ ッ プ ]」 
村上 RR (一 般 社団 法人 リバ ブル シテ ィ イ ニシ アテ ィ 
ブ 代表 理事 ) 


2016 年 12 月 16 日 、18 日 

「 町 田 都市 計画 事業 南町 田 駅 周辺 土地 区 画 整理 事 
業 」 工事 説明 会 (参加 者 数 12/16…97 名 12/18 
…101 名 ) 


整備 工事 が 本 格 的 に スタ ー ト 


2017 年 1 月 16 日 一 2017 年 3 月 7 日 
鶴間 公園 遺跡 埋蔵 文化 財 の 発掘 調査 


2017 年 2 月 
グラ ン ペ リー モー ル 閉 館 イ ベン ト 


2017 年 2 月 
南町 田 拠 点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト 説明 会 


2017 年 5 月 
南町 田 プ ロジ ェクト 商業 施設 新築 工事 及び 駅 改良 
工事 起工 式 


市 民 ワ ー ク ショ ッ プ の 開催 


2017 年 6 月 
市 民 ワ ー ク ショ ッ プ [鶴間 公 園 の が っ こう ] 開始 


第 1 回 2017 年 6 月 18 晶 

「 ど う 使う 7 ちょ っ と ステ キ な 使い 方 を 知る 」 

福岡 孝則 (東京 農業 大 学 准 教 授 ) 

ME 修 ( 神 戸 大 学 准 教 授 / テ ィ ー ハ ウス 建築 設計 事 
務 所 ) 

お き な お 子 (えん が わ カン パニ ー) 

湧 口 善之 ( 街 に 木 を 活か す も の づく り の 会 ) 


第 2 回 2017 年 7 月 29 晶 

「 何 し て 遊ぶ ? ち ょ っ と ステ キ な 遊び 方 を 知る 」 

福岡 孝則 (東京 農業 大 学 准 教授 ) 

om 修 (神戸 大 学 准 教 授 / テ ィ ー ハ ウス 建築 設計 事 
植田 泰 (ビオ キッ ズ 実 行 委員 会 ) 

中 西 修一 (NPO 法 人 せたがや 水辺 デザ イン ネッ トワ ー ク ) 


第 3 回 2017 年 9 月 23 晶 
「 ど ん な イベ ント する ? イ ベン ト 内 容 を 考え る 」 


第 4 回 2017 年 11 月 4 日 
「 玲 間 公 園 の が っ こう 祭 」 


まち 名 称 の 決定 、 鶴 間 公園 の 整備 工事 が スタ ー ト 


2018 年 1 月 28 晶 
鶴間 公園 の が っ こう 「 卒 業 式 & ふ りか えり 会 」 


2018 年 2 月 12 日 
鶴間 公園 の が っ こう 「 苗 木 づく り 大 作戦] 


2018 年 3 月 22 日 
まち 名 称 を 「 南 町 田 グラ ン ペ リー パー ク ] に 決定 


2018 年 4 月 5 日 
「 南 町 田 駅 周辺 地区 パリ アフ リー 基本 構想 ] 改定 
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こし て 木漏れ日 と 混合 す 
いっ た 異な る 場所 
same し て 変化 し て し み 込 ん で い 
ける と いう コン セプト で す 


福岡 ベー ス は 同じ 舗装 で す が 、 白 や 薄い 
砂 色 、 グ ダレ ー、 ダ ー ク グレ ー ま で 豊か な グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 持ち ます 。 色 の 組み 合わ せ 
だ け で は 、 モ ザイ ク に な り 単調 に な り ま す の 
で 、 舗装 pep shane [し て 2 つの 角度 で ラ 


イン が 入る よう に し て いま す 。 光 の 当たり 方 
に よっ て 影 の 落ち 方 (シャ ドー ライ ン ) に 変 
化 が 生ま れる ん で す 。 歩行 者 空間 レベ ル と 2 
階 デ アッ キ か ら 見 える パタ ー ン は 変わ り ま す 
し 、 季 節 や 時 間 淀 に よっ て も 変化 し ます 

駅 ・ 商 業 ・ 公 園 で も この 舗装 デザ イン コー 


ド を 統一 的 に 採用 する こと で 、 全 体 が 緩 や 
か に つなが っ て いる こと が 感じ られ ます 


槻 橋 どん な に 設計 条件 が 変わ っ て も 舗装 
だ け は 変わ ら な いよ うに と 細か く 計 算 し て 配 
慢 し まし た 。 コ ンク リー ト 平 板 の 質感 に よっ 
て パラ ンス を 調整 する の が 大 変 で し た ね 


福岡 ki 


ク プ ラ ザ 


園 を みどり で つなげ る パー 
d, BM OR LP WILD FRED 
条件 が 厳し く 、 数 十 回 以上 デザ イン 変更 し 
て いま す 。 


加藤 は 、 転 倒 の 可能 性 
り 、 立 入 装 止 ワ ー ン と し て 、 洪 木 で 囲っ た 
デザ イン と し て いま し た 。 オ ー プ ン の 直前 に 

会 長 の 野本 より 「 眺 め る 場所 で ある と 、 よ り 
認識 で き 、 さら に 演出 性 を 高め る 工夫 を 」 と 
、 モ ニュ メン ト な どの 人 工 物 で 
同 か 考え た いと 福岡 きん に ご 


ー に する と 人 が 使え 
cine し まう の で 、 屋 根 の 一 


フィ ー ル ド ・ ペ ー ビ ン グ 


028 LANDSCAPE DESIGN 


目 に 入る と ころ に 明る さ が あれ ば 、 


を 小さ きい 広 場 に に て 、 そ こ か ら 
し まし た 。 斜 面 は も と も と 芝生 
だ っ た の で す が 、 諸 々 あり オー プ ニ ン グ に 向 

豊か な 表情 を も ち 植 物 が 織物 の よう 


子 氏 を 紹介 し 


て も ら っ た ん で す 

多年 草 の つ くる 風景 の 魅力 や 価値 は 素 晴 
らし く 、 時 間 や 季節 で 風景 が 変化 し て と て 
も きれ いで す 。 そ うい う 感 覚 を 事業 者 の 方 
達 も 共感 し て 下さ っ た の が 成功 の 秘訣 か と 
思い ます 


加藤 照明 計画 の スタ ー ト は 岡安 泉 氏 の 提 
案 で し た ね 。 安全 性 だ け を 考え れ ば 、 全 体 
的 に 明る くし て お け ば よい わけ で す が 、 そ 
れ で は 雰囲気 は 作れ な い 。 明 る さ は 
だ け で 語ら ちら れ が ち で す が 、 空 間 全体 を まん 
べ ん な く 照 らき ず と も 、 目 に 入る と ころ に 明 
る さ が あ れ ば . MM dH 
れる 施設 は チャ レン ジン グ な 
照明 計画 だ っ た と も 言え ます が 、 そ の お か 
げ で 、 時 間 の 変化 、 夕 景 を 美しく 感じ られ 
る 場所 に な り ま し た 。 


福岡 商業 の 広場 で すん な り デ ザイ ン が 決 
まっ た 場所 は ほとん ど あ り ま せん ね 。 最終 
的 に 予想 し て いた 通り に 広場 の 性 格 が 出来 
ト 上 が っ て いっ た の も 、 プ ロジ ェクト に 関わ る 
方 達 の 目 に 見 えな い 場 所 で の 説得 ・ 調 整 な 
どの 替 力 の お か げ だ と 思い ます 


「 明 る さ 感 」 は 作れ る 


商業 と 公園 を つなぐ バー クラ イフ ・ サ イト 


辻野 パー ク 


を つなぐ 


ライ フ ・ サ イト は 公園 と 商業 
所 と し て 、 緑 と 賑わい の 融合 を 
し た この まち に と っ て 象徴 的 な 場 
所 に し よう と 考え て きま し た 。 実は 、 方向 が 
定まる まで 、 か な り 時 間 を か け て 
ア で す 。 当 初 は 都市 公園 内 で 建築 的 な 要素 
を 入れ 込む せ イ メー ジ を も っ て いま し た が 、 議 
論 を 進め る 中 で 、 区 画 整 理 で 宅地 を 配置 し 
た ほう が 、 イ メー お り の 使い 方 が で きる 
ん じゃ な いか と 思い つい た E 
メー ピー ミュ ー ジ アム と も | 


ライ プラ リー、 児 童 館 な ど 


まな が ら 思 い 思 い の 時 間 を 過 


福岡 それ ぞ れ の ボリ ュー ム や 配 棟 ・ 配 購 
ん に 考え て いた だ きま し た 。 ス 
ュー ジア ム は 規模 が 大 きい の で 
し て 、 も う 一 方 に まち ライ ブラ リー や 


メー ピー ミ 
分 棟 に 
カフ ェ 、 子 ども クラ ブ を 配置 する こと に な 
し た 。 民間 活力 を 積極 的 に 取り 入れ つつ 、 
E と の パラ ンス を 持て た の は ひと 


『 間 の 前 向き な 議論 や 調整 の お か 
思い ます 。 こ こ は 第 2 動 線 ( 
て 、 西 側 か ら シ ネ マ コン プレ ックス の 中 を 通 
り 抜け る こと が で きる ん で す 。 広場 も 和 
スポ ッ ト の よう な 感じ で 地元 の 高校 生 が 勉 
強し て いた り 、 た き に 座っ て 公園 を 眺 
め て いる の を 見 る の は 嬉し いも の で す 。 


商業 と 公園 の 利用 状況 は どう な っ て いる 
の で し ょ うか ? 


辻野 両方 を 一 日 か け て 利用 され て いる 方 
は あま り 見 られ な く て 、 公 園 か 商業 どちら か 
を 主 目的 に 訪れ られ て いる 様子 で す 。 


加藤 公園 に 近い 場所 に は 、 親 和 性 の 高い お 
店 を 配置 し て いま す 。 例 えば 、 ア ウト ドア 
ショ ッ プ で 公園 で の ピク ニッ ク が で きる よう 、 
椅子 な どの 貸出 し を する な ど 、 公 園 利 用 を 誘 
発する よう な 工夫 を 店 舗 で も 行っ て いま す 。 


辻野 マー ケッ ト の エリ ア で は 片手 で 食べ 
られ る メニ ュー も 用 意 き れ て いる ん で す 
が 、 ま だ 公園 まで 持っ て き て 食べ よう と いう 
人 は 少な い 。 商業 ・ 公 園 を また い だ 使 い 方 
の アイ デア や 仕掛 け は 、 も う ひ と 要 
だ な と いう 印象 で す 。 


福岡 マネ ジメント に 関し て は 計画 設計 段 
階 か ら 議論 し て いま し た ね 。 稚 間 公 園 は 運 
動 公 園 な の で 基本 的 な 体 を 動か す プ ログ ラ 
ム に 加え て 、 公 園 か ら 商 業 、 ま ち に 展開 し 
て いく マネ ジメント が 理想 で す が 、 商 業 は 
オー プン 当初 か ら 来場 者 が 非常 に 多く 基本 
的 な マネ ジメント だ け で も 大 変 な 状況 で 
あっ た か と 思い ます 。 商 業 は 日 常 的 な 業務 
が ある の で 、 場 づく り へ の 参画 は これ か ら 
の 課題 だ と 思い ます 。 


コロ ナ 褐 で 機能 する 公園 と 
アク ティ ブ デ ザイ ン 


辻野 今回 、 コ ロナ の 影響 で 稚 問 公園 が 日 
常 の ほっ と する スポ ッ ト と し て か な り 機 能 
し た な と 思っ て いま す 。 緊 急 事態 宣言 時 に 
は 大 きい 遊具 は いろ ん な 子ども た ち が 多 方 
面 か ら 使っ て し まう た め 使用 を 中 止 し た け 
れ ど 、 プ ラン コ 等 の 小さ い 遊 具 は 止め ませ 
ん で し た 。 町田 市 と し て は 公園 の 利用 を 制 


玲 間 公園 内 に 設置 され て いる アク ティ ブ デ ザイ ンマ ッ プ 


限 し て し まっ た ら 子 ども た ちの 行き 場 を な 
くし て し まう だ ろう と 考え て いた ん で す 。 む 
し ろ 自 粛 中 の 時 こそ 利用 が 多かっ た よう で 
Fo 家 の 中 だ け で 過ごす の も 限界 が ある 。 5 
ー10 分 で も いい の で 息抜き を する 場 が 必要 
だ と 思い ます 。 


福岡 計画 の 中 で も 商業 の 中 を 走る の は 難 
し いけ れ ど 外周 を 走 あ の は どう か と いう 意 
見 が 出 て いま し た ね 。 公園 を 設計 する と き 
に 「 ア クティ ブ デ ザイ ン 」 の コン セプト の も 
と 、 誰 も が 身体 を 動か し た く な る よう な デザ 
イン を 心掛け まし た 。 床 に 距離 や 視覚 的 な 
情報 が 入る こと で 特に 子ども た ち は 走 っ た 
り 、 ケ ン ケ ン パ な ど を し て いま す 。 床 の 情報 
が 身体 を 反応 きせ る 役割 を 強く 担っ て いる 
の が 大 き な 特 徴 で す 。 


辻野 も し 、 こ こ が 有 料 貸出 用 の スポ ー ツ 
施設 だ っ た ら 、 コ ロナ の 状況 下 で は 使う こ 
と が で きま せん で し た 。 こ の 公園 は 誰 で も 
が 身体 を 動か し た く な る よう な 仕掛 けが し 
て あっ た の が ちょ うど 良かっ た の で は な い 
か と 思い ます 。 


福岡 他 に は 登れ る クラ イミ ング ウォ ー 
や 、 ダ ンス の 練習 や 姿勢 の チェ ッ ク に ゃ 使 
える ボディ メイ キン グ ウ ォ ー ル 、 情 報 を 共有 
する た め の プ レイ ス メ イ キン グ ウ ォ ー ル な 
ど が あり 、 利 用 者 が より 積極 的 に 運動 公園 
を 使い こなす た め の 工 夫 が され て いま す 。 


辻野 璧 と 舗装 だ け で こん な デザ イン が で 
きる の は 斬新 で し た ね 。 


槻 橋 川 に つなが っ て いく アク ティ ブ デ ザ 
イン は 試行 錯誤 し まし た ね 。 グ ラフ ィ ッ ク と 
情報 だ け で 公園 の 使わ れ 方 が ここ まで 変わ 
る の は すご いと 思い ます 。 


2018 年 6 月 15 日 
新設 道路 開通 道路 愛称 を 「 鶴 間 パ ー ク ウォ ー ク 」 と 
「 南 町 田 グラ ン ベ ペリー ウォ ー ク ] に 決定 


「 南 町 田 の まち の が っ こう 」 の 開催 、 ス ヌー ピー 
ミュ ー ジ アム の 開館 決定 


2018 年 7 月 一 
市 民 ワ ー ク ショ ッ プ 「 南 町 田 の まち の が っ こう ] 開始 
千葉 晋也 (株 式 会 社 石塚 計画 デザ イン 事務 所 ) 


第 1 回 2018 年 7 月 29 日 「 南 町田 の まち の が っ こう ] 
[趣味 や 特技 か ら 、 ま ち を も っ と ステ キ に ] 

田中 元 子 (株 式 会 社 グ ラン ドレ ベル 代表 取締 役 ) 
MHAI ( 森 記念 財団 普及 啓発 部 長 ・「 ま ち ラ イブ ラ 
リー] 提唱 者 ) 


第 2 回 2018 年 9 月 1 日 「 南 町田 の まち の が っ こう ]」 
pear eee 「 本 」 で 持ち 寄 ろ 2 う 、 つ な 


GR RSM RRR 「 ま ち ラ イブ ラ 
リー] 提唱 


第 3 回 2018 年 9 月 22 日 「 南 町田 の まち の が っ こう ] 
「 つ な が り を 「 ま ちの が っ こう 祭 ] で 形 に し よう ] 


第 4 回 2018 年 11 月 3 日 「 南 町 田 の まち の が っ こう 祭 」 
「 南 町 田 の まち の が っ こう 祭 PAREN] 


第 5 回 2018 年 11 月 25 日 「 南 町 田 の まち の が っ こう ] 
「 ま ちの が っ こう 卒業 式 」 


2018 年 8 月 

「 南 町 田 駅 ] の 駅 名 を 「 南 町 田 グラ ン ペ リー パー ク 駅 」 
に 変更 する こと に 決定 

「 南 町 田 駅 」 が 全日 急行 停車 駅 に な る こと が 決定 
南町 田 グ ラン ペリー パー ク 内 の パー クラ イフ ・ サ イト に 
「 ス ヌー ビー ミュ ー ジ アム ] の 開館 が 決定 


2018 年 11 月 「 鶴 間 公園 」 の 公園 運営 事業 者 を 募集 
開始 


[LEED ND」 予 備 認証 取得 、2019 年 1 1 月 の 「 ま 
ちび らき 」 を 発表 、 プ ロジ ェクト 発表 会 の 開催 


2019 年 1 月 
国際 的 な 環境 認証 制度 「LEED ND] に て ゴー ルド 予 
備 認証 を 取得 


2019 年 2 月 
商業 施設 「 グ ラン ベリー パー ク ] 大 規模 小売 店 舗 立 
地 法 に 基づく 説明 会 開催 


2019 年 5 月 

南町 田 グラ ン ペ リー パー ク 2019 年 11 月 に 「 ま ちび ぴら 
き ] 決定 

商業 施設 「 グ ラン ベリー パー ク ] テナント 第 一 弾 197 
店 舗 発表 ! 

es a プロ ジェ クト 発表 会 開 


2019 年 6 月 

鶴間 公園 指定 管理 者 が 「TSURUMA パー クラ イフ パー 
トナ ー ズ ] に 決定 

※「TSURUMA パー クラ イフ パー トナ ー ズ 」 : 

幅 石 勝 エ クス テリ ア 、 給 東急 スポ ー ツ シス テム 、 


日 本 体育 施設 費 の 共同 企業 体 

「 南 町 田 グ ラン ペリ ー バ パー ク 」 待望 の まち びら き 、 
「 ス ヌー ピー ミュ ー ジ アム 」 オー プン ! 

2019 年 9 

市 民 ワ ー ク ショ ッ プ 「 南 町 田 グ ラン ペ ベリー パー ク の まち 
の が っ こう 祭 」 


千葉 晋也 (株 式 会 社 石塚 計画 デザ イン 事務 所 ) 


第 1 回 2019 年 9 月 14 日 
「 南 町 田 グ ラン ペリー パー ク の まち の が っ こう 祭 を つく ろ 
う ! 準 備 会 議 ①] 


第 2 回 2019 年 10 月 6 日 


「 南 町 田 グ ラン ベリ ー パ ー ク の まち の が っ こう 奈 を つく ろ 
3! 準備 会 議 ②」 
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029 


030 


福岡 難し く 表 現す る と 辻 
ク が 入っ て 、 


まし た ね ( 笑 ) 


分 か りや すい 表現 
禁止 の 表示 は で 
分 か りや すい サ 


識 し まし た 


辻野 人 に と か け な け れ ば 、 禁 止 行為 
は 極力 少な い 方 が 良い と いう 考え な ん 


す 。 最 近 の 


最低 限 の ルー ルド 


ど 、 あ と は 皆 さ 


えば いい と 思い ます 
公園 と の 関係 性 に お ける まち づく り 


福岡 
境 認証 ) の 取得 を 目指 
全体 で 持 


プロ ジェ クト の 


1 で LEED ND ( 環 
と が 決ま り 、 敷地 
いま す 


的 雨 オ 


公園 の 中 で 無駄 な 側溝 は 見 直し 、「 バ イオ 
備 し まし た 。 同 時 に サイ ン 類 も 


し た 取り 組 


ウェ ル ] 


LANDSCAPE DESIGN 


まち 」 の 中 で 見 え 


る 化 さ # 


辻野 グリ ー ン イン フラ に 取り 組ん だ こと 


一 な 話 だ けれ 


1 自身 が 』 


SD 認証 は この よう な 既成 市 街 
編 し て つく 
か の 確 


め に 何 を 盛り 込 / 


いっ た 1 つが グリ ー ン イン フ : 


まち が みん な の “暮らし の イン フ 


楽し い 、 便 利 、 一 日 る 場所 と 思っ て 
も ら え る イン フラ て 
いま す 


樹木 を 一 部 透かし て 木漏れ日 が 入る よう に な っ た つる ま の 森 


福岡 


ば 自分 た 


こん な 官民 連携 の プロ ジェ クト な ら 
っ の まち で も 実現 で 


る の で は な 


いか と る 行政 や 事業 者 も 多い よう で 
す ] や 広場 な ど 、 オ ー プ ンス ペー ス を 
活か し た 都市 ・ 地 域 の 再生 ・ 再 編集 が 日 本 


中 で 展開 する と 良い と 思い ます 


と 何 か を 掛け 合わ せる の が 場所 


応じ て いろ いろ あっ て も いい と 思い ます 


パー ス を 活か 


福岡 この よう な オー プン ス < 


し た 再 整 備 に お い 


ン デ ィング の 意向 か 


失わ れ て 


パイ オス ウェ ル 


第 3 回 2019 年 11 月 2 日 
「 南 町 田 グラ ン ペ リー パー ク の まち の が っ こう 祭 」 


2019 年 10 月 
南町 田 グラ ン ベ リー パー ク 鶴間 公園 の 「 植 樹 祭 一 オ 
オシ マ ザ ク ラ い らっし ゃ い ! 苗 木 お か えり な さい !…] 


2019 年 11 月 
「 南 町 田 グ ラン ペリ ー バ パー ク 」 まち びら き 


2019 年 12 月 
「 ス ヌー ビー ミュ ー ジ アム ] オー プン 


左 か ら 
福岡 考 則 氏 
辻野 真貴 子 氏 

加藤 英理 子 氏 

機 橋 修 氏 

(2020 年 6 月 コー ト ヤ ー ド HIROO に て ) 


その 微妙 な パラ ンス を どの よう に 取る か が DR 
その よう な 欠 


で 価値 観 や ライ フス タイ ル の 変化 が これ か ら 道 路 空間 の 活用 に も 向かい 合っ て い 
は 、 今 回 の 官 生ま れ て いる うし 、 南 町 田 に 限 く こ と に な り ま す 。 「 公 園 や 道路 と いう 公 


只 は 機能 し て いま すし 、 商 業 、 公 園 、 ら ず 日 本 中 の 公園 や オー プン スペ ー ス を 活 間 を 積極 的 に 活用 し て いく に は ? 」 と いう 命 
パー クラ イフ サイ ト な どの 場所 と 活動 の パ か し た まち づく り に 期待 し た いで すね 題 が 目 の 前 に あり ます 。 占用 基準 な どの 制度 
ラン ス も 伸び や か で 町 田 ら し いと 思い ます SEN EMAED VET Ls いろ ん な 人 


辻野 南町 田 は 非常 
業者 で は な く 鉄 道 事業 a a A を つく り だ すこ 
地域 と の 関わ り も 深 と が で きた 。 過 去 に つく っ て きた 数 々 の 都 福岡 南町 田 グ ラン ペリ ー パ ー ク が 開園 し 
な が ら こ の 場所 市 公園 は 、 時 間 と と も に 陳腐 化し た り 、 茜 止 て か ら 関 わっ て いた 市 民 か ら は 、 ど ん な 反 


殊 な 場所 で は な い と 会 話し な が ら 考え て いく 必要 が あり ます 


辻野 
急 と 行政 だ か ら こ 
スパ ン が 長い の も さる こ 


へ の 責任 が 非常 に 重い 。 考 えて いる 方 向 性 事項 7 な も の に な っ て いっ て し 応 が ある ん で し ょ うか 、 

や 見 て いる スパ ン 、 地 域 へ の 目 交 まう 。 身 近 な 公園 が 魅力 的 で ある こと は 

られ る パー トナ ー で ある こと が 大 事 で す その まち 自体 を 魅力 的 に する こと に 直結 辻野 「 こ うい うま ち を つく ろう と 思っ て い 
る と 思う ん で す 。 行政 と し て 、 数 ある 公園 "た な ら 言 っ て ほし か っ た 」 と は 言わ れ ま し た 

加藤 弊社 は 鉄道 事業 者 で も あり ます が 、 の 中 か ら 可 能 性 を 見 つけ て テコ 入れ を 惜 し ね 。 道路 を は ず す と か 木 を 輝く 、 広 場 を そ 


まち づく り の 会 社 と し て 生ま れ 、 


EFRACELMREL. FO LIM LTH の まま 残す 、 森 の 中 を 歩け る 等 と いっ た 事 


まち づく り を 行っ て きた 域 や まち と の 関係 性 を 解い て いく 視 成 し て は じ め て 納得 で きた よう で す 
沿線 地域 の 持続 的 な 発展 を 考え て 公園 の あり よう を 考え る こと も 大 事 で す 
は 、 行 政 と 共通 し 、 強力 な パー トナ ー と 成り 福岡 今回 の プロ ジェ クト で 、 皆 が 同じ 体 
得る ん で すね 福岡 その よう な 視点 で 見 られ る 人 が いな 共有 する こと は 非常 に 大 切な こと だ と 
けれ ば 、 私 た ち が 一 提案 し て も 実現 《 し まし た 。 本 プロ ジェ クト は 怒 


福岡 今回 、 ま ちの マネ ジメント の た め に で き な い で す よ ね 。 公 園 の 領域 か ら 都市 計 公園 の 再 整備 で す の で 、 土 地 の 記憶 も 継 
* 般 財団 法人 を 設立 する と いっ た 話 も お 聞 画 や まち づく り に 積極 的 に 関わ っ て ゆく 方 。 承 し つつ 、 新 し い 魅 力 を 多く の 人 た ちと 共 
き し ま し た が が 良い の か 、 都 市 計画 や まち づく り 和 領域 か に 発見 し な が ら 、 丁 寧 に 計画 設計 で きた の 
こ 入り 込ん で いく の が 理想 な の か 、 が 良かっ た と 思い ます 
辻野 まち の みん な で 使う 共有 の お 財布 を う 長寿 命 化 や 改修 を 待っ て いる 公園 は 日 本 
持つ と いう 主旨 の も と 、8 月 に 財団 法人 を 始 中 に た くさ ん あり ます 。 多様 な 主体 の カ が 
動 し ます 、 商業 、 パー クラ イフ ・ サ イ WR 公園 は すご い リ ソー ス で 価値 を 持っ つ に な れ ば 、 も っ と 多く の 変化 が 起こ せ 
ト の 施設 が つなが りあ い 、 地 域 と も て いる の だ と いう 共 :』 も と で 、 各 公 る の で は な いか と 考え て いま す 。 
- 緒 に な っ て 、 ま ち を 盛り 上 げ て いく た め の 園 を どの よう に 使っ て い s か と いう こと を 
取組 に 使う た め の お 財布 で す 者 側が 考え る よう に な っ て くる の が 理 辻野 街区 公園 も 経年 と と も に 使わ れ な い 
想 だ と 思い ます も の が 増え て いっ て いる sand 


福岡 それ が 実現 すれ ば 3 者 で マネ ジ メ ン 

ト の 相互 作用 が 期待 で きま すね 。 公園 を 起 辻野 公園 行政 は どう し て も 日 々 の 施 E 
点 に まち が どう 変わ っ て いく の か は 10 年 、 - 追 われ て し まい 、 な か な か 佑 央 的 な 見 方 が 
20 年 、30 年 か か る 話 だ と 思い ます 。 コ ロナ し づら いと ころ は あり ます ね 。 行政 と し て は 、 


付き た いと 思う よう な 用 事 が ある 、 自 分 
わる オー プン スペ ー ス だ と 思っ 
仕掛 けが 必 


部 ) 
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BEI AgeD<4. o> 
小さ な 公園 活用 プロ ジェ クト 
豊島 区 「 わた し らし く 、 暮 ら せ る まち 。 」 づ くり 


写真 ・ 資 料 一 豊島 区 政策 経営 部 「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。] 推進 室 
協力 一 豊島 区 都市 整備 部 公園 緑地 課 


東京 都 豊島 区 で は 「 小 さ な 公園 活用 プロ ジェ クト 」 が 2018 年 4 月 に スタ ー ト し た 。 

と の プロ ジェ クト は 、 2014 年 に 日 本 創成 会 議 に より 消滅 可能 性 都市 と 指摘 され た こと を 受け 、 持 続発 展 都 市 に 向け た 重点 対策 の 柱 の 
ひと つと し て 掲げ られ た 施策 「 女 性 に や さ し い まち づく り 」 に 端 を 発する 。 後に 「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。」 推進 室 と な る 「 女 性 に や 
さ し い まち づく り 担 当 課 」 が 設置 され 、 い くつ も の プロ ジェ クト が 生ま れ た 。 

「 小 さ な 公園 活用 プロ ジェ クト 」 は その ひと つ で ある 。 どの ブロ ジェ クト も 「 わ た し らし く 、 暮らせる まち 。」 を 基本 コン セプト と し て いる 。 
「 小 さ な 公園 活用 プロ ジェ クト 」 は 、 まち の 小さ な 公園 を まち や 住民 の 視点 で 活用 、 活性 化し て いく こと を 目指 し て いる の で ある 。 街区 
公園 と 呼ば れる 小さ な 公園 が まち と 関わ り を 持つ こと で 、 公園 も まち も 元気 に な る こと を 教え て くれ る 。 (編集 部 ) 


ー ア ル お 披露 目 。「「 と も に 育つ 公園 。] は じ ま り ます 。」 
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消滅 可能 性 都市 か ら 持続 発展 都市 へ 


担当 課 設置 の 経緯 

2014 年 、 豊 島 区 は 日 本 創成 会 議 か ら 若 年 
女性 の 減少 に より 人 口 を 維持 で き な い 「 消 減 
可能 性 都市 ] と の 指摘 を 受け 、 直ちに 持続 
発展 都市 に 向け た 重点 対策 の 柱 の ひと つと 
し て 「 女 性 に や さき しい まち づく り 」 を 掲げ る 。 そ 
し て 、 当事者 で ある 若年 女性 の 声 を 反映 さき 
せる た め 開 催し な た キッ クタ オフ イベ ント 「 と し ま 
100 人 女子 会 」 を 経て 、「 と し ま F1 会 議 」 を 実 
施 。 子育て か ら ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 、 都 市 
プラ ン デ ィング か ら 広 報 まで 幅広 い 提案 を 受 
け 、 翌年 に は 11 事業 を 具体 化し た 。 

若年 女性 中 心 の 会 議 も きる こと な が ら 、 そ 
の 提案 を 予算 に 即 反 喘 させ る 試み も 区 政 始 
まっ て 以来 の こと で あっ た 。 そし て 2016 年 、 
関連 事業 を 組織 横断 的 に 推進 し て いく た め 、 
マー ケティング 、 プ ラン ディ ング 、PR な どの 専 
門 ノ ウ ハ ウ を 有する 人 材 を 担当 課長 と し て 民 
間 か ら 登 用 し 、 女性 に や さき しい まち づく り 担 当 
課 ( 現 :[ わ た し らし く 、 暮 ら せ る まち 。] 推進 
室 ) を 設置 し た 。 


現状 分 析 に 基づく 施策 の 方 向 性 

担当 課 設置 後 、 施 策 の 対象 で ある ター 
ゲッ ト や 住民 ニー ズ を より 明確 化し 、 豊島 区 
が 有する 特性 や 特長 、 取り 巻く 状況 な ど を 見 
極め た うえ で 、 女性 に や さき しい まち づく り の ポ 
ジ シ ョ ニン グ 、 ター ゲ テ ィ ン グ 、 プ ラン ディ ング 
の 方 向 性 を 見 定め る た め の プ ラン ディ ング 調 
査 や 人 口 動態 な ど を 基 と し た 現状 分 析 を 
行っ た 。 調査 は 、 イ ンタ ーネット に より 豊島 区 
の ほか 近隣 5 区 に 居住 する 30 ~ 40 代 の 男 
女 2.393 人 に 実施 し た 。 分 析 の 結果 、 他 区 と 
比較 し 、 高い 交通 利便 性 に 加え 、 実際 に 住 
ん で みる と 意外 と 住み や すい 、 イメ ー ジ より 
「 安 全 ・ 安 心 ]「 敷 居 の 低 き 」 を 実感 し て いる 
割合 が 多い こと が わか っ た 。 また 、 地域 へ の 
愛着 度 が 高まる と 定住 意向 が 高まる 関係 に 
あり 、 普段 の 生活 か ら 得 ら れる 「 安 心 」、「 健 
康 ]、「 潤 い 」 が 区 へ の 愛着 度 と 密接 に 関係 
し て いる こと が わか っ た 。 

これ ら の 愛着 度 向上 に 有効 な 施策 の 展開 
や 認知 度 向上 に 向け た 取り 組み の 方 向 性 と 
LT, 公園 や 生活 環境 の 整備 な どの ハー ド 
面 に 加え 、 生涯 学習 や 自己 実現 、 地域 参加 
の 機会 、 ア ー ト や スポ ー ツ を は じ め と する ソフ 


ト 施策 の 充実 と と も に 、 それ ら 施 策 の 周知 や 
住民 目線 の PR が 重要 で ある と 考え た 。 


住民 主体 の 活動 を 後押し する 施策 

ター ゲッ ト に つい て は 、 20 ~ 30 代 の 若年 
女性 に 加え 、 近年 の 豊島 区 へ の 転入 転出 
傾向 の 分 析 か ら 40 代 以上 を 含む 子育て ファ 
ミリ ー 世 代 、 働く 世代 に 拡大 し 、 当該 世代 の 
流動 性 の 高 さや 区 の 特徴 を 踏ま を を な が ら 、 住 
みた い 、 住み 続け た いま ち に 向け た 取り 組み 
へ 方 向 性 を 定め た 。 

施策 面 と 情報 発信 の 両輪 で 進め て いく な 
か で 、 と り わ け 住 民 が 主体 と な り 住む まち を よ 
り 良 くし て いこ うと する 動き を 後押し する よう な 


区 の ボ ジ シ ョ ニン グ と 愛着 度 と 施策 の 結び つき 


施策 を 展開 し て いく 必要 を 認識 し 、 地域 の コ 
ミュ ニテ ィ カ の 向上 や 自分 た ち で 暮らし を 創 
出す る 力 の 向上 な ど 、 住民 同士 の 共感 を 得 
る 施策 に 積極 的 に 取り 組む こと と し た 。 

その 方 法 と し て 、 区 で 活動 する まち づく り 
の 担い 手 を 支援 し 、 活躍 で きる 仕組 みや ヤ プ 
ラッ ト フ ォ ー ム を 構築 し 、 提供 し て いく と と も に 
住民 や 企業 な ど 立場 が 異な る 当事者 同士 の 
多 方 面 で の 開か れ た 対話 と 創造 の 場 の 構築 
を 目指 し た 。 


※※2019 年 3 月 に 推進 室 よ り 発行 され 
た 冊子 「「 わ 


く 、 暮 ら せ る ま 


ち 。 」 これ まで と これ か ら 』」 より 
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「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。」 これ まで の 取り 組み 


画 と し ま scope 

豊島 区 は エリ に 異な る 顔 を 持ち 、 A 
分 らし い 暮 らし を 楽し み 、 働き 、 活動 する いき 
いき と し た 人 た ちがい る 。 そん な 人 々 を 主役 
に 、 まち に 関す る 様々 な 情報 を 発信 する Web 
サイ ト と し て 生ま れ た 。 コン セプト は 「 ま ちの 主 
役 は 、 ここ に 住む ひと 、 働く ひと 」 で ある 。 「 わ 
た し らし く 、 暮らせ る まち 。」 を テー マ に 区 内 で 
暮らし た り 、 活 動 す る 人 や 企業 へ の イン タ 
ビ ピュー や 区 内 で 開催 され る イベ ント を 紹介 。 

また Web と 連動 する Facebook も 活用 し て い 
Bo 「 と し ま scope」 を きっ か け に 人 々 が 出 会 
も っ と 自由 に も っ と 自分 らし く 暮 
ら せ る よう に な る こと を 目指 し て いる 
E と し まぐ らし 会 議 

日 々 の 暮らし の 中 で ふと 思 
あん な 暮らし 。 そん な “わた し らし い 暮 らし "を 
共有 し 、「 こ ん な まち に し た い |」 を 実現 する た 
め の 会 議 と し て 開催 。 これ まで 在住 在勤 * 在 
学 の 10 一 70 代 、388 名 が 参加 。 区 民 、 企 
業 、 行政 な ど 様々 な 立場 の 人 が 、 そ れ ぞ れ の 
「 や り た い 」 を 持ち 寄っ て ゼロ ペー ス で プロ 
ジェ クト を 立ち 上 げた 。 自分 た ちの 手 で つく る 
「 と し ま 型 」 プロ ジェ クト 。 
画 FF パートナーシップ 協 定 

「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。」 を 基本 コン 
セプト に 、 様 々 な 公民 連携 協 働 を 包括 する 
形 で パー トナ ー シ ッ プ を 企業 と 締結 。 区 と 企 
業 の それ ぞ れ が 持 報 、 場所 、 技術 、 人 
材 、 ノ ウ ハ ウ な どの リソー ス を 互い に 活用 し 、 
より 効果 的 に 、 住み や すく 、 働き や すい 、 誰 も 
が 自分 らし く 暮 ら せ る まち を 目指 し て いる 。 
育て 世代 と 働く 世代 を メイ ンタ ー ゲ ッ ト に 子 
育て 支援 、 健康 増進 、 防災 、 環境 、 食 育 、 
、 住 まい な ど 幅 広い 分 


い 、 つなが り 、 


MEL TOD 
画 小さ な 公園 活用 プロ ジェ クト ・ ア ー ト トイ レ 
小 規模 公園 を 活用 し 、 地域 コミ ュ ニ ティ の 
場 や 課題 解決 の 場 に 再生 し て いく プロ ジェ ク 
ト 。 子育て 世代 や 地域 住民 の ニー ズ の 変化 
に 対応 し きれ ず に 活用 が 十分 で な い 公園 を 
地域 に 開き 、 地域 と と も ち に コミ ュ ニ ティ の 場 に 
育て て いく た め の 取 り 組 み 。 
アー トト イレ プロ ジェ クト は 、 区 内 の 公園 トイ 
レ を 3 年 で 85 か 所 を 改修 する な か ID 
トイ レ に 地域 の 特性 を 盛り 込ん だ デザ イン や 、 
住民 参加 に よる アー トト イレ を 展開 。 
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豊島 区 で いろ いろ な ライ フス タイ ル を 楽し むための 情報 発信 サイ ト 


と し ま 


Scope 


22-7 


画 と し ま の イク ボス 

「 イ クボ ス 」 と は 職場 で と も に 働く 部 下 ・ ス タッ 
フ の ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス を 考え 、 その 人 の 
キャ リア と 人 生 を 応援 し な が ら 、 組織 の 業績 
も 結果 を 出し つつ 自ら も 仕事 と 私 生活 を 楽し 
む 上 司 の こと 。 働く 人 を 取り 巻く 環境 が 変化 
する な か 、 多様 な ワー クス タイ ル に 理解 を 示す 
「 イ クボ ス 」 の 存在 は 重要 で 
2016 年 に 都内 の 自治 体 で は 初 と な る 産 ・ 
学 が 連携 し た 「 と し ま イ ク 
い 、 その 参加 団体 は 67 (後に 71) と 全国 的 に 
見 て も 最大 クラ ス と な っ た 
画 その他 の プロ ジェ クト 
ツク モル by Toshima…「 も の づく り 」 で 防災 
と 関わ る こと を 目指 す 団 体 ツ タモ ル と 豊島 区 


[ELE scope] Web サ イト の トッ プペ 


と が 一 緒 に な り 、 取り 組ん で いる 。 

LOCAL! FESTIVAL! 2017 by と し ま SCOPE! 
… ま ち づ く り の 担い 手 の 応援 と 活躍 する 場 を 
つく る 「 と し ま scope」 の リア ルイ ベン ト と し て 南 
池袋 公園 と グリ ー ン 大 通り を ステ ー ジ に 開催 
され た 。 

働く と 暮らす の 交差 点 …" 働 ぐ と "暮らす "を 
切り 離す こと な く 、 ひと つの 理想 の カタ チ を 実 
現し て いる 人 を ゲス ト に 招い て 話 を 聞く トー ク 


イベ ント 


住民 も 参加 し て 整備 され た アー トト イレ 


豊島 区 に は 大 小 160 の 公園 が ある 。“ 暮 らし の 中 に ある 小さ な 公園 を も っ と 過ごし や すく 、 も っ と 楽し め る 公園 へ 変え て いき た い " 、 “新しい 
使い 方 、 楽し み 方 を か あ た ち に し た い " 。 そ うい う 起 いで 小さ な 公園 活用 ブロ ジェ クト が 始ま っ た 。「 と も に 育つ 公園 」 と し て 、 地域 と まち の 人 
と 育て て いく 公園 づく り を 目指 し 取り 組ん で いる 。 


HINODE MARKET 
旧来 か ら の 住民 や 商店 街 と 大 規模 マン ショ ン の 住 
民 な ど 比 較 的 新しい 住民 と が 、 交流 で きる 場 と し 
て 地域 で 楽し むために 近隣 商店 街 な ど か ら コ ン テ 
ン ツ を 出店 し て 開催 。 


公園 を みん な で 育て よう 

井戸 端 か い ぎ ・「 ど う 過 ご し た い ? 投票 」 

「 と も に 育つ 公園 」 に 向け た 第 一 歩 と し て 開催 。 
「 身 近 に ある 公園 が どん な 場所 だ っ た ら 、 な に が で 
きた ら 、 わく わく する で し ょ うか が 。」 と 、 周り の 商店 、 
学生 、 住民 た ちと 一 緒 に 考え 、 公 園 を 育て て いく 
場 と し て 井戸 端 か い ぎ や 、「 ど う 過 ご し た い ? 投 
RJ を 行っ て いる 。 
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公園 で 多 世 代 交 流し よう ! 
お し ゃ べり カフ ェ & 紙 芝居 
公園 に 隣接 され た 区 民 て 
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連携 企画 と し て 
ジャ ンプ 長崎 の 利 
トト イレ を テ 
児 に 向け た 粘 
展示 し た 


座 誠 会 「 と も に 育つ 公園 」 を 目指 す 小さ な 公園 活用 プロ ジェ クト 


安達 絵美 子 氏 
清水 美希 氏 
小澤 丈 博 氏 
(コー ディ ネー ト 〉 


横山 拓也 氏 


進行 文責 = 編集 部 


編集 部 (以下 、 LD) 「 小 さ な 公園 活用 プロ 
ジェ クト 」 は 豊島 区 が 取り 組ん で いる まち づく り 
「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。」 の ひと つの プロ 
ジェ クト で す が 、 はじめに 「 わ た し らし く 、 HS 
せる まち 。」 の 施策 に つい て お 聞き し た い の で 
す が 。 


安達 絵美 子 氏 (以下 、 安達 。 敬称 略 ) 「 わ た 
し らし く 、 暮らせ る まち 。」 と いう コン セプト が で 
きた 経緯 で す が 、 2014 年 、 民間 有識者 組織 
の 「 日 本 創成 会 議 ] が 、 消 減 可能 性 都市 と 
て 、 2040 年 に 20 一 30 代 の 若年 女性 が 半減 
し 、 人 口 を 維持 する こと が で き な く な る 恐れ の 
ある 自治 体 を 発表 し まし た 。 区 で 唯 

-、 豊島 区 が その 指摘 を 受け た こと に あり ま 
す 。 当時 、 区 の 人 口 は 増加 傾向 に あっ た こと 
も あり 、 その 指摘 に 区 の 職員 は 当然 、 区 民 の 
みな さま も と て も ショ ッ ク を 受け まし た 。 し か し 、 
実際 に 消滅 可能 性 都市 に な る か どう か を 悩 
む の で は な く 、i れ を 良い 機会 と 捉え て ま 
ち を 見 店 続発 展 都市 に 向け た まち づく 
り を 考え て いこ うと いう 機運 が 高まり まし た 。 そ 
LT, 直ちに その 対策 の 柱 の 一 つと し て 、 
「 女 性 に や き し い まち づく り 」 を 掲げ 、 まち づく 
り へ の 取り 組み を 始め まし た 。 

2014 年 、 当事者 で ある 若年 女性 の 声 を 施 
策 に 反 喘 させ る た め 、 キ ッ ク オ フイ ベン ト 「 と し 
ま 100 人 女子 会 」 を 経て 、「 と し ま F1 会 議 」 を 


ツリ ー サ ー ク ル ベ ン チ を 整備 


豊島 区 政策 経営 部 「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。] 推進 室長 
豊島 区 政策 経営 部 「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。] 推進 室 係長 
豊島 区 都市 整備 部 公園 緑地 課 課長 補佐 


豊島 区 政策 経営 部 「 わ た し らし く 、 暮らせ る まち 。] 推進 室 主事 


- 般 公募 に より 区 
広報 を 担当 きれ て いた 女 
ー ケ ティ ング の 観点 か ら 、 区 
の 強み や 弱み を 分 析 し 、 誰 も が 自分 らし く 暮 
ら せ る まち を 目指 す と し て 、「 わ た し らし く 、 幕 
ら せ る まち 。」 と いう コン セプト の も と 、 様々 な 施 
策 を 打ち 出し まし た 

情報 発信 面 で の 取組 の 一 つと し て 「 と し ま 
scope (と し ま ス コー プ ) 」 と いう Web サイ ト を 立 
ち 上 げ ま し た 。 これ は 、 行政 の 通常 の ホー ム 
ペー ジ と は 別に 、 まち の 魅力 や 人 の 魅力 、 特 
に 人 に フォ ー カ ス を し た 形 で 情報 を 発信 する 
こと を 目的 と し て いま す 

行政 は と か く 発 信 力 が 弱い と いう こと が 課 
題 で し た の で 切り 口 を 変え て 、 20 一 30 代 の 女 
性 を メイ ンタ ー ゲ ッ ト と し 、 区 の 公式 ホ 
ペー ジ を ほとん ど 見 な い 層 に も 届く よう に 情報 
発信 を し て いま す 

「 と し ま scope」 は スト ー リ ー 性 の ある 
ご 楽し い 記事 を 多く 載せ て いる こと も あり 、 読 
者 は じわじわ と 伸び て いま す 。 さら に Web サ イ 
ト だ け で は な く 、Faccbook と も 連動 し 、 記事 
や まち の イベ ント 情報 な ど 頻 繁 に 更新 し て い 
ます 。 


読ん 


と も に 育つ 花壇 づく り ワ ー ク ショ ッ プ よ り 


LD あり が と う ご ざ いま す 。 で は 、「 小 さ な 
公園 活用 プロ ジェ クト 」 は どの よう な 経緯 で 始 
まっ た の で し ょ うか 。 


安達 女性 や こども に や さき しい と いう 視点 で 
まち を 見 直し た と き 、 公 衆 トイ レ が 暗い 、 怖 
い 、 汚い と いう 声 を 多く 開き 、 そ の 対策 に 取り 
組む こと と し まし た 。 豊島 区 に は まち の 公衆 ト 
イレ の ほか 区 内 の 公園 160 か 所 の うち 133 か 
所 に トイ レ が 設置 され て いま す 。 その うち の 85 
か 所 を 建 替 や 改修 し 、 3 年 で 一 思 
きま し た 。85 か 所 の うち の 24 か 所 に つい て 
は 、 若手 の アー ティ スト や 地域 の 方 々 の 参加 
に よる アー トト イレ と し て 整備 を し て いま す 。 © 
の 公衆 トイ レ の 改修 は 区 内 の 小さ な 公園 の 
ほ に 改め て 触れ る 機会 に も な り 、 小さ な 公 
園 活 用 プロ ジェ クト に つなが り ま し た 。 COT 
ロジ ェクト は 、 公 園 緑 地 課 と 共に 取り 組ん で 
いま す 

小さ な 公園 活用 プロ ジェ クト と し て 、 最初 
に 取り 組ん だ こと は 、 区 内 すべ て の 公園 の 実 
態 調査 を する こと で し た 。 株 式 会 社 コト ラボ さ 
ん と 協定 を 結び 、 区 内 160 か 所 の 公園 の 実 
態 調査 を 行い 、 そ し て その 調査 結果 を も と 
に 、 活用 モデ ル 公 園 を 選定 し まし た 。 


LD モデ ル 公 園 を 3 
He He 


直し た 理由 と 、 選定 の 
こつ いて お 開か せく だ さい 。 


井戸 端 か い ぎ の 様子 
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清水 美希 氏 (以下 、 清水 。 敬称 略 ) モデ 
ル 公 園 を 選定 し た の は 、 区 内 に ある 160 を 超 
える すべ て の 公園 で プロ ジェ クト を 進め て いく 
こと は 難し いた め 、 活 用 モデ ル と な る 公園 を 
選定 し 、 そこ で の 取り 組み か ら 得 た 効果 や ノ 
ウ ハ ウ を 他 の 公園 へ 応用 し て いく た めで す 。 
公園 の 実態 調査 は 、 公園 利用 者 や 設備 の 
ほか 、 周辺 の 商店 街 や 施設 、 地域 活動 団 
体 等 の 有無 な ど 近隣 状況 の 調査 も し まし た 。 
そし て 、 活 用 モデ ル 公 園 を 選定 する に あ た 
り 、 コミ ュ ニ ティ ガー デン や パー クリ ビン グ 、 マ 
ル シ ェ な ど 想 定 する 活用 パタ ー ン ご と の 評価 
項目 を 設定 し 、 公園 を 点数 化し て 7 つの 活用 
モデ ル 公 園 を 決め まし た 。 活用 モデ ル 公 園 


FF パート ナー シッ プ 協 定 ( き ) を 結ん 
社 良 品 計画 さん と 豊島 区 が 協 働 で その 活用 
に 取り 組ん で いま す 


LD と て も 多岐 に わた る 評価 項目 を 設定 し 
モデ ル 公 園 を 選定 され た の で すね 。 それで 
は 、 プ ロジ ェクト の 具体 的 な 取り 組み に つい 
て 教え て くだ さい 。 


小澤 丈 情 氏 (以下 、 小澤 。 敬称 略 ) 
な 公園 活用 プロ ジェ クト の 背景 と し て 、 子 育 
て 世代 の 公園 活用 や 地域 コ ティ の 和希 
薄 化 対策 、 ある い は 新旧 コミ ュ ニ ティ の 分 断 
な ど 地 域 課題 に 対し 、 公園 を 使っ て 改善 で き 
な いか と いう こと が あり ます 。 実際 に 小さ な 公 


園 は あま り 使わ れ て いな い ケ ー ス が 多く 、 そ 


小さ 


楽 FF パ ー ト ナー シッ プ 協 定 …「 わ た し らし く 、 暮らせる まち 。」 を 
目指 し 、 女性 や 子育て 世代 、 働く 世代 を メイ ンタ ー ゲ ッ ト と し 、 
子育て 支援 、 健康 増進 、 働き 方 改革 、 防災 な ど 分 野 ご と に 
行っ て いた 様々 な 公民 連携 ヽ 協 働 を 包括 する 形 で 、 パー トナ ー 
シッ プ 協 定 を 区 内 企業 な ど と 個別 に 締結 する も の 。FF と は 、 
Female/Family Friendly( 女性 / フ ァ ミリ ー に や さき し い ) の 星 


移動 式 の PARK TRUCK 
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の 要因 の ひと つと し て 多く の 公園 で は 住民 の 
意見 を 反映 し て いく 過程 で 、 禁止 事項 が 多 
く 、 使い に くく な っ て いる と いう 住民 の 声 も あり 
ます 。 そう いっ た 現状 を 変え 、 使い や すい 公 
園 と し て 活性 化し よう と いう スタ ンス で この プロ 
ジェ クト が 始ま っ て いま す 。 

活性 化 に あたり 行政 の 一 般 的 な 取り 組み 
方 と 異な る 点 は 、 試行 と 実践 を 繰り 返 
bH す て い く と いう 』 
す と まず 計画 が あり 、 それ に 則っ た 
を つく っ た り 、 活 動 を し た り と いう こと が スタ ン 
し て ある と 思い ます が 、7 つ の モデ ル 
公園 で は 公園 の 活用 と いう 目的 に 対し て 試 
行 錯誤 し っ て 使い や すい 公 
と を 目的 に 取り 組ん で いま す 。 £ 
本 目 公園 と 上 り 屋敷 公園 で は 
住民 が 公園 で 何 を し た い の か 、 どう いう 公園 
を 望ん で いる の か を 知る た め に 良品 計画 きん 
と 一 緒 に 「 井 戸 端 か い ぎ 」 と 称し て ワー ク 
ショ ッ プ 形式 や ヤ ア ン ケ ー ト 形式 で 意見 交換 の 
場 を 公園 で 開催 し まし た 。 まだ 試験 的 で は あ 
り ま す が 採 用 きれ た 例 と し て PARK TRUCK 
(パー クト ラッ ク ) と いう キッ チン カー を 導入 し た 
こと が 挙げ られ ます 

公園 に カフ ェ が ある と 公園 で の 過ごし 方 や 
利用 に お いて 広がり が で きる と は 思い ます が 、 
小 き な 公園 に カフ ェ を 常設 する の は 現実 的 で 
は あり ませ ん 。 そこ で PARK TRUCK TARI 
ALTA TILE SDE 
同行 し 、 カフ ェ の 提供 以外 に 図書 館 の 本 を 
公園 内 で 貸出 し た で は な い 簡 易 
遊具 を 持ち 込み 、 利用 し て も ら うこ と を 試し な 
を の 有効 性 を 探っ て いる と ころ で す 。 まさ 
が 、 うま くい け ば 小さ 


役所 の スタ ッ フ が 


、 固定 


の 活用 を 制限 し て し まう 茜 
止 事項 は 「 お 約束 ご と ] と し て 1 か 所 に ま と 


め 、 こ の 公園 で は 何 が で きる か と いう 
を 地域 の 人 と の 合意 の う め た 公園 内 で 
で きる こと を 伝え る 「 で きる 看板 ] を 二 つ の 
公園 に し た 。 また 住民 の 上 で 地域 
団体 が 公園 で イベ ント を 開催 する こと は 認 
め て いま し た が 、 それ を 住民 の 有志 グル ー 
プ ま で イベ ント 許可 の 範囲 を 広げ る こと 
や 、 小さ な 公 園 で 催し 物 が ある と き に は 公 
園 緑地 課 が ファ ニチ ャ ー を 貸し 出し する と 
か 、 モバ イル 遊具 を 試験 的 に 導入 し て みる 
と か 、 さ ら に は マル シェ の 導入 な ど 試 行 錯 
誤 を 繰り 返し 効果 的 な こと を 見 極め 、3 年 
間取り 組ん で きま し た 。 


LD 住民 や 地域 の 声 を 反映 する た め に は 
行政 か ら 積 極 的 に 住民 の 声 を 開く こと が 必 
要 に な る か と 思い ます が 。 


清水 モデ ル 公 園 と し て 選定 し た 7 つの 公 
園 の 活用 を 検討 する に あたり 、 事 前 に 町 会 
や 商店 街 の 方 、 保育 園 の 方 な ど 、 地域 の 
方 々 に 利用 状況 や 要望 な ど を ヒア リン グ 
し 、 ど の よう な 公園 が 求め られ て いる の 
か 、 それぞれ の 公園 で 私 た ちな り に 仮説 を 
た て 、 それ を 基 に ワー クシ ョ ッ プ を 開催 し 
た り 、 モバ イル 遊具 を 実験 的 に 置い て みた 
り し まし た 利用 者 に アン ケー ト 
を 取る な ど 、 地域 の ご 意見 を 聞く 機会 を 設 
け 、 試行 の 検証 を し て いま す 。 

良品 計画 さん と 協 働 で 取り 組ん で いる 西 
巣鴨 二 丁目 公園 と 上 り 屋 敷 公 園 で は それ ぞ 
れ の 公園 で 井戸 端 か い ぎ と いう 形 で 住民 と 
の 意見 交換 の 場 を 定期 的 に 設け て いま す 。 


OR 


LD 「 小 さ な 公 園 活用 プロ ジェ クト 」 は 地 
域 と と も に 活用 を 考え 実践 を し て いる こ 
が よく わか り ま し た が 、 簡単 な こと で は な 


青空 の 下 の 紙 芝居 


いと 思い ます 。 プロ ジェ クト に 取り 組む う 
え で 心掛け て いる こと は あり ます か 。 


安達 井戸 端 か い ぎ で 心掛け て いる こと 
は 、 住民 の 要望 を 伺う だ け の 場 に ならない 
よう に と いう こと で す 。 井戸 端 か い ぎ は 公 
園内 や 極力 近く の 会 場 で 行い 、 実際 に この 
場所 で 何 が し た いか や どう 過ごし た いか と 
いう こと を 具体 的 に 話し て も ら う こと が 大 
RCH. その 意見 を 実現 し た い 公園 の 未来 
と し て みん な で 共有 し 、 未来 に 向け た 話し 
合い が で きる よう に 心掛け て いま す 。 
ミ : け で 話 を 
する と 、 ど うし て も 行政 へ の 要求 の 場 の よ 
うに な っ て し まい が ち で す が 、 良品 計画 さ 
ん と いう 第 三 者 が 間 に 入 り 、 フ ァ シ リ テ ー 
ショ ン を し て いた だ く こ と で 、 よ い 対 話 の 
場 が つく られ て いる か な と 思い ます 。 実 
際 、 住民 が 主体 的 に 「 私 た ち は こ の 公園 で 
こう いう こと が し た い 」 と いう ポジ ティ プ ブ 
な 提案 が 多い と 感じ て いま す 
西巣鴨 二 丁目 公園 と 上 り 屋 敷 公園 は 、 リ 
ニュ ー ア ル す る まで に それ ぞ れ 7ー8 回 の 井 
戸 端 か い ぎ を 開催 し まし た 。 ベン チ の 設置 
な ど ハ ー ド 面 は 行政 で 整備 し まし た が 、 リ 
ニュ ー ア ルオ ー プ ン の 日 は 住民 が 公園 で や 
り た いこ と を 実現 する 1 日 と し まし た 。 井 
戸 端 か い ぎ の 中 で 出 て きた 公園 で や り た い 
こと の ひと つと し て 、 公 園 に 設置 され て い 
る か ま ど ペ ンチ の 防災 か ま ど を 実際 に 使っ 
て みた いと いう 提案 が あり 、 に 防災 か 
ま ど を 使う イベ ント を 行い まし た 。 こう 
う 提 案 は 行政 か ら は 出 て こない 案 だ 
ます 。 何で も 行政 が 企画 する の で は な く 、 
住民 の や り た いこ と を 行政 が いか に 後押し 
し て いく か が 大 事 で 、 今 年 は その た め の 仕 
組み づく り の フェ ー ズ に 入っ た と 考え て い 


ます 。 

昨年 まで は 、 公園 は こう いう 使い 方 が で 
きる と いう 風景 その も の を 、 まち の 方 々 に 
見 て 感じ て いた だ きた いと いう 想い が あり 
まし た 。 例え ば コー ヒ を 飲み な が ら 寛 ぐ 風 
景 を 実現 する こと で 、 そ うい う 過 ご し 方 の 
心地 良き を 感じ て も ら う 。 また 、 小 さ な 公 
園 に 可動 式 の モバ イル 遊具 を 置く こと で 、 
イベ ント が 開催 され る と き は その 遊具 を 片 
付け て 公園 を 広く 使う こと が で きる よう に 
する と いう こと は 、 固 定式 の 遊具 が 設置 さ 
れ て いる 現在 の 風景 か ら は 思い つか な か っ 
だ と 思う ん で すね 。 それ が いい と 
な れ ば 次 に つなが る し 、 課題 が あれ ば 変え 
て いく と いう こと を 繰り 返し な が ら 、 地域 
の 方 々 と 一 緒 に 地域 の 公園 の 使い 方 を 実践 
し な が ら 考 えて いき た いと 思っ て いま す 。 

住民 に よる 自主 的 、 自立 的 な 使わ れ 方 が 
な され 、 公 園 が 地域 コミ ュ ニ ティ の 場 に な 
る こと が 理想 だ と 思っ て いま す 。 その た め 
に は 、 住民 は 公園 の 利用 者 で あり 公園 活用 
の 担い 手 に も な れる こと が 大 事 な 要 素 の ひ 
だ と 思い ます 。 使う 楽し み と 担う 
を 楽し め る 選択 肢 を つく る と いう と ころ で 
行政 が どの よう な 役割 を 果たす べき か を 考 
える 必要 が ある と 思い ます 


と る 


LD its と ころ も まだ ある か と は 
思い ます が 、 今後 の 課題 や 方 向 性 に つい て 
教え て くだ さい 。 


小澤 住民 が 主体 性 を 持っ て 公園 活用 の 担 
い 手 に な っ て くれ る こと は 理想 で は あり ま 
す 。 た だ 気 を つけ な けれ ば いけ な いこ と 
は 、 利 用 者 の 一 部 の 方 々 が 担い 手 に な る と 
いう こと は 、 そ の 方 々 に 過度 な 負担 が か か 
る こと や 、 他 の 利用 者 が 公園 利用 を 遠慮 し 


机 を 並べ た 卓球 台 で 遊 


が ち に な る 心配 も あり ます 。 公園 は すべ て 
の 人 に 開か れ た オー プン な 場 で あり 続け る 
こと が 大 事 で す の で 、 そのため に は 行政 が 
調整 し な けれ ば いけ な いこ と は た くさ ん あ 
る と 思い ます 。 


安達 公園 を 単体 で 見 る の で は な く 、 地 域 
の 視点 か ら 公園 を 見 る こと が 必要 だ と 思い 
ます 。 地域 の 方 が 地元 | 感じ て いる 各 
公園 の 役割 や 特徴 を 、 地域 の 声 を 開き な が 
ら 捉え 、 公園 に 反映 し て いく こと が 大 事 だ 
と 思っ て いま す 。 すべ て の 公園 に すべ り 
台 、 砂 場 、 プ ラン コ の 3 点 セ ッ ト と い 
うわ け で は な く 、 地域 の 中 で 公園 ご と の 役 
割 、 特徴 づけ が 大 事 だ と いう こと は 昨年 ま 
で の 取り 組み の 中 で 強く 感じ た こと で す 。 
小 き な 公園 の 活用 に お いて 、 イ ベン ト 開 
催 ば か り に 目 を 奪わ れる の で は な く 、 日 党 
に お いて 過ごし や すい 公園 と は 何 か を 考え 
る こと が 大 事 だ と 思っ て いま す 。 日 常 の 使 
い 方 ・ 過 ご し 方 が 充実 する こと で 公園 が 地 
域 の コミ ュ ニ ティ の 場 に な り 得 る と 思い ま 
す 。 地域 の 方 々 が ィ ブ に 対話 する 場 
が あり 、 そ し て みん な が 寛容 に お 互い 様 の 
心 で 公共 の スペ ー ス を 使っ て いた だ ける よ 
うに な っ た ら 嬉 し いで 
誰 も が 思い 思い に 過ごせ る まち の リビン 
グ と し て 公園 が 機能 する と いい な と 思い な 
が ら プ ロジ ェクト に 取り 組ん で いま す 。 


LD 座談 会 の 冒頭 で お 話し いた だ きま し 
た が 、 ま さる に ピン チ を チャ ンス に 変え た 
取り 組み で ある と 感じ まし た 。 この 取り 
組み は 、 他 の 自治 体 に と っ て も 大 い に 参 
考 に な る も の だ と 思い ます 。 本 日 は 貴重 
な お 話 を お 聞か せい た だ き あ り が と う ご 
ざい まし た 。 

(2020 年 7 月 9 日 豊島 区 役所 に て ) 


か ま ど ペ ンチ を 実際 に 使っ て みた 
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園 を つく る 、 つ か う 
新た な パー クマ ネジ メン ト の 担い 手 
公園 を 拠点 に 「 持 続 可 能 な 地域 づく り 」 を 目指 すみ どり の 中 間 支 援 組織 


写真 ・ 資 料 一 特定 非 営利 活動 法人 NPO birth 


特定 非 営利 活動 法人 NPO birth (以下 、 NPO birth) は 、 狭山 丘陵 エリ ア の 5 つの 都立 公園 と 武蔵 野 エ リア の 8 つの 都立 公園 、 多摩 部 エ 
リア の 4 つの 都立 公園 、 そ し て 西東 京 市 の 市 立 公 園 群 (54 公 園 ) の 管理 運営 業務 を 企業 や 他 の NPO と バー トナ ー シ ッ プ を 組み 取り 組ん 
で いる 。 都立 公園 の 指定 管理 者 の 評価 で は 、 昨年 度 の 最高 評価 を 受け た 6 施設 の うち 3 つが 、 NPO birth が 携わっ て いる 公園 で あっ た 。 
公園 の 指定 管理 と いう と NPO birth の 名 前 が 必ず と 言っ て も いい ほど 話題 に あがる 。 その 手法 は 各 方 面 で 発表 され て いる が 、 MCS 
佐藤 留美 事務 局長 に NPO birth の 誕生 か ら お 話 を し て いた だ いた 。 NPO birth の 活動 の 原点 や 想い を 知る こと が 公園 の 管理 ・ 運 営 に 望む 
際 の 指針 に な る の で は と 考え る 。 (編集 部 ) 
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[Sunday Park Cafe] (都立 武蔵 国分 寺 公園 )。 公園 ィ カフ ェ を 開催 し た い 市 民 が 企画 し 、 春 ・ 秋 の 毎週 日 曜日 に 開催 。 地元 の 野菜 を 使っ た 食事 を 提供 し 、 地域 の アー ティ スト な ど が 週 替 わり 
で ワー クシ ョ ッ プ や パフ ォ ー マ ンス を 展開 。「 あ っ た らい いな を みん な で つく る 公園 プロ ジェ クト 」 の 一 つ で 、 市 民 の 想い を 形 に する 場 と し て 定着 し て いる 。 
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NPO birth の みん な に 愛さ れる 公園 づく り 


住み よい まち は 、 公 園 力 が 違う 

都市 の オー プン スペ ー ス で ある 公園 に は 、 
まち を 魅力 的 に する さま ざま な 力 が ある 。 
NPO birth は 公園 力 に 磨き を か け 、 より 豊か 
で 快適 な サス テイ ナブ ル な まち づく り に 
貢献 する こと を 目指 し て いる 。 


3 つの チー ム の 総合 力 で 磨き を か ける 
NPO birth は 、 3 チー ム そ れ ぞ れ の 専門 性 を 
活か し 連動 する こと で 大 き な 力 を 発揮 す 
Bo と の 3 チー ム の 総合 力 こ そ が NPO birth 
の 力 で ある 。 
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FREREHOMAL 
し し は 
地域 住民 の 健康 的 生活 レク リエ ーション を 
- an-aue 
子ども た ち に 


失わ れ た 自然 や 生 人 素 を 取り 
ROMP URS 


イベ ント や ポラ ンティア の 育成 
EMEALT. EMS 


ARPEEMEOVTPU 
BSAMEPREACRTS 


レン ジャ ー・ 環 境 教育 チー ム 

公園 緑地 に 関わ る 安全 管理 や 自然 環境 の 課題 を 解決 し 、 多く の 人 々 に 自然 
の 大 切 さ を 伝 え 、 自然 を 守り 育て る 人 材 を 育て る 。 

① バト ロー ル : 危険 異常 箇所 確認 応急 対応 、 利用 指導 、 啓発 

② モニ タリ ング : 動植物 の 確認 記録 、 利用 者 動向 把握 

@ 環境 教育 : 自然 解説 、 各種 体験 教育 プロ グラ ム 実 施 


自然 環境 マネ ジメント チー ム 


都市 の 生物 多様 性 を 高め る た め 、 科 学 - 社 会 文化 な ど 多 角 的 な 面 か の ら ア ブ 
ロー チ し 、 自然 豊か な 公園 緑地 を 実現 する 。 

① 生物 多様 性 の 保全 管理 計画 の 立案 

② 希少 生物 の 保護 ・ 増 殖 、 外来 生物 の 防除 

© 環境 政策 の 提言 、 コン サル ティ ング 


協 働 コ ー デ ィ ネ ー ト チー ム 

公園 緑地 の ポテンシャル を 最大 限 に 活か す た め 、 多 様 な ステ ー ク ホル ダー の 
力 を 集め 、 協 働 に よる 相乗 効果 で 公園 力 を 高め る 。 

① ポラ ンティア 活動 の 推進 、 コー ディ ネー ト 

② みどり に 関わ る 講座 - イ ベン ト : ワ ー ク ショ ッ プ 企画 運営 

O 産 官学 民 と の 連携 推進 


岸田 ん ぽ の 稲刈り で の 記念 撮影 (都立 野山 北 ・ 太 道 山 公 園 )。 東京 で 最大 の 里山 公園 (200ha) に は 、 雑木 林 や 水田 が 広がり 、 年 間 の べ 7,000 人 の 3 
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ンティア が 活動 し て いる 


NPO birth の 主 な 事業 


パー クマ ネジ メン ト 事 業 (指定 管理 事業 ) 


NPO birth は 、 平成 18(2006) 年 度 か ら 、 公園 緑地 の 指定 管理 者 と し て 、 
都立 ・ 市 立 公園 に お いて バー クマ ネジ メン ト 事 業 に 取り 組ん で いる 。 最 
大 の 強み は 、 長 年 の 経験 か ら 培っ て きた 「 現 場 力 ]。 各 分 野 の ブロ 
フェ ッ シ ョ ナル が 所 属す る 3 つの チー ム の 力 を 総合 し て 、 それ ぞ れ の 公 
園 力 を 引き 出し 、 地域 活性 化 に つなが る 運営 管理 を 行っ て いる 。 


パー クコ ー デ ィ ネ ー タ ー 


地域 や 市 民 と の 連携 で 公園 づく り を 行う 専門 スタ ッ フ 。 公園 に 多 方 面 か 
ら の リソー ス 一 人 材 や 資金 、 情 報 な どー を 集め て 調整 し 、 活用 する と い 
う 一 連 の マネ ジメント を 行っ て いる 。 業務 は 多岐 に わた り 、 地域 連携 の 
イベ ント や セミ ナー 企画 、 ボラ ンティア 活動 の 立 上 げ や 支援 、 学校 の 総 
合 学習 、 大 学 や 企業 の 社会 実験 、 企業 の 社会 貢献 活動 の 受け 入れ 、 
福祉 施設 と の 連携 、 協議 会 の 運営 な ど 、 幅 広く 産 官 学 民 と の 連携 を 創 
出し て いる 。 公園 と 地域 の ポテンシャル を 最大 限 に 発揮 させ 、 人 々 を つ 
な ぎ 、 新た な 活動 や 事業 を 生み 出す 役割 を 担っ て いる 。 


パー クレ ンジ ャ ー 

公園 を 日 々 バト ロー ル し な が ら 、 動 植物 の モニ タリ ング 調査 や 安全 確認 
を 行っ て いる 。 自然 へ の 造語 が 深く 、 来 園 者 に 季節 の 見 どこ ろ 情 報 を 伝 
えた り 、 自然 解説 や 展示 な どの 普及 啓発 (イン ター ブリ テー ショ ン ) を 通 
し て 、 地域 の 自然 や 歴史 の 魅力 を 伝え て いる 。 自然 体験 を 中 心 と し た 
教育 プロ グラ ム で は 、 学校 の 総合 学習 や ロキ ッ ズ レン ジャ ー 事 業 な ど 次 世 
代 の 育成 に も 取り 組む 。 救急 対応 や 接 明 トレ ー ニ ング を 受け 、 危険 個所 
の 点検 や 利用 指導 も 行う 。 


パー クエ コロ ジ カ ル マ ネジ メン ト 


技術 士 や ビオ トー プ 管 理 士 な ど 専門 知識 を 持つ スタ ッ フ が 、 地域 生態 系 
を 守り 生物 多様 性 を 向上 させ る た め の 保 全 ブ ラン を 策定 し 、 適正 な 管 
理 を 実施 。 生き も の の 生息 地 を 創出 する ビオ トー ブ の 設置 、 ERER 
種 の 復元 、 在 来 種 の 保護 、 外 来 種 の 防除 等 を 行っ て いる 。 か いぼ り 事 
業 で は 、 全国 50 か 所 以上 の 池 で の 実績 が あり 、 水 質 や 環境 改善 の 相 
談 に 応じ て いる 。 


コミ ュ ニ ティ ガー デン 事業 
(パー トナ ー : NPO 法 人 Green Works) 

「 地 域 の 庭 ] で ある コミ ュ ニ ティ ガー デン を 地域 住民 と と も に 創出 する 事 
業 。 みん な で 考え て 、 つ くっ て 、 み ん な が 楽し め る ガ ] グ を 実践 。 
宿根 草 と 一 年 草 の 組み 合わ せ に より 、 一 年 中 美しい ロー メン テ ・ ロ ー コ ス 
ト の 花壇 づく り を 行っ て いる 。 講 座 や ワー クシ ョ ッ プ を 通し て 、 公 園 の 
ガー デン ボラ ンティア 育成 の ほか 、 老朽 化し た 公園 や 団地 再生 事業 に 
お ける コミ ュ ニテ ィ 醸 成 、 駅 前 の 活性 化 な どの 事業 を 展開 し て いる 。 


コン サル ティ ング ・ 研 修 
緑地 の 管理 運営 や 利 活 用 全般 に つい て 、 3 チー ム の 専門 性 と 総合 
で 、 自治 体 や 企業 、 市 民団 体 等 か ら の 相談 に 応じ 、 実行 力 を 伴っ た 解 
決 策 を 提案 し て いる 。 異な る セク ター 間 の 協議 の 仲介 、 ワ ー ク ショ ッ プ 
の 開催 、 自治 体 や 企業 向け の 職員 研修 も 行っ て いる 。 


地域 住民 と の コミ ュ ニ ティ ガー デン づく り (JR 中 央 線 高架 下 ) 
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森 づく り 講 座 


都市 近郊 の 里山 地域 や 都市 部 の 公園 や 市 民 緑地 、 企 業 緑地 等 を 対象 
に 、 樹 林地 の 保全 管理 、 活用 に つい て 学び 、 実践 する 講座 を 開催 。 森 
の 見 方 、 動 植物 の 知識 、 コ ン セ プ ト や 活動 計画 の 策定 、 作 業 の 安全 管 
理 な ど 、 森 づく り の 基本 を トー タル で 学ぶ 機会 を 提供 。 受講 後に は ポラ 
ンティア 活動 を 紹介 する な ど 、 実践 へ つなげ る サポ ー ト も 行っ て いる 。 


施策 へ の 提言 


緑 の 基 本 計画 や 都市 計画 マス ター ブラ ン 、 各種 懇談 会 な ど 、 行 政 施策 
に 関す る 委員 会 の 委員 と し て 、 都市 緑地 の 利 活用 の 方 策 や 中 間 支 援 組 
織 の 必要 性 な ど を 提言 し て いる 。 


生物 多様 性 向上 の 取組 み 


森 づ くり の 人 材 育成 講座 


イン タビ ュー 


佐藤 留美 氏 


特定 非 営利 活動 法人 NPO birth 事務 局 ] 


ant 


Nm enw 2 4 


NPO birth の 原点 

私 は 仙台 出身 で す が 、 大 学 進学 の た め に 
上 京 し 、 初め て 暮らし た 東京 の 緑 の 多 さ に 驚 
きま し た 。 それ まで 、 東 京 は 無機 質 の コン タ 
リー ト ジ ャ ング ル と いう イメ ー ジ し か あり ませ ん 
で し た が 、 実際 の 東京 は 奥多摩 の 山々 か ら 
丘陵 地帯 、 そ し て 背骨 の よう に 走っ て いる 崖 
線 が あり 、 そこ か ら 湧 き 出す 湧 水 が つく る 小 
川 が ある 。 住宅 地 に も 畑 や 森 が 点 在 し て いま 
すし 、 都心 に は 皇居 や 庭園 な どの ダイ ナミ ッ ク 
な 緑 空間 が ある 。 海苔 い や 島しょ 地域 $ 含 
め 、 東 京 の 多様 な 自然 の 豊か さ に 感動 し まし 
た 。 そん な 中 、 東京 に ある 緑地 が どん どん 姿 
を 消し て いく 現状 を 知り な ん と か し た いと 、 
「 身 近 な 自然 の 価値 ] を テー マ に 論文 を 書き 
まし た 。 すぐ お 金 に 変え られ る 価値 だ けが 重 
ほ g で は な く 、 その 場 に し か な い 「 地 域 性 ]、 つ 
まり 暮らし と 結び つい た 自然 と 人 と の 関係 性 こ 
そ が 価値 で ある と 論じ た の で す 。 その よう な 
地域 に 根付 いた 関係 性 を 、 もう一度 つなぎ 合 
わせ る に は どう し た ら よ い の だ ろう 。 その 想い 
が 、NPO birth を 設立 し た 原点 と な り 、 い ま 
の 活動 に つなが っ て いま す 。 


その 答え を 探す べく 、 卒業 後 は いく つ 
も の 市 民活 動 に 参加 し て いま し た 。 当時 は 開 


発 対 保護 と いう 対立 の 構図 が あり まし た が 、 
1993 年 に パブ ル が 弾け 開発 の スピ ー ド が 少 
し ゆっ くり に な り 、 また 持続 可能 性 を テー マ と 


Wm 


で こい で 
mA 


「 こ も れ び ピク ニッ ク 」 (都立 陵 南 公園 ) 。 緑 に 包ま れ た ピク ニッ クエ リア で 、 地域 の アー ティ スト や 市 民 グ ルー プ に よる ワー クシ ョ ッ プ を 展開 


し た 地球 サミ ッ ト の 影響 も 受け 、 緑 の 保 全 に 
対す る 人 々 の 価値 観 が 変わ りつ つ あ り ま し 
た 。 市 民団 体 も 開発 を 反対 する だ け で は な く 
て 自分 た ち で 何 か で き な い か と 考え る よう に な 
り 、 自然 環境 の 調査 を 市 民 で 行い 、 農家 が 
放棄 し た 緑地 を 借り て 自分 た ち で 田んぼ を つ 
くっ た り 、 雑木 林 を 維持 し た り と いう 活動 も 始ま 
り ま し た 。 この よう な 地道 な 保全 活動 に は 市 
民 の 力 が 欠か せま せん 。 そこ で 市 民団 体 の 
事務 局 を ボラ ンティア で 担い 、 会 を 発展 させ 
よう と 努力 し た 結果 、 会 員数 は 倍増 し て いき ま 
し た 。 し か し それ と と も に 、 一 ボラ ンティア に は 
手 に 余る 資 任 と 事務 作業 が の し か か り 、 活 
動 の 幅 を 広げ る に は 限界 が ある と 思い は じ め 
まし た 。 一 方 、 各地 で は 都市 近郊 の 開発 問 
題 に 悩む 市 民団 体 も 多く あり 、 これ ら の 団体 
を つなぎ 支え る ネッ トワ ー ク 的 な 活動 も 求め ら 
れ て いま し た 。 さら に 行政 側 も 、 都市 の 自然 
を 守り 育て る に は 市 民 の 力 が 必要 だ と 「 パ ー 
トナ ー シ ッ プ = 協 働 」 を 掲げ 、 関係 づく り を 模 
索 し は じ め て いま し た 。 この よう な 背景 の 中 、 
中 間 支 援 的 な マネ ジメント を プロ と し て 担う 別 
組織 が 必要 で は な いか と 考え て いた 折 、 
1995 年 の 阪神 ・ 淡 路 大 志 災 を ほ きっかけ に 特 
定 非 営利 活動 促進 法 (NPO 法 ) が 制定 に 向 
け て 動き 出し た の で す 。 そこ で 同じ 想い を 
持っ て 一 緒 に 活動 を し て いた 現代 表 理 事 の 
折原 磨 寸 男 、 現 理事 の 蜂須賀 公 之 と 共に 、 


自分 た ち が 日 指す べき 組織 は NPO と いう あり 
方 が フィ ッ ト す る の で は な いか と 話し 合い 、 
1997 年 に 任意 団体 「NPO birh」 を 立ち 上 げ 
まし た 。 この [birth] と いう 名 称 は 、「 時 代 を 
切り 拓く 何 か が いま 必要 で ある 。 その 何 か を 
生み 出し た い 」 と いう 想い を 込め て 名 付け まし 
た 。 その 後 NPO 法 が 施行 きれ 、 行政 か ら も 
協 働 事業 の バー トナ ー と し て 期待 され る 中 、 
2001 年 に 法人 格 を 取得 し 「NPO 法 人 NPO 
birth] を 設立 し まし た 。 

この 時 期 に 出会い 、 活動 を 進め る 上 で 大 
き な 勇 気 を くだ さっ た の が 、 1970 年 代 に 「 都 
市 の 自然 史 (1974. 中 央 公論 社 )] を 書か れ 
た 品田 筐 先生 で す 。 先生 は いち は や く 、 ATH 
と 自然 の か か わり 合い に 着目 し 、 都市 の ある 
べき 姿 を 問い か け 続 け て いま し た 。 や みく も に 
自然 を 守れ と 叫 ※ の で は な く 、 緑地 を 所 有 す 
る 側 の 悩み に 寄り 添い 、 共に 解決 し よう と す 
る 私 た ちの 姿勢 に 賛同 し 、 背中 を 強く 押し て 
くだ さっ た の で す 。 


活動 の 目的 は 持続 可能 な 地域 づく り 
当時 、 公益 財団 法人 日 本 野鳥 の 会 の 常 
務 理事 品田 先生 の 薦め も あり 、NPO 
birth は 同 会 と 連携 し 、 公益 財団 法人 日 本 財 
団 よ り 助成 を 受け 、2000 年 に 「 里 山 タ スク 
チー ム 」 と いう ブロ ジェ クト チー ム を 結成 し まし 
た 。 私 た ちの テー マ は 「 持 続 可 能 な 地域 づく 
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り 」 で す 。 日 本 の 伝統 的 な スマ ー ト シテ ィ と も 
言え る 「 里 山 ] に ある 仕組 み を 明らか に し 、 現 
代 社会 に 適用 する こと で 、 サ ステ イナ ブル な 
まち づく り を 実現 で きる の で は と 考え た の で 
Fo メン バー は 同じ 問題 意識 を 持つ 、 東京 都 
や 横浜 市 、 財 団 や コン サル タン ト の 職員 な ど 
が 中 心 で し た 。 都市 や 近郊 の 緑地 を ペー ス 
に 、 コミ ュ ニ ティ 形成 な ど 新た な 価値 の 創出 
に 取り 組む 農林 業者 や 市 民団 体 、 自治 体 の 
事例 を 調査 し 、 議論 を 深め まし た 。 

その 成果 と し て 、 2002 年 に 代表 理事 折原 
氏 と の 共著 で 「 環 境 入会 (いり あい ) に 関す る 
一 考察 」 と いう 論文 を 発表 し まし た 。 「 環 境 入 
会 ] と は 、 品田 先生 が 2001 年 に 提唱 し た 概 
念 で あり 、 著書 の 「 ヒ ト と 緑 の 空 間 - か か わり 
の 原 構造 (2004. 東 海 大 学 出版 会 )」 で も 論じ 
られ て いま す 。 里山 に ある 「 入 会 (いり あい ) 
地 」 は 、 新 庶 や 肥料 用 の 落ち 葉 、 BRA EEC 
カヤ な ど を 採取 する 、 村民 が 共有 する 土地 の 
こと で す 。 共有 地 で の 共同 作業 や お 祭り な ど 


「 環 境 入会 は 、 地域 の 自然 資源 を 協 働 で 持続 的 に 利 活 
用 する た め の コ ン セ プ ト 。 自然 * 社 会 経済 の 3 つの 環境 の 
調和 と 持続 性 を 保つ 条件 を 、「 規 則 ] [役割] 「 価 値 観 ] と し 
て いる 。 


を 通し て 、 人 々 は コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め 、 
暮らし の 得 を 得 て 、 助け 合っ て 暮らし て きま し 
た 。 そこ で は 、 自然 環境 を ベー ス に 、 社会 コ 
ミュ ニテ ィ を 醸成 する こと で 、 経済 活動 が 成り 
立つ と いう 持続 可能 な 仕組 み が あ り ま し た 。 

そこ で この 論文 で は 、 現代 に お ける 入会 
の 考え 方 を 「 環 境 入会 ] と し て 、 都市 や 近郊 
の 緑地 空間 一 公園 や 農地 、 森 、 空 地 な どー 
を 現代 の 入会 地 と し て 定義 し 、 そ の ボテ ン 
シャ ル を 最大 限 に 引き 出す こと で 持続 可能 な 
社会 を 形成 する こと が で きる と 論じ まし た 。 都 
市 に 存在 また は 創出 する 自然 資源 を 地域 の 
主体 と と も に 利 活 用 する こと で 、 コ ミュ ニテ ィ 
が 醸成 され 地域 経済 の 活性 化 が 図ら れる と 
し た の で す 。 さら に これ ら 共 有 地 の 秩序 を 維 
持 ・ 発 展 き せる た め に 、「 価 値 観 ]「 役 割 ] 
「 規 則 ] と いう 3 つの 枠組 み を 定義 し まし た 。 
持続 可能 な 都市 づく り の た め に 緑地 の 必要 
性 を 認識 し 、 利 活用 を 促進 し よう と いう 「 価 値 
観 ] が 根付 く こ と で 、 自ずと 緑地 に 関わ る 地 
域 主 体 の 「 役 割 ] や 、 制 度 や ルー ル な どの 
「 規 約 」 が 規定 きれ ます 。 本 論文 で は 、 これ 
ら の 枠組 み を 方 向 づけ 、 共有 化 き せ て いく た 
め に 全体 を オル ガ ナ イ ズ (組織 化し 方 向 づ け 
る ) する 役割 と し て 、 イン ター ミディ アリ ー な 中 
間 支 援 組織 の 必要 性 を 提示 し まし た 。 


中 間 支援 組織 の モデ ル を 探し て 

里山 タス ク グ ルー プ の 事業 を 進め る 一 方 
で 、 私 た ち は 中 間 支 援 組織 と し て 立ち 上 げ 
た NPO 団 体 を 、 ど の よう に 運営 し て いく 
の か と いう 課題 を 抱え て いま し た 。 国内 に 


は 先進 モデ ル が 見 つか ら ず 、 試行 錯誤 で 活 
動 を 進め て いた 折 、 海外 の NPO へ の イン 
ター ンシップ ・ プ ログ ラム が ある こと を 知 
り ま し た 。 派遣 先 は 、 ア メリ カ で も っ と も 
NPO 和 活動 が 盛ん と 言わ れる 、 サ ン フ ラン 
シス コ 市 や バークレー 市 の ある ベイ エリ ア 
地帯 で す 。 ここ で の 経験 は 期待 を は る か に 
超え る も の で し た 。 日 本 で は 、NPO は 市 民 
ボラ ンティア 団体 が 法人 化し た アマ チュ ア 
組織 と いう 見 られ 方 を され が ち で す が 、 米 
国 で は 中 間 支援 的 な 役割 を 果たす プロ 
フェ ッ シ ョ ナル な 団体 と 認識 され て いた の 
で す 。 公園 緑地 で の 官民 連携 事業 は も ちろ 
Ay 街路 樹 を GIS で 管理 する 技術 、 ヘ ル 
シー パー ク 事 業 、 都市 菜園 の ネッ トワ ー ク 
化 な ど が 、 すでに 社会 実装 きれ て いて 、 見 
る も の すべ て が こう あっ た らい いと 思う 理 
想像 ば か り で し た 。 これ は 自分 一 人 で 見 て 
開い て いる だ け で は も っ た いな いと 、 い く 
つか の 基金 か ら 助成 を いた だ き 、 里 山 タス 
ク グ ルー プ の 調査 チー ム を 派遣 し まし た 。 
きら に 2 年 に わた る 日 米 NPO の 交流 事業 
に も 発展 きせ 、 両国 で 国際 フォ ー ラ ム を 開 
催し まし た 。 その 最 中 に 参加 し た ニュ ー 
ヨー タク 市 で の 国際 シン ポジ ウム 「Great 
Parks,Great Cities (2001 年 )] で は 、 異な る セ 
クタ ー 同 士 が 熱く ディ スカ ッ シ ョ ン す る 姿 
を 目の当たり に し 、 圧 倒さ きれ まし た 。 し か 
も この 大 き な イ ベン ト は 、 プ レイ ス メ イ キ 
ング の 取組 み を 進め る NPO が 中 心 と な っ 
て 企画 運営 され て いた の で す 。 「 み どり 」 を 
基盤 に 、 多 く の 人 々 の 力 と 知恵 を 結集 き 
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せ 、 事業 を 推し 進め る アメ リカ の NPO の 
実行 力 に 触れ た こと で 、 日 本 に お ける 、 み 
どり の 中 間 支 援 組織 の 未来 像 を 描く こと が 
TEILE; 


「 み どり の まち づく り 」 が 世界 の 主流 に 

「 環 境 入会 論 ] を 発表 し て か ら 20 年 近く 
が 経ち 、 気候 変動 や 少子 高齢 化 、 コ ミュ ニ 
ティ の 避 失 な ど 、 さ ま ざ ま な 都市 問題 が よ 
り 深 刻 と な る 中 で 、 ここ で 論じ た 
組み が 、 まさ に 必要 と され る 時 代 
と 思い ます 。NPO birth 設 立 後 、 ニ ュー 
ヨー ク 市 は じ め 、 ロン ドン 市 や メル ボル ン 
市 、 ソ ウル 市 な ど 、 各地 で の 国際 会 議 へ の 
参加 や 視察 を 続け て いま す が 、 海外 の 状況 
を 知れ ば 知る ほど 、 自然 を 基盤 に 都市 再生 
を 目指 す 「 み どり の まち づく り 」 が 世界 の 主 
流 に な っ て いる こと を 実感 する か ら で す 。 


どの 都市 も 「 み どり (Greener) 」 と [官民 連携 


「 里 山 キッ ズレ ンジ ャ 
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(Partnership) | 」 に 力 を 入れ る こと で 都市 問 
題 の 解決 に あたり 、 bE Dt DERA 
と し て 都市 の 緑地 を 最大 限 に 活用 し て いる 
の で す 。 

ここ 数 年 で 、 日 本 で も 緑地 を 「 グ リ 
イン フラ 」 と し て 社会 の 必須 イン フラ と 位 
置 づ け 、 その 多様 な 機能 を 持続 可能 な 地域 
創出 の た め に 活用 し よう と いう 動き が 、 産 
官学 民 、 さ ま ざ ま な 主体 か ら 発信 きれ る よ 
うに な り ま し た 。2018 年 に は 都市 公園 や 緑 
地 に 関わ る 法律 が 改正 きれ 、 今 年 3 月 に は 
国土 交通 省 に より 「 グ リー ン イ ン フ ラ 官 民 
連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 が 発足 し まし た 。 
さら に 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 を 
きっ か け に 、 身近 な 公園 が 緑 分 野 の みな ら 
ず 、 都 市 計画 や 健康 福祉 、 教育 や 防災 、 産 
興 な ど あ ら ゆ る 分 野 の 主体 か 
れる よう に な っ て いま す . 
心 に 「 グ リー ン リ カバ リー」 政 策 が 次 々 に 発 


ン 


ヨー ロッ パ を 中 


プロ グラ ム 」 (都立 野山 北 ・ 六 道 山 公園 )。 レン ジャ ー 体 験 と し て 、 昔 
の 農具 を 使っ て 落ち 菜 は き を し た 子ども た ち 


表 き され て お り 、 日 本 で も 経済 の 回 復 と 縁 の 
回 復 を 同軸 に 取り 組む べき と の 声 が 上 が り 
始め まし た 。 環境 入会 論 で 提示 し た 、 自然 
を ペース に 社会 コミ ュ ニ ティ を 育む こと で 
経済 活性 化 が 図ら れる と いう 価値 観 が 、 産 
業界 まで 広く 浸透 し つつ ある の で す 。 WO 
見 方 を すれ ば 、 これだけ の 危機 が 起こ っ た 
か ら こ そ 、 ギ リ ギ リ 崖 か ら 落 ちる 間際 で 逆 
ハン ドル を 切っ た よう な も の 。 環境 
の 図 で いえ ば 、 経済 が 肥大 化し て 自然 環境 
が 縮小 され 、 バ ラン ス の 悪い 逆 三 角形 と な 
り 倒壊 寸前 だ っ た と 言え る で し ょ う 。 

と も あれ 、 今回 の 危機 を 通じ て 世界 中 の 
人 々 が 、 都市 の 高 審 度 化 を 防ぎ 、 創造 的 で 
イノ ベイ ティ ブ な 生産 性 を 高め 、 健康 的 な 
生活 を 保証 する 都市 の みどり こそ 、 持 続 可 
能 な まち づく り を 実現 する 貴重 な 共有 財産 
だ と 認識 し た の で は な いで し ょ うか 。 次 に 
な こと は 、 こ の 貴重 な グリ ー ン スペ ー 
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ス を 、 都 市 に 関わ る みん な で 育て て 活か し 
て いく た め の 仕 組み づく り で す 。 みどり の 
中 間 支 援 組織 と は 、 ま さ に その 仕組 み を 動 
か す エ ンジ ン で あり 、 こ れ か ら の まち づく 
り に は 欠か せな い 存 在 で す 。 


緑地 活用 の プロ フェ ッ シ ョ ナル と し て 
NPObirth は 設立 当初 より 、 現場 で の 直 
接 的 な 業務 と コー ディ ネー ター 的 な 役割 を 
同時 に こなす 中 間 支 援 組 織 と し て 成長 し 、 
2005 年 の 愛 ・ 地 球 博 出展 を 経て 、「 み どり 
の まち づく り 」 を 担う NPO と し て 内 外 か ら 
認知 きれ て いき まし た 。 し か し 中 間 支 援 組 
織 を 安定 的 に 運営 する こと は 難し く 、 助成 
事業 中 心 の 綱渡り 的 な 運営 か ら 脱 度 で きた 
の は 、2006 年 か ら の 都立 公園 指定 管理 事業 
へ の 参画 で し た 。 それ まで の 蓄積 を すべ て 
投入 し た こと で 、 成果 は 次 々 に あがっ て い 
きま し た 。 高齢 化し て 停 藩 し て いた 市 民活 
動 は 活発 化し 、 絶 減 に 瀬 す る 生き も の は 復 
活 し 、 地域 と 連携 し た イベ ント に は 何 千 人 
も の 人 々 が 訪れ 、 公園 を 取り 巻く まち 全体 
が 活性 化し は じ め ま し た 。 都立 公園 の 管理 
運営 状況 評価 で は 、 毎 年 最高 レベ ル の 評価 
を 獲得 し 、 都 市 公園 コン ター ル (一 般 社 団 法 
人 日 本 公園 緑地 協会 主催 ) で は 、 協 働 型 パー 
クマ ネジ メン ト の 取組 み が 評価 され 、 国土 
交通 大 臣 賞 を は じ め 3 つ の 賞 を いた だ いて 
いま す 。 評価 が 高まる に つれ 、 緑 の 基本 計 


みどり マッ プ ] (Bi ABA). NPO birth の 目指 す 「 み どり の まち づく り ] の イメ 
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画 な ど 行 政 施策 の 委員 と し て 選任 され 、 人 
気 テ レビ 番組 へ の レギ ュ ラ ー 出 演 は 環境 問 
題 を 発信 する 大 き な 力 と な っ て いま す 。 

現在 、 有 給 職 員数 は 50 名 を 超え 、 ブ ロ 
フェ ッ シ ョ ナル な みどり の 中 間 支 援 組織 と 
し て 、20 年 前 に アメ リカ で 夢見 た 姿 が 実現 
し つつ あり ます 。 創設 当初 、「 熱 い 想 い 」 以 
外 に な に も な か っ た 私 た ちの も と に 、 た く 
さん の 方 々 の 想い が 重なり 、 力 を いた だ い 
て 、 こ こま で 歩ん で くる こと が で きま し 
た 。 そし て これ か ら の 時 代 は 、 み どり を 軸 
に 分 野 を また い だ 事 業 が た くさ ん 始ま る 子 
感 が だ し て いま す 。 新た な 同志 の みな さん と 
の 出会い が と て も 楽し み で す 。 


「 つ な が り 」 こ そ が 、 
身近 な みどり の 価値 を 生み 出す 

NPO birth Ct, 環境 教育 ・ 自 然 環 境 保 
全 ・ 協 働 コ ー デ ィ ネ ー ト の 3 つの チー ム が 、 
それ ぞ れ の 専門 性 を 活か し 連動 する こと で 
公園 が 持つ 潜在 力 を 引き 出し 、 ま ち づ く り 
に 貢献 する パー クマ ネジ メン ト を 実践 し て 
WEF 「 み どり の まち づく り 」 の 基盤 と な 
る 自然 環境 は 、 一 番 重 要 な 資源 で す 。 

自然 環境 マネ ジメント チー ム は 、 地域 に 
古く か ら 生 息 する 動植物 の 保全 は も ちろ 
Ay 新た に 創出 する 緑地 も 含め て 、 地域 生 
態 系 を 重視 し た 生物 多様 性 保全 策 を 提案 、 
実践 し て いま す 。 これ ら の 自然 環境 の 大 切 


像 。 市 民 一 人 一 人 が 、 楽し く 自分 ご と と 
し て みどり に 関わ る こと で 、 み どり と 笑顔 いっ ぱい の まち と な る 。 描か れ た 活動 の ほとん ど が 都内 で の 実例 を も と に イラ スト 化し て いる 


さや 魅力 を 伝え 、 一 人 ひと り の 自発 的 な 行 
動 へ 結び つけ る 役割 を 担う の が レン 
ジャ ー・ 環 境 教育 チ ナー ム で す 。 パー クレ ン 
ジャ ー と し て 、 自 然 解説 や 体験 型 プ ログ ラ 
ム の 企画 運営 、 公 園 の 安全 を 確保 する た め 
の パト ロー ル な ど を 行い ます 。 

そし て 協 働 コ ー デ ィ ネ ー ト チー ム は 、 中 
間 支 援 組織 で ある NPO birth を 特徴 づけ る 
チー ム で す 。 緑地 に 関わ る 様々 な ステ ー ク 
ホル ダー の 力 を 集め 、 前 述 の 2 チー ム の 専 
門 性 を 活か し な が ら 、 協 働 に よる 相乗 効果 
で 公園 力 を 高め ます 。 この チー ム に 所 属す 
る 「 パ ー ク コー ディ ネー ター」 は 、 指 定 管理 
を 行う 各 公園 グル ー プ ご と に 2 一 6 名 ほど 
が 配置 され て いま す 。 公園 が ある こと で 
人 々 の 暮らし が 豊か に な り 、 夢 を 実現 する 
ステ ー ジ と し て 市 民 が 公園 を つか いこ な す 
た め に 、 様 々 な サポ ー ト を 行っ て いま す 。 

まち に は 、 公 園 を 活用 し た い 人 た ち が た 
くさ ん 存在 し て いる の で す が 、 彼 ら は 何 を 
どう は じ め て よい の か わか り ま せん 。 そこ 
で パー クコ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、「 あ っ た ら 
いい な を みん な で つく る 公園 プロ ジェ ク 
ト 」 の よう に 、 市 民 企画 の イベ ント や ガー 
デニ ング 、 ア ウト ドア スポ ー ツ 、 林 の 下草 
刈り 、 尊 き 火 体験 、 コ ミュ ニテ ィ カ フェ な 
ど 、 さ ま ざ ま な シー ン で 、 市 民 が や っ て み 
た いな 、 と 思っ た こと が で きる 機会 を 提供 
し て いま す 。 これ に より 、 公 園 は 「 あ る も 
の 、 使 う も の 」 と いう 受け 身 の 姿勢 か ら 、 自 
ら が 「 活 か す も の 、 使 いこ な す も の ]」 に 変 
わっ て いき ます 。 公園 を 通し て 、 仲間 と 出 
会 っ た り 、 生 きも の に 出会っ た り 、 笑 っ た 
り 感動 し た り 、 そ ん な ワク ワク する 気持 ち 
を みん な で 分 か ち 合う 。 そう や っ て 関わ っ 
て いる うち に 、 公園 や 地域 の 自然 が か けが 
え の な いも の に 思え て くる の で す 。 そこ に 
生じ る 人 と 自然 、 人 と 人 と の 「 つ な が り 」 こ 
そ が 、 身近 な みどり の 価値 生み 出し て く 
れる 。 そし て その 価値 を 感じ る 人 が 増え れ 
ば 、 ま ち に みどり も 人 の 笑顔 も 増え て い 
く 。 ニュ ー ノ ー マ ル 時 代 に 選ば れる サス テ 
ナブ ル な 都市 は 、 き っ と そう いう まち だ と 
思い ます 。 

公園 に は 、 そ の よう な まち を 生み 出す 力 
が あり ます 。 その 公園 力 を 、 こ れ か ら も ま 
ち づ く り に 関わ る みな さん と 、 大 い に 引 き 
出し て いき た いと 思い ます 。 

(2020 年 7 月 13 日 弊社 に て 。 文責 = 編集 部 ) 


大 人 も 子ども も 請 り だ す 音 楽 イベ ント 、「PICNIC HEAVEN). 地域 の パパ グル ー プ が 企画 する 大 
人 気 イ ベン ト は 、 地元 D) や ダブ ル ダ ッ チ の パフ ォ ー マ ン ス で 盛り 上 が る (都立 武蔵 国分 寺 公園 ) 


し な が ら 敢 策 す る レン ジャ ー ガ イド ウォ ー ク 。 固有 種 A サ シノ キ スゲ を は じ め 100 種 近い 希 
が 生息 する た め 、 協 働 に よる 保全 管理 ガイ ドラ イン を 作成 運用 し て いる (都立 浅間 山 公 | 


お いし い 防 災 、 た の し い 防 災 を テー マ に し た 「 防 災 キ ャ ラバ ン ] は 、 地域 住民 や 自治 体 と と も に 企画 「 ガ ー デ ニン グ DAY そら は な パー ティ ] で は 、「 花 と 緑 いっ ぱい の パー ティ 」 を テー マ に 、 地元 の 花 
し 、 た くさ ん の 親子 が 来場 する (都立 六 仙 公 園 ) も ング 教室 を 開催 (西東 京 いこ い の 森 公園 ) 


SAYAMA HILLS 
NOTES 


KS 
WNW 、 人 


SS 


d 5 どー スー ピー 
「 い こい の 森 の パー ク ヨ ガ 」 は 、 園内 の 雑木 林 の 環境 を 生か し た ヨガ 教 室 。 女 性 に 人 気 で リピ ビー ター も 多い (西東 京 公園 の 情報 を 発信 する フ 』 


パー や リー フレ ッ ト は 、 デザ イン や 広報 に 工夫 を 
伝え る な ど 、 ふだん 公園 に 来 な い 層 に も アプ ロー チレ 


いこ い の 森 公 | 凝ら し 、 地域 の 魅力 も ・ 
て いる 


[NPO birth 指定 管理 実績 (2020 年 度 ) 】 
人 狭山 丘陵 の 都立 公園 グル ー プ (狭山 公園 、 八国 山 緑 地 、 東大 和 公 園 、 野山 北 ・ 太 道 山 公園 、 中 藤 公園 ) 

指定 管理 者 西武 - 狭 山 丘陵 パー トナ ー ズ | 西武 造園 株 式 会 社 (代表 企業 )、 NPO 法人 NPO birth, 西武 緑化 管理 株 式 会 社 、 

NPO 法 人 地域 自然 情報 ネッ トワ ー ク 、 一般 社団 法人 防災 教育 普及 協会 

⑧ 式 蔵 野 の 都立 公園 グル ー プ (野川 公 蔵 野 2 浅間 山 公園 、 武蔵 国分 寺 公園 、 六 仙 公園 、 狭山 ・ 境 緑 道 、 玉川 上 水 緑 道 、 東 伏見 公 | 

指定 管理 者 西武 武 蔵 野 パ ー ト ナー ズ | 西武 造園 株 式 会 社 (代表 企業 )、 NPO 法 人 NPO birth, ミズ ノ ス ポ ー ツ サー ビス 株 式 会 社 、 

一 般 社団 法人 防災 教育 普及 協会 

人 多摩 部 の 都立 公園 グル ー プ ( 陵 南 公園 、 小宮 公園 、 滝山 公園 、 大 戸 緑地 ) 

指定 管理 者 : 西 武 ・ 多 摩 部 の 公園 バー トナ ー ズ | 西武 造園 株 式 会 社 (代表 企業 )、 NPO 法 人 NPO birth, 西武 緑化 管理 株 式 会 社 、 

一 般 社 団 法人 防災 教育 普及 協会 


@ 西 東京 いこ い の 森 公園 及び 周辺 の 市 立 公園 グ 準 絶 減 危 慣 種 「 ニ リン ソウ ] の 群生 地 
指定 管理 者 : 西 東京 の 公園 ・ 西 武 パー トナ ー ズ | 西武 造園 株 式 会 社 (代表 企業 ) 、 NPO 法 人 NPO birth, 株 式 会 社 尾 林 造園 (都立 武蔵 野 公園 ) 


【 特 定 非 営利 活動 法人 NPO birth】www.npo-birth.org (twitter, facebook, Instagram で も 配信 中 ) 
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公 


文 ・ 


ラム 


を つく る 、 つ か う 


編集 部 


写真 


仕事 で 訪れ た まち で 
の 年 季 の 入っ た 
と っ 次 の ある 人 は 多い の で は な い だ ろ うか 
住民 で な く と も 気 


の いい ペンチ に 誘わ れ 東 の 間 の 休憩 を 
公園 は 地域 の 


を 持っ て いる 。 その 


に 立ち 寄れ る 寛人 
さと 心地 よさ を ひと 時 を 過ごす な か で 、 そ の 街 の 
垣 問 見 た 気持 ち に な る こと も ある 。 子供 た ち が 元 気 に 遊び まわ 
、 高 齢 者 の 姿 が 日 に つく 公園 、 利 用 者 が 1 人 も いな い 公 
、 訪 れ た 時 間 簿 に 因 る と ころ も 大 きい が 、 利 用 者 の 姿 
か ら ま ちと 公園 の 距離 感 が な ん と な く 感じ られ 、 そ の 関係 に つい 
て あれ これ と 想像 を 

子供 の 頃 、 学 
に 行っ た も の だ 。 HL 


顔 が いて 、 自 然 と 遊び の 輪 が で きる 


園 な ど な ど 


と も 楽し い 時 間 で ある 


> 帰り ラン ド セ ル を 置く と すぐ に 近所 の 公園 
必ず 知っ た 
上 級 生 や 下 級 生 と 混じり 
合い な が ら 日 が 暮れ る まで 遊ん だ も の で ある 
だ け の も の に し て お く の は 勿体 な い 
が そう いう 場所 で あれ ば 、 暮らし の レイ ヤー が 増え る に 人 違い な 
い 。 そし て そこ で 生ま れ た つなが り は 、 いざ と いう 時 に 大 き な 力 を 
発揮 する で あろ う 。 日 頃 の つなが りこ そ が 大 事 で あり 、 公園 は そ 


れ ら を 育む の に ふさ わし い 場 所 で ある は ず だ 


て いな く て も そこ ! 


大 人 に と っ て も 近所 の 公園 


* 表 舞台 に 立っ て 久 し 
変わ っ た 


た < さん の 人 に 


利用 し て も らい た いと 自治 体 は 望ん う が 、 そ の 想い 通 
り に 使わ れ て いる 公園 が 多く は な いた め 、 自 治 体 独 自 で あっ た 
り 、 ある い は 企業 や 民間 団体 な ど と 連携 し た り し な が ら パ ー ク マ 
ネジ メン ト を 推し 進め て いる 

で は 、 な ぜ 人 は 公園 を 積極 的 に 利用 し な く な っ た の だ ろう か 
管理 者 で ある 自治 体 か ら 許 可 を 得 な けれ ば で き な い こと も 当然 
ある が 、 公 園 は 本 来 な ん で も で きる 場所 で ある に も か か わら ず 、 
人 々 は 公園 は 何 も で き な い 場所 = 行っ て 
呪縛 に 囚われ て し まっ た よう だ 。 だ が 公園 管理 者 や 指定 管 
受託 者 な ど に よっ て その 呪縛 を 解 か れ た と き 、 人 は 積極 的 に 公 
園 に 関わ り 始め る の で ある 。 初め は 小さ な ティ か も 知れ な 
い が 、 あ っ と いう 間 に 大 き な 輪 と な ] か ら ま ち へ と 浴 
み 出 し 、 や が て は 地域 全体 に 広がる こと が 期待 で きる 。 DENA 
園 づ 0 と まち づく は 相互 に 影響 し 合う 5 の な の で ある 

大 事 な 社 会 資本 スト ッ ク を スト ッ ク の まま 眠ら せ て お く 手 は な い 


地元 の 街区 公園 や 近隣 公園 が どの よう な 使わ れ 方 を し て いる 


“いる だ 


つま ら な い 場 所 


その 輪 は 


の か 、 一 度目 を 向け て みて は いか が だ ろう か 


“も 受け 入れ て くれ る 寛容 さ を 感じ る 公園 の 出入 口 ( 台 東 区 入谷 南 公園 ) 
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モー ル の ゲー ト と な る 

個性 的 な 緑 た ち が 色 と り ど り の 花 を 纏い 、 訪 れ た 人 
に WOW な 気分 を 与え ます 。 さ ら に 、 基壇 と な っ て 
いる 大 小 様々 な 器 は 、 積 層 さ れ た 重厚 エコ ンク リー 
ト か ら 成 り 、 そ の 迫力 と 高級 感 が また 驚き を 与え ます 。 


pa 


ポー ル か ら 噴き 出す ミス ト が 人 々 を 惹き つけ 、 広 場 
に いつ も と 違う 活気 を 生み 出し ます 。 


j 
í 


大 小 様々 な プラ ンタ ー は 、 そ れ ぞ れ 「 座 る 、 浅 く 座 
る 、 も た れる 」 に 適し た 高 さ で 、 休 憩 や 待ち 合わ せ 、 
立ち 話 な ど 、 み ん な の より どこ ろ に な り ま す 。 


LOE 


陽 が 落ち る と 、 樹 木 の ラ イト アッ プ に 加え 、 積 層 さ 
れ た 基壇 が 光 を 放ち 、 日 中 と は 異な っ た 表情 で 人 々 
を 魅了 し ます 。 


デザ イン ・ コ ン セ プ ト Fd Landscape、 株 式 会 社 テ ィ ー ハ ウス 建築 設計 事務 所 
製造 日 本 興 葉 (担当 坪井 芳 浩 ・ 藤 田 浩 幅 ) 


3 人 程度 が 座る こと が で きる 大 き な ス ツー ル と 1 人 
が け の 小さ な スツール を 配置 し 、 滞 留 ス ペー ス を 創 
出し ます 。 


小さ な スツール は 一 部 を “子ども の 寝 グ セ " の よう 
に 張り 出す こと で 、 買 い 物 バッ グ や コー ヒー タン ブ 
ラー な ど を 置け る 機能 的 な 台 と な り 、 全 体 に 動き を 
生み 出す アク セン ト と な り ま す 。 


素材 は シン ボル プラ ンタ ー と 同じ 高級 感 の ある 研 
磨 コ ンク リー ト の プレ ー ト を 使用 し 、 そ の フォ ルム も 
シン ボル プラ ンタ ー の ころ ん と し た 印象 を 踏襲 し て 
いま す 。 


また 、 プ レー ト の 隙間 を な くし 、 足 元 か ら 光 が 広 が 
る 照明 計画 と する こと で 、 質 感 を 保ち つつ 、 限 られ 
た プレ ー ト 段数 で フォ ルム を 美しく 表現 で きる よう 
配慮 し て いま す 。 


ブラ ジ ペ リー ニーク 


本 社 〒769-2101 香 川 県 さぬき 市 志度 4614 -13 
TEL (087)894-8130 FAX (087)894-8121 


日 本 興業 株 式 会 社 http://www.nihon-kogyo.co.jp 


まち に 
未来 に 。。。 
アー ト を 創造 る 
Arts for the Cities, 

Arts for the future. 


株 式 会 社 ビ ピー ファ クト リー 


www.befactory.net 


プロ の ラン ドス ケー プア ー キ テク ト に な る た め の 日 本 で 唯一 の 試験 対策 用 テキ スト 


ラン ドス ケー プ 


登録 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 資 格 認定 試験 
1: 一 次 試験 ( 兼 RLA 補 試験 ) 受験 用 テキ スト 
1: 二 次 試験 受験 用 テキ スト 


R 


ンド スケ ー プ 
] j ラー キテ クト に 
な る 本 O 


registered ree っ = As 


判 型 / BS 判 (一 次 用 ・ 二 次 用 共通 ) 
編著 "一般 社団 法人 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 連 盟 (JLAU) 


登録 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト (RLA) と は ? 


RLA と は 、 ラ ンド スケ ー ブ ア ー キ テク ト と し て 実務 を 遂行 する た 


014 年 度 た り 、RLA に 準ずる 


ンド スケ ー プ アー キテ クト 補 (RLA 補 ) の 資格 認 


一次 試験 用 :140P 価格 1,980 円 EMRE 


一 次 試験 用 :116P i 2.640 AH m wm 
ia) ー 次 次 2 可 セ トン 000 円 


ど ご 希望 の 方 は 山 マ ル モ 出 版 ま で Tel: 03-6432-6026 marumo-p.co.jp URL : http://www.marumo-p.co.jp. 
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イン フォ メー ショ ン ヴ ウォー ル 


イメ イキ ング ウォ ー ル 


【 施 工事 例 】 
町 田 市 amam 
アク ティ ブウ ォ ー ル 製作 


デザ イン : 
Fd Landscape 
ティ ー ハ ウス 建築 設計 事務 所 


株 式 会 社 YA 


"7201-0003 
ARBAIN 


ofz, No] 
GR ュー ド より 
区 HP を ご 四 大 ます 


SISA: 商 町 田 グラ 
ショ ッ ピ ング 


ク 
ン と パー クソ ゾー ン の 本 村 


C0 前 田 工 繊 株 式 会 社 


東京 本 社 :〒105-0011 東京 都 港 区 受 公園 2-4-1 芝 パ バーク ビル A IF 
TEL.03-6402-3944 FAX03-6402-3945 
https7/www maedakosenjp/mdk 


[AEN] の 空間 を 創造 し 続け 、 
景観 ・ 風 景 ・ 風 土 を 次 世代 に 残す 
Pi a Ahen. 


都市 を 彩る 商業 施設 、 オフ ィ ス ピル か ら 


住宅 、 公 園 、 緑 地 謀 リ ソー ト 、 ゴル フ 場 に 至る まで 


SSeS CM CLG Sab 


町 田 市 鶴間 公園 


2, BBLIITFUP 


株 式 会 社 石 勝 エ クス テリ ア 

本 社 /〒158-0094 東京 都 世田谷 区 玉川 2-2-1 
TEL.03-3709-5591 FAX.03-3709-5857 

業務 セン ター/ 〒 225-0003 横浜 市 青葉 区 新 石川 3-34-1 
TEL.045-912-7539 FAX.045-912-7588 


Website:https://www.ishikatsu.co.jp/ 
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バッ ク ナ ン バー の ご 紹介 


公園 ・ ま ち づ く り ・ コ ミュ ニテ ィ を 特集 し た ナン バー 
No.127 No.123 No.121 
LANDSCAPE LANDSCAPE LANDSCAPE 
DESIGN. «f DESIGN -: [ici 
本 を ょ くす る 等 で 生生 れる コミ ュ ニ ティ 
まち づく り — 


No.115 


LANDSCAPE 
DESIGN ns 


No.127「 街 を よく する まち づく り 」 

まち だ アル タ ミ ラ スト リー ト | WORK PARK PACK プ ロジ ェ 
クト | 笹塚 ヒロ バ ! | ほか 

No.123「 場 で 生ま れる コミ ュ ニ ティ 」 
ajirochaya プ ロジ ェクト | 地域 を 醸す EDGE HAUS | コミ ュ 
ニテ ィ は 煙 が 立つ よう に 生ま れる も の グラ ンド レベ ル 
No.121「 公 民 連 携 の 持つ づ くり 」 

オガ ー ル プロ ジェ クト | 宮 塚 公園 | 柳島 スポ ー ツ 公園 | 太 
BORES | | ほか 

No.121「 公 民 連携 の 街 つ くり 」 

井の頭 公園 アー トマ ー ケ ッ ツ | FLAT PARK | ほか 

六 詳 細 は ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 」 


⑩ 株 式 会 社 ツル モモ 出 版 


www.marumo-D.cO.jD 
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住み や すい 


Livable City を つく る 


福岡 孝則 ・ 遠 藤 秀平 ・ 槻 橋 修 編著 


本 当 に 生活 の 質 が 高く 、 豊 か に 生き られ る 、 住 みや すい 都市 と は 何 か ? 
[Livable City (住み や すい 都市 )] と いう 新しい コン セプト に 基づき 、 世 界 の 行政 


担当 者 や デザ イナ ー が 語る リバ パ ブル シテ ィ の ビジ ョ ン (戦略 ) と アプ ロー チ を 紹介 し 、 Livable City を ウ ぐ る 


国内 外 の パブ リッ クス ペー ス か ら 展 開 さ れる 最新 の リバ ブル シテ イィ 事例 や 提案 を 解 


説 。 都 市 に 住む 豊か さや 新しい 価値 を 探し 、 行 動 する あら ゆる 人 の た め の 一 冊 。 er 


第 1 リ パ ブ ル シ テ ィ の ビジ ョ ン と アプ ロー チ 
画 リ バブ ル シ テ ィ を つく る Hi [神戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 持続 的 住 環境 創成 講座 (積水 ハウ ス ) 
ORAE Landscape 主宰 ] H—s1—3—7THO Livable City 戦略 : パブ リッ クス ペー ス か ら は じ め よ う ! ジェ フ 
Y- pan = 画 局 都市 デザ イン ・ デ ィ レ クタ ー / チー 都市 デザ イナ ー] 田 人 、 場 所 、 そ 
j. 工科 大 学 建築 デザ イン 学部 准 教授 、Interboro Partners パー ト 
ー] Bo ドル ン 市 の リバ ブ シテ ィ 戦 略 と 都市 ラン キン グー スマ ー ト で リバ ブル な 未来 の 都市 創成 に 向け て オー ス 
ティ ン ・ レ イ 【[ 元 メル ボル ン 市 スマ ー ト シテ ィ オ フィ ス ・ プ ラク ティ スリ ー ダ ー , Planning for Change] W 場所 を 共有 す 
る "一 人 間 の た め の パ ブリ ックス ペー ス と 都市 を つく る 一 H ロー スト ラリ アッ > 市 ASPECT Studios 
ディ レク ター] 圧 人 が 人 を 集め る 。 住み や すい 街 と 移住 論 明 【Lusie Inc. 代表 、 神 戸 R 不動 産 ] 較 [パネ ル 
ディ スカ ッ シ ョ ン ] Livable City の つく りか た パネ リス ト : x オー ステ ィ ン ・ レ イ x サー 
シャ ・ コ ー ル ズ 、 モ デレ ー タ ティ ー 水 循環 か ら 発想 する 都 
市 環境 デザ イン レオ ナル ド ・ ウ ン [ラン ドス ケー プア ー キ テク ト Ramboll Studio Dreiseitl Singapore 代表 ] MIK1'Y 
の サス テイ ナブ ル ・ デ ザイ ン 一 気象 と 環境 性 能 か ら 建 築 ・ 都 市 を 構想 する ヤン ・ メ ナー ト [クラ イメ イト ・ エ ンジ ニ 
Transsolar, Germany] 園 ポ ボート ラン ド 市 の グリ ー ン イン フラ (GI) 戦略 最前 線 一 夢 か ら 実践 へ 30 年 間 の GI 展開 に 
つい て 語る ドー ン ・ 内 山 [米国 ポー トラ ンド 市 環境 局 ア シス タン ト ・ デ ィ レ クタ ー (グリ ー ン イン フラ 担当 )] 


第 2 パブ リッ クス ペー ス か ら リ パブ ル シ テ ィ を 考え る 

W Bottiere-Chenaie Eco District 一 水 か ら 発想 する エコ ロジ カル 街区 の デザ イン 、 パ ブリ ックス ペー ス を 核 に し た 「 健 康 
的 な 都市 の 創成 ]、 パ ブリ ックス ペー ス か ら の 都市 再生 一 ニュ ー・ オ ー ル ド ・ マ ー ケ ッ ト ス クエ ア 、 ブ ラウ ン フ ィ ー ル ド (I 
業 跡 地 ) を 活か し た リ パ ブ ル シ ティ 、Water for All 一 水 を 媒介 と し た 人 間 、 都 市 、 自 然 の 新しい 関係 性 、 コ ー ト ヤー ド 


HIROO 一 多様 な 価値 観 を も つ 人 々 が 混じり 合う オー プン で ソー シャ ル な 場所 を つく る 一 都心 の 公園 を 育て 
る ここ ろ み 一 リバ ブル シテ ィ を めざし て 一 村上 素 英 [一般 社団 法人 リバ ブル シテ ィ イ ニシ アテ ィ ブ 代 表 理事 (アー バン ピ A4 変型 (W225mm Xx H297mm) 
クニ ッ ク 事 務 局 長 )] p 
オー ルカ ラー 
第 3 章 リバ ブル シテ ィ の つく り 方 提案 編 本 文 : 144 頁 


画 減 災 デ ザイ ン 都 市 ・ コ ル ゲー ト 銅板 を 用 い 段 階 的 供給 に よる 拡張 可能 な 災害 時 仮設 住宅 の 提案 3 
戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 教授 、 建 築 家 ] Sea 景観 と の / 
津波 避難 タワ ー の 提案 遠藤 秀 [神戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 技 職員 ] 画 リ バブ ル シ テ ィ の 新しい 条 
件 リエ ント な 社会 を 導く デザ イン [神戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 准 教授 、 建 築 家 ] 、 神戸 


提案 


お 申し 込み 方 法 : 下記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX で マル モ 出 版 まで お 申し 込み 下さ い 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 人 金額 に 70m (1). 500 円 ( を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
お 振込 先 : 1. 三菱 UF 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 
2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 ※ 振 込み 手数 料 は ご 負担 下さ い 。 


お 問合せ 先 : ご 不明 点 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 
( 稀 マ ル モ 出 版 〒154-0017 東京 都 世 田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 ML 102 号室 
TEL. 03-6432-6026 FAX. 03-6432-6045 E-mail: maru@marumo-D.co.jp 


研究 室 1.「 和 失わ れ た 街 模型 復元 プロ ジェ クト 、2. 気仙 沼 みらい 計画 大 沢 チー ム 、3. 氷見 朝日 山 
ティ デザ イン 、4. SANNOMIYA2016 プロ ジェ クト 一 つく りな が ら 考 える 一 較 持 続 的 雨水 管理 を 核 に し た グ 
リー ン イ ン フ ラ 学則 画 神 戸 大 学 X モ ナシ ュ 大 学 国際 ワー クシ ョ ッ プ ‘Livable City KOBE’ LIVABLE CITY 神戸 の 5 (税込 A 送料 別 ) 


ご 注文 冊数 


ご 連絡 先 (TEL) 


LANDSCAPE DESIGN No.99 よ り シ リー ズ 掲 載 し 
て きま し た 戸田 芳樹 氏 に よる 「 デ ザイ ン を 読み 解 
く 」 に 戸田 氏 自 ら 加 筆 し 、1 冊 の 本 に まとめ まし た 。 
昭和 を 代表 する 作 庭 家 10 名 に よる 11 作 品 を 、 あ 
る と き は ラン ドス ケー プア ー キ テク ト と し て の 視 


その デザ イン の 意図 を 著者 が 探り 、 解 説 し ます 。 
本 の サイ ズ は ヨコ 162mm、 タ テ 257mm と 、 本 を 
片手 に 作品 を 見 て 歩く の に ちょ うど 良い サイ ズ に 
再編 集 。 紹 介し て いる 11 作 品 を 、 こ の 本 と と も に 
歩い て みて は いか が で し ょ う 。 


E 掲載 作品 と 作 庭 家 
01. 大 田 黒 公園 伊藤 邦衛 

02. HA KAR HALK 

03. 玉堂 美術 館 庭園 中 島 健 

04, 三井 倉庫 箱崎 ビル 小林 忠夫 

05. 京王 プラ ザ ホ テル 北側 4 号 街路 深谷 光 軌 

06. 清瀬 金山 緑地 公園 鈴木 昌 道 

07. 成 城 學 丁目 擬 股 庭園 田中 泰 阿 弥 ・ 星 田貫 二 
08. 東 渕 江 庭 園 グ 小形 研 三 

09. 日 本 庭園 花田 苑 中 島 健 

10. WAA 世田谷 美術 館 ン 野沢 清 

11. 都立 猿 江 恩 賜 公園 日 本 庭園 〆 伊 藤 邦衛 

書籍 名 昭和 の 名 誠 ク 園 を 歩く 一 作 庭 の お も いと か た ち を 紐解く <… 
著者 戸田 芳樹 サイ ズン ヨコ 162、 タ テ 257mm 本 文 84 ペ ー ジ 
定価 1,100 円 (税込 ・ 送 料 別 ) 


に 


昭 
和 
の 
名 
J£ 
園 
を 
歩 
( 


コ 


【 お 申し 込み 方 法 】 
この ペー ジ を コピ ー し て いた だ き 、 下 記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX に て マル モ 出 版 ま で お 送り くだ さい 。 
その 後 、 下 記 お 振込 み 先 に ご 入金 いた だ き お 申し 込み の 受付 完了 と させ て いた だ きま す 。 

ご 入金 金額 は 本 代 (税込 ) に を 加算 し た 金額 を ご 入金 くだ さい 。 

【 お 振込 み 先 】 

1. 三 菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 

2. 郵 便 貯金 口座 口座 番号 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 

(※1、2 の いずれ の 場合 も 振込 手数 料 の ご 負担 を お 願い し ます ) 

【 お 問合せ 先 】 

株 式 会 社 マ ル モ 出 版 TEL.03-6432-6026 e-mail:maru@marumo-p.co.jp 


FAX. 03-6432-6045 


注 
X 
者 
様 


LANDSCAPE WORKS 
056 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 
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モニ ュ メ ント エリ ア と な る 芝生 広場 広場 の 賑わい (ビフォー コロ ナノ 写真 三菱 地 所 設計 ) 
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周辺 衛 区 と の 
連続 性 


スポ ー ツ クラ スタ ー の 結節 点 
神宮 外苑 地区 スポ ー ツ クラ 
スタ ー と し て の 地域 性 を 生 
か し 、 国 立 競技 場 : 神 宮 球場 
外苑 地区 と 外苑 前 駅 の 結節 
点 と な る 立地 に 相応 し い 広 
場 を デザ イン 


プロ ジェ クト 概要 

国立 競技 場 の 建設 や 日 本 青年 館 の 移転 、 1964 
年 の 東京 オリ ン ピ ッ ク 時 に 竣工 し た 集合 住宅 で あ 
る 外苑 ハウ ス の 建て 替え な ど 様 々 な 計画 が 同時 
並行 で 進行 し 、 2020 年 に 予定 され た 東京 オリ ン 
ピッ ク に 向け て 、 神宮 外苑 地区 は 「 新 た な スポ ー 
ツク ラス ター」] と し て 劇 的 な 変化 を 迎え て いた 。 
[JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE」 は 60 以 上 の 
スポ ボー ツ 関 連 団体 の オフ ィ ス が 集積 する 日 本 ス 
ポー ツ 界 の 総本山 と な る 施設 で ある 。1、2F に は 
「 昌 本 オリ ン ピ ッ クミ ュー ジア ム ] が 整備 され 、 
「 新 た な スポ ー ツ クラ スタ ー] の 中 核 と な る 。 

神宮 外苑 地区 が 新た な スポ ー ツ クラ スタ ー と 
し て 劇 的 に 変化 する 中 、 受け 継が れ て 来 た 歴 史 性 
や 周辺 計画 と の 関係 性 を 読み 解き な が ら 、 建物 と 
一 体 に 新た な 神宮 外苑 地区 の 都市 景観 や 人 々 の 
アク ティ ビ テ ィ の 結節 点 ・ 中 核 と な る ラン ドス 
ケー プ 整 備 を 目指 し た 。 


スポ ー ツ の 「 躍 動 感 ] 
トー チ を リレー する ラン ドス ケー プ 
躍動 感 の ある 建物 形状 と 呼応 させ 、 ラン ドス 
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JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 
x JAPAN OLYMPIC MUSEUM. 


\ 
Uwaine 


SDEECO 
(UTS AS 


ケー プ も 躍動 感 を 感じ る 曲線 形状 を 基調 と し て 計 
画 し た 。 曲線 的 な 形状 の 園 路 や 施設 が 折り 重なっ 
て 行く 様 は 、 ト ー チ を 受け 継ぐ よう ラン ドス ケー 
プ を 周辺 に リレー し て いく 、 拡張 性 を 持っ た デザ 
イン と し て いる 。 

隣接 街区 と 一 体 的 に 動 線 を 整備 する こと で 、 地 
域 に 新た な 回 遊動 線 、 散 策 空間 を 確保 する こと を 
目指 し た 。 


景観 を リレー する 「 緑 」 
記憶 を リレー する 「 縁 」 

植 義 計画 に お いて も 、 周辺 計画 ・ 歴 史 性 を リ 
レー する 計画 と し た 。 対象 地 の 潜在 自然 植生 は シ 
ラ カ シ 群集 ・ 典 型 亜 群集 に 属し て お り 、 この 地域 
性 の 継承 と 、 街区 を また ぎ 一 体 的 に リレー する 緑 
の ネッ トワ ー ク 形成 に 特に 留意 し た 。 

スタ ジア ム 通 り 沿道 に は 日 本 青年 館 と リレー す 
る シラ カシ 並木 を 整備 し 、 また 、 敷地 北側 に お い 
て も 街区 を また いで リレー する エリ アー 体 と な る 
緑 の 回 廊 を 整備 し て いる 。 

北側 の 「 モ ニュ メン ト エ リア 」 に は 、 前 会 館 の 岩 
記念 体育 会 館 竣 工 時 (1964 年 ) に 常陸 宮殿 下 に よ 


LL ッ メ イィ ョ シノ (シン ルッ ル 


し Wictlyx 昌 0 の 
オリンピック メダ ル の 


タク モットー 


り 植樹 され た 、 樹齢 50 年 を 超え る オリ ー ブ を 移植 
する と 共に 、「 ソ メイ ヨシ ノ 」 を シン ボル ツリ ー と 
し て 配置 し た 。 

高木 20 種 、 低木 ・ 地 被 類 約 35 種 と 多様 な 植 栽 
計画 に より 、 四季 を 通し て 花 や 実 、 紅葉 を 楽し み 
移ろい を 感じ る 植 栽 計画 と し て 配慮 し た 。 


オリ ン ピ ッ クム ー ブ メ ント の 体験 と 
オリ ン ピ ッ クレ ガ シ ー の 継承 

モニ ュ メ ント エリ ア 内 に は オリ ン ピ ッ クレ 
シー や オリ ン ピ ッ クム ー ブ メ ント に 「 見 る 、 知る 、 
触れ る ] 様々 な モニ ュ メ ント が ちり ば め ら れ て い 
Bo 来訪 者 は 国立 競技 場 を 背景 に オリ ン ピ ッ クシ 
ン ボ ル と 一 緒 に 記念 写真 を 撮っ た り 、 人 工 芝 の 上 
で 座り ・ 寝 ころ ぶ 。 また 、 子供 た ち は 日 本 初 の 金 メ 
ダリ スト の 偉大 な 三 段 飛び に 挑み 、 跳ね 回 る 。 

ミュ ー ジ アム で オリ ン ピ ビック レガ シー を 学ん だ 
あと は 、 オリ ン ピ ッ ク を 思い 馳せ な が ら モ ニュ メ 
ント エリ ア で の ん びり と くつ ろ ぐ 。 室内 外 が 連携 
し 、 相乗 的 に 学び 、 楽し お こと の で きる 空間 を 目 
指し た 。 


Bist it ERFIR TRADEO 
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競技 場 を 4 見 る 


折り 重なり リレー され る オリ ジ 芳 = Aa ANEC EANA 
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JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE と は 


文 一 編集 部 


公益 財団 法人 日 本 スポ ー ツ 協会 ( 旧 : 日 本 体育 協会 ) は 、 
館 の 建物 の 老朽 化 や 狭 あい 化 が 頸 閉 に な る な か 、 全 
アフ リー 化 、 セ キュ リティ 等 の 課題 を 抱え る こと と な り 、 
ピッ ク 委 員 会 と と も に 、2011 年 ! 
と し て 新 会 館 % 
都市 計画 公園 の 指定 EEN 
て いた が 、2013 年 

(以下 、 SOXA) ) の 開催 が 決定 、 そ し て 2016 年 に 現在 地 で ある 
annie 移転 する こと が 決ま っ た 。 

[JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE | と 命名 され た 新 会 
地上 14 階 、 地下 1 階 、 オ フィ ス の ほか 日 本 オリ ン ピ ッ クミ ュ 
会 議 室 、 記 者 クラ ブ 、 そし て 単 清 一 メ モリ アル ルー ム (大 
構成 され て いる 。 日 本 オリ ン ピ ッ クミ ュー ジア ム の 1 階 は 
Ns COME AREA」 と な っ て お り 、 様 々 な 視点 で オリ ン ピ ッ ク ・ 

ー プ メン ト を 発信 し て いる 。2 階 は 「EXHIBITION AREA」 で "オリ 
デック を 知る 、 TIREN RR 競 
AMEEN ERa ナー 等 で 構成 され 、 オ リン ピッ 


日 本 オリ ン 
迎え る 創立 100 周 年 記念 事業 の 一 環 
ほめ た 。 し か し 、 神南 地区 は 東京 都 の 


東 


、 考 える 


パラ リン ピッ ク へ の 理解 を 深め る こと が で きる エリ ア に な っ て いい る 。 
そし て 今回 紹介 し て いる 外 の オー プン スペ ー ス 「MONUMENT 
AREAI は “オリン ピッ ク ・ ム ー プ メン ト を 体験 し 、 レガシー を 継承 する 
広場 "で ある 。 広場 に は 近代 オリ ン ピ ッ ク の 基礎 を 築い た ビ ピエール ・ ド ・ 
クー ベル タン と 明治 か ら 昭和 に か け 日 本 に お ける スポ ー ツ の 道 を 切り 
開い た 嘉納 次 五郎 の 銅像 や 、 こ れ ま で 日 本 で 3 回 開催 され た オリ ン 
ビッ ク で 使用 され た 聖火 台 の レプ リカ な ど が 設置 され 、 オリ ン ピ ッ ク 
緑 に 囲ま れ た 広場 の 中 央 に は 用 
な る で あろ う 。 
ヽ 場 に つい て 伺っ た と ころ 、 [PMO 
典 オ リン ピッ ク の 通り 、 国籍 や 年 齢 、 性 別 を 問わ ず 国内 外 か ら 人 々 が 
集い 、 平 和 を 象徴 する 憩い の 場 と し て 活用 し て も ら う こと を 期待 し て 
いる 。 そし て オリ ン ピ ッ ク を 象徴 する オリ ン ピ ッ クシ ン ボ ル や モッ 
トー、 記録 、 功 労 者 、 過 去 大 会 の 聖火 合 モ ニュ メン ト を 通じ て 、 オ リン 
ピッ ク の も つ 価 値 や 魅力 を 体 も らい た い 」 と お 答え いた 7 
国立 競技 場 の 日 の 前 ( [会館 は 、 様 々 な ス と オリ ン 
ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク の 歴史 や 魅力 を 発信 する 施設 で ある 。 


場 が あり 、 人 々 の 憩い の 場 に な 
Sakina 委員 会 に 


【 左 】 1964 年 東京 大 会 聖火 台 モ 


【 中 】 1972 征 札幌 大 会 聖火 台 
【 右 】 1998 年 長野 大 会 聖火 台 モ ニュ メン トレ プリ カ 
【 上 】 階段 に 刻ま れ た オリ ン ピ ッ ク モッ トー 


ジャ パン スポ ー ツ オリ ン ピ ッ クス クエ ア 
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圭 筑 株 式 会 社 三菱 地 所 設計 
株 式 会 社 大 林 組 

造園 日比谷 アメ ニス 

MR BRERA (TERE) 172-0747707, 木目 調 
SIAR, ALZRR, 石材 さざれ 石 (BM) 

w I 2019 年 4 月 30 晶 

規 模 敷地 面積 3317.13m 

HR CEREA) PATE, PANY, I/A, カッ ラ 、 ケヤキ コブシ シャ サ 


、 ムラ サキ シキ ブ 、 ヤマ 

クリ スマ スロ ー ズ 、 シ ャ 
チ ソ ウ 、 フイ リヤ プラン 、 
フッ キソ ウ 、 ベニ シダ 、 ツ ワ ブ キ 、 ヤブ コウ ジ (移植 樹木 】 オ リーブ 


LD134 OCTOBER 2020 065 


株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 東京 営業 所 オフ ィ ス 


東京 都 千 代田 区 


設計 - デ ザイ ン 一夫 プラ ネッ ト 
文 = 大林 修 一 ( 稚 プ ラ ネ ッ ト 代表 取 弧 役 ) 
BRAT IR, 編集 部 * 


Tokyo office of Planet Co., Ltd. 
Chiyoda, Tokyo 


Designer is Planet Co., Ltd. 
Text by Syuichi Obayashi [Planet Co., Ltd.] 
Photo by Planet Co., Ltd. Editorial Department * 


観葉 植物 に よる 空気 浄化 と 
メン タル ヘル ス 、 知 的 生産 性 の 向上 


文 = 松本 博 (豊橋 技術 科学 大 学 BRAS 
株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 特別 顧問 ) 


は じ め に 

一 般 的 な 従来 型 オフ ィ ス は 、 狭小 な どの 空間 的 
な 問題 、 熱 ・ 空 気 環境 の 悪化 、 執 務 者 の 衛生 
管理 ・ 健 康 影 響 、 精 神 的 ・ 生 理 的 スト レス 、 労 
働 生産 性 の 低下 、BCP (事業 継続 計画 )、 リ ス 
クマ ネジ メン ト な ど 、IEQ (室内 環境 の 質 ) に 関係 
する 多く の 問題 抱え て いる ( 図 1)。 こ れ ら の 諸 
問題 の 解決 に は 、 こ れ ま で 換気 、 空 調 、 照 明 な 
どの 建築 設備 に よる アク ティ ブ 制 御 に よる IEQ の 
改善 が 中 心 で あっ た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の オフ ィ 
ス 環境 の 改善 に 対し て は 、 効 率 (Efficiency)、 エ 
ネル ギー (Energy) お よび 経済 性 (Economy) 
の トリ レン マ に よる トレ ー ド オフ に 加え 、 複 数 の 環境 
要素 を 総合 的 に 考慮 する 複合 環境 評価 の 複雑 さ 
が 関わ り 、 十 分 満足 で きる 解決 に は 至っ て いな い 。 

室内 緑化 の 効能 が 一 般 に 認知 され 、 オ フィ ス な 
どの ワー ク プ レー ス や 住宅 な どの 室内 環境 デザ イン 
や パイ オフ ィ リ ッ ク デ ザイ ン と し て 広く 普及 する に は 、 
これ まで 定性 的 に 知ら れ て いる 植物 の も つ 様 々 な 
効能 の 定量 的 な エビ デン ス を 実験 や 調査 に よっ て 
科学 的 に 明らか に し て 、 信 頼 性 の ある 普遍 的 な デー 
タ と し て 提供 する こと で ある 。 ご ここ で は 、 こ れ ま で 筆者 
ら が 行っ て きた 観葉 植物 の グリ ー ン アメ ニテ ィ 効 果 
に 関す る 実験 や 調査 結果 の 一 部 を 紹介 する 。 


デシ ケー タ 実 験 に よる 

観葉 植物 の 空気 浄化 能力 の 定量 的 測定 
観葉 植物 に よる VOC (揮発 性 化学 物質 ) 除去 

の メカ ニズム は 、 葉 面 の 気孔 か ら 吸収 され た VOC 

が 植物 の 根 に 転 流す る こと と 直接 根 に 空気 が 触れ 

る こと に よっ て 、 根 に 共生 する 菌 根 菌 と その パー ト 

ナー 細菌 (パチ ラス 属 、 シ ュー ドモ ナス 属 ) な どの 微 
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生物 に よっ て 分 解 さ れる と 言わ れ て いる 。 ま た 、 最 
近 の NASA の 研究 等 で 室内 汚染 空気 を ハイ ドロ 
カル チャ ー で 栽培 され た 植物 の 根 に 直接 触れ させ る 
こと に より 、 効率 的 に 化学 物質 が 分 解 され 、 その 分 
解 物 を 栄養 に 植物 が さら に 活性 化す る こと が 分 か っ 
て き て いる 。 筆者 ら の 植物 の グリ ー ン アメ ニテ ィ 効 果 
に 関す る 研究 は 、 定 性 的 に 室内 空気 浄化 能力 が 
ある と 言わ れ て いた 観葉 植物 の VOC 除去 効果 を 
定量 的 に 明らか に する こと か ら 始ま っ た 。 こ の デシ 
ケー タ 実 験 に より 観葉 植物 の VOC 除去 量 を 定量 
的 に 測定 する こと が で きる 。 有 効 内 寸法 560 x 
483 X 986mm (H) の 透明 な アク リル 製 デ ン ケ ー 
タ に 中 鉢 程度 の ペン ジャ ミン 、 ス パテ ィ フ ィ ラ ム 、 ア 
レ カ ヤ シ 、 コ ン シ ン ネ を 1 鉢 入れ 、 光 源 と し て 白熱 灯 , 
蛍光 条 , 波長 分 布 の 異な る 複数 の LED ラ ンプ を 用 
い 、 微 量 の ホル ム ア ル デ ヒ ド お よび トル エン を デシ 
ケー タ 内 に 注入 し 、 デ シ ケ ー タ 内 の VOC 濃度 を マ 
ル チ ガ ス 分 析 計 で 連続 測定 し 、 植 物 の VOC 除去 
量 を 算出 し た ( 図 3…5)。 図 3 は 光源 に 蛍光 条 ( 植 
物 最 上 部 で 照度 350 Ix に 設定 ) を 用 いた 場合 の 
VOC 注入 後 20 時 間 の 葉 面積 1cm* 当たり の ト 
ル エ ン 除 去 量 を 示す 。 こ の 実験 で は シン ゴ ニ ュー ム 
と ボ ポトス が 大 き な VOC 除去 効果 を 示し た 。 また 、 異 
な る LED 光 色 に よる 照度 当たり の コン シン ネ の 20 
時 間 後 の トル エン 除去 量 の 比較 を 図 4 に 示す 。 こ の 
実験 で は 青色 LED が 最も 大 き な 除去 効果 を 示し 
た 。 党 光 灯 の 下 で 異な る 照度 に お ける トル エン 除去 
効率 (初期 濃度 に 対す る 注入 後 12 時 間 の 濃度 
の 割合 ) を 図 5 に 示す 。 植 物 の 種類 に よっ て トル エ 
ン 除 去 効率 が 最大 と な る 照度 が 異な り , ス パテ ィ フ ィ 
ラム と コン シン ネ は 比較 的 低 照度 . アレ カヤ シ は 比 
載 的 高 照度 で 高い VOC 除去 効率 を 示し た 。 


RE ( 緑 視 率 ) と メン タル ヘル ス 及 び 
作業 効率 の 関係 

室内 緑化 が ワー ク プ レー ス の 環境 改善 、 ワ ー カ ー 
の メン タル スト レス 改善 、 作 業 効率 の 向上 な ど に 効 


図 1 オフ ィ ス に お ける IEQ 問 題 


果 が ある こと は 定性 的 に 認識 され て き て いる が 、 最 
適 な 緑 量 な どの 定量 的 な エビ デン ス が 存在 し な か っ 
た 。 筆者 ら は 視界 に 対す る 視界 に 入る 緑 の 割合 で 
定義 され る 緑 視 率 に 着目 し て 、 フ ィ ッシュ アイ (AIR 
レン ズ ) に よる デジ タル 画像 (RGB) か ら 植物 の 緑 
の ピク セル 数 を 抽出 し て 、 画 像 処理 ソフ ト が 誤認 識 
する 緑 の ビ クセ ル を 手動 で 修正 し な が ら 緑 視 率 を 算 
出し た 。 こ れ ら の 植物 に 対す る 被験 者 の 心理 ・ 生 
理 反応 お よび 作業 効率 を 求め た ( 図 13~16)。 

異な る 緑 視 率 に お ける 室内 印象 評価 結果 を 図 
21 に 示す 。 緑 視 率 9.2% まで は 印象 評価 は 大 き 
く 上 昇 し た が 、9.2% を 超え る 値 で は 上 昇 率 は 小さ 
か っ た 。 また 、 緑 視 率 と 自覚 症 総合 訴え 率 及び 
AMYscore の 関係 を 調べ る と 緑 視 率 9.2% 以上 
で は それ ら の 値 に 大 き な 変化 は な か っ た ( 図 14)。 
緑 視 率 と パフ ォ ー マ ンス 向上 率 (植物 な し を 基準 
と し た 値 ) に つい て は 、 緑 視 率 8% を 超え る 場合 
に 向上 率 が 小さ く な る 傾向 が 見 られ る ( 図 15) 。 
一 方 、 縁 視 率 と 加算 や タイ ピン グ 等 の 単純 な 作業 
比べ て 高度 な 知 的 作業 (第 3 階層 知識 創造 ) の 
関係 を 示す 図 16 に よれ ば 、 緑 視 率 の 増加 に 比例 
し て パフ ォ ー マ ンス が 向上 し た 。 

以上 の 結果 より 心理 ・ 生 理 反 応 及び 作業 効率 
を 総合 的 に 評価 し て 、 模 擬 オ フィ ス の よう な 比較 
的 狭い 空間 の 最適 な 緑 視 率 は 10 一 15% 程 度 で 
ある と 考え られ る 。 今後 、 実 オフ ィ ス を 対象 に し た 
実証 試験 で この 値 を 検証 する 必要 が ある 。 


実 オ フィ ス に お ける 
室内 緑化 の 効能 に 関す る 実証 試験 

筆者 ら は 2010 年 か ら 現 在 まで 実 オフ ィ ス を 対象 
に し た 室内 緑化 の 効能 に 関す る 実証 試験 を 5 件 ほ 
ど 実 施し て きた 。 ここ で は 主 に 2011 年 に 実施 し た 
豊橋 市 内 の A 社 の オフ ィ ス を 対象 に し た グリ ー ン ア 
メニ ティ 効果 に 関す る 実証 試験 結 に つい て 述べ 
Bo 調査 で は 観葉 植物 の 有無 に よる 熱 ・ 空 気 ・ 音 ・ 
光 環 境 等 の 室内 環境 物理 量 の 測定 、 ア ン ケー ト 、 


みどり ネス ト プ ラン ター 緑化 。 パソ コン を 見 : 


時 々 植物 を 見 て "ネイ チャ ー プ レイ ク " で リフ レッ シュ 


図 5 異な る 照度 に お ける トル エン 除去 効率 


anaes オレ ンジ 
図 3 葉 面積 1qm' 当 た り の トル エン 除去 量 4 LED 光 色 の 違い に よる 単位 照度 当り の トル エン 除去 量 
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に お ける ル エ ン 除 去 効率 
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図 6 嘩 液 アミ ラー ゼ (AMYscore) 
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図 7 R の 変化 率 
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図 11 室内 空気 質 の 不満 足 率 


125 160 


生理 量 測定 に よる オフ ィ ス ワー カー の 心理 ・ 生 理 反 
応 、 知 的 生産 性 、 執 務 空 間 の 経済 的 な 環境 価 
値 等 に つい て 調査 ・ 分 析 を 行っ た 。 

調査 に 用 いた 観葉 植物 は 、 ゴ ム ノ キ 、 フ ィ カ ス ・ 
グラ ン デ ィ ア 、 シ ー グ レー プ 、 ブ ルト リア 、 ア ル テ シ 
ア 、 ア グラ オ ネ マ 、 カ シア バ ゴ ム 、 シ ョ ウフ ン ゴ ム ノ 
キ な どの 大 鉢 ( 高 さ 1.6m 程度 ) 8 鉢 、 ア レ カ ・ 
カテ チュ ー、 パ ナナ ノ キ 、 ヒ ロバ ドラ セナ 、 ウ ン ベ 
ラー タ 、 ペ ベルベット 、 イ ン デ ィ ア な どの 中 鉢 (BE 
1.4m 程度 ) 6 鉢 に 加え 、 パ キラ ・ ポ トス や ハイ ド 
ロカ ルチャ ー の 小鉢 (高き 0.2 一 0.5m 程度 ) を 
25 個 程度 で あり 、 オ フィ ス 空間 の 通路 や 机上 ・ 棚 
上 等 に 平面 的 に な る ベ く 一 様 な 分 布 と な る よう に 
配置 し た 。 た だ し 、 スペ ー ス が 十分 で な く 、 人 の 移 
動 や 作業 な ど 通常 の 業務 に 支障 が ある と 思わ れ 
る 場所 に は 、 観 葉 植物 は 配置 し な か っ た 。 
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図 12 


当時 の 被験 者 の 室内 緑化 後 の オ フィ ス の 第 
一 印象 は 「 ジ ャ ング ル の よう だ | で あっ た 。 オフ ィ 
ス の 熱 ・ 空 気 ・ 光 ・ 音 環境 等 の 室内 環境 測定 に 
加え て 、 こ の オフ ィ ス に 勤務 する 男女 30 名 (男性 
13 名 、 女 性 17 名 ) に 対し て 、 室 内 環境 評価 、 
知 的 生産 性 、 経 済 評価 な ど に 関す る アン ケー ト お 
よび 生理 量 (通常 業務 の 阻害 を 避け る た め に 貴 
液 ア ミラ ー ゼ 活性 値 の み ) の 測定 を 行っ た 。 

2 週間 の 調査 期間 の うち 第 1 週 (月 一 金曜 日 の 
5 日間) が 植物 な し 、 第 2 週 (月 曜 一 金曜 日 の 5 
日 間 ) を 植物 あり の スケ ジュ ー ル で 調査 を 実施 し た 。 
調査 項目 は 、 室 内 環境 の 測定 項目 は 温度 、 相 対 
湿度 、 グ ロー ブ 温 度 、 二 酸化 炭素 濃度 、 HER, 
照度 、 等 価 騒音 レベ ル お よび 室内 気流 速度 と し 
ko 調査 方 法 は 、 調査 執務 者 の 室内 環境 、 作業 
効率 、 観 葉 植物 の 環境 価値 の 評価 に つい て は 、 ア 
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図 10 パフォー マン ス 試 験 結果 (記憶 正答 数 ) 


ans 


ei se e005 eee W001 


室内 環境 に 対す る 総合 評価 


ン ケ ー ト に よる 主観 評価 に よっ て 分 析 ・ 考 察する 。 
た だ し 、 執 務 者 の 室内 環境 評価 と 作業 効率 評価 
に つい て は 、 国 土 交通 省 の 知 的 生産 性 検討 委員 
会 で 提案 され た SAP (Subjective Assessment 
of Workplace Productivity) を 基 に 作成 し た アン 
ケー ト に より 分 析 * 評 価 し た 。 ア ン ケー ト 回 答 者 の 中 
か ら 10 名 を 座席 位置 の バラ ンス を 考慮 し て 選び 、 
生理 量 と し て 嘩 液 アミ ラー ゼ 活 性 値 の 測定 を 毎日 
の 終業 時 刻 17:00~18:00 頃 に 実施 し た 。 
被験 者 の 心理 アン ケー ト で は 、 室 内 緑化 後に 
温 冷 感 お よび 湿度 感 が 適度 な レベ ル に 改善 され 
( 図 17)、 温 熱 環 境 と 空気 環境 の 満足 度 が 高い 
側 に 評価 され た ( 図 18)。 ま た 、 嘩 液 ア ミラ ー ゼ 
測定 の 結果 、 植 物 な し に 比べ て 室内 緑化 後 は 約 
7.29 減少 し 、 ス トレ ス が 軽減 され た こと を 示し て い 
る ( 図 19) 。 自 覚 症状 し ら べ の アン ケー ト で は 、 自 


au Worse Worse 
Rom 
wa = 
Whoas 
x 1 L 
pee 2 
: i i 
s = s 
Š A z 
= 
s R a 
i i t 
つま ら な い 
ia 
Bowen Beer 0 Better 
ee at ce Nee oP ae 人 «BARS BN BATU MAREN 
214 緑 視 率 と 自覚 症状 総合 訴え 率 及 び AMYSCORE の 関係 
° 
z Fs 
し 4 に 
Pi de 
i i 
* Š» 
» 
oo eo ae “wo ry Tas 円] PT rT) rm FT 
masis) し し に | 
図 15 緑 視 率 と 単純 作業 の 関係 図 16 緑 視 率 と 創造 的 作業 の 関係 
ーーess 
4 wm on enn 
as REGL 40> 
| we es 
i = 
i = 
図 17 温 冷 感 お よび k " 
i 湿度 感 の 申告 結 果 ian — 
a a a 
ars arte 図 18 室内 環境 
満足 度 の 申告 結果 
覚 症状 訴え 率 は 植物 な し に 比べ 室内 緑化 後 は 約 i 
25.3% の 改善 と いう 高い 評価 と な っ た ( 図 20)。 È an 
SAP アン ケー ト を 用 いて 植物 の 有無 に よる オ a i 
71 AACA kU ERARE i Pree ae nee 
効率 の 予測 値 は それ ぞ れ 約 2% お よび 約 2.5% a = ・ 
の 向上 と な り 、 室 内 緑化 に より 作業 効率 が や や 2 zz 
向上 する と いう 結果 が 得 られ た ( 図 21)。 aaa eit j Ej 
この オフ ィ ス は 、 空間 的 に 比較 的 に ゆっ た り と し eon eid “ne 


た スペ ー ス で あり 、 想 定 以上 の 室内 緑化 が 可能 で 
あっ た が 、 他 の 調査 事例 の 多く は オフ ィ ス 空間 が 
狭小 で 室内 緑化 は デス ク 間 の 狭い スペ ー ス に 架 
台 を 置い て 植物 を 設置 する こと が 多い 。 な お 、 最 
近 行 っ た 東京 都内 に ある 実 オ フィ ス の 実証 試験 
で は 、8~10% 程 度 の 緑 視 率 が 総合 的 に 最も 評 
価 が 高い と いう 結果 が 出 た こと は 注目 に 値する 。 


図 19 アミ ラー ゼ の 変化 
図 20 自覚 症状 訴え 率 


し い | 


図 21 植物 の 有無 に よる オフ ィ ス 環境 改善 お よび 
観葉 植物 配置 に よる 作業 効率 予測 上 昇 
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株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 東京 営業 所 オフ ィ ス の 室内 緑化 事例 


4 


WO LOMEWARAAT FL R—DNIZKF LY Ald LED PAA HATE, 


ハイ ボッ ト プ ラ ンタ ー の 植物 は 大 きく 、 生長 させ る (生長 緑化 ) 
慕 植物 が ステ ン レ スワ イヤ ー ) 下部 は 養 液 タン ク で 定期 的 に 上 部 の 募 植 物 へ 供給 


LANDSCAPE DESIGN 


体 に 拡散 する 鳥かご (*) 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
EEE brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satisfaction one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users' satisfaction 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


屋上 か ら 室 内 に 植物 移動 させ 、 植物 適期 を 室内 で 観賞 (循環 緑化 ) 


床 の 全 て の プラ ンタ ー は タン ク か ら 状 液 循 環 が され て お り 、 植物 が な い 時 は 蓋 を 閉め る こと が 可能 な FPS (フレ キシ ブル プラ ン ツ シス テム ) 


左 屋上 の コン ポ : 

右 各 種 LED 照 明 に . 
壁面 植物 工場 に よっ て 花 、 野 葉 、 ハー ブ を 室内 で の 開花 試験 
の 生産 が で き 価 値 を 生み 出す (生産 緑化 ) 


LD134 OCTOBER 2020 


071 


072 


Ey = 


水位 計 管 理 の みどり パレ ッ ト 避 面 緑化 4 段 と 6 段 で 見 せ 方 、 価格 が 変わ る 


部 に ある 養 液 タン ク か ら 定 期 的 に 循環 、 水 の 流れ る 音 が 癒さ れる 


LANDSCAPE DESIGN 


家具 で 創 ら れ た VG ア ー ト (みどり パレ ッ ト ) の 壁面 緑化 


株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 東 京 営業 所 の 植 栽 事例 と 環境 計測 


パ バイオ フィ リッ ク デ ザイ ン で あり バイ オフ ィ リア 緑 
化 は 「 植 物 と 人 の 共生 を 感じ 愛着 を 持つ 緑化 ] と 
し て アメ リカ を 始め 諸 外 国 で 取り 組み 始め て いる 
が 、 そ の 視点 で ハイ ドロ カル チャ ー 植 物 を 使っ た 各 
種 緑 化 シ ステ ム を 展示 し 、 各 種 環境 計測 する 拠 
点 を 開設 し た 。 こ こ で の ハイ ドロ 緑化 の ボイン ト は 
生長 緑化 、 生 産 緑化 、 循 環 緑化 (屋上 、 室 
内 )、 壁 面 緑 化 、 バ パーテ ーション 緑化 で ある 。 


1. 生長 緑化 は 、 墓 性 植物 を デス ク 上 の 栓 の 上 に 
パイ プ を 使い 、 養 液 循環 させ る 天井 緑化 の “HE 
り コ ネ ク ト "緑化 で ある 。 こ の 養 液 タン ク は ハイ ポッ 
ト プ ラ ンタ ー の 下部 が タン ク に な っ て お り 、 定 期 的 
に 上 部 に ポン プ で 養 液 を 上 げ 、 パ イブ 内 を 循環 す 
る と いう シス テム で ある 。 墓 植物 が 期間 と 共に 成長 
し 緑 量 が 増え て いく と ころ を 見 る こと が で きる 。 ま た 
タン ク に 使わ れる ハイ ポット に 植え られ て いる ベン 
ジャ ミナ も 生長 し 、 大 きく 太く 育っ て いく 状況 を 見 る 
こと が で きる 。 これ を 生長 緑化 と 呼ん で いる 。 


2. 生産 緑化 は 、 ウォ ー ル ファ ー ム (壁面 植物 工場 ) 
と 呼ん で いる 太陽 光 の 代わ り に な る LED 照明 の 付い 
た 棚 で 、 パ ラ な どの 花 や 、 ハー ブ 、 ト マト 、 葉 野菜 な ど 
を 生産 し 、 収穫 し た り 、 飾 っ た り し て 楽し め 価値 を 生み 
出す 緑化 で ある 。 


RT ネッ トワ ー ク 
ステ ーション 


con BEET 44 EAR- BERTI 


ng- 
レス デー タロ ガー レス デー タロ ガー 
RTR-576 (2 台 ) amen 


3. 循 環 緑化 と は 、 コ ン ポ ガー デン プラ ンタ ー を 使っ 
て 、 屋 上 と 室内 で 植物 循環 を する 緑化 で ある 。 こ ご 
こ で 使わ れる 植物 は 、 花 が 咲い た り 、 実 が 付い た 
り 、 香 り が あっ た りす る 主 木 植物 や 宿根 草 や ミニ 
バラ 、 ハー ブ な ど を 適期 前 に 室内 に 持ち 込み 、 太 
陽 の 代わ り に な る LED 照明 に よっ て 室内 で 観賞 
を 楽し め る シス テム に な っ て いる 。 植物 の 出し 入れ 
で きる コン ポ ガ ー デ ンプ ラン ター は 室内 で は 床下 
に 配管 が あり 養 液 管理 は 自動 で 循環 する 仕組 み 
に な っ て いる 。 適期 が 終わ っ た 植物 は 屋上 に 戻し 
次 の 適期 まで 屋上 で 養生 させ る シス テム で ある 。 
屋上 緑化 と 室内 緑化 を 連動 させ て 楽し め る の が 
特徴 で ある 。 


4. 壁面 緑化 は 、“ み どり バレット" プラン ター を 使 
い 、 養 液 タ ンク で 循環 させ る タイ プ と 水位 計 タ イプ 
と 両方 の 管理 パタ ー ン が 設置 され て いる 。 プ ラン 
ター の 左右 の 長 さや 上 下 の 間 隔 を 空け る こと に 
よっ て 、 見 せ 方 や コス ト の 違い が わか る 。 


5. パーテーション 緑化 は 、“ み どり ネス ト " プラ ン 
ター を 使っ て プラ ンタ ー を 上 下 で きる ステ ン レ スワ 
イヤ ー を 使っ た シス テム で ある 。 ま た 壁 に 掛け る な 
ども で きる 。 ま た デス ク 中 央 に 設置 し て いる の も こ 
の プラ ンタ ー で ある 。 


ら S- 全 - ロ ] 


お ん ど と り Web Storage 

プラ ウザ で 問 覧 や 
記録 デー タ を ダウ ン 
ロー ド 可 


デジ タル 粉じん 計 
SIBATA LD-SR 


手動 計測 


yE 


ホル ム ア ル デ ヒ ド 
EB MCSFAH- 


(バル ス 出 力 ) TIVM20000 


図 22 プラ ネッ ト 室内 環境 測定 シス テム 構成 図 


地下 に ある この 部 屋 で は 各種 の 環境 計測 を し 
て お り 、 植物 の ある 部 屋 と な い 部 屋 で 空気 の 質 が 
どう 違う の か を 計測 ・ 分 析 を し て いる 
イン ト は 、 各 場所 の 温度 、 湿 度 や ニ | 
度 、 粉 塵 計 (PM2.5) や ホル ム ア ル デ ヒ ド な ど 、 
屋上 で は 降雨 量 、 気 温 、 湿 度 な どの 計測 し て い 
Bo これ ら は 全て WIFI で デー タ を 豊橋 本 社 の 
R&D 室 に 送り 、 分 析 を 行っ て いる 。 


BEVIN YT FLBAST Fe BMD SAKA MOK, 
カビ の 発生 も 心配 いら な い 。 上 下 の 間 隔 、 左右 の 長 さ を 自由 に 
決め られ る の が 特徴 


株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 東京 営業 所 オフ ィ ス 


所 在 地 東京 都 千代 田 区 神田 小川 町 3-28-5 
ee 御茶ノ水 PBO1 

営業 事務 及び 一 級 建 築 士 事務 所 
株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 

規模 7mx7m、 高 さ 3.9m 

x 工 2020 年 5 月 10 日 

U R L htp:wwwwgrplanetcom 
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PARK FRONT SEVEN GARDENS 


福岡 県 福岡 市 


ラン ドス ケー プ デ ザ イン =SARO 一 級 建 築 士 事務 所 、 PLATdesign (基本 デザ イン ) 
建築 設計 一 酵 建築 まち づく り 研究 所 、 SARO 一 級 建築 士 事務 所 

文大 谷 直 己 (SARO 一 級 建築 士 事務 所 ) 

写真 = 岡本 公 二 (TECHNI STAFF), 門司 祥 (NORS PHOTOGRAPHICA) 


PARK FRONT SEVEN GARDENS 
Fukuoka city, Fukuoka 


Landscape Design by SARO First class architect office, PLATdesign 
Architecture Design by Jun Architectural regional planning consultants, SARO First class architect office 
Text by Naoki Otani [SARO First class architect office] 

Photo by Kouji Okamoto [TECHNI STAFF] , Sachi Monji [ NORS PHOTOGRAPHICA] 


コモ ン 棟 エン トラ ンス か ら 庭 を 見 る 


政 い の 庭 か なら コ モン 棟 を 見 る 
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2 。 
街かど の 許 と ステ ジレ ス の アー ト gー タ 越し に 住 本 を 見 る 


LD134 OCTOBER 2020 077 


078 


=" 


1. ア イラ ンド シテ ィ 中 央 公園 
2. 憩い の 許 

3. MEDE 

4. コ ミ 
5 並木 の 底 

6. ア プロ ー チ の 庭 
7. 街 か どの 旗 


ィ の 庭 


153,000 mt の アイ ラン ド シ テ ィ 中 央 公園 と 正面 鳥 職 


LANDSCAPE DESIGN 


8 í | 2. moor 
4 r コ á: a / | zmien 
| | | 4, コミ ュ ニテ ィ の 底 
ーー | 5, WOME 
F — | 6. ア プロ ー チ の 庭 
y A | 7. 街 か どの 街 
| 9 | \ A | 8. コ モン 醒 
q ( / 9. 住 本 
1 b Ma ン 7 j | 駐車 棟 
5 9 6 A F, o 
ーー ーーー 1F PLAN / 
COMMON AND LANDSCAPE 
福岡 市 博多 湾 東 部 に 新しく 計画 され た まち ア まち の 庭 の ある 暮らし さら に これ ら に 、 刻々 と 変化 し うつ ろう 水 や 
イラ ンド シテ ィ 。1994 年 に 埋め 立て が 開始 され 1.153.000 の 都市 の 庭 光 の 設 い や 屋内 外 に 配置 され た アー トワ ー ク 、 
出来 た 約 400ha の 島 に 、 就業 人 口 18.000 人 の 港 (アイ ラン ド シ テ ィ 中 央 公園 ) 多様 な 素材 で 作ら れ た プロ ダク ト が 加わ る こと 


湾 エ リア 約 200ha、 居住 人 口 18.000 人 の まち エ 
リア 200ha の 開発 が 進ん で いる 。 

敷地 は 南面 を 153.000mf の アイ ラン ド シ テ ィ 中 
央 公園 に 面 し 、 まち エリ ア の 中 心 部 に 位置 し て い 
Bo 約 10.600 mm の 敷地 の 中 に 、2 棟 に 分 か れ た 
215 戸 の 分 譲 集合 住宅 の 共用 部 と 3,500 m の 庭 
の ラン ドス ケー プ を 一 体 的 に 計画 し た 。 多数 の 区 
分 所 有 者 が 最終 的 に は ステ ー ク ホー ル ダ ー に な 
る と いう 分 裏 集合 住宅 の 制約 の 中 で 、 ラ ンド ス 
ケー プ を 含め た 居住 者 の 為 の プラ イベ ー ト コモ ン 
スペ ー ス と 、 敷地 の 一 部 を アー トワ ー ク と 共に 開 
放す る こと に より で きる 居住 者 地域 住民 の 為 の 
パブ リッ クコ モン スペ ー ス を 、 まち に 繋が る ラン 
ドス ケー プ と し て 捉え た 。 


コモ ン と 7 つの 庭 の ある 暮らし 
分 裏 集合 住宅 に お ける 専有 部 で も 共用 部 で も な 
い 、 その 中 間 に あ る 第 3 の 居場所 づく り 。 

つづ ら お り の 動 線 を 空間 化し た コモ ン の 建築 
と 、 敷地 の 中 の 約 3.500 mi の 外部 空間 に 、 南面 の 
広大 な アイ ラン ド シ テ ィ 中 央 公園 も 計画 に 取り 込 
みな が ら 内 外部 と プラ イベ ー ト ・ パ ブリ ッ ク < 都 市 
を 結び 回 遊 で きる 下記 の 7 つの 庭 と 経路 空間 を 


設け た 。 


福岡 市 の 開発 ルー ル で ある デザ イン ガイ ドラ 
イン を 参照 し 、 市 の 公園 で あり アイ ラン ド シ 
ティ の まち の 上 顔 で も や ある アイ ラン ド シ テ ィ 中 央 
公園 を 計画 の 一 部 に 取り 込み 、 敷地 内 の 計画 を 
公園 植生 と の 連続 性 を 含め 、 新 し いま ちの 緑化 
計画 の 一 部 と な る 様 に 考え た 。 


プラ イベ ー ト ガー デン の ある 暮らし 
2. 憩 い の 庭 
3. MRO RE 
4. コ ミュ ニテ ィ の 庭 

計画 の セキ ュ リ ティ エリ ア 内 に 、 性 格 の 異な 
る ゾー ン ご と に 、 各 棟 を 結ぶ コモ ン 棟 の イン テ 
リア と 一 体 と な る 様 に 計画 され た 3 つの 庭 を 設 
け 、 プラ イベ ー ト コモ ン 空 間 を 形成 し た 。 


公園 や まち に つなが る 庭 の ある 暮らし 
5. 並 木 の 庭 
6. ア プロ ー チ の 庭 
7. 街 か どの 庭 

セキ ュ リ ティ ー ゾ ー ン 外 に は 、 主 と な る 動 線 
ご と に 3 つの 庭 を 設け 、 街 へ と 接続 する パブ 
リッ クコ モン 空間 を 形成 し 、 これ ら 7 つ の 庭 を 
平面 的 に も 回 遊 で する よう に 計画 し た 。 


に より 、 居住 者 や 街 の 住人 な ど 日 々 行き 交 う 
人 々 に 、 様々 な シー ン ご と に 変化 に 富ん だ 新鮮 
な 道行 き を 提供 し て いる 。 


プラ イベ ー ト ガー デン か ら コ モン 棟 を 見 る 
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| 1. ア イラ ンド シテ ィ 中 央 公園 
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吐 水口 と 水盤 


コミ ュ ニ ティ の 庭 と 鉄 の アー トワ ー ク 


アー ト が ラン ド マ ー ク と な っ て いる 


アー トワ ー ク と プロ ダク ト デ ザ イン 

デザ イン の 早い 設計 段階 か の ら ア ー ト ワー ク の 
デザ イン 及び 芸術 家 と の 協業 を 行なっ た 。 彫刻 家 
中 西 秀明 に よる ステ ン レ ス 、 B, 鉄 を 素材 と し た 
3 つの 外部 彫刻 、 新 寅 広 記 に よる 外部 ガラ ス 作品 
を 居住 者 や 住民 が 自由 に 触れ る 事 が で きる よう に 
ラン ドス ケー プ と 一 体 的 に 計画 し て いる 。 

また 、 ラン ドス ケー ブ 、 建築 デザ イン に 当たり 、 
空間 を 構成 する 各 要 素 、 外部 水 受け 桶 や 水盤 吐 
水口 、 木製 シェ アテ ー ブ ル 、 木製 ベン チ 、 木製 ボ 
ラー ド な どの プロ ダク ト デ ザ イン も 同じ く 平 行 し 
て 行なっ た 。 

外部 空間 に お ける これ ら の アー トワ ー ク と プロ 
ダク ト デ ザ イン を 加え る 事 に より 、 人 々 に 多様 な 
道行 き を 演出 し て いる 。 


水 受 樋 デ ィ テ ー ル 


BES am 
Worse 


PARK FRONT SEVEN GARDENS 


所 在 地 福岡 県 福岡 市 東 区 香椎 照 葉 4 丁 目 2 
発注 者 。 D4 画 地 企業 連合 


主要 用 途 


ラ 、 ケヤキ 、 シラ カシ 、 ソ ヨ ゴ 、 エゴ ノ キ 、 ス ダ ジ イ 、 タブ ノ キ 、 ナナ ミノ キ 、 
コモ ン 様 断面 図 ラ n ヒメ シャ ラ な ど 
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記事 投稿 募集 


本 誌 の 各 コ ー ナ ー で は 、 読 者 の 皆様 か ら の ご 投稿 を 募集 し て お り 
ます 。 投稿 の 際 は 、 概 要 と 写真 ・ 図 面 な どの コピ ー を 添え て 編集 
部 まで ご 郵送 く い 。 検討 の 上 、 掲 載 の 場合 は こち ら か ら も ご 
連絡 させ て い ます 。 ま た 、 記 事 広 告 ス タイ ル の 投稿 も 募集 
し て お り ま す 。 自 藤 他 薦 を 問わ ず 、 お 気軽 に お 問い 合わ せ 、 ご 投 
稿 くだ さい 。 


【 特 集 / 小 特集 】 
ラン ドス ケー ブ プ に 関す る 事例 、 
執筆 者 の 紹介 な ど 


【 ラ ンド スケ ー プ ワー クス 】 
ラン ドス ケー ブ 作 品 の 紹介 


【 特 別 報告 】 
各種 活動 、 イ ベン ト 、 
静岡 カン トリ ー 浜 岡 コ ー ス (小笠 コー ス ) 独自 取材 ネタ な どの 自由 投稿 


[環境 問題 関連 】 


naji ; BF 稲 治 造 告 園 工区 所 CSR や 環境 問題 に 関す る 事例 の 紹介 


【 キ ャ ン パ スレ ボ ポート 】 
学校 や 研究 所 、 学 生 の 各種 活動 な どの 紹介 


BA, BO. FS. 私 た ち は 地 球 の 未来 を 真 刻 に 考え て いま す 。 
【 ニ ュー ス / 情報 案内 な ど 】 


に < 
代表 取締 役 社長 稲 治 和彦 パフ ブリ シテ ィ と し て の 様々 な 催事 情報 な ど 
【 本 社 】 大 阪 市 北 区 西天満 3 丁目 1 番 6 号 06-6365-9211 く 投稿 お よび お 問合せ > 
【 本 店 】 大 阪 府 箕面 市 新 稲 2 丁目 3 番 2 号 072-723-0003 株 式 会 社 マル モ 出 版 ラン ドス ケー ブ デ ザイ ン 編 集 部 (担当 : 小林 、 中 村 ) 
【 東 京 支社 】 東京 都 渋谷 区 恵比寿 南 2 丁目 3 番 13 号 03-5734-1701 〒154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo Setagaya VI 102 号 室 


Tel : 03-6432-6026 Fax:03-6432-6045 


Mail : design@marumo-p.cojp URL : http://www.marumo-p.co.jp 
/Iwww.inaji.jp 


年 々 厳し く な る 夏 の 暑 さ を 和らげ る た め に 、 サ カエ は ミス ト を 使っ た 暑熱 
対策 製品 を 提供 し て いま す 。 高 性 能 ミ スト を 組み 込ん だ パー ゴ ラ や シェ ル 
ター、 濡 れる 感覚 で 身体 を 座 や せる ミス ト ポ ー ル な ど 、 様 々 な ミス ト 製 品 
で 利用 シー ン に 合っ た 涼し く 快 適 な 空間 を 演出 し ます 。 


公園 を は じ め と し た ラン ドス ケー ブ に 関わ る 国土 交通 大 臣 許 可 ( 般 一 89) 第 7269 号 (一 社 ) 日 本 公園 施設 業 協 会 会 員 
r A + 式 会 3 pl E / 本 tt 7181-0004 東京 都 三鷹 市 新川 4-7-19 TEL 0422-47-5981 
ワ AUT £ 仙台 支店 7981-3133 宮城 県 仙台 市 泉 区 泉 中 央 3-9.8 リト ル マ ー メ イド 2F …………… ひ ひひ … ひ TEL 022-776-6051 
remo kk.com 西日本 支店 〒533-0033 大 阪 府 大 阪 市 東淀川 区 東 中 島 1-6-14 新 大 阪 第 2 日 大 ビル 901 ・TEL 06-6325-2288 
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U 上 野 泰 邊 選集 好評 発売 中 


目次 
( 緑 衣 考 ) 


(ARCADIA の た め の 断 章 ) 

(西新 井 駅 前 地区 再開 発 計画 ) 

序 に か えて 

・ 学 生 時 代 の 課題 作品 / 初期 習作 /「 学 会 志 」・「 都 市 公園 」 他 


+ SENT 自然 地形 案 / 港北 NT 基本 計画 原案 他 


・ 港 北 NT グリ ー ン マト リッ クス / 多摩 NT 落合 鶴牧 地区 他 


・ 多 摩 NT 向陽 台地 区 / 長池 地区 / 西宮 名 塩 NT 他 


・ 港 北 NT スキ ッ プ 広場 / 千葉 市 原 NT/ 仙台 長町 地区 他 


・「 緑 と し て の 建築 」/ 草加 松原 団地 駅 西側 まち づく り 他 


Part7/2010 一 


著者 : 上 野 泰 ・「6 十 g の 言葉 で 探る 「 計 画 ] と 「 設 計 ] の は ざま 」 他 
サイ ズ : A4 変型 (W224mm x H260mm) オー ルカ ラー 本文 : 128 頁 
予価 2,970 円 (税込 ・ 送 料 別 ) 結び に な ら な い 結 び 

謝辞 


著者 : 上 野 泰 氏 の コメ ント 

この 冊子 の 特性 を 語る 最も ふさ わし い 言 葉 を 選ぶ と すれ ば … それ は 、Ettore Sottosass jr. の (Snaporazz 
Restaurant) に つい て の 、Marco zanini に よる 、「 一 つの ヴィ ジョ ン を 実現 化し よう と する の で は な く 、 複合 
的 な 有機 体 を 発展 させ る 物 と し て 捉え 、 コ ラー ジュ 、 ア ッ セ ン ブ リ ジ 、 不 連続 性 を 通じ た エレ メン ト を 配 し て 空間 
を 分 節 し 、 洗 練 さ せ 、 深 化 さ せよ うと 試み た 。」 と いう 解説 文 (SD 1987・3) その も の で あろ う 。 学 生 時 代 の 
課題 作品 か ら 、 初 期 の 習作 。 ニ ュー タウ ン か ら 再 開発 計画 。 デ ッ サ ン 、 彫 刻 、 ク ラフ ト 、 も の が た り 、 講 演 まで 、 
関わ っ た 個人 の “部 分 的 視野 " を 通じ た 、 主 観 的 表 出 は 、 す べ て フラ ッ ト な “フィ クシ ョ ン " の 地平 に ある と 説く 、 
万 華 鏡 の よう な コラ ー ジ ュ の 世界 。 “UENO WORLD" の INDEX。 お 楽し みく だ さい 。 


多摩 ニュ ー タ ウン 落合 ・ 鶴 牧 地区 富士 見 通り 


お 申し 込み 方 法 : 下記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX で マル モ 出 版 ま で お 申し 込み 下さ い 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上記 人 金額 に 送料 170 円 (1 冊 ) 500 円 (2 MULL) を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 下さ い 。 


お 振込 先 : 1. 三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 
2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マル モ 出 版 ※ 振 込み 手数 料 は ご 負担 下さ い 。 


お 問合せ 先 : ご 不明 点 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 
( 稀 マ ル モ 出 版 〒154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号室 
TEL. 03-6432-6026 FAX. 03-6432-6045 E-mail: maru@marumo-p.co.jp 
ご 注文 日 年 
会 社名 ・ お 名 前 ご 連絡 先 (TEL) 


草屋 根 工法 の 18 年 一 屋根 の 上 の 原っぱ を 目指 し て 一 


池上 靖幸 (株 式 会 社 イ ケガ ミ ) 


「 孝 会 に 残さ れ た 最後 の 空間 は 屋根 。 その 空間 
に 人 々 が 「 面 白い ] と 感じ る よう な 草屋 根 を つ 
くっ て 欲し い 。 同 じ よ うに 草屋 根 を つく り た 
いと いう 人 が 増え れ ば 、 少 し ずつ で も 環境 は 
よく な っ て いく ] 

これ が 、 初 め て 草屋 根 の 依頼 を 受け た 際 に 
クラ イア ント か ら 発 せら れ た 言葉 だ っ た 。 
2001 年 秋 の こと で ある 。 

当時 、 屋 上 緑化 に お いて は 、「 よ り 軽く 、 よ 
り 薄 く 、 より 手間 が か か ら な い 」 緑 化 技術 が 求 
め ら れ て いた 。 バ ブル 崩壊 後 の 深 刻 な 不況 も 
影響 し て いた の だ ろう 。 し か し クラ イア ント 
か ら は 、 そ うし た 潮流 と は 関係 な く 「 可 能 な 限 
り 土壌 を 厚く し て 欲し い 。 植 物 が 虐げ られ て 
いる よう な 環境 は つく ら な いで 欲し い ] と い 
う ミ ッ シ ョ ン を 与え られ た 。 

こう し て 開発 を 始め た の が 草屋 根 工法 で あ 
る 。( 詳 し く は 、 ラ ンド スケ ー プ デザ イン No.29 
『 田 樹 の 多様 な 自然 を 復元 し た 都会 の 草屋 根 
三鷹 の 森 ジ ブリ 美術 館 の スタ ッ フ 用 アト リ 
I) を 参照 され た い \。) 

その 草屋 根 工法 も 本 年 で 開発 か ら 18 年 を 迎 
え 、 施工 事例 も 増え て お り 、 また 様々 な 技術 、 
手法 が 生み 出さ れ て いる 。 

ここ に 18 年 に わた る 成果 と 変遷 を 振り 返る 
と と も に 、 多 く の 方 々 と 情報 を 共有 し た いと 
いう 思い を 果たす べく 、 草 屋根 工法 の 資料 を 
まとめ る こと に し た 。 


| 草屋 根 の 昔 と 今 、 海 外 と 日 本 の 事例 


木造 (ある い は RC、S 造 ) の 傾斜 の ある 屋根 
に 草 を 貼る 、 こ れ が 草屋 根 で ある 。 海 外 に お 
いて は 木造 屋根 に 芝生 や 草 を 載せ 、 断 熱 効 果 
や 景観 を 向上 させ る た め の 手 法 と し て 、 特 に 
北欧 な ど で 活用 され て いる よう だ 。 

日 本 で も 、 古 来 か ら 茅 幕 屋根 の 棟 の 部 分 を 
土 で 固め 、 イ チ ハ ツ や ノシ バ な どの 植物 を 植 
える 「 草 棟 」 と いう 手法 が 用 いら れ て きた 。 ま 
た 、 現代 で は 建築 家 ・ 藤 森 照信 氏 に よる 「 ニ ラ 
ハウ ス 」] 「 タ ン ポ ポ ハ ウス 」 が よく 知ら れ て い 
る 。 その他 に も 、 私 が 知る 限り 、 国 内 で 数 人 
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の 建築 家 が 草屋 根 を 手掛け て いる 。 一般 的 と 
いう に は 程遠い 状況 で は ある が 、18 年 前 に 比 
べ る と 徐々 に 市 民権 を 得 始め て いる よう だ 。 


| 草屋 根 の 技術 的 な ボイン ト 


草屋 根 を 計画 する に あたっ て は 以下 の 点 が 
重要 と な る 。 今回 は 主 に 木造 建築 の 場合 に つ 
いて 解説 し た い 。 


ak 

排水 シス テム 、 土 壌 、 土 留 、 植 物 の 荷重 を 
屋根 の 積載 荷重 範囲 内 に 抑え る 必要 が ある 。 
弊社 の 草屋 根 工法 の 場合 、 標 準 タイ プ は 土 厚 
120mm で 植物 ( 主 に ノシ バ ) と 合わ せ て 90kg/ 
程度 で ある 。 荷 重 は 使用 する 土壌 の タイ プ 
や 厚み 、 植 物 に よっ て 異な る が 、 地 震 や 大 雨 
を 考慮 し て 10 一 20% 重 く 積載 荷重 を 設定 し 
た 方 が よい と 考え て いる 。 


男 屋 根 の 仕上 げ 

「 ど ん な 屋根 で も 、 どん な 勾配 で も 草屋 根 化 
は 可能 」 と いう 姿勢 で いる も の の 、 草 屋根 工法 
と 相性 の いい 仕上 げ が ある 。 施工 事例 と し て 
は 、 ガ ル バ リ ウム 鋼板 の た て は ぜ 稚 き が 最も 
多く 、 施 工 も し や すい 。 狼 合 式 と 呼ば れる は 
PE LY TOE ICRODONE CHIE 
な お マッ チン グ が いい 。 コ ロニ アル 暮 き の 上 
に も 施工 は 可能 で ある し 、 緩 乱 配 の 場合 は 野 
地板 キシ ー ト 防水 で 施工 可能 で ある 。 


一 通気 排水 シス テム 

降雨 が 続い た と き な ど 、 連 続 し て 最大 荷重 
が か か る の を 防ぐ た め に 通気 排水 に 留意 する 
必要 が ある 。 通 気 排水 は 場所 に か か わら ず 全 
て の 植 栽 基盤 に と っ て 重要 で ある が 、 木 造 建 
築 の 草屋 根 の 場合 は な お さら 重要 で ある 。 例 
えば 、「 数 日 間 降雨 が 続き 、 そ の 後 地震 が 起き 
る ] と いっ た 状況 を 想定 し て 、 雨 水 が 予想 以 上 
に 植 栽 基盤 に 溜まる こと で 、 建 築 物 に 負担 を 
か け な い よう 計画 し な けれ ば な ら な い 。 そ の 
た め 、 草 屋根 工法 に は 土 厚 を 薄く (120mm 程 


度 ) し た 上 で 、 より 高い 通気 排水 性 を 持た せ て 
いる 。 

草屋 根 で は 、 保 水性 を 犠牲 に し て も 、 通 気 
排水 性 を 優先 する こと が 重要 だ 。 ア クア ソイ 
ル 工 法 で は 、 十 分 な 土 厚 が あれ ば 人 工 的 な 敵 
水 が 不 要 な 場合 が ある が 、 草 屋根 で は 定期 的 
な 散水 を 推奨 し て いる 。 こ の こと に つい て は 
メン テ ナ ン ス の 項 で あら た め て 説明 し た い 。 


EHE 

勾配 は 質問 の 多い ポイ ント で ある 。 基 本 的 に 
緩 勾 配 で あれ ば 排水 が 滞 水 し て 漏水 し や すく 
な る し 、 急 勾配 で あれ ば 崩落 が 心配 され る 。 

前 項 の [通気 排水 シス テム 」 で 述べ た と お 
り 、 草 屋根 工法 (後述 する アク アソ イル +RP 工 
法 の 場合 は 除く ) で は 通気 排水 に 十分 な 配慮 
を し て いる の で 、 何 も 積載 され て いな い 状 態 
で 排水 され る の で あれ ば 、 緩 勾配 で あっ て も 
問題 な く 草 屋根 を 施工 で きる 。 

一 方 、 急 勾配 に つい て は 4 寸 勾 配 程度 が 一 つ 
の 分 岐 点 に な っ て いる 。 こ の 勾配 を 超え る と 
施工 は 難易 度 を 増し 、 ま た コス ト も 高く な り 
や すい 。 近年 は 施主 が 自分 で 楽し むだ け で な 
く 、 外 部 か ら 見 え や すい よう 急 勾配 の 屋根 を 
草屋 根 に し た いと いう 相談 を よく 受け る が 、 
後述 の メン テ ナ ン ス を 含め て し っ か り 検 討 す 
る 必要 が ある と 感じ て いる 。 


画 滑 り 止 め 

斜面 を 緑化 する に は 、 滑 り 止 め 、 土 留 が 必 
要 と な る 。 草屋 根 工法 で は 、 2 寸 勾配 程度 まで 
は 外周 部 を 1 周 、2 寸 勾配 を 超え る 場合 は 適宜 
中 間 に 間仕切 り を 設置 する 。 経 験 上 、 間 仕切 
り を 使用 せ ず と も 3 寸 勾 配 程度 まで な ら 植 栽 
基盤 は 安定 する と いう 認識 で いる が 、 施 工 上 
の 利便 性 も 考慮 し て 設置 し て いる 。 

滑り 止め を 設置 する 際 に は 、 防 水 シ ー ト を 
傷つけ な いよ うに 工夫 する 。 特 に 木造 の 場合 、 
ビス 留 と コー キン グ な ど で 処 理 する と 問題 が 
お きやすい 。 木造 の 場合 は 屋根 を ガル バリ ウ 
ム 鋼 板 の た て は ぜ 慕 き に する と 施工 し や す 
い 。 草 屋根 工法 に お いて は 、 取 り 付け に 特注 


の 金物 を 使用 する 場合 が 多い 。 他 に も 、 後 述 
の よう に 工法 に は いく つか の バリ エー ショ ン 
が ある の で 、 適 宜 応 用 し な が ら 対 応 し て いる 
が 、 屋 根 の 基本 機能 に 影響 する よう な 加工 を 
せ ず 、 載 せる だ け で 植 栽 基盤 が 安定 する よう 
な 仕組 み を 採用 し て いる 。 次項 に 取り 上 げ る 
漏水 防止 の 点 で 最も 有効 で ある か ら だ 。 


mik 

植 栽 基盤 以外 の 場所 に 排水 が 溜まら な いよ 
うに 注意 する 。 特 に 軒先 付近 と 複合 屋根 に お 
いて 急 勾配 と 緩 勾 配 が 接合 する 付近 の 排水 に 
注意 を 払う 。 変 わっ た 例 で 、 片 流れ の 棟 側 に 
設け た パラ ベ ペット を 巻い た 板金 の 継ぎ 目 に 
コー キン グ を し て いな か っ た た め に 漏水 が 起 
きる 、 と いう 事例 が あっ た 。 こ の 事例 は 草屋 
根 が 直接 の 原因 で な いも の の 、 以 降 設計 者 と 
打ち 合わ せ を する 際 に 技術 情報 と し て 提案 し 
て いる 。 


画 メ ン テ ナ ンス 

メン テ ナ ン ス に つい て の 質問 は 多い が 、 決 
まっ て 、「 ど の よう な 草屋 根 に し た いか に よっ 
て 、 メ ン テ ナ ンス の 種類 や 頻度 が 変わ る ] と お 
答え し て いる 。 ゴ ルフ 場 の よう な 均一 な 芝 地 
に し た い の で あれ ば 施肥 、 薬 剤 散布 、 刈 り 込 
みな どの 作業 が 頻繁 に 必要 と な る 。 逆 に 、 屋 
根 の 上 に 原っぱ ば を 持っ て いる 程度 の 感覚 で あ 
れ ば 、 水 や り が 唯一 、 そ し て ある 意味 絶対 の 
メン テ ナ ン ス と 言え る 。 


画 軒 先 の 納まり 

前 項 4 つが 機能 的 な 課題 で ある の に 対し て 、 
軒先 の 納まり は 意匠 的 な 課題 と な る 。 私 見 で 
は ある が 、 建 築 家 や デザ イナ ー に は 軒先 の 納 
まり に こだわ る 方 が 多い よう に 感じ る 。 特に 、 


左 / ア クア ソイ ル +R.P. 工 法 の 施工 状況 。 アク アソ イル を 充填 し た ニッ ト 
チュ ー ブ を 数 設 、 お 互い を 連結 する こと で ずり 落ち な く な り 、 ノシ バ の 根 が 張 


る こと で 


安定 する 仕組 み 


上 イフィ ー ト リッ ヂ ・ フ ィ ー ル ズ ・ 緑 が 浜 保育 園 。 草屋 根 を 施工 する 前 の 屋根 
ORR. 写真 は 7 寸 勾配 程度 。 野地 板 に 防水 を 施工 し た 屋根 仕上 げ 。 ビ 
ス 留 め な どの 加工 が で き な い の で 「 載 せる だ け 」 で 施工 する こと が 重要 と な る 


軒先 まで 草 が 生え て 、 造 作 が 見 えな いよ うに 
納め た い 建 築 家 は 多い よう だ 。 し か し 、 草 が 
枯れ て し まう と 中 の 土壌 が 流出 する 可能 性 が 
高い 。 軒 先 ま で 草 で 納め る に は 十分 な 注意 が 
必要 だ 。 

この 他 に も 人 が 屋根 に 上 っ た 際 の 安全 措置 
な ど 課 題 は ある が 、 以 上 の よう な こと を 解決 
し て お け ば 安全 に 長期 間 草 屋根 を 楽し め る だ 
ろう 。 


| 草屋 根 の 施工 方 法 


現在 、 弊社 に お ける 草屋 根 工法 は 、 以下 3 つ 
の バ パリ エー ショ ン を ライ ン ア ッ プ し て いる 。 


画 草屋 根 工 法 (ジオ テキ スタ イル 素材 を 応用 

し た 工法 ) 

最初 の 草屋 根 の 施工 に 向け て 、 開 発し た エエ 
法 。 屋 根 に ジオ テキ スタ イル 素材 を か けた 上 、 
L 型 金網 を 絡ま せ 、 施 工場 所 全体 に 荷重 を か け 
る こと で 植 栽 基 盤 を 安定 させ る 。 切妻 屋 根 の 
場合 は 荷重 が 左右 に 振り 分 けら れる (BOR 
の よう に ) の で 、 そ の 理屈 が 理解 し や すい 。 た 
だ 、 片 流れ 屋根 で も 3 寸 勾配 程度 で あれ ば 、 Z 
の 工法 で 施工 が 可能 だ 。 勾 配 面 に 濡れ た 布 を 
置く と 自重 で 屋根 に 張り 付く の と 、 原 理 と し 
て は 同じ で ある 。 


画 章 屋根 工法 (た て は ぜ 暮 き の 屋根 に 金具 を 
介し て 取り 付け る 工法 ) 
短い 片 流れ 屋根 を 施工 する 際 に 開発 し た 。 
最初 の 施工 を し て か ら 人 金物 に 改良 を 加え て い 
る 。 最 も 施工 事例 の 多い 工法 で ある 。 


画 ア クア ソイ ル TR.P. 工 法 
ボリ エス テル の シー ムレ スチ ュー ブ に アク 


アソ イル を 充填 し て 屋根 に 敷設 する 。 理 論 的 
に は 、 最初 に 開発 し た 草屋 根 工法 (ジオ テキ ス 
タイ ル 素 材 を 応用 し た 工法 ) に 近い 。2012 年 
竣工 の 「 フ ィ ー ト リッ ヂ ・ フ ィ ー ル ズ ・ 緑 が 浜 
保育 園 ] に お いて 、「 野 地板 に 防水 を 施工 し た 
状態 で 屋根 面 に 加工 を せ ず 草屋 根 を 設置 し た 
い ] と いう 建築 家 の 要 望 に 応え る た め 開 発し た 。 

ニッ トチ ュー ノブ 同士 を 連結 する こと で 、 植 
栽 基盤 は 草屋 根 工 法 ( ジ オ テ キ スタ イル 素材 
を 応用 し た 工法 ) と 同じ 理屈 で 安定 する が 、 こ 
の 工法 の 場合 は より 綿密 に 、 連 続 さ せ て 屋根 
面 に 平均 80mm の 植 栽 基盤 を 構成 。 こ の 植 栽 
基盤 の 荷重 は 、 屋 根 面 に 平均 し て か か る た め 
安定 し 、 さ ら に ノシ バ の 根 が 張る こと で ずり 
落ち な く な る 。 

枯 損 に よっ て 斜面 が 不安 定 に な る こと を 防 
止 す る た め に 、 他 の 2 つの 工法 に 比較 し て 、 よ 
リー 層 水 や り に 注意 が 必要 だ 。 フ ィ ー ト リッ 
ヂ ・ フ ィ ー ル ズ ・ 緑 が 浜 保育 園 で は 、 竣工 後 
一 時 期 敵 水 が 行 われ な か っ た た め 、 一 部 に 枯 


損 が 起き を ニット チューブ が 雷 出 し て いる が 、 
植 栽 基盤 は 安定 し て お り 、 有 崩落 は 起こ し て い 
な い 。 軽量 な 上 に ディ テー ル が シン プル で 、 
他 の 工法 より コス ト が 低い た め 興 味 を 持つ 設 
計 者 は 多い 。 し か し 、AQASOIL( ア クア ソイ 
ル ) 工法 で 基本 と し て いる 通気 排水 シス テム 


ト に 人 金網 を 絡ま せ 士 留 と し 、 ア クア ソイ ル を 敷設 

IE Pa), WREEF, 
この 工法 が きっ か け と な り 、 屋根 を 加工 し な い 「 草 屋根 工法 」 が 
始ま っ 
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で 枯れ た 坦 


上 福田 牧場 : 夏 場 の 牛舎 の 温度 を 少し で も 下げ た い 、 と いう 
牧場 主 の 願い で 施工 され た 。 その 屋根 で ヤギ が 遊び 、 草 を 食 む 
ラ アク アソ イル +R.P. 工 法 で 施工 
まり が デザ イナ ー 好 みな の : 


を 持た な いた め 、 排 水 に つい て 十分 な 検討 を 
行う 必要 が ある 。 


| 草屋 根 の 効果 


ひと 昔 前 に は 、「 屋 上 緑化 も 含め た 草屋 根 に 
は 断熱 効果 が ある ] と され て いた 。 実際 に その 
よう な 説明 を 行なっ て も いた が 、 改 正 省エネ 
法 (平成 30 年 12 月 1 日 施行 ) 以降 、 屋 上 緑化 、 
草屋 根 は 屋根 に 「 石 を 載せ た ] 程度 の 断熱 性 、 
熱 寒流 率 し か 備え な いと いう 扱い に な っ て し 
まっ た 。 し か し 、 実 際 に 草屋 根 を 採用 し た オー 
ナー か ら は 「 水 を 撤 く と 蒸散 効果 で 涼し く 感 
US) 「 施 工 前 と 施工 後 で は 室温 が 下がり 、 エ 
アコ ン の 設定 温度 を 数 度 高く し て も 快適 に 過 
ご せる ] な どの 声 が 寄せ られ て いる こと か ら 、 
一 定 の 効果 は ある の だ ろう と 考え て いる 。 

そもそも 、 断 熱 も 含め て 功利 主義 的 に 緑化 
を する の な ら 、 草 屋根 で は な く て ソー ラー バ パ 
ネル を 設置 し た り 、 屋 根 に 水 を 撤 く 方 が 効果 
的 で は な いか 、 と も 思う 。 改 正 省エネ 法 に お 
ける 草屋 根 の 位置 付け は あま り 気 に し な いこ 
と に し て いる が 、 少 し 残念 だ 。 

で は 、 断 熱 以 外 の 草屋 根 の 効果 と は 何 か 。 
景観 、 照 り 返 し の 防止 な ど 様々 な 効果 を 望め 
る が 、 冒頭 で 紹介 し た クラ イア ント の 「 草 屋根 
を つく り た いと いう 人 が 増え れ ば 、 少 し ずつ 


で も 環境 は よく な っ て いく 』 と いう 願い は 、 同 
時 に 一 つの 答え で ある よう な 気 が す る 。 実際 
に 草屋 根 を 採用 する 設計 者 、 ク ライ アン ト は 
ソー ラー パネ ル な どの 分 か りや すい 環境 装置 
で は な く 、 プ ラス アル ファ の 何 か 、 例え ば 「 楽 
し さや 面白 さ ] 「 気 持ち よさ ] 「 優 し さ ] を 求め 
て いる と 感じ て いる 。 


「 深 いと ころ に ある 問題 ] を 探る 
ツー ル と し て の 草屋 根 


最後 に 、 一 つの エピ ソー ド を 紹介 し た い 。 
今春 か ら の コロ ナ 褐 に お いて 自由 な 外出 が 制 
限 さ れる 中 、 多 く の 人 が 在宅 勤務 に 取り 組み 、 
子ども た ち は 公 園 で 遊ぶ こと も まま な ら な い 
状況 と な っ た 。 ある 草屋 根 の クラ イア ント も 
同様 で 、 自 宅 で 仕事 を し な が ら 一 日 の ほとん 
どの 時 間 を 自宅 で 過ごし た と 聞い た 。 に も か 
か わら ず 、 昼 食 も 夕食 も 草屋 根 で 摂り 、 子 ど 
も は 草屋 根 に 寝転ん で 本 を 読み 、 夜 空 を 眺め 
な が ら 家族 で お し ゃ べり を 楽し お と いっ た 
日 々 を 過ごし て いた ら 、 自 粛 期間 中 に スト レ 
ス を 感じ る こと が ほとん ど な か っ た そう だ 。 

この 草屋 根 が で きた の は 、2009 年 の こと で 
ある 。 コ ロナ 褐 が 起き て 、 こ ん な 活躍 を し て 
くれ る と は 想像 だ に し な か っ た 。2001 年 に [者 
会 に 残さ れ た 最後 の 空間 は 屋根 ]」 と いう 言葉 


aS e 
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を 投げ か け 、 当 時 と し て は 挑戦 的 な 仕事 を 与 
えて くれ た クラ イア ント や 当時 の 関係 者 に 
と っ て も 、 想 定 外 の スト ー リ ー、 と 言っ て よ 
い の で は な い だ ろ うか 。 

教育 哲学 者 で ある O・F・ ボ ルノー は 、「 す な 
わ ち 、 問 題 は 直接 的 に 実際 的 な 効用 、 例 えば 
森 や 庭園 の 植物 が 空気 の 浄化 に 果たす 機能 と 
いっ た こと で は な いと いう こと で す 。 こ れ に 
つい て は 、 こ れ ま で に も 簡略 化し た イメ ー ジ 
で 、 都 市 の 肺 と し て の 緑地 帯 に つい て 語ら れ 
て きま し た 。 こ の こと も 重要 で あり 、 た し か 
に な い が し ろ に し て は いけ ませ ん 。 し か し 問 
題 は も っ と 深い と ころ に ある の で は な いで 
し ょ うか 。*] と 問い か け 、 その 問題 の あり か は 
「 人 間 の 『 す まう 」 と いう こと に ある *] と 述べ 
て いる 。 

草屋 根 に は 、 誰 も が 理解 で きる 「 メ リッ ト 」 
を も た ら す だ け に 止ま ら ず 、 都 市 の 「 も っ と 深 
いと ころ に ある 問題 ] を 探る た め の ツ ー ル と 
LT, 今後 も 発展 し て いっ て 欲し い 。 そ の 効 
果 に 今 まで 以上 に 大 い に 期 待 し 、 よ り 多く の 
人 と この 技術 を 共有 し た いと 願っ て いる 。 
注 ) この 建築 物 は 業務 に 使用 され て お り 一 般 公開 を 行 
SoC OREN OE, 問い 合わ せ は ご 遠慮 
*「 問 い へ の 教育 増補 版 「 都 市 と 緑 と 人 間 と ] ほか 


10 篇 】 O・F・ ボ ルノー 著 森田 地 / 大 塚 恵 一 訳 編 
1978 年 文中 の 「 す まう ] の 「『 は 筆者 が 追記 。 
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a. 3 


自粛 期間 中 屋根 で の 生活 を 楽し ん だ 「 ハ ラッ パ ハ ウス 」 の 家族 。 プラ イバシー を 考慮 し て イラ スト に 仕上 げた (設計 : 道 家 洋 建築 設計 事務 所 イラスト: 佐藤 沿 代 / 葉 っ ぱ の あし あと ) 
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新た に RLA や RCCM の 資格 を 取得 され た 皆さま へ 


第 2 回 : 造 園 


文 資 料 提供 三 和 


昨今 は 新型 コロ ナウ イル ス 袖 の な か で 、 今 
な お 講演 会 等 が 頻繁 に 開催 され て いな いた 
め 、 今 年 度 の CPD (継続 教育 : Continuous 
Professional Development) 単位 が 取得 で き 
ず 、3 年 後 の 更 新 が 可能 な の か と 心配 され て い 
る 方 も お られ る か と 思い ます 。 

4 月 8 日 に 発令 され た 緊急 事態 宣言 に より 集 
会 活動 が 停止 し 、 今 な お 新型 コロ ナウ イル ス 
の 感染 可能 性 は ぬぐい 切れ ず 、 講 演 会 等 は 軒 
並み 中 止 さ れ て お り 、 前 途 多 難 な 状況 に あり 
ます 。RLA の 事務 局 で ある 一 般 社団 法人 ラン 
ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ツ 協会 に 伺っ た と こ 
ろ 、 講 演 会 等 が 開催 され て いな い 期 間 分 を 対 
人 象 に 、CPD 単 位 数 を 軽減 する 方 策 を 検討 され 
て いる と の こと 。 今年 度 は リモ ー ト セミ ナー 
に 参加 され る な ど 、 あ る 程度 の CPD 単 位 の 取 
得 に と ど め 、 来 年 度 か ら CPD 単 位 の 取得 を 計 
画 的 に 検討 し まし ょ う ! 

前 回 で も お 伝え し た よう に 、RLA の 方 は 公益 
社団 法人 造園 学会 の 造園 CPD 制 度 に 加入 され 
て いる 方 が ほとん ど で 、RCCM の 方 は 一 般 社 
団 法 人 建設 コン サル タン ツ 協 会 の CPD 制 度 に 
加入 され て いる 方 が ほとん ど で す 。 今回 は 公 
益 社団 法人 造園 学会 の 造園 CPD 制 度 に つい て 
取り 上 げ 、RLA の 事務 局 で ある 一 般 社団 法人 
ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ツ 協会 の 事務 局 
の 方 々 に 、 お 話 を 伺っ た 内 容 を 基本 と し て 記 
述 し て いま す 。 


E 造園 CPD 制 度 の 意義 に つい て 


造園 CPD 制 度 は 、 公 益 社団 法人 造園 学会 と 
造園 CPD 協 議会 ** に より 運営 され て いる 制度 
CH. ご 存じ の よう に 、 社 会 人 の みな ら ず 造 
園 技術 を 学ぶ 学生 ・ 生 徒 を 含む 、 造 園 系 技術 
者 を 対象 と する と 規定 され て お り 、RLA の 資格 
者 だ け の 為 に 設け られ た 制度 で は あり ませ ん 。 

また 、1) 造園 系 技術 者 が 勤務 する 会 社 に お 
ける 技術 者 の 人 事 考課 の 評価 材料 、2) 技術 者 
の 履歴 書 の 添付 資料 、3) ISO9001 の 教育 訓練 
成果 が 記載 され て お り 、 最 後に 4) ラン ドス 
ケー プア ー キ テク ト 資 格 な ど 技術 者 資格 を 有 
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CPD 制 度 の 特徴 


淳 ( 株 式 会 社 セ ッ ト 設 計 事 務 所 ) 


する 方 の 証 と し て 活用 で きる と し て いま す 。 

この 様 に 、CPD 単 位 の 取得 は 、RLA の 資格 更 
新 の 際 に 用 いる だ け で は な く 、 皆 さん が 所 属 
する 会 社 に お いて 、 皆 さん の 人 事 考課 の 為 の 
資料 と し て 、 有 効 利 用 し て いた だ けれ ば と 思 
WET. CPPD 単 位 の 取得 に は 、 個人 的 な 時 間 を 
犠牲 に する こと も 多く 、 その こと を 会 社 に 評価 
し て も ら う こと も 必要 で は な いか と 考え ます 。 


一 造園 CPD 制 度 の 審査 方 式 に つい て 


造園 CPD 制 度 の 会 員 の 方 々 は 、CPD 単 位 数 
を どれ だ け 取 得 し て いる か を 確認 する た め 、 
実施 記録 登録 証明 書 の 発行 を 求め る 必要 が あ 
り ま す 。 こ の た め 、 毎 年 4 月 前 後に 定期 的 に 
CPD 単 位 の 証明 書 を 申請 され る 方 が 多い と 聞 
きま す 。 な ぜ な ら ば 、 造 園 CPD 制 度 で は 、 実 
施 記録 登録 証明 書 を 申請 され た 時 点 で 登録 内 
容 に つい て 審査 が 行わ れ 、 入 金 確認 後 1 ご 2 カ 
月 後に 送ら れ て きた 証明 書 に より 、 ご 自分 の 
取得 単位 数 が いく つか を 正式 に 知る こと が で 
きる か ら で す 。 ご の 審査 方 式 は 「 出 口 審査 ] と 
呼ば れ て お り 、 建 設 系 CPD 協 議会 % の 中 で も 
多く 実施 され て いる と 聞き ます 。 な お 、 一 般 
社団 法人 建設 コン サル タン ツ 協 会 で は 、 申 請 
時 に 「 入 口 審査 ] が 実施 され て いま す 。 

な お 、3 年 後に まとめ て 年 度 別に 申請 する こ 
と も 可能 で は あり ます が 、 登 録 時 の 単位 数 と 
実施 記録 登録 証明 書 の 単位 数 が 異な る 場合 も 
あり 、 証 明 書 に 記載 され る CPD 単 位 が 、 登 録 
し て いた 単位 数 を 下回る 可能 性 が ある こと を 
想定 する 必要 が あり ます 。 こ の た め 、 出 来れ 
ば この 証明 書 の 申請 プロ セス を 毎年 繰り 返し 
て いた だ き 、 確実 に 3 年 間 後に 150 単 位 以上 を 
達成 し て いた だ きた いと 思い ます 。 


画 RLA の 資格 失効 に つい て 


ここ で は 社会 的 な 情勢 が 安定 する こと を 見 
据え て 、RLA の 皆さん に CPD 単 位 の 取得 を 今 か 
ら 考 えて いた だ く こ と を 提案 し ます 。 そ の た 
め に は 、CPD 単 位 の 取得 不足 に より 、 せ っ か く 


取得 され た RLA の 資格 を 失効 し て し まう 事実 
を 、 ま ず は 理解 し て も ら わ な く て は な り ま せん 。 

毎年 度 CPD 単 位 を 50 単 位 以 上 取得 する こと 
は 、 多 忙 な 皆さん に と っ て 大 変 難し いこ と で 
ある こと は 理解 で きま す 。 そ の た め 、 つ いつ 
い CPD 単 位 取得 が だ おろそか に な り 、RLA の 資格 
更新 時 に 更新 を あき ら め る 方 も いる と 聞き ま 
す 。 し か し 、 皆 さん の 多く は 公園 ・ 緑 地 の 計 
画 ・ 設 計 を 行っ て お り 、 複 数 年 で の 工程 計画 
を 立案 され て いる プロ フェ ッ シ ョ ナル で は な 
いで し ょ うか 。 皆さん な ら 、 ご 自分 の CPD 単 位 
の 取得 に 向け て 工程 計画 を 策定 し 、 そ の 通り 
に 実施 する こと は 可能 で ある と 信じ て いま す 。 

し か し 、 ど うし て も 業務 等 が 多忙 の た め 、 
CPD 単 位 を 取得 する こと が で きず 、 資 格 を 失 
効 さ れ て いる 方 が いる の も 事実 で す 。 毎 年 複 
数 人 の 方 々 が 更新 手続 き を 取る こと が 出来 
ず 、 資 格 を 失効 され て いま す 。 し か し 、 和 失効 
し て か ら で も 不足 する CPD 単 位 を 取得 し 、 再 
登録 され て いる 方 が いる こと も 事実 で す 。 何 
ら か の 不可 抗力 な 理由 に より 、 資 格 を 失効 さ 
れ た と し て も 、RLA の 資格 を 取り 戻す 術 が ある 
こと を 覚え て お いて くだ さい 。 

な お 、 ご 高齢 の 造園 技術 者 の 方 々 は 、 勤 務 
時 間 が 限定 され て いる な どの 理由 か ら 、CPD 
単位 を 取得 する こと が 大 変 厳 し く 、RLA の 資 
格 を 更新 され な い 方 が 多い と 聞き ます 。 し か 
し 、 皆 さん は 日 々 業務 を 履行 され 、 幅 広く 造 
園 に 関す る 知識 を 取得 し よう と 考え られ 、 こ 
の 記事 を 読ま きれ て いる の で すか ら ! 是非 と 
も CPD 単 位 の 取得 を 日 常 生 活 の ルー チン と し 
て 、 身 に つけ て いた だ きた いと 思い ます 。 

一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン 
ツ 協 会 で は 、CPD 単 位 取得 に 関す る 研修 を 開 
催す る な ど 、CPD 単 位 不足 に よる RLA の 資格 失 
効 に 関す る 情報 提供 を 実施 し て お り 、 他 の 建 
設 系 CPD 協 議会 と 比べ て 多く 情報 提供 され て 
WET. し か し 、 取り立て て 「CPD 単 位 が 不足 
し た 場合 、RLA の 資格 が 失効 する こと ] に 関し 
て 、 広 報 活動 が 実施 され て いる 訳 で は な い の 
で 、 皆 さん 自身 が 常に 情報 収集 を 騙っ て は な 
り ま せん 。 


E 造園 CPD 制 度 の 特徴 に つい て 


公益 社団 法人 造園 学会 の 造園 CPD 制 度 は 、 
まさ に ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の 皆さん 
の 専門 領域 を カバ ー す る 内 容 と な り ま す 。 教 
育 分 野 に お いて も 、 ラ ンド スケ ー プ 専門 技術 
分 野 は 原論 か ら 始ま り 情 報 化 ま で 、 幅 広い ラ 
ンド スケ ー ブ 分 野 に 区 分 され て いま す 。 

この 教育 分 野 の 表 を 見 る だ け で 、「 こ りゃ 大 
変 だ !」 と 気 が 減 入 る 方 もち いるか も し れ ま せ 
ん 。 ま た 、CPD 単 位 の 取得 と は 、「RLA の 資格 
更新 の 為 、 取得 せ ざ る を 得 な い ! 」 と お 考え の 
方 も 少な く な いと 思わ れ ま す 。 し か し その 考 
え を 少し 転換 し て みて いた だ け な い で し ょ う 
か 。 すなわち 、 ご 自分 が な すべ き と お 考え の 「 社 
会 ・ 地 域 や 造園 界 へ 責 献 する 活動 を 実施 され た 結 
果 と し て 、CPD 単 位 が 付い て くる ] も の で ある と 。 

例え ば 、 地 域 の 公園 ・ 緑 地 を より 魅力 ある 
も の と する 必要 が ある と お 考え の 方 は 、「 ご 自 
分 が お 住ま い の 地 域 の 公園 ・ 緑 地 の 清 掃 活動 
に 参加 する ] 「 都 道府県 が 開催 する 公園 ・ 緑 地 
ボラ ンティア メン バー に 登録 する ] な ど 、 まず 
RLA と し て の 稔 持 ある 活動 を 始め て いた だ け 
な いで し ょ うか 。 も う 少 し フラ ンク な 例 と し 
て 、 ガ ー デ ニン グ 等 に 関す る 展示 会 を 見 学 し 
知識 を 深め る こと で も 、CPD 単 位 を 取得 する 
こと が 出来 る の で す 。 

さら に 、 庭 園 や 公園 ・ 緑 地 の 設計 業務 を 実 
施さ れ て いる 皆さん に と っ て 、 ご 自分 が 設計 
し た 業務 が 受賞 され る と 、 大 きく CPD 単 位 を 
取得 する こと に 結び 付き ます 。 表 1. 業務 等 の 
評価 に よる CPD 単 位 取得 を ご 覧 くだ さい 。 皆 
さん が 設計 され た 作品 が 、 造 園 CPD 協 議会 構 
成 団体 、 学 術 団体 主催 コン クー ル 等 の 「 大 
賞 」 を 受賞 し た 際 は 、 代 表 者 又は 筆頭 で も れ ば 
40 単 位 が 付与 され 、 連名 者 で も 各 人 に 20 単 位 
が 付与 され る こと が 注目 され ます 。 こ れ は 、 
造園 CPD 制 度 の 最も 大 き な 特 徴 で あり 、 鹿 | 
や 公園 ・ 緑 地 の 設計 者 へ の イン セン ティ ブ で 
も あり ます 。 

さら に 、 公 共 ・ 民 間 団 体 な ど が 主催 する 設 
計 コ ン ペ ティ ショ ン 等 に 応募 する こと で も 、 


和田 (bE あつ し ) 
1952 年 京都 生ま れ 。 日 本 大 学生 物資 源 科学 部 卒 (昭和 50 年 3 月 ) 

ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ト や 建設 コン サル タン ト を 経て 、 現在 株 式 会 社 セ ッ ト 設 計 
事務 所 事業 企画 部 長 、 会 社 に て 資格 取得 に 向け た 勉強 会 を 主催 。 

一 般 社 団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ツ 協会 関東 支部 監事 、 同 関東 支部 広報 委員 
会 委員 長 (一 平成 30 年 度 )、 一 般 社 団 法人 建設 コン サル タン ツ 協 会 会 誌 編集 専門 委員 
会 委員 (一 平成 21 年 度 ) 。 一 般 社団 法人 建設 コン サル タン ツ 協 会 CPD 会 員 APEC エ ン 
ジーニ ア の 更新 や プロ ポー ザル 対応 の : 


、 年 間 50 以 上 の CPD 単 位 を 取得 し て いる 。 


区 分 


内 容 CPD 単 位 係数 


CPD 協 議会 団体 、 学 
術 団体 、 公 的 団体 主 
催 ・ 大 賞 


代表 者 ・ 筆 頭 
連名 者 


コン クー ル 等 で の 大 賞 受賞 

【 造 園 CPD 協 議会 構成 団体 、 学 術 団 
体 主 催 コ ンク ー ル 等 の 「 大 賞 」 に 該当 
する も の 】 


40 単位 /1 件 


各 人 20 単位 /1 件 


CPD 協 議会 団体 、 学 
術 団体 、 公 的 団体 主 
催 ・ 大 賞 以外 


代表 者 ・ 筆 頭 


(Seod BMS ARE—OVU 


民間 団体 主催 RRA BH 


コン クー ル 等 で の 受賞 
【 造 園 CPD 協 議会 構成 団体 、 学 術 団 
体 主 催 コン クー ル 等 】 


コン クー ル 等 で の 受賞 
【 上 記 以外 主催 の コン クー ル 等 】 


20 単位 /1 件 
各 人 10 単位 /1 件 


5 単位 /1 件 


表 1. 業 務 等 の 評価 に よる CPD 単位 取得 (出典 : 造 園 CPD 教 育 形態 表 (2018 年 度 の 活動 か ら 適用 版 )) 


CPD 単 位 が 付与 され る の で 、 日 常 的 な 業務 履 
行 に 沿っ た 内 容 で ある こと が 造園 CPD 制 度 の 
特徴 と も いえ ます 。 な お 、 大 賞 に 選ば れ た 後 
に 業務 が 発注 され た 場合 は 、CPD 単 位 は 付与 
され な い の で ご 注意 くだ さい 。 皆さん の 能力 
を 発揮 する 絶好 の チャ ンス で す が 、 痛 し 痺 し 
で すね ! ちな み に 、 一 般 社団 法人 建設 コン 
サル タン ツ 協 会 な どの 他 の 建設 系 CPD 協 議会 
で は 、 こ の 様 な 設計 の 受賞 に 関す る 規定 が 無 
く 、 各 学会 で 査読 有り の 論文 報告 が 40 単 位 と 
最高 単位 数 と な り 、 学 術 重視 傾向 に あり ます 。 


画 一 般 社 団 法人 ラン ドス ケー プ 

コン サル タン ツ 協 会 の 特徴 

一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン 
ツ 協 会 で は 、 造 園 CPD 制 度 に よる CPD プ ログ 
ラム と は 別に 、 遠 隔 地 在 住 の 方 や 業務 で 多忙 
を 極め る 皆さん で も 参画 で きる 、「RLA 独 自 の 
CPD プ ログ ラム ] が 用 意 さ れ て いま す 。 多く の 
RLA の 方 々 は この プロ グラ ム の こと は 、 ご 存じ 
か と 思い ます が 、 も し も ご 存じ で 無い 方 は 、 
一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ツ 
協会 HP ロサ イド メニ ュー か ら 、「RLA の 登録 更 
新 ・ 再 登録 」 に つい て 見 て いた だ く と 、 よ り 詳 
細 な 内 容 が 記載 され て いま す 。 そ ちら を ご 覧 
くだ さい 。 

現在 、 一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ 
ル タ ン ツ 協会 で は 、 端 緒 で は あり ます が CPD 
認定 プロ グラ ム と し て 、 東 京 で 開催 され た 講 
演 会 を 他 地 域 に 放映 し て 受講 し て も ら う 方 式 
が 実施 され て いま す 。 こ の 方 式 は 、 講 演 会 自 


体 が 開催 され て いな い 現 状 に お いて 、 舞 観客 
で 講演 会 を 開催 する こと が 可能 と な る も の の 、 
エビ デン ス の 発行 が 難し いた め 、 現 状 で は 恒常 
的 に 開催 する こと が 難し いと 言わ れ て いま す 。 

今後 、 こ の 方 式 で の 講演 会 を 恒常 的 に 開催 
する こと が 出来 れ ば 、 業 務 履 行 で 多忙 な 皆 さ 
ん が 講演 会 を 聴講 する こと も 可能 と な る た 
め 、 是 非 と も 実現 し て 欲し いと 考え て いま す 。 


| CPD に 関す る 質問 が ど ざい まし た ら 下 記 ま 
で ご 連絡 下さ い 。 
| 担当 AUR : h.marumo@marumo-p.co.jp 


※1: 造 園 CPD 協 議会 と は 、 一 般 財団 法人 沖縄 美 ら 島 
財団 、 一般 財団 法人 公園 財団 、 公益 財団 法人 国際 花 
と 緑 の 博覧 会 記念 協会 、 一 般 社団 法人 自然 環境 共生 
技術 協会 、 一 造 会 、 千葉 大 学園 芸 学部 二葉 会 、 東京 
農業 大 学 緑 友 会 、 公益 財団 法人 都市 緑化 機構 、 一 般 
社団 法人 日 本 植木 協会 、 一 般 社 団 法人 日 本 公園 施設 
業 協会 、 一 般 社団 法人 日 本 公園 緑地 協会 、 一 般 社団 
法人 日 本 水景 協会 、 公益 社 団 法 人 日 本 造園 学会 、 一 
般 社 団 法人 日 本 造園 組合 連合 会 、 一 般 社団 法人 日 本 
造園 建設 業 協 会 、 一 般 財 団 法人 日 本 造園 修 景 協会 、 
一 般 財団 法人 日 本 緑化 セン ター、 一 般 社団 法人 横 話 
造園 協会 、 一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プ コ ン サ ル タ ン ツ 
協会 、 一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 連 盟 、 
一 般 社 団 法人 日 本 樹木 医 会 、 一 般 社団 法人 公園 管理 
運営 士 会 か ら 構成 され ます 。 


※2: 建 設 系 CPD 協 議会 と は 、 一 般 社団 法人 建設 コン 
サル タン ツ 協 会 を 始め 、 公 益 社団 法人 土木 学会 、 公益 
社団 法人 日 本 技術 士 会 、 公益 社団 法人 日 本 都市 計画 
学会 、 一 般 社団 法人 全国 土木 施工 管理 技士 会 連合 
会 、 公益 社団 法人 日 本 造園 学会 な どの 18 団 体 に より 構 
成 さ れ ま す 。 


※3: コ ンク ー ル 等 と は 、 造園 CPD プ ログ ラム 認定 委員 
会 に より 定め られ た 、 都市 公園 コン クー ル 、 全 国造 園 デ 
ザイ ンコ ンク ー ル 、 CLAR, 屋上 ・ 壁 面 緑化 技術 コン クー 


— 技能 五輪 全国 大 会 ・ 技 法 五 輪 国際 大 会 ・ 技 能 グ 
ラン プリ 。 
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ーー 
明治 神宮 1920+100 


②100 年 間 の 森 の 管理 と これ か ら 

文 ・ 画 像 提供 ノ 江 亡 晴美 (樹木 医事 務 所 枯 梗 代表 ) 
小林 邦 隆 (一 般 財 団 法人 日 本 緑化 セン ター 副 主 任 研究 員 ) 
NE RF (東京 大 学 特別 研究 員 ) 


2020 年 に 鎮座 百年 を 迎え る 明治 神宮 は 、 日 本 の 近代 ラン ド で ある [一般 の 林 苑 ] と 、 人 の 往来 が 可能 な 「 そ の 他 の 林 苑 ] 
スケ ー プ 発祥 の 地 と も 呼ば れる 場所 で す 。 連 載 2 回 目 で ある 本 に 分 け て 、 そ の 取扱 い が 異な る と 述べ て いま す 。 そこで 本 稿 で 


稿 で は 、 管 理 の 視点 を も と に 明治 神宮 の ラン ドス ケー プ 100 は 森 と 人 に 着目 し 、「 森 ] と 「 人 の 往来 が 可能 な 空間 ] に お け 
年 の 歩み を 振り 返っ て いき まし ょ う 。 る 樹木 に 関わ る 課題 と 対策 、 利 用 と 管理 体制 に つい て 紹介 し ま 

本 郷 高徳 が まとめ た 「 明 治 神宮 御 境内 林 苑 計画 」 (以下 、 す 。 こ れ ま で の 100 年 の 間 に ど の よう な 変化 が あっ た の か 、 また 
林 苑 計画 書 ) で は 、 林 苑 を 、 人 が 立ち 入る こと の で き な い 「 森 ] それ に 対し て 管理 を どの よう に 対応 させ た の か を 考え ます 。 
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考え 抜か が れ た 3 つの 布石 
ー「 手 つか ず の 自然 ] で は な か っ た 
森 の 管理 一 


『 林 苑 計画 書 ] で は 、 図 1 の 林 相 の 予想 図 の 
よう に 、 造成 当初 の マツ 類 等 の 針 3 
か ら 、100 年 か け て シイ ・ カ シ ・ ク ス 類 の 党 
葉 樹 主 体 の 森 へ 移行 きせ る 
在 の 森 は 高き 20m を 超え 、 ミ 
林 を つく る と いう 計画 を ほぼ 達 成 し た と 言え ます 

この 予想 は 造園 関係 の 専門 書 の ほか 、 一 般 
の 書籍 や テレ ビ 等 の 様々 な メデ ィ ア 
れ て いる た め 、 多 く の 方 ( 
中 で は 、 MMOH RODD AS 成功 し た 鍵 と 
見 られ て いま す 。 で す が 「 林 苑 計画 書 」 を 読 

み 解 < と 、 当初 の 植 栽 に 加え 、 森 の 管理 ! 
Th, 森 づ くり を 成功 させ る た め の 布 石 が 見 られ 
ます 。 そ の いく つか を 紹介 し ます 


に つい 


era や か ろか っ 


(ae) HES 


図 1 : 林 相 の 予 # 明治 神宮 御 境内 林 苑 計画 」 よ り 


〇 布石 1 落葉 採集 を 禁止 する 


で は 、 森 を 育て る た め に 、 A 


ss 
こ お け る 落 


こ 着 目 し 、 森林 内 
SEL THES. Cals, FHA 
記述 きれ て いる 第 三 章 の 最初 の 一 項目 に 記述 


され て お り 、 土 壌 形成 の 重要 性 を 強く 示し て いる 
よう に 感じ ます 。 き ら に 、 他 の 神社 の 境内 林 に お 
いて し ば し ば 見 られ る よう な 、 美 し い 空 間 を 維持 
する た め に 林 床 の 落葉 を 清掃 し 、 鹿 一 つない 管 


paini fr) & 


その よう な 管 


写真 2 : 「 掃 き 屋 さ ん 」 が 日 々 参道 の 落ち 葉 を 集め る 


時 的 な 雨水 の 貯留 に よる 流水 量 の 調整 等 
の 有効 性 に 言及 し て いま す . 
紙片 その 他 遺 棄 物 の 除去 
て いま す 
この 内 名 
す 。 明治 神宮 
た まま の 状態 で ある こと が 観察 で きま す 
倒木 も 、 次 が 及ば な いと こ 
自然 の 森 の 様 で 
ん に より 集め られ た 落 
て お り 、 ほ と ん どの BRAS 
に 利用 され て いま す (F 
直近 の 土壌 調査 は な され て いま せん が 、 


この た め 清 掃 は 


に と ど め る こと と し 


森 を つく る た 


て いま す 。 そ れ に より 、 


、 造 成 当初 の 影響 が 大 きい と 
地表 面 に 近い と ころ は 、 自 然 の 土 
に あっ た よう で す 。 こ の 調査 か ら 、 


れ て いま す 


壌 に 近い 状 


り 禁 止 は 、 
布石 と な っ た こと は 間 


予想 し 


違い な いで し ょ う 。 
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〇 布石 2 は じ め の 10 年 の 
細やか な 移植 や 伐採 管理 

明治 神宮 の 森 は 、 先 述 し た 予想 図 や 落葉 採 
集 の 禁止 に 示し た よう な 「 手 つか ず の 森 」 OF 
メー ジ を 持た れ て いる 人 が 多い と 思い ます 。 し か 
L TAARE] Ci, RACER) 
予想 の 通り に 進む よう に な る まで の 間 は 、 管理 を 
行う こと と し て いま す 。 

具体 的 に は 、 将 来 林 完 を 構成 する シイ 、 カ シ 、 
クス 等 の 常緑 広葉 樹 の 植 栽 苗 や 実生 の 稚 樹 
を 保護 する た め 。 ま た 、 森 を 育成 する た め に 、 
次 に 示す 樹木 に つい て 伐採 や 移植 する よう 記 
述 き れ て いま す 。 


一 、 境 外 に 分 植 の 見 込 に より 採 納 せ る 献本 

一 、 庭木 造り の 樹林 

一 、 外 国産 樹木 

^、 病害 、 了 虫害 、 畑 害 等 の た め 、 将 来生 長 
の 見 込 な く 、 ま た 拉 害 夢 延 の 席 あ る も の 

一 、 陽 樹 (生長 の た め に 多く の 陽光 を 要 し 、 
DEWRI DDO) の 席次 を な す 
上 木 及び 下 木 と な れる 陽 樹 

一 、 必 要 な る 上 木 を 害する 下 木 

ー、 下 木 保護 の 意味 に て 仮 用 せら れ た る 樹木 
に し て 、 上 既に 必要 な き に 至り た る も の 

一 、 風 致 上 一 時 残存 せしめ た る 司 木 

ー、 其 だ し く 互い に 圧倒 する 樹木 


深い 項目 は 、「 病 害 畑 害 等 の 
生長 の 見 込 な く 、 ま た 拉 害 夢 延 の 虎 
ある も の 」 で す 。 生 育 不良 の も の や 病虫害 の 温 
床 と な り 得る 樹木 に つい て の 伐採 ・ 移 植 を 考え 
て いた こと は 、 自然 の 森 の イメ ー ジ が あっ た の で 
意外 な 感じ が し ます 。 

また 「 必 要 な る 上 木 を 害する 下 木 」「 甚 だ し 
く 互 い に 圧 倒す る 樹木 」 に つい て も 対象 と し て お 
り 、 相 当 数 の 樹木 の 伐採 ・ 移 植 を 想定 し て いた 
こと に な り ま す 。 

「 林 苑 計画 書 』 で は 、 上 記 の 管理 を 、 概 ね 
造営 後 10 年 未満 な く な る と 記述 され て 
いま す 。 こ こ で 重要 な こと は 、 明 治 神宮 の 森 は 、 
植 教 後 は 「 メ ン テ ナ ンス フリ ー」 だ っ た の で は な 
く 、 森 が 適切 に 遷移 する 見 込み が 立つ まで は 、 
手 を 入れ る 計画 が され て いた こと で す 。 こ れ が 
森 づく ⑳ を 成功 させ た 理由 の 一 つと 考え られ ます 。 
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〇 布石 3 病虫害 リス ク へ の 備え 
森 づ くり で は 、 樹 病 へ の 対応 も 重要 と 考え ら 
れ て いま し た 。「 林 爺 計画 書 ] で は 、 一 斉 林 に 
お ける 病虫害 の リス ク を 小さ くす る た め 、 多 様 な 
樹種 で 構成 する 森 を つく る こと に し た と 記述 され 

て いま す 。 こ れ が 三 つ 目 の 布石 で す 。 
た だ 、 こう し た 病虫害 対策 を し て も 、 未知 の 病 

* 明 治 神宮 の 森 に や っ て きま し た 。 最も 影 

を 与え た と 考え られ る 病虫害 は 、 マツ 材 線 虫 病 で 
し ょ う 。 マツ 材 線 虫 病 は 、 明治 38(1905) 年 頃 に 長 
崎 で 発見 され 、 そ の 後 全国 へ 介 延 し た 病気 で す 。 
東京 で は じ め て 披 害 が 確認 きれ た の が 1960 年 
代 で すか ら 、 明治 神宮 の 森 の 造成 時 期 に は 、 恐 
jp ほとん ど 気 に か け て いな か っ た 病虫害 で す 。「 マ 
ツ 材 線 虫 病 ] は 、 堆 患 す る と ほとん どの 樹木 は 枯 
死 し て し まう 葉 ろ し い 病 気 で す 。 し か し 、 明 治 神宮 
の 森 は 、 マ ツ 林 か ら 常 緑 広葉 樹林 へ 移行 する 計 
= ため 、 マ ツ 類 の 被害 が 発生 し て も 森 づ くめ 
は 大 き な 影 響 が な か っ た と 考え られ ます 。 
年 、 シ イ 、 カシ 類 に 影響 を 及ぼ す 「 ナ ラ 枯 
れ 」 や 、 ク ス ノ キ の 葉 に 影響 を 及ぼ す 「 ク スペ ニ 


ヒラ タカ スミ カメ | な ど が 、 関 東 地方 で み ら れる よう 
に な っ て きま し た 。 い ずれ も 、 ど の 程度 の 被害 に な 
る の か は 未知 数 で す の で 、 注視 し て いく こと が 重 
要 で す 。 また 明治 神宮 の 森 の ほか 、 近隣 の 公 
園 ・ 縁 地 の 樹林 で も 同様 の 課題 を 抱え て いる た 
め 、 まず は 事例 の 収集 が 重要 で し ょ う 。 


〇 これ か ら の 森 の 管理 
一 森 に 寄り 添う ー 

明治 神宮 の 森 は 、 当 初 予想 し て いた 森 の 最終 
イメ ー ジ に な りつ つ あ り 、 今後 100 年 は 、 当初 の 予 
想 を 超え た ステ ー ジ の 管理 に な り ます 。 樹 木 は 
益々 大 径 木 化し 、 森 と し て は 一 層 成 熟し て いこ 
と が 期待 され ます が 、 一 方 で 、 大 径 木 な ら で は の 
問題 が 懸念 され ます 。 代 表 的 な も の と し て は 、 強 
風 時 の 落 枝 や 倒伏 等 で す 。 近年 で は 、 非 
強い 台風 が 頻繁 に 上 際 し て いる こと も あり 、 課 題 
の ひと つ で す 。 また 、 先述 し た よう に 、 今後 も 新 し 
害 の 被害 に あう か も し れ ま せん 。 この た め 、 
導い な が ら 、 森 に 必要 な 管理 を 実施 し て 
いく <〈 こ と が 重要 と 考え られ ます 。 


常に 


人 が 関与 する 空間 の 樹木 の 管理 
一 社殿 と 苑 路 周辺 一 


ここ か ら は 、 人 が 人 往来 する 「 そ の 他 の 林 苑 」 
の 樹木 管理 に つい て みて いき まし ょ う 。 『 林 苑 計 画 
書 ] に 書か れ て いる 一 般 の 林 苑 以外 の 場所 の 
HAS [HER] と 「 苑 路 」 の 2 ヶ所 に つい て 、 
樹木 管理 の 視点 か ら み て いき た いと 思い ます 。 


〇 社殿 一 帯 の アカ マツ ・ ク ス ノ キ の 
変化 と 生育 環境 

内 苑 で 一 番 重 要 な 施設 で ある 社殿 一 帯 の 風 
致 木 は 100 年 で どの よう に 変化 し た の で し ょ うか 。 
造営 時 、 既 存 の 老 ア カマ ツ 疎 林 を 社殿 の 風致 木 
と し まし た 。 そ の 経緯 は 、 連 載 1 回 目 (本 誌 No133) 
に 詳し く 記載 され て いま す 。 現在 、 社殿 一 帯 に は 
数 本 の 老 ア カマ ツ が 残っ て いる だ け で 、 風 致 木 は 
クス ノ キ に 変わ っ て いま す 。 と いう も の 、 アカ マツ は 
造 か ら 周 辺 か らく る 煙 (GEG HO 
境 外 を 往復 する 蒸気 機関 車 の 黒 煙 等 ) に よる 煙 
害 と 、 アカ マツ の 樹齢 を 理由 に 衰退 する こと が 想 
定 きれ て お り 、 結 果 的 に 予想 通り に な っ て いま す 。 

造営 時 の 老 ア カマ ツ 自 身 は 問題 を 抱え て いな 
か っ た の で し ょ うか 。 実は 生育 不良 に な る 要因 を 
抱え て いま し た 。 そ れ は 社殿 建設 の た め の 造 成 に 


より 、 老 ア カマ ツ が 生育 し て いる 場所 の 地 角 高 が 
変更 され て し まっ た こと で す 。 生育 環 境 を 変化 さ 
せ て し まう と 、 そ の 後 の 樹木 の 生存 率 が 下がる 可 
能 性 が あり ます 。 樹 木 の 衰 退 を 防ぐ た め 、 環境 
変化 に 応じ た 処置 が それ ぞ れ 施さ きれ まし た 。 「 林 
苑 計画 書 』 に は 次 の 3 つの パタ ー ン が 記載 され 
て いま す 。 まず 、 周 辺 地盤 を 上 げ 根 元 に 厚く 盛土 
を する アカ マツ は 、 矢 板 の よ うに 根元 に 石 の 土留 
め を 造り 土壌 で 根元 が 埋まら な いよ うに し まし た 。 
次 に 、 周 辺 地盤 を 上 げ 根 元 に 藻 く 盛土 を する アカ 
マツ は 、 根 元 に 砂利 を 敷き 土壌 で 根元 が 埋まら な 
いよ うに し まし た 。 最後 に 、 周辺 地盤 を 下げ 根元 
の 土壌 を すき 取ら な けれ ば な ら な い ア カマ ツ は 、 丘 
状 に 根元 の 土壌 を 残す 処置 が 施さ れ ま し た 。 現 
在 、 処 置 を 施し た アカ マツ は ほぼ 衰退 し て し まい ま 
し た 。 先述 し た 通り 造営 時 に 衰退 は 予想 され て お 
り 、 実際 、 鎮座 五 十 年 祭 の 記念 事業 の 一 環 と し 
て 行わ れ た 明治 神宮 境内 総合 調査 で も 、 社殿 
敷地 の アカ マツ を 含む 衰退 理由 と し て 「 公 害 の 多 
い 都 市 環境 ] が 挙げ られ て いま す 。 2012 年 に 鎮 
HE 100 年 を 見 据え て 実施 きれ た 第 二 次 境内 総 
合 調査 で は 、 衰 退 原 因 に は 触れ られ て いま せん 。 
その た め 推 測 の 域 を 出 ま せん が 、 社 殿 内 の アカ マ 
ツ 貴 林 の 衰退 理由 は 、 生育 環境 の 変化 に 対す 
る 処置 を 施し た が 十分 で は な か っ た 、 煙 害 、 自 然 


海 汰 、 踏 圧 、 は た また 3 マツ 材 線 虫 病 な 


き て 現在 、 社殿 一 帯 の 風致 木 は タス ノ キ で す 
拝殿 前 の 御 神木 の クス ノ キ の 根元 は 、 2001 年 に 
BOREAS BSN, AEA HLS 
その 甲斐 も あっ て か 樹勢 も 良く 、4 
と が わか り ます 。 一 方 、 社 殿 の 東側 ( 
西側 に ある - う ク ス ノ キ は 、 御 神木 と 比較 する 
と 樹勢 が す て いま す 。 生 
要因 は 、 ORRA て いる ② 根 の 伸長 
範 明 が コン クリ ー ト に 覆 わ れ て いる OER 
ME ⑤ 建 物 建設 時 に 根 が 切断 され 
な ど 人 為 に よる も の が 多い の で は と 推測 で 
衰 遂 し て いる クス ノ キ は 柄 端 枯れ が 目立っ て いま 
す 。 この 状況 か ら 、 直接 的 原因 は 酸素 が 
た 養 水分 が 細 根 に 届い て いな いこ と で は な いか 
と 考え られ ます 。 森 n 人 が 関与 する 
は 人 が 樹木 管理 に 関与 し て いか な 
えて きま す 。 こ の クス ノ キ の 衰 
行 す る こと が 懸念 され ます 。 し か し 『 林 苑 計 画 書 」 
で は 、 クス ノ キ の 衰退 に つい て 言及 され て いま せ 
ん 。 その た め 、 森 と 考え を 異 に し 、 社殿 一 帯 の 樹 
koei これ か ら 100 
年 先 を 見 据え た 新た な 対応 が 必要 な 段階 に きた 
の で は な いで し ょ うか . 


ーーーーー Se 


写真 3 : 枝葉 が 繁茂 する 御 神木 の クス ノ キ と 、 衰退 し 始め て いる クス ノ キ 


〇 社殿 の 背景 を 植 栽 で 隠す 工夫 
明治 神宮 は 都心 に し て て いま す 。 それ ゆえ 
内 苑 の 中 の 風致 だ け で は な く 、 社殿 の 敷地 か ら 見 
外 の 束 わ な けれ ば な り ま せん で し た 。 
時 、 演 橋 方 面 (現在 の 新宿 駅 西口 方 面 ) に 
は 煙突 や ガス タン ク な ど が あり まし た (写真 4)。 H 
殿 の 背景 て し まう の で は な いか と 懸 


AU まし た 


写真 4 : 造営 前 の 淀橋 方 面 の 黒 煙 を 排出 する 煙突 (明治 神宮 所 蔵 ) 


に それ ら が 見 
BL, 植 栽 の クロ マ 
は 社殿 が 想像 より 大 &、 
な く 、 それ ら を 隠す 植 栽 も 見 えな か < 

それ か ら 100 年 の 歳 月 が 流れ る 間 、 


は 、 森 が 成長 し 
か 見 えま せん 。 し か し 、 
社殿 の 敷地 か ら 見 えま す 
ビル が 見 えな いよ うに 、 当時 の 林 苑 
術 定 を 工夫 し た そう で す i 
し た 拝殿 elias AERON 


"は 密 


mon クス ノ キ の 


写真 5 : 拝 典 と その 両 豚 に そびえ 立つ 御 神 木 の ク ス ノ キ 
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〇 参拝 者 の 安全 に 配慮 し た 苑 路 の 管理 参拝 者 や 来訪 者 の ニー ズ の 変化 に 対応 
参拝 者 が 


は 、 国 内 国 少し 具体 例 を あげ て いき まし ょ う 


「 苑 路 ] 沿い の 樹木 は 、 明治 神宮 内 


「 林 苑 計 画 書 ] の 中 で どの よう な 扱い が 3 が 押し 寄せ て いま す 。 人 力 車 、 自 動車 で の 
述べ られ て いた で し ょ うか 。《 こ れ ら の 樹木 は い ず 的 ある い は 間接 的 に 空間 の 質 る 車 留 は 、 当 初 の 計画 で は 広い 敷地 が 予定 


れ も 新 植 に 広場 内 に あり て 、 特 に いる と いえ ます Mo 
、 あ る い は 幹 枝 の 提 内 区 は 社殿 を 中 心 
に 多き の 虎 あ る を 以 て 、 間 と し て 計画 され て 
する も の あら ん 。》 と 記載 動 を 行う 明治 神宮 
され て いま す 。 写真 6 の 樹木 を 見 て みる と 、 和 一 _ なり ま す 。 つ まり 現在 の よう な 、 
定 さ れ た 六 が 散見 され ます 。 し か し 、 参 道 か ら HEL 
奥まっ た 森 を 見 る と 、 枯 れ た 樹木 や 折れ た 枝 は "か っ た の で は な いで し ょ うか 
その まま に され て いま す 。 人 が 通る 場所 ゆえ の 樹 林 苑 の 支 師 と し で あれ ば 、「 車 留 の 南端 旧 人 
木管 理 が 今 で も な され て いる こと が わか り ま す は 、 明 治 神宮 の よう な 神社 境内 及び 境内 林 は 物 の 東 半分 より 東 池 ! 

な か な か 日 の 目 を 見 な い 苑 路 そ の も の の 管理 造園 計画 の 一 つの 部 門 で あり 、 他 国 に 例 の な 便利 で ある 」 と 具体 的 な 施設 
に つい て 少し 触れ て お きま し ょ う 。 苑 路 の 管理 に つ い 独 特 の 造園 領域 で ある と 指摘 し て いま す 。 さ 計画 書 』 の 中 E し て いま し た 。 こ の 敷地 で 
いて 「 林 人 苑 計 画 書 ] に は 、 「 雨 ら に 、 神 社 参拝 と いう の は 観光 や 休 L は 、 大 正 13(1924) cements し て 南 
な 損傷 を 放置 し 後日 修繕 を 行う 行っ て は な と F 
た め 、 随時 の 管理 が 望ま し いい 」 と 記載 され て いま よう な 環境 ・ 施 設 で あっ て は な | 
す 。 実際 の 管理 に つい て 、 造 営 後 昭和 2 一 10 年 ます で も 庭園 で も な くそ れ ら と 同 西側 に + ks 
(1927~ 1935) の 間 、 林 苑 事務 嘱託 で あっ た 石 て は いけ な い 空 間 と し て 、 ど の よう に 計画 ・ 設 計 和 15(1940) 年 の 
神 甲子 郎 が 残し た 記録 か ら 読み 取っ て いき まし ょ され た の か に つい て は 、 前 回 の 第 1 回 の 連載 に た 広場 並び | 


れ て いた も の の 、 そ れ に 付随 する 集合 ・ 休 憩 
の 施設 が あり ませ ん で し た 。 御 鎮 有 各種 団 
- に 多く あり 、 本 郷 ら は 不便 
更 を 加え まし た 。 車 
者 が 自由 に 立ち 得 
= 地 を 設け まし た 

Kag, 1 FRORMO I: 


レク リエ ーション 活 
外苑 と は その 役割 が 大 きく 異 
の 一 大 観光 


て の あり 方 は 当初 に は 想定 され て いな 


bok tZ 


wa 


PR 昭 
に よる と 、 休 憩 所 に 付随 し 
治 い に 130 個 の 腰掛 が 配 思 


Jo 「 南 参道 の 側溝 に 附 雨水 模 の 蓋 が 固 。 まとめ て あり ます 意 を し た い の は や は り され た よう で す 。 現在 も 、 広 場 や 参道 に は は 、 そ 
ESN, PADDR BRO EAG, lik 。 人 の 利用 に つい て は あま り 積 極 的 に 考慮 され て の 一 部 か も し れ な い 古 い 腰掛 が 確認 で きま す 。 
不能 と な っ た も の が あっ た 。 故障 し た 雨水 材 が 4 いな か っ た と いう 点 で す 南 参拝 者 休憩 所 は 昭和 25(1950) 年 に 喫茶 店 
~5 個 、 こ の まま で は 手入れ が で き な い た それ ゆえ 明治 神宮 で は 、 参 拝 者 の 増加 を 反 が 開業 する な ど 増 改築 が : Ean, WHE 


WD, HLK 映し て 少 
し た 。」 と 雨水 材 の 故 R 


れ て いま す 。 現在 


『* つ 利用 の 視点 が 加え られ 、100 年 = フォ レス ん と し て 多く の 人 に 利用 され て いま 
を か け て 適宜 必要 な 整備 が 行わ れ て きま し た Fo WATE (2019) 年 10 用 に は 、 隈 研吾 氏 の 設 


oti 合 は 、 排 水 の 方 法 や 
な る か も し れ ま せん 


写真 7 ( 左 ) : 降雨 時 に 雨水 材 の 


写真 6 : 南 参道 沿い の 管理 され て いる 樹木 
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計 に よる 明治 神宮 ミュ ー ジ アム が 開館 し まし た 。 

利用 の ニー ズ を 反映 し た 整備 は 、 施 設 だ 
は な く 苑 路 で も 行わ れ ま し た 。 東 玉垣 外 の 苑 路 
は 、 造営 当初 で は 御社 殿 と 社務 所 間 の 職員 用 
通路 と し て 林間 に 狭小 な 通路 が 設け られ て いま 
し た 。 し か し 、 参 拝 者 の 増加 に 伴い 、 北 参道 
へ の 近道 と し て の 利用 が 日 増し に 多く な り ま し 
た 。 そ こ で 、 昭和 4(1929) 年 に 、 林間 を 整理 し 
て 苑 路 の 拡張 改造 、 広場 と 手 水 舎 の 整備 を 行 
いま し た 。 こ の 苑 路 は 、 参 拝 時 の 退出 路 と し て 
利用 きれ る よう に な り 、 参道 の 一 つと な り ま 
し た 。 現在 で は 、 写 真 10 の よう に 、 木 々 が 苑 
路 に 大 きく 飛び 出し て いる 様子 を 見 る こと が で き 
ます 。 爺 路 は 木々 を 傷め な いよ うに 舗装 に も 工夫 
が され て いま す (写真 11)。 東 玉垣 外 の 苑 路 
は 、 残 き れ た 木々 に より 整備 の 過程 を 振り 返る こ 
と の で きる 興味 深い 空間 と な っ て いま す 。 

観光 地 と し て 国内 国外 か ら の 訪問 者 が 押し 
寄せ て いま す が 、 明 治 神宮 内 苑 の 利用 に 着目 す 
る と 、 や は り 参 拝 が 中 心 で す 。 参 拝 以外 の 利用 
と し て は 、 自然 観察 や 環境 教育 が あげ られ ます 。 
具体 的 に は 、 日 本 で 一 番 古 い 探 鳥 会 と し て 1974 
年 か ら 続い て いる 明治 神 人 の 野島 観察 
や 、 明 i 森 か ら ド ング リ の 実 を 採取 し それ 
を 苗 へ と 育成 し 植樹 活動 へ と つなげ て いる 
NPO 法人 響 の 環境 教育 の 取り 組み が あり ます 。 


「 林 爺 計 画 書 ] で は 、 最 終章 の 最後 の 文章 と 
し て 、 維 持 管 理 の た め の 独 立 組織 の 必要 性 を 明 
し て いま す 。 そ の 中 で 、 植 物 と いう 「 生 き て いる 
素材 」 を 用 いて 作り 上 げ ら れる 空間 が 設計 時 の 
理想 を 実現 する た め に は 、 適 切な 維持 管理 が 避 
け て は 通れ な い 課題 と し て いま す 。 それ ゆえ 神社 
の 社務 一 般 を 扱う 機関 と は 別に 、 林 爺 の 維持 管 
理 を 行う た め の 独立 し た 機関 を 置く 必要 性 を 指摘 
し て いま す 。 興味 深い 点 は 「 生 き て いる 素材 」 に 
よっ て 時 間 を か け て 作り 上 げ ら れる 空間 が 設計 
時 の 理想 を 実現 する た め に は 、 将来 維持 管理 に 
携わる 者 が 十分 に その 計画 を 理解 し て いな けれ 
ば な ら な いと 強く 指摘 し て いる 点 で す 。 

現在 の 管理 組織 に は 、 林 爺 主 幹 の 松井 正 
(まつ いた だ し ) 技師 を 筆頭 に 、5 名 の 職員 で 構 
成 さ れ て いま す 。 彼ら は 、 森 の 管理 だ け で は な 
く 、 芝 生 の 管理 、 危 険 木 の 処理 、 お 祭り の 奉 
陳 台 の 準備 、 流 矯 馬 の 走路 準備 な ど 幅 広く 揚 
当 し て いま す 。 さ ら に 管理 組織 の 職員 に 加え て 、 
10 名 程 の 「 掃 き 屋 さん 」 が 落ち 葉 掃き 等 の 手 
入れ を 行っ て いま す 。 

明治 神宮 の 樹林 は 、「 林 爺 計画 書 』 で 想定 
され た より や 早い ペー ス で 繁茂 し まし た 。 こ の こと は 
植 栽 計画 が 的 確 で あっ た こと に 加え て 、 維持 管 
理 に あたる 組織 が 縁 の 下 の 力持ち と し て 十分 
に 機能 し た 成果 で ある と いえ ます 。 維持 管理 業 
務 は 日 々 の 成果 が 目立つ 仕事 で は あり ませ ん 。 
その 上 、 間違っ た 方 法 を と る と 取り 返し の つか な 


い 大 き な 損害 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 TOL 
うな 中 で 、 100 年 間 に わ た り 、 管理 に 携わる 者 た 
ち が 思 い 悩 み 知恵 を 絞り な が ら 、 日 々 の 業務 に 
あたっ て きた の で し ょ う 。 私 た ち が 目 に する こと が 
で きる 荘厳 な 風景 は 、 林 苑 計画 の 理想 が 受け 
継が れ て きた 成果 と も いえ ます 。 


【 参 考 文献 】 
789875 18 (1921) 
画 : 明治 神宮 所 蔵 
金子 真司 ・ 田 中 永 晴 ・ 高 橋 正 通 (1991)/ 明 
治 神宮 の 土壌 一 都市 の 中 の 自然 土壌 一 : 森 林 
立地 33 (2) pp.92~98 

一 般 財団 法人 日 本 緑化 セン ター(2014)/ 最 
新 ・ 樹 木 医 の 手引 き 改訂 4 版 

明治 神宮 境内 総合 調査 委員 会 (1980) 明治 
神宮 境内 総合 調査 報告 書 : 明治 神宮 社務 所 
鎮座 百年 記念 第 二 次 明治 神宮 境内 総合 調査 
委員 会 (2013) 鎮座 百年 記念 第 二 次 明 治 
神宮 境内 総合 調査 報告 書 : 明治 神宮 社務 所 
遠山 益 (2006) 本 多 静 六 日 本 の 森林 を 育 
て た 人 : 実業 之 日 本 社 

石神 甲子 郎 (1974) 自然 より 学ぶ : 石 神 甲子 郎 
明治 神宮 歴史 デー タベース : https://www. 
rekishidb.meijijingu.or.jp/ 

上 原 敬 二 (2009) 人 の つく っ た 森 一 明治 神宮 
OF [永遠 の 杜 ] 造成 の 記録 く 増補 改訂 版 >: 
東京 農大 出版 会 


明治 神宮 御 境内 林 苑 計 


写真 9( 左 ) : 観光 ガイ ド に 案内 され る 団体 参 拓 
者 の 様子 (昭和 40 年 の 南 休憩 所 前 )※「 代 々 
本 表紙 に みる 明治 神宮 写真 集 ]」 よ り 
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【 最 終 回 】 プロ ジェ クト の 発議 か ら 審 議 、 


そし て 米 
レポ ー ト プ 永 松 功 一 郎 (SWA) 


Koichiro Nagamatsu 


プロ ジェ クト の 発議 

前 回 は 許認可 権 者 に つい て 少し 触れ まし た 。 既存 の 法規 制 の 範 
囲 内 で の 単純 な 建設 プロ ジェ クト の 場合 は 、 そ の 許認可 権 者 た る 当 
該 役所 で の カウ ンタ ー 越 し の 手続 き で 済み ます が 、 ブ プロ ジェ クト の 規 
模 や 用 途 に よっ て は 、 行 政 の 上 位 計画 や 既存 の 法令 を 変更 する 必 
要 に な る こと が あり ます 。 新規 の 開発 事業 案件 の 場合 、 一 般 に 計画 
地 の 現 状 が 農地 で あっ た り 山 林 で あっ た りす る こと が 多く 、 事 業 の 着 
手 に 先立ち 土地 利用 の 用 途 変更 が 必要 と な り ます 。 同時 に 、 日 本 で 
言う と ころ の 容積 率 や 地区 計画 も 新た に 設定 する か 、 も し く は 変更 
し な けれ ば な り ま せん 。 あ るい は 既に 都市 化 され た 域内 に あっ た と し 
て も 、 事 業 を 採算 に 乗せ る た め に 許容 され て いる 密度 以上 の 開発 
を や ら ね ば な ら な い 、 と いう 状況 に も 出会い ます 。 こ の よう な 場合 、 当 
該 開発 プロ ジェ クト の 基本 計画 書 を 新規 に 作成 し 、 都 市 計画 上 の 
要件 を 変更 ある い は 追加 し 、 担 当行 政 の 審議 と 認可 を 経て 、 法 的 
拘束 力 を 持つ 図書 に 位置 付け ます 。 そ し て その 下 で 用 意 さ れる 個 
別 の 設計 図書 で も っ て 、 造 成 許可 や 建築 許可 を 順次 受け る こと で 、 
順次 工事 が 進ん で いく こと に な り ま す 。 

と の 基本 計画 書 の 大 半 は 、 デ ザイ ン ガ イド ライ ン が 占め て いま 
す 。 計 画 案 を 作成 する 際 に 検討 され 方 向 づ けさ れ た コン セプト や ビ 
ジョ ン を 再 定義 する こと か ら 始 め 、 具 体 的 な デザ イン 項目 や 要素 を 
行政 的 に 解釈 し 、 文 章 化 、 図 表 化 、 数 値 化 を 通し て 行政 用 の フォ ー 
マッ ト で 各 条 項 に まとめ ます 。 それ ぞ れ を 細か に 記述 し な が ら も 、 同 
時 に 将来 の 設計 に 融通 が 利く よう 、 多 少 の 幅 を 与え て お きま す 。 当 
然 な が ら こ の 図書 の 作成 に は 、 土 木 、 建 築 、 ラ ンド スケ ー ブ 、 そ れ ぞ 
れ の コン サル タン ト が 共同 し て 取り 組み ます 。 

後に 詳細 が 設計 され る 土地 造成 、 道 路 、 建 築 物 、 公 園 等 は 、 こ の 
図書 に 記載 され た 設計 の 基準 に 従わ ね ば な り ま せん 。 そ れ に より 開 
発 全体 の 量 と 質 が コン トロ ー ル され 担保 され ます 。 当初 の 土地 開発 
事業 者 が 、 土 地 の 用 途 毎 に サブ の デベ ロッ パー や 事業 者 に 宅地 を 
卸す 場合 に も 、 彼 ら は と の 基本 計画 書 に 示さ れ て いる こと を 法令 と 
し て 従わ ね ば な り ま せん の で 、 当 初 に 計画 され 期待 され た 姿 が 先々 
に まで 渡っ て 実現 され る の で す 。 


議会 に 見 る アメ リカ の 正義 

基本 計画 書 の 内 容 は 、 行 政 の 担当 部 局 と の 事前 協議 の 後 、 費 用 
を 伴う 正式 申請 と その 後 の 再 提出 を 数 度 繰り 返す 過程 で まとめ ら 
HET. 行政 の 担当 部 局 と 事業 者 間 で 一 定 の 合意 が 得 ら れ た 後 
に 、 ま ず は 都市 計画 審議 会 、 そ し て 市 議会 へ と その 許認可 が 諸 問 
され ます 。 これら の 審議 は 議場 で の 一 般 市 民 の 傍聴 や 参加 に も 制 
限 が な く 、 そ の 様子 は 地元 の ケー ブル テレ ビ で も 中 継 さ れ ま す 。 

驚く こと に 、 人 口 10 万 人 程度 の 市 に お いて 市 議会 議員 は わずか 
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ラン ドス ケー プ の 今後 に つい て 。 


採決 まで 。 


【 プ ロフ ィ ー ル 】 


WET, 幅広 く 計画 設計 業務 に 携わっ て いる 。 


3 名 し か いま せん 。 加 えて 市 長 と 市 を 代弁 する 弁護 士 の 、 合 わせ て 
5 名 で 審議 採択 され ます 。 奇 数 人 で ある と いう こと が 鍵 で す 。 南 カ リ 
フォ ルニア 郊外 の 市 で は 、 多 少 の 幅 は あり ます が 議会 の 人 員 構 成 
は お よそ どこ も この 程度 の 規模 の よう で す 。 同様 に 、 都 市 計画 審議 
会 も 同 程度 の 少 人 数 で 構成 され て いま す 。 選挙 で 選ば れる 議員 も 
委員 も それ ぞ れ 昼間 の 本 来 の 職業 を 持っ て お り 、 よ っ て こう し た 議 
会 等 は 彼ら の 日 中 の 生業 が 終了 し た 後 の 夜 間 に 招集 され ます 。 逆 
に 言え ば 、 同 様 に 日 中 に 仕事 を 持つ 一 般 市 民 へ の 審議 へ の 参加 を 
広く 促し て いる こと に も な り ま す 。 事業 者 は 関係 者 や 近隣 住民 等 へ 
の 事前 説明 は や っ て は いま す が 、 そ れ は それ と し て 公明 正大 を 標 椅 
し て いる 社会 で す の で フェ ア な 議事 運営 が な され ます 。 よ っ て 事業 
者 側 も 、 あ まり に も 利益 の み の 追求 が 過ぎ る 悪 ど い 商売 は (つま り は 
我々 が 作る 計画 案 と いう こと に な り ま す が ) で き な い わけ で す 。 日 本 
の よう に 議事 が テー ブル に 上 が る 時 点 に は 既に モノ ゴト が 決ま っ て し 
まっ て いる 、 と いう よう な こと は 微塵 も 見 受け られ ませ ん 。 

この 議会 お よび 審議 会 に は 、 我 々 も 事業 者 側 の コン サル タン ト と 
し て 、 質 問 等 に 対応 する た め に 出席 する 必要 が あり ます 。 出 席 者 全 
員 起 立 の 上 で 星条旗 へ の 宣誓 か ら 議事 は 始ま り 、 ブロ ジェ クト の 内 
容 が 事業 者 か ら 網羅 的 に 紹介 され 、 担 当行 政 部 局 の 意見 の 表明 、 
環境 影響 評価 の 結果 等 が 示さ れ ま す 。 その 都度 委員 や 議員 と の 
質疑 応答 が 交わ され ます 。 

それ ぞ れ の 審議 の 後半 で は 、 市 民 お よび 利害 関係 者 に 賛成 意 
見 お よび 反対 意見 を 述べ る 機会 が 公平 に 設け られ ます 。 例え ば 、 
強欲 な デベ ロッ パー を 儲け させ る の で は な く 、 公 営 の スポ ー ツ 公園 
に 計画 変更 し ろ と 言う 反対 派 が いれ ば 、 維 持 費 た れ 流 し の 公園 より 
市 に 税収 が 上 が る 民間 事業 を 歓迎 すべ きだ と 言う 賛成 派 が 登壇 し 
ます 。 さ ら に は 土地 に 思い 入れ の ある 高齢 の ご 夫人 は 、 マ イク の 前 
で 自作 の 詩 を 読み 上 げ ま す 。 良い も 悪い も 、 い か に 論理 が 破綻 し て 
よう が 感情 論 で あろ う が 、 各 人 の 気 が 済む まで の 発言 機会 が 与え ら 
れ ま すし 、 そ れ を 黙っ て 壇上 の 議員 や 委員 は 、 急 か すこ と も 中 途 で 
打ち 切る こと も な く 、 延 々 と 聞い て いる わけ で す 。 意 見 陳述 を 粛々 と 
執り 行い 、 議 事 室内 の 発言 希望 者 の 長い 列 が な く な る の を 待っ て 、 
最後 に 事業 者 か ら プ ロジ ェクト が 公共 の 福祉 に 資す る こと 、 プ ロジ ェ 
クト に 真琴 に 取り 組む こと な どの 決意 表明 が あり 、 最 後に 壇上 の 委 
員 、 議 員 に よる 採決 が 挙手 に て な され ます 。 

と うし た 席 に 参加 する こと で 、 ア メリ カ の 草の根 民主 主義 を 肌 で 
知る こと に な り ま す 。 昔 の 西部 劇 映 画 で 見 た 覚え の ある 、 村 に 流れ 
て きた 殺し 屋 を どう 扱う か を 、 教 会 で 長老 達 が 村人 か ら 意 見 を 聞く と 
いっ た 、 あ れ と 何ら 変わ りな い 風 景 が 現在 で も そこ に 展開 され て い 
ます 。 

審議 と 採決 は 一 晩 で 終わ る こと も あり ます が 、 利 害 関係 者 が 多 


い 場 合 、 あ る い は 環境 保護 団体 等 の レー ダー に 引っ 掛か っ た 場合 な 
ど は そう も いき ませ ん 。 ある プロ ジェ クト で は 都市 計画 審議 会 、 市 議 
会 それ ぞ れ に 、5 日 間 連 続 で 毎晩 日 付 が 変わ る まで の 審議 を 要 し た 
と と が あり まし た 。 こ の 案件 は 最終 的 に は 承認 され まし た が 、 決 定 に 
納得 の いか な い 地 元 の 歴史 保全 団体 が 、 開 発 を 認め た 市 、 事 業者 
に 土地 を 売却 し た 元 所 有 者 、 そ し て 事業 者 の 三 者 を 相手 に 訴訟 を 
起こ し まし た 。 法 に 則っ つた 計画 案 に 対し 公正 な 審議 の 上 に 出さ れ た 
許認可 で す の で 、 当 然 原 告 の 敗訴 と な る わけ で す が 、 事 業者 を 裁 
判 に 引っ ぱり 出し 、 余計 な 時 間 と 金 を 費やさ せる だ け で も 、 彼ら の 目 
的 の 幾 分 か は 達成 され た と も 言え る の で し ょ う 。 


米国 ラン ドス ケー プ の 今後 

随分 と 前 に な り ま す が 、 東 京都 の 面積 を 超え る 規模 の 牧場 の 将 
来 的 な 開発 ビジ ョ ン の 作成 に 参加 し た こと が あり まし た 。 その 数 千 へ 
クタ ー ル 単位 に 区 切ら れ た 土地 利用 と 高速 道路 の ネッ トワ ー ク の 検 
討 を や っ て いる 最 中 に 、 締 め 切 り の 迫っ た 別 プ ロジ ェクト に 上 司 が 抜 
け 出 し 、 フ ェ ン ス や ベン チ の ディ テー ル を 短 時 間 で 事 も 無 げ に 描き 
上 げ る と いう 行為 を や つて の け て いま し た 。 同じ 脳味噌 で 両極 端 な 
スケ ー ル の 仕事 が で きる こと だ け で な く 、 そ の 発想 を 瞬時 に 切り 替 
えら れる 能力 に 感嘆 し た 覚え が あり ます 。 彼ら は 大 き な ス ケー ル の 図 
面 を 書い て いる 時 点 で も 、 そ の 一 本 一 本 の 細い 線 の 持つ 意味 と 、 
や が て そこ に 出現 する 最終 的 な ディ テー ル や 材料 の イメ ー ジ が 常 
に 出来 て いま す 。 こ れ は 当初 か ら の コン セプト 
を 最後 の 施工 現場 まで 貫 い て 空間 を 作り 上 
げ る の に 、 重 要 で 不可 欠 な 能力 な の で す 。 し 
か し な が ら 、 そ うし た 教育 と 訓練 を 受け て い 
た 世代 は こと ご と く < 現場 か ら 引退 し 始め て い 
ます 。 2000 年 代 半 ば に は 、 ラ ンド スケ ー ブ 
アー キテ クト の 資格 試験 か ら 、 プ ラン ニン グ 
に 関わ る 領域 が 大 きく 割愛 され まし た 。 米国 


内 の 大 学 で も ブ プランニング を 冠 する 学科 が プレ マン テー ショ (SWA ラ グチ どー チオ フィ ス に て 中 人 SWAI 


あり ます が 、 そ こと で は も っ ぱら 政策 的 な 側面 を 対象 と し て お り 、 デ ザイ 
ン の 延長 に ある 広範 で 学際 的 な フィ ジ カ ル な プラ ン ニ ング を 教え て 
いる と と ころ は 少な く な つっ て き て いる よう で す 。 教え る 側 に も そう し た 知 
識 や 経験 を 持っ て いる 世代 が 減っ て き て いる の で し ょ う 。 リ モー トワ ー 
ク が 許容 され 、 今 後 直接 的 な 人 的 接触 の 機会 が 減っ て いく と と が 
予想 され る 業務 環境 の 下 、 上 の 世代 か ら の 経験 と 知恵 を いか に 継 
承 し て いく か が 、 設 計 の 現場 で は 課題 に な つて き て いま す 。 

近年 、 こ ちら の 建設 不動 産 関連 の 業界 や 学会 の 興味 の ベク トル 
は 、 気 候 変動 が も た ら す 環境 問題 に 対応 し た 都市 環境 デザ イン の 
考察 な ど に 向け られ て きま し た が 、 今般 の コロ ナ 褐 の 中 で 「 ニ ュー・ 
ノー マル (新た な 日 常 と で も 訳せ まし ょ うか )] が 突如 キー ワー ド と し て 
浮上 し て きま し た 。 人 々 の 行動 様式 が 見 直さ ざる を 得 な いこ と を 受 
け 、 早 速 に 新た な 空間 の あり 方 が 議論 され 実施 され 始め て いま す 。 
実際 に リモ ー ト ワー ク や リモ ー ト クラ ス を 強い られ る 閉塞 感 と スト レス 
か ら 、 あ る い は 密閉 空間 へ の 忌避 か ら 、 人 々 の 行動 が 屋外 空間 へ 
港 み 出し て き て いる の は 明らか で す 。 公園 は リビン グル ー ム の 延長 と 
し て 大 人 か ら 子 供 ま で が 今 ま で 以上 に 集い 活気 付い て いま すし 、 街 
な か の 通り が 遮断 され て 沿道 の 小売 店 や 飲食 店 が 車道 に まで 展 
開 す る こと と を 許さ れ 、 そ と に 置か れ た テー ブル で 家 の 中 に 始終 待っ 
て いら れ な い ビ ジネス マン や 学生 が 仕事 を こなし て いま す 。 住宅 や 


オフ ィ ス 、 店 舗 の 建築 計画 その も の や 、 街 路 空間 の 使わ れ 方 に 見 
直し が 始ま っ て いま すし 、 移 動 や 集合 の 機会 が 減る こと で 生活 圏 域 
が 今後 縮小 し て いく と と か ら 、 土 地 利 用 と その 配分 や 密度 に も 再 検 
討 が 求め られ て いま す 。 こ の よう に 対人 意識 や 行動 様式 の な か ば 
強制 的 な 変化 が 、 都 市 空間 や 建築 空間 の 機能 や 設計 に 新しい 風 
を 既に 呼び 込ん で いま す 。 


米国 へ の いざ な い 

米国 の 大 学 の ラン ドス ケー ブ 系 の 学科 で は 、 外 国 か ら の 留学 生 
が 国内 生 よ り も 多い と ころ が ある と いう 話 を 聞く 一 方 で 、 日 本 か ら の 
留学 生 は 、 そ の 絶対 数 も 比率 も ずい ぶん 前 か ら 減少 の 傾向 に ある 
よう で す 。 現在 で は スマ ー ト フォ ン で グー グル アー ス を 覗き 込め ば 簡 
単に 海外 旅行 の 疑似 体験 が で きま すし 、 人 々 で 溢れ か える 広場 の 
賑わい も まる で そこ に いる よう に 掴め ます 。 石 時 の 街路 の 幅員 で す 
ら 計測 する こと が で きま すし 、 建 築 物 の ファ サー ド や ディ テー ル も 掴 
め ま す 。 貴 重 だ っ た 文書 や 画像 情報 も ネッ ト 上 で 簡単 に 閲覧 で きま 
す 。 大 リー グ で 活躍 し 昨年 現役 を 引退 し た イチ ロー 選手 は 、 こ うい う 
時 代 だ か ら こ そ 、 肌 感覚 で 海外 を 知る こと が 大 事 な の だ と 引退 会 見 
で 述べ まし た が 、 こ の 分 野 で 日 本 の 若い 世代 が 仕事 を 目的 と し て 米 
国 に 来る メリ ッ ト が ある の で し ょ うか ? 

数 年 前 に 、 日 本 か ら の 大 学院 生 を イン ター ン と し て 迎え た こと が あ 
り ま し た 。 こち ら で の 実務 を ひと 月 間 実際 に 体験 し た 彼 に は 、 日 本 で 
の 建築 や 都市 計画 の 範 暗 を 超え た 仕事 
だ っ た よう で す 。 都 市 計画 だ 、 ラ ンド スケ ー 
プ だ と 言葉 の 定義 に 振り 回 され た く は あり ま 
せん が 、 い くつ も の 専門 領域 を 超え た 空間 
づく りや 環境 改善 の 機会 に は 、 お そら く は 日 
本 より は 恵まれ て いる と 思い ます 。 ま た 取り 
組む 対象 が どん な モノ で あれ スケ ー ル で あ 
れ 、 こ と ちら に は ブロ と し て 常に 意識 し 意識 さ 
れる 中 で 訓練 され 成長 で きる 環境 が あり ま 
す 。 ま た 「 ラ ンド スケ ー ブ と は ?] な ど と 自問 自 答 する 必要 も 、 自 己 を 言 
葉 で 正当 化す る 必要 も な く 、 他 者 か ら も それ を 求め られ る こと も あり 
ませ ん 。 そ の 時 間 を デザ イン に 注 げ ます 。 言葉 で 説明 し な く と も 、 出 
来 上 が っ た 仕事 自身 が 貴方 が 何者 で ある か を 目 に 見 せ て 他 者 に 
語っ て くれ ます し 、 そ れ を 受け 止め る 社会 が あり ます 。 こ の 国 の 先達 
の 努力 に よっ て 、 そ うし た こと が 可能 と な る 素地 が も た ら さ れ て いる 
の で し ょ う 。 そし て 前 述 の よう に 、 以 前 と 同じ 「 元 」 に 戻る こと を ある 意 
味 諦め 、 彼 ら な り の ニュ ー ノ ー マ ル を 嬉々 と し て 受け 入れ 始め て いま 
す の で 、 こ と れ か ら の 社会 の 実験 的 な 価値 観 を 広範 な 視点 か ら 研 究 
し 、 デ ザイ ン し 、 実 践 する 場 と し て は 適し て いる と 言え る で し ょ う 。 

た だ 一 番 望ま し い の は 、 わ ざわ ざ 海 外 に まで 出かけ な く と も 、 本 稿 
で 述べ て きた よう な 専門 職 同士 の 仕事 の 取り 組み が 、 日 本 国内 で も 
で きる よう に な る こと か も し れ ま せん 。 ラ ンド スケ ー ブ 界 の みな ら ず 、 
建築 、 土 木 、 都 市 計画 と いっ た 環境 創造 に 関わ る それ ぞ れ の 次 世 
代 の エネ ルギー が 同じ 土 依 で ぶつ か り 、 例 えば 日 本 な り の 風土 、 文 
化 、 気 質 に 合っ た ニュ ー ノ ー マ ル を 引き 合い に 論じ 、 実 践 に 転じ て い 
けれ ば 、 自 ら の 世代 お よび 将来 に と っ て 大 変 意義 深い 一 歩 と な る で 
し ょ う 。 それ ぞ れ の 分 野 が 備え た 伝統 と 知恵 の 結集 は 、 そ の 総和 
以上 の 力 を 生み 出す 可能 性 を 秘め て いる は ず で す 。 と の 3 回 に わ 
た る 小 論 が 何 か の ヒン ト と な れ ば 幸い で す 。 
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ラン ドス ケー プ を メモ る D 


間野 賢二 


展覧 会 の スケ ッ チ 

これ まで 興味 の ある 作家 の 展覧 会 に は 足 を 運ん で きた 。 

展覧 会 で は 普通 、 模 型 な どり リア ル な 情報 に 接する こと で 、 今 まで の 断片 的 な 知識 を つなぎ 
総合 化し て 理解 し 、 ひ いて は 思想 の 深い と ころ に 触れ あう 、 と な る の だ ろう が 、 自 分 の 場合 は 
多分 に 趣味 (鑑賞 ) に 過ぎ な いか も 知れ な い 。 そ れ で も 深み に は まる と メモ を と っ た 。 


« Luis BARRAGAN word 
o AE sk vat- 
* aR) te k. 


MDS Ding Room 
«P47 uLatâž') 
#13 ENB 


メキ シコ の 建築 家 ル イス ・ バ ラガ ン の 展覧 会 へ 行く 。 

気 に な る と ころ を その 場 で スケ ッ チ し 、 帰っ て か ら ま と め る 。 その 後 も 何 度 か 筆 を 加え る な ど し て 理解 を 深め た 。 
展示 か ら は 、 独特 の 光 や 色彩 感 、 個性 的 な 納まり な ど 本 と は 別 の 新た な 感動 を 受け た 。 

その 建築 と ランドスケープ ブ が 織り な す エ キ ゾ チッ ク な 情感 に し びれ 、 

以前 か ら フ ァ ン で あっ た が さら に 好感 度 が 高まっ た 。 
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スウ ェ ー デ ン の 建築 家 グ ン ナ ー ル ・ ア スプ ルン ド の 展覧 会 に 行っ た 。 

有名 な 「 森 の 墓地 ] で は 、 展示 模型 な どか ら 新た に 気づく こと も あり 、 

他 の 建築 か ら も 再発 見 が あっ た り し て 興起 が 尽き な か っ た 。 

と の 北欧 の 風土 に 息づく よう に ある 作品 や 温か そう な 人 柄 に 以前 か ら 好意 を 寄せ て きた が 、 
これ で また 大 ファ ン に な っ て し まっ た 。 
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現代 の 高 名 な 建築 家 の 展 覧 会 「 伊 東豊 雄 展 ]」 に も 行っ た 。 

いつ も 独創 的 な 建築 や 造形 の 美しい 建築 を 見 学 さ せ て も らい 、 刺激 を 受け て きた 。 
また 作品 と と も に 、 その 思想 や 発想 に も ラン ドス ケー ブ の 立場 か ら 様々 に 影響 を 受け 、 
わが 師 の よう に 感じ て きた 。 

と の た び も 話題 作 の 展示 で あり 、 や や 難解 な が な ら も また また ファ ン と な っ た 。 
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展覧 会 で は な く 、T V か ら の スケ ッ チ と メモ で ある 。 

ブル ー ノ ・ タ ウト 作 の 「 旧 日 向 別邸 地下 室 ] の 特集 を 興味 深く 視聴 し た 。 
その の ち 、 いろ いろ と 調べ て 加筆 し ノー ト と する 。 

鋭い 感覚 で 日 本 を 眺め 、 愛着 を も っ て それ を 表し て きた タウ ト は 、 
自分 に と っ て 尊敬 すべ き 先達 の ひと り で ある 。 


その 造形 作家 と し て の スピ リッ ツ に 触れ る た びに 、 ファ ン と し て の 幸運 を 感じ る 。 


次 回 は 、「 デ ザイ ンス タデ ィ 」 と し て 駐車 場 を 紹介 し た い 。 
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間野 賢二 MANO kenji 

ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 

千葉 大 学園 芸 学部 造園 学科 卒 (1973 年 ) 
SHAH ALAM Central Park (Malaysia) 
東京 ディ ズ ニー ラン ド *: 東 京 ディ ズ ニ ー シ ー( 植 栽 ) 
合歓 の 郷 ・ つ ま 恋 (YAMAHA Resort) 

中 央 区 築地 川 公園 、 新 仙台 天文 台 ( 外 構 ) 
岡谷 市 湖北 火葬 場 ( 外 構 ) な ど 
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Houtan Park 


Landscape Architect : Turenscape 
x GH TI 邊 (office ma) 


最近 で は 毎年 の よう に 豪雨 と 洪水 の 被害 が 発生 し て いる 
年 も 熊本 の 球磨 川 が 池 洪 し 多く の 被害 が as 
いっ た 規模 の 災害 が 頻発 し て いる よう 
だ け の 問題 で は な く 、 洪水 を 防ぎ な が ら if 
的 な 公共 空間 を 創り 上 げ る こと は 世界 的 な 課題 と な っ て 久しい 。 

ト 上海 を 南北 に 流れ る 黄浦 江 に 隣接 し 、 上 海 の ラ ンド スケ ー プ の 
プロ ジェ クト と し て 有 名 な Houtan Park は 、2010 年 の 上 海 万 博 の 際 に 
商工 し た プロ ジェ クト で ある 。 プロ ジェ クト 以前 の 敷地 に は 製鉄 所 と 
造船 所 が あっ た こと か ら 、 水生 生物 が 住め な い レ ベル に 水質 が 悪 
化し 、 ま た 既存 の 防潮 堤 に より 公共 空間 と 河岸 空間 が 別々 に な っ 
て し まっ て いた と 言わ れ て いる 。 これ ら の 課題 に 対し て 、 既存 の 防 
潮 坦 を 再 構築 し た テラ ス 状 の 人 工 湿地 を 設計 し た 、1000 年 
に 一 度 の 洪水 災害 に も 対応 可能 で あり な が ら 、 ア シ な どの 植物 に よ 
る 水質 浄化 を 行う 新しい エコ ロジ カル な ラン ドス ケー プ へ と 生ま れ 変 


Location : Poudong, Shanghai 


わっ た プロ ジェ クト で ある 。 
「 ロ ジェ クト を 訪れ た の は 万 博 か ら 9 年 過 し た 2019 年 
で あり 、 所 々 劣化 し て し まっ て いる 部 分 が な いわ け で は な か っ た が 、 
時 間 が 経っ て 浄化 きれ て いる の か 、 水 は 綺麗 に な っ て いる よう に 感 
じ た 。 水辺 の フェ ンス な ど は 最小 限 で 、 水 を 近く に 感じ な が ら の 散 
策 は 気持 ちの 良い 体験 で あっ た 。 ある 一 定 の 水位 レベ ル を 示し て 
いる と 思わ れる 赤い ペン チ は 、 水辺 の 反対 側 か ら 見 る と シン ボリ ッ ク 
で か っ こい い が 、 赤い ライ ン ま で 水位 が 上 昇 し て し まっ た 場合 、 大 
変 な 状況 に な る と 想像 させ られ る 。 赤い ライ ン の 意味 を 考え 想像 を 
働か せ て みる と 、 て 見 えて くる の は 不思議 だ 
新型 コロ ナウ ィ ル ス で 大 変 な 状況 の 中 、 洪 水 被害 を 受け 
の 方 々 の こと を 考え る と 心 が 痛む 。 こ の よう な 被害 が 起き る 度 に 、 ラ ン 
ドス ケー プ デ ザ イン に 関わ る 者 と し て 、 ま た 一 人 の 人 間 と し て 少し で 


も 何 か で き な い か と 思う 


テラ ス 状 の 人 工 湿 地 が 水辺 の 両側 に 広がる 


102 LANDSCAPE DESIGN 


景色 が 移り 変わ る 散策 路 


TOUT a) iss ae 


ある 一 定 の 水位 を 示す 赤い ベン チラ イン 


mee He 
Hiroshi Ichikawa 

国際 基督 教 大 学卒 業 、 千 葉 大 学 大 学院 
園芸 学研 究 科 修了 。 海外 MLA プロ グラ 
ム へ の 短期 留学 や ワー クシ ョ ッ プ を 経験 。 
国内 外 問 わ ず 多 く の ラ ンド スケ ー プ プロ 
ジェ クト を 取材 。2018 年 より office ma 
に ラン ドス ケー プ デ ザ イナ ー と し て 参加 。 
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ーー 土門 拳 記念 館 を 見 る 


文 ・ 写 真 = 戸 田 芳樹 (株 式 会 社 戸田 芳樹 風景 計画 ) 


協力 一 公益 財団 法人 土門 拳 記念 館 


念願 で あっ た 山形 県 酒田 市 の 土門 拳 記念 館 を 訪れ た 。 土門 拳 は 1909 年 (明治 42 年 ) 酒 田 で 生ま れ 1990 年 (平成 2 年 ) に 亡くな っ た 昭和 を 代表 す 
る 写真 家 で あっ た 。 土門 は ライ フワ ー ク と され る 「 古 寺 巡 礼 ]「 ヒ ロ シ マ 」 筑豊 の こと ども た ち 」 な ど 作 品 約 7 万 点 を 酒田 市 に 寄贈 し 、 そ れ を 受け て 市 が 
1983 年 に 土門 拳 記念 館 を 完成 し た 。 

建築 設計 は 豊田 市 美術 館 、 葛 西 臨海 水族 園 な ど 徹底 し た 自己 の 美意識 に 基づく 建築 を 得意 と し た 谷口 吉 生 (1937 一 ) が 担当 。 ラ ンド スケ ー プ デザ 
イン は 勅使 河原 宏 (1927 一 2001) 、 中 庭 の 彫刻 「 土 門 さ ん ] は イサ ム ノ グチ (1904 一 1988) 、 重 倉 雄策 (1915 一 1997) は 入口 正面 に 銘板 と ポス 
ター な どの デザ イン 、 大 変 豪華 な 顔ぶれ が 一 堂 に 会 し た 。 こ の 巨匠 達 は 皆 、 人 生 の 旅路 で 土門 と 深い 関わ り を 持っ た 人 々 で 、 い わ ば 友情 出演 の プロ 


ジェ クト で あっ た と いえ る 。 
記 そう だ 、 こ こ は 平 泉 の 毛 越 寺 庭 園 の 雰囲気 に theese 
似 て いる で は な いか … 1 人 の 作家 を テー マ に し た 日 本 初 の 珍し い 写真 専門 
ョ な 館 は ) s r 51 -Alern Fit z Shit iil tem ae OCH ARST DRM E L T1983 10A,. tPROWE TH Si 
記念 館 は 酒田 市 の 中 心 よ り 南 に 4km 程 の 飯 池 に 面 し た 記念 館 は 角張っ て 横 に 広がっ て v il age a hi ge 
森山 公園 に あり 、 緑 に 包ま れ た 穏やか な ロケ ー シ ョ る が 、 た お や か な 山並 み が 建 築 を 包み 込み 、 自 然 ン ガ イド ・ ジ ャ ボン] で 二 つ 星 と し て 掲載 され た 
男 開 館 時 間 / 9:00-17:00 (入館 は 16:30 ま で ) 
ン が 印象 的 で ある 。 写 見 て いた 印象 は 自然 "の 優し き に 抱か れ て いた 感じ が よく 伝わっ て くる 画 休 館 日 04 月 一 11 月 … 無 休 
12A~ 3A- AAM BKR 
環境 が 厳し く 、 そ れ に 対 財 し て いる 建築 も 固い 究 谷口 吉 生 が この 地 を 気に入っ て つく っ た 近代 (月 曜日 祝日 の 場合 は 翌 火 曜日 が 休館 ) 
ARTA D 
囲 気 を 持っ て いる と 感じ て いた 。 し か し 現地 に 立っ 建築 は 、 機 能 も 用 途 も 全く 違う 平安 時 代 の 世界 年 末年 始 休業 
て 池 越 し に 見 る 建築 は 背景 の 穏やか な 二 に 私 を 連れ 去っ て くれ た よう だ 。 こ の 地 に は 日 本 人 (mae) 
5 ee i ee 公益 財団 法人 土門 記念 館 
山並 み と の パラ ンス が 美しく まる が 持ち 続け て いる 美意識 の 基盤 が まだ 残さ れ て 1eL0234.31-0028 wwwwdomonken-Kinenkanjp 


山形 県 酒田 市 飯森 山 2 丁目 13 (飯森 山 公 園内 ) 


会 っ た 懐か し い 風 景 を 見 て いる よう に 感 いる の で あろ うか 
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建築 に 入っ て みよ う 。 数 段 上 っ た 入口 に は 正 
方 形 の フレ ー ム が ゲー ト と し て 待ち 受け る 。 建 築 
の 表情 は シン プル で モノ トー ン の 平滑 な 壁 だ 
芝 丘 と 松 に よる 有機 的 な 対比 が あ 
り 、 決 し く 見 えな い 。 壁 に 囲ま れ た 長い 


アプ ロー チ は 床 、 壁 、 同 じ 仕上 げ の 石材 を まとっ 


て いる 。 歩 き 始め る と 周り か ら 包ま れ て いる よう な 
感覚 に と ら わ れ 、 僅 か に 上 る 床 面 は 次 の 空間 


へ の 期待 感 を る 高め て くれ る 。 


アプ ロー チ を 突き 当たる と 有名 な 中 庭 が 目 に 
飛び 込ん で くる 。 正 面 斜め か ら 見 下ろ す 中 庭 は 


フォ ー マ ル な 形 。 三 面 が 壁面 で 北部 の 一 面 を 


白鳥 池 に 開放 し て いる 。 中 庭 全体 を 石 階 段 で 
覆い 水 を 流し て 池 に 注ぎ 、 静 寂 な 空間 に 動き を 
も た らし て いる 。 し ば し 眺め な が ら 、 こ こ は シ ンプ 
満ち た 2 
感じ た 。 モ ノ ト ー ン で 仕上 げた アプ ロー チ に 対し 
て 中 庭 は 水面 や 褐色 の 水 階 段 、 要 素 が 重ね ら 
れ た 多様 性 に 浴 れ る 空間 で 、 ま る で 物語 を 解き 
明か し て 欲し いよ うに 存在 し て いた 

こ で は 上 方 の 「 空 の 空間 」、 建 物 背 後 の 


ル だ が 物語 の 要 


間 で は な いか と 


ji 


「 縁 の 空間 ]、 フ レー ミン グ さ れ た 「 池 の 空間 」、 
それ ら を 取り 囲む 「 壁 の 空間 ]、 そ し て 褐色 割れ 


肌 の 「 流 れ の 空間 ] と き さ や か な 「 植 物 の 空間 」 


(公益 財団 法人 土門 季 記 念 館 の 資料 を 加工 ) 


=a 


a; 


a 


人 Pr 


端正 な アプ ロー チ 空 間 


その 中 庭 の 中 央 より や や 奥 側 に イサ ム ノ グチ 
彫刻 「 土 門 さん 」 が あま り オ ー ラ を 出さ ず 、 何 気 な 
く 立 っ て いる 。「 土 門 さ ん 」 は 中 庭 に 潜む 様々 な 
物語 を カメ ラ で 捕らえ る か の よう に 気配 を 消し て 
あたり を 見 回 し て いる 。 こ れこ そ が カメ ラマ ン の 
姿 な の で あろ うか 。「 土 門 さん 」 は 一 体 何 を ここ 
で 写し た の だ ろう 。 

改め て 建築 を 見 る 
ス は 申し 分 な く 、 平 消 な 壁面 と 荒 々 し い 床 面 の テ 
クス チャ ー は 空間 に 動き を 与え 、 水 流 の わずか 
な 勾配 は 見 と れ て し まう ほど 美しい 。 ま た 小さ な 
スケ ー ル で あり な が ら 廻 遊 路 を 巡ら し 、 デ ッ キ に よ 
る 高低 差 の 変化 を 


スケ ー プ デザ イン で ある 


と 高き 、 幅 、 奥 行き の パラ ン 


ほし め る 、 申 し 分 の な い ラ ンド 


し か し 池 と 流れ の 
いよ うに 見 えた 。 ど う も 池 の 水 面 と 流れ と の 高低 
問題 が あり そう だ 。 流 れ は 循環 し て いる の 


中 の パラ ンス が 上 手 く な 


で 、 接 し て いる 池 と は 分 離さ せな けれ ば な ら な 
い 。 高 低 差 を な くし て 池 と 繋が っ て 見 える デザ イ 
流し 
な い 高 き に し な けれ ば な ら な い 。 そ の 上 、 季 節 に 
より 池 の 水 位 が 変化 する こと も あり 調整 は 難し 
く 、 そ の 結果 が ここ の 高低 差 に 現れ て し まっ た の 


で は な い だ ろ うか . 


ン に し た い が 、 風 の 影響 な 


で 池 の 水 が 』 


流れ と 池 の 接点 


中 庭 と イサ ム ノ グチ の 彫刻 土門 さん 
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建築 の 外 構 デザ イン に お いて 、 流 れ を 受け る 


水面 や 水路 を 狭く する 傾向 が ある 。 狭 い の 壁面 フレ ー ム の 連続 


ば 水路 幅 を 細く し て も パラ ンス は 良 ろ し いま で 完璧 な プロ ボー 


い が 、 広 く て 伸び キ は 水面 の 広 ミ var Thb IDH し る フレ ー ム で 切り 取ら 


ゆとり を 取ら な いと 、 流 れ そ の も の が 質 和 


中 庭 の デザ イン は 確 れ た デザ イン の 展開 は 、 建 物 に 入 


て し まう 。 人 工 と 自然 の せめ 8 ら の 写真 の よう 


合い の 接点 が ラン 


ドス ケー プ デ ザ イン の 難所 で 、 慎 重 


デザ イン を 


進め る < 


の 教訓 を 得 た 


「 土 門 さ ん 」 の 存在 


イサ ム ノ グチ の 彫刻 「 土 門 さん 」 は 横 か ら 見 る 


DSMRELV LA LAF MEL 7: 2 刻 の 場所 


が 奥 に 寄り すぎ て 、 を 崩し て いる の で は 


な いか と 私 は 思 


1 りな が ら 観 


FOE, EPRE 


2 刻 が ビタ リ と 納 


まり 、 流 れ 上 方 の 忌 側 


ら 見 る パラ ンス も 美 し 


い 。 彫 刻 は 中 庭 全 体 の パラ ンス を 考 


置 [ 
i 


_ BE 

= i A 

= ーー 
白鳥 池上 部 の フレ ー ム は デッキ で 狂 施 路 と な っ て いる 
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フレ ー ム か ら 和 白鳥 池 を 見 る 


フレ ー ム か ら 白 鳥 池 を 見 る 企画 展示 室 II か ら 許 園 ( 流 れ ) を 見 る 


x 


PEO LB SOBOIL—L 振り 返っ て みた 入口 部 の フレ ー ム 


LD134 OCTOBER 2020 107 


や もう ひ と つの 庭園 。 


展示 棟 で 土門 拳 の 代表 作 を 懐か し く 和 鑑賞 し 
Cf RAR BIN CO CS EL E 
河原 宏 作 の 枯山水 庭園 が 現れ る 。 枯 山水 と は 
水 を 使っ て いな い 「 仮 の 山水 」 の こと で ある 。 枯 
山水 は 龍 安寺 を 始め と し て 一 般 的 に 水平 な 空 
間 に 砂 や 砂利 を 敷く が 、 こ こ で は 庭園 の 奥 か ら 
建物 に 向かっ て 勾配 を つけ 、 水 を 流し て いる よう 
に 見 せ て いる 。 こ の 様 な 動 的 な 表現 の 枯山水 
は 桃山 時 代 に 作 庭 きれ た 京都 の 真如 院 庭園 
で ある 。 


に 見 られ る が 、 珍 し い 


平たい 玉石 で 地面 を 押さ え 、 笹 に よる 2 つの 
曲線 を 組み 合わ せ た デ ザイ ン は グラ フィ ッ ク 的 で 
あり 、 普 通 の 作 庭 家 の 描く 地 割 り の 曲線 と は 培 
い シ ンプ ル で 美しい 

勅使 
し て 知ら れ て いる が 、 勅 使 河 
し て も 活動 し た 人 で ある 。 だ か ら 植 物 や 石 の 自 
然 要素 を 生か し な が ら も 、 あ くま で デザ イン は 人 


上 的 で 、 両 者 の パラ ンス を ピタ リ と 納め て いる 。 こ 


は 名 作 「 砂 の 女 」 の 映画 監督 と 


華道 の 家 元 と 


の 庭園 の 空間 構成 は 、 谷 口 吉 生 の モダ ン な 感 


性 と ぴったり 合 っ た の で は な か ろう か 


3 つ 目 の 石 の 物語 
企画 展示 室 IT の 庭園 で 見 落と せな い の が 右 
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手 に ある 丸っこい 石 と 、 分 か り に くい が 左 後方 に 
ある 黒石 の 存在 で ある に 物語 が 潜ん で 
いた 。 こ の 庭園 は 玉石 敷 の 幅 を を 奥 に 行く ほど 
狭く し 、 さ ら に 手前 に 大 き な 石 を 、 奥 に 
置い て 遠近 感 を 強調 し て いる 。 最 初見 た 時 は 
パラ ンス を よく 考え た 石 組 で ある と 思っ た が 、 そ 


れ だ け で は な く 仕 掛け が し て あっ た 。 

中 庭 を また ぐ フ レー ム の プリ ッ ジ を 最後 に 通っ 
た 時 、 奥 に ある 小 き な 黒石 が 見 える こと に 気付 
いた 。「 土 門 さ ん 」 と 境 く の 黒石 が 同時 に 視野 に 
入る が 、 地 上 か ら は 回 


見 えな い 。 し か し 、 こ の 2 石 は 対 に な っ て お り 、 ど う 


て られ て お 互い が 


も 「 男 と 女 の 仲 」 を 表現 し て いる の で は な いか と 
推察 し た 

イサ ム ノ グチ の 「 土 門 さ ん 」 は 語ら ず と も 男 
石 、 勅 使 河原 宏 が 作 庭 し た 後方 の 黒石 は 笹 で 
隠れ て 見 え に く い が 、 極 め て 大 人 し い 女 石 
で ある 。 よ く 見 る と 大 名 庭園 で 見 か ける 陰 石 
くり で も ある 。 女 石 を 遠く 控え 目 に 置い た の は 勅 
使 河原 
ト も 含ま れる で あろ う 


to 


の 感性 だ が 、「 土 門 さ ん 」] へ の リス ペク 


この 2 石 を 単なる ウィ ッ ト で 置い た の で は な く 、 
上 門 拳 の 社会 観 や 作 庭 者 の 人 生 観 か ら 生ま 
れ た も の で あれ ば 物語 は いっ そう 深く 楽し く な る 
と 思い な が ら 空 想 し て みた 


も う ひ と つ 忘 れ て は な ら な いも の が その 中 間 


示 室 T の 庭 「 流 れ ]。 左 の 奥 に 女 石 、 右 に 丸っこい 石 


に 置か れ た 丸っこい 大 き な 石 で ある 。 石 は お お 
ら か な 気配 を 発し て 男女 の 2 石 を 繋ぐ 微妙 な 位 
置 に ある 。 こ の 石 は 男女 の 円 満 な 生活 と 和合 
を 願っ て 置か れ て いる の で は な いか と 私 に は 思 


建築 家 谷口 吉 生 と 共 作者 達 が この 3 石 に どの 

想い を 重ね て 意見 を 交わ し 、 物 語 を つく り 上 
。 そ れ と も 私 の 単なる 考え すぎ 
て し まう 。 土 門 拳 ョ 
館 に お ける 多義 的 な ラン ドス ケー プ デ ザ イン が 端 
EG 存在 する 楽し み を 味わっ た 。 

後日 、 記 念 館 より 開館 か ら あ まり 日 時 が 
経っ て いな い 「 流 れ 」 の 写真 を 戴 いた 。 現 
在 の 流れ の 後方 は 杭 蒼 と し て いる が 、 こ の 
で は 笹山 が 頂上 まで すっ きり と 見 え 、 
奥行 き の あ る 背景 を 含め て と て も 美しい 。 
テー マ の 女 石 は 明確 に 姿 を 現し 、 室 内 か ら 
の ラン ド マ ー ク と な っ て いる 。 さ ら に 驚い た の 
は 女 石 の 手前 に ある 2 石 の 存在 で 、 ま る で 
女 石 の 方 向 に ライ ン を 伸ばし て いる か の 様 
に 感じ る 。 写 真 な の で この 3 石 が 一 直線 に 
な っ て いる か どう か 分 か ら な い が 、 女 石 に 
視線 を 誘導 する 役割 を 担っ て 配 石 さ れ た よ 

:。 先 に 向かっ て 細く な りな が ら 上 っ て いく 
「 流 れ 」 の 構図 を より パー スペ クティ ブ に 見 
せる 効果 を 持っ て お り 、 見 事 な ラ ンド スケ ー 
プ デ ザ イン で ある 。 

女 石 の 存在 が 写真 の よう に 作者 の 】 
が 明快 に 分 か る の も 良い が 、 現 在 の 様 に 目 
を 凝ら し て 見 な いと 発見 で き な い 世界 も 奥 
ゆか し く て 私 は 物語 的 だ と 思っ た 。 そ れ に し 
て も 樹木 の 成長 の パワ ー は 恐る べし と いえ 
る 、 石 と みどり の 関係 で あっ た 。 


の 妄想 な の か 、 思 い カ 


3 石 が 見 える 頃 の 庭 「 流 れ ] (写真 提供 三 土門 挙 記念 館 ) 


EAR 


念 館 を 見 る 


中 麻 の 「 土 門 さ ん 」 と 女 石 を ブリ ッ ジ か ら 見 る 。 見 え ず らい が 左 の 奥 に 女 石 


エピ ロー グ 
建物 を 
て みた 。 一 般 の 公園 に よく ある あま り 変 化 の 


う 一 度 白鳥 池 を 廻 遊 し 


ーーー アジ 


庭園 の 奥 に ある 女 石 


な い 典 型 的 な 空間 で ある 。 園 路 は ほぼ 池 の 
汁 の ライン に 合わ せ て 廻り 、 高 低 差 も な く シ ー 


クエ ンス の 変化 も 乏しい 。 ま た 高木 の 植 栽 も 


ほとん ど な く 平坦 な 景観 が た だ 続い て お り 、 も 
【 観 の ポイ ント が あれ 
ば 良い の に と 感じ な が ら 歩 ん だ 。 級 審 に 計算 


の 空間 と 、 お お ら か な 風 呈 


う 少 し 休憩 の スポット 


され た 記 人 人 の 


x PH 


対比 これ は これ で も 良い の か と 思っ た 。 し か 


し これ だ け で 終わ っ て し まう ラ 


ドス ケー プ デ 


ザイ ン で は 勿体 な い 


記念 館 と 背後 の 山 と の 美しい 調和 や 、 建 


>^ 配 に な っ 


て し まう 土門 拳 記念 館 と の 出会い で あっ た 鳥 池 に 添う 園 路 と 記念 館 
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前 回 、 都 立 文化 財 庭園 の 一 つ で ある 旧 古 河 庭園 の 誕生 前 史 と し て 
陸奥 邸 を ひも 解い た が 、 今 回 は 、 渋 沢 、 陸 奥 、 古 河 の 出会い と 
朋友 へ の 過程 と 、 こ の 庭園 の 誕生 に 至る いく つか の 謎 を ひも 解く 。 


a & 


陸奥 宗光 吉河 市 兵衛 小沢 栄一 


旧 古 河 庭園 に まつ わる の 謎 と は 


これ まで の 旧 古 河 庭園 に 関係 する 著作 物 で は 
読み 解 か れ な いま ま の いく つか の 謎 が ある 。 TOD 
「 な ぜ 陸 奥 宗光 は 次 男 潤 吉 を 古河 市 兵衛 の 養子 
と し 、 市 兵衛 は それ を 望ん だ の か ] そし て 、 その ② 
と し て 「 古 河 家 の 本 邸 と し て 西ヶ原 の 陸奥 邸 跡 の 
土地 は 何故 、 選ば れ た の か さら に 、 その ③ と し て 
「 建 物 設計 は ジョ サイ ア ・ コ ンド ル 、 作 庭 家 と し て 
7 代目 植 治 が どの よう に 選ば れ た の か ] と いう 解 か 
れ て いな い 謎 が ある 。 こ の 謎 を 解く た め に は 、 渋 
沢 、 古 河 、 陸 奥 の 3 人 の 関係 を ひも 解く こと か ら 
始め ね ば な ら な い 。 そ の 前 に 、 古河 市 兵衛 と 陸奥 
宗光 の 出自 に つい て ひも 解い て いこ う 。 


古河 市 兵衛 の 出自 : 養子 と し て 


古河 市 兵衛 は 、 天 保 3 年 (1832)3 月 16 日 に 京 
都 の 岡崎 村 の 造り 酒屋 の 次 男 と し て 生ま れ た 。 幼 
名 は 日 之 助 。8 歳 の 時 、 日 之 助 は 京都 の 縫 物 師 
の も と に 丁稚 奉公 に 出さ れる 。 10 歳 の 時 、 伯 父 
の 木村 理 助 の いる 奥州 へ 旅立つ 、 盛岡 で 鴻池 の 
お 店 の 支配 人 に 見 込ま れ て 生糸 の 買い 付け の 仕 
事 を する が 、 鴻池 の お 店 が 閉店 し た た め 伯 父 の 元 
へ 戻 つ た と ころ 、 安 政 4 年 に 伯父 の 木村 理 助 か ら 
「 小 野 組 の 番頭 古河 太郎 左衛門 と いう 人 が 養子 
を 求め て いる 」 と いう 話 を 聞か され 、 市 兵衛 も 事情 
を 察し て 翌年 、 古 河 家 の 養 子 と な る 。 

翌年 の 安政 6 年 に は 養父 と 福島 へ 生糸 の 仕 入 
れ に 出かけ る 。 ま も な 横浜 が 開港 し 生糸 の 輸出 
が 増加 し 始め 、 市 兵衛 30 歳 の 頃 奥州 に お ける 生 
糸 の 買い 付け を 任 され る ほど に 成長 し た 。 小 野 組 
は 生糸 の 輸出 で 儲け 、 徳 川 幕府 の 「 金 銀 為 替 御 
FE] の 仕事 を 務め て いく 。 明治 政府 が 誕生 する 
と 三井 、 島 田 、 小 野 が 新政 府 の 財政 を 預かる 豪 
商 に 成長 し て いく 。 古河 市 兵衛 は その 中 心 的 な 存 
在 と な っ て いく 。 

明治 2 年 、 市 兵衛 は 東京 伊勢 町 に 「 小 野 組 糸 
店 ] を 開業 し た 。 明 治 3 年 に は 瀬戸 町 へ 移転 、 明 
治 5 年 京都 の 本 店 も 東京 へ 移転 する 。 明 治 7 年 
に は 小野 組 倒産 と いう 市 兵衛 の 独立 と 新 展 開 が 
待ち 受け て いた 。 
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陸奥 宗光 の 出自 : 弁 舌 の 小次郎 


陸奥 宗光 は 、 紀 州 藩士 伊達 宗 広 と 政子 の 六 男 
と し て 天保 15 年 (1844)8 月 20 日 生ま れ た 。 幼 名 和牛 
魔 、 伊 達 小次郎 ( 後 、 陸 奥 陽 之 助 )。 そ の 父 は 
紀州 落 の 財政 再建 を な し た が 、 小 次 郎 が 8 歳 の 
時 、 藩 内 の 政争 に 敗れ て 、 脱 藩 、 流 浪 の 身 と な 
る 。 小次郎 は 15 歳 で 江戸 へ 遊学 し 、 安 井 息 軒 に 
師事 する 。 そ の 後 、 土 佐 の 坂本 龍馬 、 長 州 の 桂 
小 五郎 、 伊藤 俊介 と 交友 する 。 文 久 3 年 (1863) 
勝海 舟 の 神戸 海軍 操練 所 に 入り 、 龍馬 の 海 援 隊 
に 加わ る 。 維新 後 、 岩 倉 具視 は 陸奥 宗光 を 伊藤 
俊介 と と も に 外国 事務 局 御用 係 に 任命 し て いる 。 

陸奥 は 弁 舌 が 優れ 、 坂本 龍馬 に 「 二 本 差し は 
な く と も 食う て 行け る の は 俺 と 陸奥 だ け だ ] と 評 され 
て いる 。 新政 府 の 倒幕 資金 は 陸奥 が 大 阪 の 豪商 
を 集め て 御用 金 を 申し 付け て 用 立て た と いわ れる 。 

治 元 年 (1868) 吹 田 蓮子 と 結婚 、 明 治 2 年 に 
長男 広吉 、 明 治 3 年 に 次 男 潤 吉 が 誕生 し た 。 

明治 2 年 兵庫 県 知事 、 伊 藤 博文 と 廃 落 置 県 
の 意見 書 を 発表 する 。 明 治 4 年 神奈 川 県 知事 の 
時 「 田 租 改正 建議 ] を 政府 へ 提出 、 明治 5 年 6 月 
井上 筑 か ら 大 蔵 省 勤 務 を 命じ られ る 。 こ こ で 井 
上 、 渋 沢 の 下 で 働き 、 頭 角 を 現す 。 明 治 7 年 に 
論文 「 日 本 人 」 を 著 し 、 大 蔵 省 を 辞職 する 。 明 
治 1 1 年 に 土佐 立志 社 系 の 陰謀 に 加担 し た と し て 
Bh., 山形 の 監獄 に 収監 され る 。 明治 15 年 
特赦 を 受け 、 出 獄 す る 。 明 治 17 年 に 欧州 遊学 
に 出発 、 明 治 19 年 に 帰国 し 、 外 務 省 特命 全権 
公使 と し て ワシ ント ン へ 、 次男 の 潤 吉 も 伴い 出発 
する 。 帰国 後 、 明治 25 年 (1892) 北 区 西ヶ原 に 
陸奥 邸 を 建設 し て 住ま う 。 この 陸奥 邸 が 西ヶ原 の 
丘 の 上 に 誕生 し た 時 か ら 古 河 邸 の 建設 は 運命 づ 
けら れ て いた よう で ある 。 


BER, BR, 古河 3 人 の 出会い 


渋沢 栄一 、 古 河 市 兵衛 、 陸 奥 宗 光 の 3 人 は 
明治 初期 頃 に 出会い 、 陸奥 と 古河 の 交友 は 陸奥 
の 次 男 潤 吉 と 古河 家 と の 養子 縁組 へ と 発展 す 
る 。 そ の 3 人 の 交際 が 始ま る の は 何時 頃 で 、 ど の 
よう な 背景 が あっ た の か ひも 解い て いく 。 


小野 組 の 古河 市 兵衛 と 出会う 


これ まで の 定説 で は 、3 人 は 大 蔵 省 時 代 の 渋沢 、 
陸奥 を 古河 市 兵衛 が 商売 の 相談 で 訪れ 関係 が 始 
まっ た と され て いる 。 は た し て 大 蔵 省 以前 は 何 も 関係 
が な か っ た の か 。 ま ず は 「 古 河 市 兵衛 稚 伝 ] か ら 
見 て みよ う 。 渋 沢 は 古河 市 兵衛 と の 出会い を 「 多 
分 明治 3 年 の 頃 か ら の 交際 で あっ た と 思う 。 (中 略 ) 
釣 は 条 理 上 の 話 は 嫌い で 、 何 時 も 来る 毎 に 実際 問 
題 を 話し た 。 どう し て も 御 一 新 後 の 日 本 の 商売 は 盛 
ん に せ ね ば な ら ぬ 。 第 一 に 生糸 を 盛ん に し た い 。 種 
紙 の 輸出 も 面白 い 、 鉱 山 も 遣っ て みた い 」 と 渋沢 
は 思い 出 を 語り 、 古 河 市 兵衛 は 二 人 と の 関係 を 「 小 
野 組 時 代 に 得 た る 二 人 の 師 友 に 就 いて 語ら ね ば な 
ら な い 。 二 人 の 師 友 と は 、 後 の 子爵 渋沢 栄一 氏 と 、 
後 の 伯 爵 陸 奥 宗光 氏 と で ある ] と 語っ て いる 。 こ れ 
ら の 公式 記録 で は 枝葉 末 節 の こと は 省 か れる 。 


生糸 を 通し た 3 人 の 交友 


安政 6 年 (1859) に 横浜 が 開港 し て 欧州 へ の 
生糸 の 輸出 が 好調 と な り 、 明 治 2 年 に は 渋沢 栄一 
の 本 家 筋 、 東 ノ 家 の 渋沢 宗 助 ( 図 1 渋沢 家 の 家 
系 図 参照 ) が 横浜 に 生糸 の 店 を 開く 、 こ の 店 は 渋 
沢 栄一 が 静岡 で 開設 し た 「 商 法 会 所 」 の 横浜 支 
店 で ある 。 渋沢 栄 一 に よる 一 族 の 広範 な ネッ トワ ー 
ク が 生か され て いる 。 ご の 時 、 古河 市 兵衛 の お 店 
と も 関係 を もっ て いた こと が 「 渋 沢 栄一 伝 稿 本 ] で 
記述 され て いる 。 こ の 関係 を 考え る と 渋沢 と 古河 
市 兵衛 と の 関係 は この 明治 2 年 頃 か ら 面識 が あ 
り 、 大蔵省 へ 引き 継が れ て いっ た の で は な いか 。 


富岡 製糸 場 の 始ま り 


明治 3 年 (1870) 新 政府 は 民 部 大 蔵 の 両省 に 
官営 の 製糸 工場 を 設立 する 方 針 を 伝え て いる 。 市 
兵衛 は 早速 同年 に 築地 に 製糸 工場 を 創設 し て い 
る 。 さ ら に 渋沢 と の 関係 は 、 明 治 5 年 に 渋沢 喜作 
(栄一 の 従兄 で 渋沢 家 の 本 家 筋 に あたる 東 ノ 家 の 
H, 栄一 と 高崎 城 乗 っ 取り を 計画 し 、 徳 川 度 喜 の 
も と へ の が れ 、 幕 末 は 榎本 武揚 と 函館 で 戦い 、 東 
京 で 投獄 され 、 釈放 後 、 渋沢 の 勧め で 大 蔵 省 へ 入 


wis) 
miha IDOL 
1909 


表 1 渋沢 栄一 、 陸 奥 宗 光 、 古 河 市 兵衛 の 路 歴 と 出会い 


る ) が 生糸 の 欧州 調査 を 命じ られ 、 帰 国 後 、 栄 一 
が 大 蔵 省 を 退官 する と 、 喜 作 も 退官 し 、 渋 沢 の 勧 
めで 今度 は 古河 市 兵衛 の 小野 組 へ 転じ る 。 この 時 
期 、 渋沢 は 一 族 の 仕事 を 幹 旋 し て いる 。( 図 2 ik 
沢 家 の 家 系 図 参照 ) 「 竜 門 雑誌 』 で は 、 この あ た 
り の こと を 「 喜 作 を 小野 組 糸 店 の 古河 市 兵衛 の 参 
謀 に 推薦 し た の で ある ] その 後 、 小 野 組 は 倒産 し 、 
喜作 も 小野 組 を 離れ た と 述懐 し て いる 。 明 治 5 年 、 
古河 市 兵衛 は 海外 で 番 卵 紙 の 不作 と いう 情報 を 
横浜 の 外国 人 バイ ヤー か ら 得 て 、 陸 奥 な ど に その 情 
報 の 確か さ を 確認 し て も らい 買い 占め て 儲け て いる 。 


渋沢 の 師 、 従 兄弟 が 富岡 製糸 場 に 就任 


明治 5 年 10 月 に は 、 平 成 26 年 に 世界 遺産 に 
登録 され た 富岡 製糸 場 が 操業 を 始め た 。 初 代 の 
工場 長 は 、 渋 沢 栄一 の 師 で あり 、 高 崎 城 乗 っ 取 
り の 首謀 者 で ある 従兄 弟 の 尾高 憧 忠 が 就任 し て 


いる 。 こ こ で も 渋沢 一 族 が 顔 を 出し て くる 。 ( 図 1 
渋沢 家 の 家系 図 参照 ) 翌年 、 渋 沢 が 大 蔵 省 退 
官 前 の 明治 6 年 1 月 、 渋 沢 少 輔 と 租税 頭 陸奥 宗 
光 が 富 岡 製 系 工場 を 視察 し て いる 。 


小野 組 の 倒産 : 市 兵衛 の 転機 


市 兵衛 は 明治 5 年 11 月 に は 王子 製紙 の 前 身 で 
ある 抄紙 会 社 の 設立 申請 の 代表 と し て 名 を 連ね る 
と と も に 、 渋 沢 栄一 が 創設 し た 第 一 国立 銀行 の 株 
主 と も な る 。 明 治 7 年 に 古河 市 兵衛 の 会 社 小野 組 
が 倒産 する 。 この 始末 を 通じ て 渋沢 と 古河 市 兵衛 
の 交友 は 一 層 深 まっ て いく 。 

その 後 、 市 兵衛 は 鉱山 へ と 興味 を 移し て いく 。 
足尾 鉱 毒 で 1 世紀 も の 泥沼 の 状態 を 引き づ っ た 
銅山 で ある 。 明治 13 年 に 渋沢 も 市 兵衛 に 誘わ れ 
足尾 銅山 の 共同 経営 者 と な る が 、 明治 21 年 に 共 
同 経営 か ら 撤退 し て いる 。 


1 渋沢 家 の 家系 図 : 東 ノ 家 と 中 ノ 家 
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陸奥 宗光 と の 出会い 


明治 5 年 6 月 、 陸 奥 宗 光 は 井上 各 大 蔵 省 大 輔 
に より 神奈 川 知 事 か ら 大 蔵 省 租 税 頭 へ 抜 握 さ れ 
Bo 定説 で は 小野 組 が 新政 府 の 為替 御用 を 勤め 
て いた 関係 で 、 こ の 頃 に 市 兵衛 と 出会う が 、 も う 少 
し 深 読み する と 陸奥 宗光 は 維新 後 、 新 政府 に 入る 
と 臨時 会 計 局 判事 と いう 役職 に 就く 。 新政 府 の 財 
政 を 捨 出す る 係 で ある 。 陸奥 は 以前 か ら 倒幕 資金 
を 京都 の 三井 、 小野 、 島田 の 豪商 か ら 集金 し て い 
る 。 討幕 軍 が 江戸 に 入り 新た な 資金 を 必要 と し て 
きた 、 ここ で も 陸奥 が 京都 の 御 三家 と 大 阪 の 豪商 
を 説き 伏せ て 資金 を 調達 し て いる 。 江戸 に 支店 を 
持つ 小野 組 が 集金 の 柱 と され 、 古 河 市 兵衛 が 番 
頭 を 勤め て いる 。 古河 市 兵衛 と 陸奥 宗光 は すでに 
この 時 期 に 出会っ て いた と 思わ れる 。 


銅山 王 と 鉱 毒 王 


TARA, Fatit 
切り 洋服 を 身 に 着け た 
古河 市 兵衛 


さて 、 そ の 市 兵衛 は 生糸 で 東京 小野 組 を 主宰 
し た が 、 政 府 の 都合 で 為替 御用 を 勤め た 小野 組 
が 倒産 し て し まう 。 市 兵衛 は 独立 に 向け 渋沢 に 助 
けら れ な が ら 、 自 ら の 商い の 目標 を 生糸 か ら 鉱山 へ 
シフ ト し て いく 。 


その 第 一 歩 は 銅山 で ある 。 明 治 15 年 以降 、 足 
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尾 銅山 も 経営 的 な 軌道 に 乗 て くる 。 そ の 後 、 秋 田 
の 阿仁 銅山 も 手 に 入れ 名 実 と も に 銅山 王 と な る が 、 
同時 に 社会 的 な 問題 も 引き 起こ し て いた 。 銅山 の 
排ガス 、 廃 液 等 が も た らし た 足尾 鉱 毒 事件 で ある 。 

この た め 明 治 18 年 ご ろか ら 銅山 王 と 呼ば れ た 
市 兵衛 は 、 鉱 毒 王 と 呼ば れる 不 名 誉 な 評価 を 受 
ける 至っ た 。 そん な 市 兵衛 も 還暦 を 迎え て 、 MB 
等 を 授 っ て いる 。 


古河 市 兵衛 の 69 歳 の 元 服 式 


明治 28 年 2 月 7 日 の 読売 新聞 の 記事 に 「 都 下 
の 名 物 保存 ] (Farts) と いう 見 出し で 「 チ ョ ン 
罰 保 存 の 大 達者 佐田 介 石 鈴 長 逝 し て より 苑 の 味 
方 と し て 残る は 僅か に 芳野 、 服部 波山 、 HR, 草 
刈 、 古 河 市 兵衛 の 諸氏 の み に て 東京 名 物 の (中 
BE) 昨年 服部 、 樽 原 の 二 氏 を 失い 、 今 は 芳野 、 
草刈 、 古 河 の 三 氏 と な っ た 去れ ば 好事家 中 に は 
名 物 を 保存 せん と て 三 氏 が 長寿 を 祈る も の 多 し ] 
と 報じ て いる 。 こ の 頃 に は 古河 市 兵衛 の チョ ン 久 
も 有名 に な っ て いた 。 


EWER. FEES 


名 物 チ ョ ン 劉 市 兵衛 も 男 鳴 に は な れ な か っ た 
が 、 そ の 手前 の 従 五 位 を 与え られ た こと を 機会 に 
チョ ン 丹 を 切る こと を 決断 する 。 そ れ も 断 髪 式 で は 
な く 69 歳 の 「 元 服 式 ] と いう 儀式 で 執り 行わ れ た 。 
「 竜 門 雑誌 』 に よれ ば 、 当 日 の 明治 33 年 9 月 29 
日 に 井上 殴 の 勧誘 に より 元 服 式 を 瀬戸 物 町 の 本 
宅 で 執り 行わ て いる 。 参加 者 は 渋沢 栄一 夫妻 、 陸 
ARH FHLB. HAHRMAR MA. 
之 助 、 木 村長 七 と 理髪 師 な ど で あ る 。 


な ぜ 陸 奥 宗 光 の 次 男 を 養子 に 


それ で は 、 古 河 市 兵衛 は な ぜ 陸 奥 宗 光 の 次 男 
潤 吉 を 養子 と し て 古河 家 に 迎え た の か ?「 古 河 潤 
吉 君 値 ] に よれ ば 「 明 治 五 年 に 至っ て 、 新 た に 
租税 頭 に 就任 し た 宗光 区 と 相 識 る に 至っ た 。 時 に 
宗光 答 29 歳 、 市 兵衛 筑 41 歳 。 両 貸 の 関係 は 相 
ROCESS, BRA, RADI 
ざる 迄 に 親 厚 な 交 講 を 重ね て 、 翌 六 年 に は 潤 吉 君 
を 古河 の 嗣 と する の 約 が 結ば れる に 至っ た 」 これ 
は 養子 緑 組 の 背景 で 、 本 質 的 な 理由 で は な い 。 


市 兵衛 41 歳 、 跡 継ぎ に 危機 感 


明治 6 年 に 陸奥 と 市 兵衛 は 潤 吉 を 養子 と する 
約束 を 交わ し 、 明治 13 年 に は 9 歳 の 潤 吉 を 実家 で 
ある 瀬戸 物 町 に 住ま わせ て いる 。 明治 15 年 、 陸 


奥 が 監獄 か ら 出獄 し た 翌年 の 明治 16 年 に 養子 の 
正式 な 入籍 手続 き が 行わ れ て いる 。 

この 養子 縁組 は 、 実 は 市 兵衛 の 側 に 大 き な 原 
因 が あっ た 。 それ は 、 陸 奥 と 出会っ た 頃 、 市 兵衛 
は 41 歳 、 小 野 組 で の 生糸 の 事業 も 軌道 に 乗り 鶴 
子 と 結婚 し た が 、 子 宝 に 恵まれ な か っ た 。 今後 の 
自身 の 事業 を 継承 し て くれ る 跡継ぎ 問題 が 市 兵衛 
に 大 き な 危 機 感 を 抱か せ て いた 。 た だ し 明治 20 
年 、 市 兵衛 55 歳 の 時 、 側 室 の 長谷 川 清子 に と 
の 間 に 念願 の 跡継ぎ 虎之助 が だ 生 まれ て いる 。 こ の 
原因 に つい て 詳し く 見 て みよ う 。 


OSH RED R> 


上 


wa- hak 


図 4 陸奥 家 の 家系 図 


長男 ・ 虎 之 助 の 誕生 


図 3 の 古河 家 の 家 系 図 を 見 る と 、 省 か れ た 関係 
が ある 。 実は 、 市 兵衛 の 最初 の 夫人 は 古河 家 に 
養子 と し て 入っ た 時 の 妻 、 歌 (離婚 )、2 番 目 は 稚 


子 (病死 ) 3 番目 は 為 子 ( 自 死 ) 4 番目 が 家系 図 
に ある 長谷 川 清子 と な る 。 つ まり 市 兵衛 は 子宝 問 
題 と 夫婦 の 不幸 が 続い て いた 。 鶴 子 、 為 子 の 間 
に 子 は 授 か ら ず 。 鶴 子 が 急逝 し た 後 、 側室 で あっ 
た 長谷 川 清子 に 3 代目 と な る 長男 虎之助 が 誕生 
し た の で ある 。 そ の の ち 清 子 を 正妻 と し て いる 。 市 
兵衛 が 55 歳 の 時 で あっ た 。 

その 三代 目 の 虎 之 助 は 井上 船 の 紹介 に より 西 
REE (西郷 隆盛 の 実弟 ) の 次 女 不二子 と 結ば 
れ た が 二 人 の 間 に は また も 子供 が 生ま れ て いな い 。 
この た め 、 再 度 と いう か 西 卿 家 の 次 男 従 純 を 養子 
に も らい 古河 家 の 長女 幸子 と 結婚 させ て いる 。 


子宝 に 恵まれ な い 古 河 家 と 庭園 


市 兵衛 虎之助 と も 子宝 に 恵まれ な か っ た 。 古 
河 家 の 家系 の 運勢 と も いえ る こと が 、 次 回 ひも 解く 
「 植 治 ] の 作 庭 に 大 き な 影響 を 与え る こと と な る 。 


な ぜ 古 河 家 の 本 邸 と し た の か 


次 に 、 古 河 虎 之 助 は な ぜ 陸 奥 邸 の 跡 に 古河 本 
邸 を 建設 し よう と し た の か ? その 背景 と し て 以下 の 
2 つの こと が 考え られ る 。 


古河 家 親族 会 議 と いう 


1 つ 目 は 、 古 河 家 本 邸 を 建設 し た 3 代目 虎之助 
は 大 き な "し が ら み " を 抱え て いた 。 市 兵衛 亡き 後 、 
古河 家 と 事業 の 方 向 を 決め て いた の が 「 古 河 家 親 
族 会 議 ] で あっ た 。 こ の 「 古 河 家 親 族 会 議 ] は 、 
陸奥 、 市 兵衛 が 亡くな り 二 人 と 親しかっ た 渋沢 、 井 
上 盤 あ た り が 企画 発案 し た も の で あろ う 。 

明治 36 年 、 席 之 助 が 17 歳 の 時 、 古河 市 兵衛 
が 亡くな り 、 陸 奥 宗光 の 次 男 潤 吉 が 養子 と な り 社長 
を 勤め る が 、 潤 吉 の 体調 が すぐ れ な いた め 陸 奥 宗光 
の 長男 の 広吉 が 事業 を 管理 する 時 期 が 続き 、 社 長 
の 潤 吉 が 明治 38 年 に 亡くな り 、 虎 之 助 が 社長 と な 
る が 、 ま だ 19 歳 と 若い た め 陸 奥 宗 光 の 信任 の 厚 
か っ た 原 敬 が 副 社 長 と な り 虎 之 助 を 補佐 する 。 虎 之 
助 は 井上 に 実印 まで 預け て いた と いう 。 井上 回 は 虎 
之 助 の 結婚 に も 口 を 出し て いる 。 こ れ ら の 陸奥 家 、 
渋沢 家 か ら の “しがらみ " が 古河 家 本 邸 建 設 へ の 
見 えな い 道 し る べ と な っ て いた と 思わ れる 。 


"し が ら み " 


戦争 に よる 特需 


2 つ 目 は 、 第 一 次 世界 大 戦 に よる 特需 で ある 。 
古河 財閥 の 基礎 は この 時 代 に 造ら れ た と いわ れ 
Bo この 戦争 に よる 銅 関連 の 需要 が 増大 し 特 固 と 
し て 古河 家 の 事 業 を 拡大 させ て いっ た 。 古河 家 の 


本 邸 建 設 は 、 こ の 時 代 の 順調 な 経営 の 波 に 乗っ 
て 、 古河 家 親族 会 議 と いう し が ら み に 後押し され て 
大 正 初 年 頃 か ら 陸奥 邸 の 跡地 に ジョ サイ ア ・ コ ンド 
ル に よる 本 邸 と 植 治 に よる 庭園 敷地 と し て 隣接 地 
( 約 2.2ha) が 買収 され て いる 。 ( 図 5、6 参照) 


な ぜ コ ンド ル 、「 植 治 ] が 選ば れ た の か 


それ で は 、 ジ ョ サイ ア ・ コ ンド ル と 「 植 治 ] が な 
ぜ 選 ば れ た の で あろ うか ? まず は ジョ サイ ア ・ コ ンド 
ル を ひも 解い て みた い 。 


RERE em 


図 5 AARABREOKE ( 約 3ha) 


日 本 の 近代 艇 明 期 に 来 日 し た お 雇い 外国 人 の 
建築 家 ( 鹿 鳴 館 の 建設 に 熱心 井上 式 が 招請 し 
た と いう 説 が ある ) で 、 我が国 の 西洋 建築 の 父 と 呼 
ば れる ジョ サイ ア ・ コ ンド ル は 、1852 年 に イギリス O 
ンド ン に 生ま れる 。 1877 年 (明治 10 年 )24 歳 の 時 
来 日 し 、 工 部 大 学校 の 造 家 学 教授 ( 現 東京 大 学 
工学 部 建築 科 )、 工 部 省 営繕 局 顧 問 と し て 鹿 鳴 館 
を 始め 多く の 明治 政府 の 建築 物 の 設計 を 手がけ て 
いる 。 明 治 21 年 (1888)35 歳 の 時 、 建築 設計 事 
務 所 を 開設 。 明 治 24 年 神田 に ニコ ライ 堂 、 明治 
27 年 丸の内 に 三菱 一 号館 、 二 号館 、 明治 41 年 
岩崎 弥 之 助 高輪 邸 。 コン ドル 60 歳 の 晩年 に は 大 
正 2 年 三井 倶楽部 、 古河 邸 洋館 の 設計 は 最 晩年 
の 大 正 6 年 、64 歳 の 時 に 手がけ た 遺作 と いえ る 。 
明治 の 財閥 の 邸宅 、 特 に 三菱 関係 の の 洋館 を 多 
く 手がけ て いる 。 この 頃 東京 で は 西洋 建築 家 ジョ サ 
イア ・ コ ンド ル の 名 前 は 広く 知ら れ て いた 。 


ジョ サイ ア ・ コ ンド ル 


七 代目 小川 治 兵衛 


陸奥 宗光 の 願望 ・ 遺 言 ? 


実業 家 で 、 評論 家 の 永野 芳 宣 (N) O [hik 
古河 市 兵衛 ] に この あたり の こと が 描か れ て いる 。 
古河 潤 之 助 氏 (F) と の 会 話 で 、N「 潤 吉 さ ん が 
亡くな っ て 、 市 兵衛 さん の 実子 ・ 席 之 助 さん が 家 維 
を 相続 し た 後 、 宗 光 伯爵 が 望ん で いた と いう 念願 の 
古河 邸 を 建て ます が ] F 「 そ う で す 。 RED [HA 
庭園 ] の 名 で 残っ て いま す 。 (P) や は り 祖 父 の 
虎之助 が コン ドル に 頼ん だ ん で す よ ] と 会 話 が 進み 
さら に 、N 「 と いう こと は 、 虎 之 助 さん が 潤 吉 さん か 
ら 、 陸 奥 伯 回 が コン ドル に 設計 は 頼も うと いっ て い 
た 、 こ と を 聞い て いた 」 F 「 伯 用 が 亡くな る 前 の 明 
治 29 年 に 、 市 兵衛 が 潤 吉 と 虎之助 を 連れ て 見 舞 
い に 邸 宅 に 行っ た 時 、 コン ドル に 頼も うか 、 と いう 話 
が 出 た と いう こと で すか ら 、 虎之助 は じかに 話 を 聞い 
て いる わけ で すね 」 この 会 話 の 相手 の F 氏 古河 潤 
之 助 は 、3 代 目 の 虎 之 助 と 不二子 に も 跡継ぎ が 授 
か ら な か っ た 。 こ の た め 、 西郷 家 の 次 男 で ある 従 純 
を 養子 に 迎え 、 虎 之 助 の 妹 の 鶴 子 の 長女 ・ 幸 子 と 
婚 婚 させ た 。 そ の 長男 が ここ に 登場 し た 古河 電工 
社長 の 古河 潤 之 助 で ある 。 こ こ で 興味 深い の が 、 
コン ドル に 執着 し て いた の が 他 な ら な い 陸 奥 宗光 で 
あろ うと いう 話 で ある 。 こ の 会 話 か ら する と 陸奥 邸 の 
跡地 に 古河 家 の 本 邸 を 建設 する こと は 宗光 の 遺 
言 で も あっ た と 書か れ て いる 。 

それ で は 、 庭 園 を 作 庭 し た 通称 「 植 治 ] こと 、 
七 代目 小川 治 兵衛 は 誰が 推薦 し た の で あろ うか 、 
この 会 話 の 中 で は 「 植 治 ] の 作 庭 の こと は 出 て 
き て いな い 。 


6 旧 古 河 庭園 平面 図 


次 号 で は 、「 植 治 ] の 推薦 者 は 誰 な の か ひも 解 
き 、 庭 園 作 庭 の 基本 的 考え 方 を ひも 解き た い 。 
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01 千年 の 森 の 夢 に 抱か れる 
Dream of Forest 

02 夢 は 世界 へ 向け て 
Dream towards the World 

03 遊び は 子ども た ちの 夢 
Dream for Children 

04 デザ イン は 誰 の た め に ? 
Dream of People 


OS 北 の 大 地 に 夢 を 馳せ る 
Dream for Hokkaido 


06 庭 へ の 誘い 


Dream of Garden 


携帯 電話 ・ タ ブレ ッ ト 
専用 アプ リ を 配信 中 ! 


Google Play また は Apple Store より 
ダウン ロード いた だ け ま す アフ プリ の タウ ン ロ ー ド は 無料 で す ) 


1898 Word k 


ダウ ン ロ ー ド 後 は 、 ト ッ プ 画面 か の ら ア イコ ン を タッ プ ! 


アプ リ 版 は 専用 ペー ジ に と 
こん な 方 に お すす めで す すぐ 専用 ペー ジ に アク セス で きま す 。 


1. 書 店 な ど で 売 り 切 れ て し まっ た 
バ パック ナン バー を 購読 し た い 方 
(No 64 以 降 な ら 全て 購読 可能 ) 


2. 外出 先 で 急 に 読み た く な っ た 方 


3. 木 棚 の 容量 を 節約 し た い 方 ii 
4 営業 や プレ ゼン テー ショ ン 用 に 
使用 し た い 方 ※ 画 像 は すべ て 
イメ ー ジ で す 


【 ア プリ 版 の ダウ ン ロ ー ド ・ ご 利用 方 法 】 
GooglePlay も し く は AppleStore より 世界 最大 級 の 電子 雑誌 サー ビス 世界 62 ヶ 国 以 上 で 購入 ・ 閲 覧 が 可能 で す 


「 ラ ンド スケ ー ブ デ ザイ ン 」 で 検索 する か 、 WE PXUD. AFH. アル ゼン チン 、 プ ブラ 
下記 URL より アク セス し 、 ダ ウン ロー ド 


し て くだ さい 。 そ の 後 、 ア プリ より 希望 
の 号 を 選択 し 、 ご 購入 下さ い 。 


[GooglePlay] httos://play.google.com/store/apps/details?id=com.audiencemedia.app3409 
[AppleStore] https://itunes.apple.com/jp/app/landscape-design/id 12891 38643?mt=8&ign-mpt=u0%3D2 


httos://www.zinio.com ボル ト ガ ル 、 ロ シア 、 スイ ス 、 フ ィ ン ラ ンド 、 ス ウェ ー デ ン 、 イギリス ほか 


東京 の “ 緑 力 " を さがす まち ある き ガ イド ブッ ク 
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東京 の まち みどり っ ぷ 


た し ます 。 ま た 、 本 書 


2020 年 6 月 
発売 開始 


本 書 「 東 京 の まち みどり っ ぷ 」 に お きま し て は 、 

意外 と 知ら れ て いな い 東京 の "RH ZATO 

_ た だ き 、 利 用 し 楽し ん で いた だ く と いう コン セブ 
msi We VEER ト の も と 、 東 京 の 緑 を 利用 する 価値 を 皆様 と 共有 し 
Ea ean た いと いう 想い か ら ク ラウ ド フ ァ ン ディ ング に 挑戦 


還 ペ ー ジ ン 120P 6 
ERTED OM SOTMOR, (AM ROAEBS Eo Gh tk ee LAG 
画 掲 載 物件 数 ノ 140 件 超 (東京 23 区 を 中 心 と し た お か げ さ まで 総 支 援 額 896,000 円 93 名 か ら の ご 支 
オー プン スペ ー ス 緑化 また は 公園 ・ 庭 園 な ど ) 援 を いた だ き 、 プ ロジ ェクト 成立 と な り まし た 。 
maet WV EL ご 支援 いた だ いた 方 々 や 情報 を 拡散 し て くれ た 
Tel : 03-6432-6026 Fax : 03-6432-6045 方 々 、 募 集 終了 まで 応援 し 続け て いた だ いた 方 々 


Mail : maru@marumo-p.co.jp へ 厚く お 礼 申 し 上 げ ま す 。 


物件 数 は 23 区 内 を 中 心 に 140 件 上 。 中 央 線 沿線 や 都 外 の 優れ た 事例 も 多数 紹介 


【 全 10 章 】 1… 渋 谷 区 2… 港 区 3… 新 宿 ・ 中 野 ・ 杉 並 区 
4… 千 代田 区 5… 中 央 区 6… 江 東 ・ 異 田 ・ 荒 川 ・ 台 東 区 
7… 豊 島 ・ 文 京 ・ 北 ・ 練 馬 区 8… 品 川 ・ 目 黒 ・ 世 田谷 区 

9…23 区 外 中 央 線 沿線 10… 東 京都 外 の SEGES 登 録 サ イト 


で eo の で の の る の の の の の の の の の の 


東京 の まち みどり っ ぶ 情 報 掲載 イメ ー ジ (第 2 章 港 区 より ) 


【 お 申し 込み 方 法 】 この ペー ジ を コピ ー し て いた だ き 、 下 記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX に て マル モ 出 版 ま で お 送り くだ さい 。 
その 後 、 下 記 お 振込 み 先 に ご 入 全 い き お 申し 込み の 受付 完了 と させ て いた だ きま す 。 
ご 入金 金額 は 税込 価格 1.650 円 ( 1 冊 ) に 送料 (170 円 ) を 加算 し た 全額 を ご 入金 くだ さい 。 
文 4 冊 以上 ご 注文 の 場合 は 送料 無料 で す 。 


【 お 振込 み 先 】 1. 三 菱 UFJ 銀 行 渋谷 中 央 支店 (H) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 
2. 郵 便 貯金 口座 口座 番号 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 


(※1、2 の いずれ の 場合 も 振込 手数 料 の ご 負担 を お 願い し ます ) FAX. 03-6432-6045 
ご 注文 日 | 年 月 日 ご 注文 冊数 
お 名 前 と 勤務 先 ( 会 社名 部 署名 ) 


SRO RY 


今 ま で な か っ た ! | 日 本 独自 の 園 庭 づく り 実 例 集 


物語 の 生ま れる 園 庭 つ くり 


株 式 会 社 ア ネ ビ ー ノ 編著 


Growing Playgarden 児 教 育 (保育 ) の 質 を 問わ れる 今日 

HER RAB ORRERBLC USER RENTS 
for Starting Well 
【 第 1 章 】 園 庭 を 創造 する 


SAREA る 大 森 み の り 幼 稚 園 
ORE CEH 福井 仁成 幼稚 園 @ 円 乗 寺 保育 園 
る ⑧ 小 立野 療 隣 館 こ ども 園 


【 第 2 章 】 さま ざま な 園 庭 
【 第 3 章 】 園 庭 を 組み 立て る 


A4 変型 (W225mm x H297mm) 
オー ルカ ラー 
本 文 : 176 頁 


価格 
2.54 7 円 (税込 ・ 送 料 別 ) 


お 申し 込み 方 法 : 下記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX で マル モ 出 版 まで お 申し 込み 下さ い 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 信 額 に 送料 170 円 (1 AM). 500 円 (2 MILLE) を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 下さ い 

お 振込 先 : 1. 三菱 UF」 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 


2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 ※ 振 込み 手数 料 は ご 負担 下さ い 。 


お 問合せ 先 : ご 不明 点 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 
(VIVEK 〒154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号室 
TEL. 03-6432-6026 FAX. 03-6432-6045 E-mail: maru@marumo-D.cOo.jp 


| ご 注文 日 年 月 A 
会 社名 ・ お 名 前 ご 連絡 先 (TEL) 


Fax : 03-6432-6045 (()7JL-E HR) 


サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り 
海外 の 実務 者 と の 対話 か ら 見 えて 来る も の 


著作 者 : BHM + AABN ORS YRS TL 


Machizukuri in a Sustainable Society 
What is effective machizukuri in a globalizing society 


Editor & Author: SAWADA Seiji 
OTSUKI Toshio + Symposium Panelists 
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口絵 近代 まち づく り の 発端 、 近 代 都市 の 形成 、 成 長 な き 時 代 

序章 サス テ ナ ブ ル 社 会 : 「 脅 威 」 か ら の 解放 の 先 に ある も の 

1 章 サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り を 日 独 対 比 的 に と ら え る こと 東京 会 議 
2 章 ドイ ツ と 日 本 で 進む まち づく り ブ ロジ ェクト に お ける アブ ロー チ 東京 会 議 

SH 首都 園 ・ 神 奈川 で 進め られ た 団地 再生 ・ ま ち づ く り と その 転換 横浜 会 議 


「 環 境 の 滋賀 ] で 考え 、 進 め て 来 た サ ステ ナブ ル な まち づく り 滋賀 会 議 
エピ ロー グ : グロ ー バ ル 化 する サス テ ナ ブ ル な まち づく り の 課題 と 展望 
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画 著 者 

澤田 誠二 + サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り 国 際 シ ン ボ ジュ ウム 講師 
画 発 行 / 紛 マル モ 出 版 

和英 併記 、 本 文 120 頁 、A4 判 変型 、 フ ルカ ラー、 並 製 ソ フト カバ ー 
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【 お 申込 方 法 】 下 記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、Fax で マル モ 出 版 ま で お 申込 くだ さい 。 その後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 金 額 に 送料 170 円 (1 冊 ) 、 500 円 (2 冊 以 上 た) を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 くだ さい 。 


郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 杜 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 くだ さい 。 


【 お 振込 先 】 1 . 


三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 
2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マル モ 出 版 


※ 振 込 手数 料 は ご 負担 下さ い 


ご 連絡 先 (Tel) 


マルモ 出版 


〒154-0017 東京 都 世 田谷 区 世田谷 1 
TEL.03-6432-6026 


-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号 室 
FAX.03-6432-6045 


Mail : maru@marumo-p.co.jp 


nformation 


ゴジ ンプ フォ メー ショ シン 


建築 緑化 コー ディ ネー ター 資格 試験 
現在 、 受 験 申込 受付 中 (10 月 10 日 まで ) 


本 資格 試験 は 、 屋 上 緑化 や 人 工 地盤 上 の 緑化 、 建 物 
内 外 の 壁面 の 緑化 に 関わ る 設計 ・ 管 理 等 の 総合 的 再 
門 知識 を 持つ 人 間 を 認定 する た め の 制 度 で ある 。 一 昨 
年 度 ま で 屋上 緑化 コー ディ ネー ター 資格 試験 と し て 15 回 
に わた り 実 施さ れ 、 昨 年 より 名 称 を 改め た も の で ある 。 

また 、 試 験 対策 と し て 毎年 各地 で 講習 会 が 開催 され 、 
造園 ・ 建 築 の 専門 家 が 出題 傾向 や 対策 等 を 解説 する 。 


本 講習 会 を 受講 する こと で 、 建 築 業 ・ 造 園 業 従事 者 や | 


専門 教育 機関 で の 学習 経験 が な く て も 受験 する こと が 可 
能 と な っ て いる 。 (受験 資格 の 詳細 は 下記 URL 参 照 ) 
男 試 験 日 時 /2020 年 10 月 24 日 ( 土 ) 14:00~15:30 


男 江 険 会 場 / 東 京 (東京 都立 産業 質 易 セン ター 浜松 | 
BIRGERS), KEBER E-K | 


‘THER ART) ) 
画 出 題 内 容 屋 上 緑化 概論 、 屋 上 緑化 の 建築 計画 及 


び 設 計 、 屋 上 緑化 の 植 裁 計画 及び 設計 、 屋上 緑化 の | 


施工 、 屋上 緑化 の 維持 管理 、 壁面 緑化 
画 受 験 申込 受付 / 2020 年 6 月 1 日 (月 )~10 月 10 日 ( 土 ) 
※ 受 験 票 は 10 月 1 日 ( 木 ) に 下記 研究 会 より 発送 
BERA 11,000 円 (税込 ) 
※ 消 費 税率 が 上 が っ た 場合 に は 変更 あり 
画 講 習 会 大阪 (大 阪 科学 技術 セン ター) :9 月 12 日 ( 土 ) 
東京 (東京 都立 産業 貿易 セン ター 浜松 町 館 ):9 朋 26 日 ( 土 ) 
画 講 習 会 申込 6 月 1 日 より 各 講習 の 2 週間 前 まで 
文 試験 お よび 講習 会 の 概要 ・ 申 込 方 法 等 は 下記 URL 参照 
画 問 合せ / NPO 法 人 屋上 開発 研究 会 
TEL : 03-6205-4071 FAX : 03-6205-4072 
E-mail : info@sky-front.orjp 
E URL http://www.Sky-frontorjp/ 


「 都 市 は 自然 」 展 CITY is NATURE 
セゾン 現代 美術 館 で 1 1 月 23 日 まで 開催 中 


長野 県 軽井沢 町 の セゾン 現代 美術 館 に お いて 、 開 催 
が 延期 され て いた | 都市 は 自然 ] 展 が 開催 され て いる 。 
ゲス トキ ュ レ ー タ ー と し て 建築 家 の 園 紀彦 氏 を 迎え 
た ほか 、 美 術 家 大 久保 英治 氏 、 確 村 暖 氏 、 太 田 泰 友 
氏 が 出展 。 自然 と の 共生 に 関連 し た 作品 や 画像 資料 
を 展示 し て いる 。 ま た 、 複 数 の プロ ジェ クト で 園 紀 
彦氏 と 共同 制作 を し て きた 大 久保 英治 氏 の 新作 イン 
スタ レー ショ ン を 展示 し て いる 。 
画 所 在 地 長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 長倉 療 ヶ 沢 2140 
男 開 催 期 間 2020 年 7 月 26 日 (日)~11 月 23 日 (月 ・ 祝 ) 
画 開 館 時間 / 10:00~18:00 (11 月 は 17:00 迄 ) 

最終 入館 は 閉館 30 分 前 。※ 木 曜 休館 (8 月 は 無休 ) 
画 入 館 料 1500 円 (大 高生 1000 円 、 中 小生 500 円 ) 
画 ゲ スト キュ レー ター/ 園 紀彦 

(建築 家 、 青 山 学院 大 学 教授 ) 
画 問 合せ (セゾン 現代 美術 館 ) 

TEL : 0267-46-2020 FAX : 0267-46-2021 
URL “*https://www.smmaz.or.jp/ 


120 LANDSCAPE DESIGN 


| 令 和 3 年 度 花 博 自然 環境 助成 
2020 年 9 月 1 1 日 ( 金 ) ま で 受付 中 


( 公 財 ) 国 際 花 と 緑 の 博覧 会 記念 協会 は 、1990 年 ( 平 
成 2 年 ) に 大 阪 ・ 鶴 見 緑地 で 開催 され た 国際 花 と 緑 
の 博覧 会 の 「 自 然 と 人 間 と の 共生 ] と いう 理念 の 継 
ARR RARCON SREM PENYU 
災 地 復興 を 支 援 し 、 潤 い の あ る 豊か な 社会 の 創造 に 
寄与 する こと を 目的 と し て 、 令 和 3 年 度 に 実施 する 
和 助成 事業 の 公募 を 実施 し て いる 。 復興 活動 支援 分 野 
| に お いて は 、 令 和 元 年 の 台風 19 号 、 令 和 2 年 7 月 の 
| 豪雨 被 災 地 も 対象 と な っ て いる 。 
| 画 受 付 期 間 /2020 年 8 月 3 日 (月 ) 一 9 月 11 日 ( 全 ) 
| 当日 消印 有効 
正中 成金 額 (事業 区 分 に 応じ る ) 
調査 研究 (一 件 当たり 100 万 円 以内 で 4 分 の 3 以内 ) 
| O 活 重行 催事 (一 件 当たり 50 万 円 以内 で 4 分 の 3 以内 ) 
| 〇 復 尋 活 動 支援 (一 件 当たり 50 万 円 以内 で 5 分 の 4 以内 ) 
GBR 1: 公益 ・ 一般 財 団 法人 また は 公益 ・ 
一 般 社 団 法 人 2: 特定 非常 利 活動 法人 (NPO) 3: 人 
| 格 な き 社団 の うち 非 収益 団体 で あっ て 代表 者 の 定め 
| が ある も の (研究 グル ー プ 、 実行 委 員 会 、 活 動 クラ ブ 、 
| 友の会 、 ボ ラン ティ ア 団 体 な ど ) 
| ※ そ の 他 詳 細 お よび 応募 手続 方 法 は 下記 URL 参照 
還 問 合せ ・ 書 類 提出 先 
(CM EMECROMRSRSES 企画 事業 部 第 1 
7538-0036 大 阪 市 鶴見 区 緑地 公園 2-136 
TEL : 06-6915-4516 FAX : 06-6915-4524 
E-mail : clover@expo-cosmos.or.jp 
URL https://www.expo-cosmos.or.jp/ 


| SOMPC 美 術 館 開館 記念 展 
「 珠 玉 の コレ クシ ョ ン 」9 月 4 日 まで 開催 中 


| 損保 ジャ パン 本 社 ビ ル 42 階 に 位置 する [東郷 青児 記 
念 損保 ジャ パン 日 本 興亜 美術 館 」 は 、2020 年 4 月 よ 
り 名 称 を 「SOMPO 美 術 館 」 に 変更 し 、 同 ビル 敷地 内 
完成 し た 新 美術 館 棟 に 移転 し た 。 7 月 10 日 より 開館 記 
念 展 と し て 、 同 美術 館 の コレ クシ ョ ン の 中 で も 一 際 ; 
目 に 値する 優品 70 点 を 一 挙 に 紹介 。 感 染 症 予防 の 観 
点 か ら 日 時 指定 入場 制 を 採用 し 、 現 在 開催 され て いる 。 
(チケ ッ ト 購 入 等 の 詳細 に つい て は 下記 URL 参照 ) 
玉 開 催 期間 2020 年 7 月 10 日 ( 金 ) ~9 月 4 日 ( 金 ) 
男 開 館 時 間 ノ 10:00~18:00( 最 終 入館 17:30) 月 曜 休館 
画 所 在 地 ノ 東京 都 新宿 区 西新 宿 1-26-1 
(新宿 駅 西口 より 徒歩 約 5 分 ) 
画 入 場 料 グ 一 般 1000 円 、 大 学生 700 円 
画 チ ケッ ト 販 売 (美術 館 で は 販売 し ませ ん ) 
1. フ ァ ミ リー マー ト グ プロー ソ ン ・ ミ ニス トッ プ 
セブ ン イ レブ ン 、 チ ケッ ト び ぴあ 店 頭 購 入 
2. Web 購入 (電子 チケ ッ ト 「 ス マチ ケ 」、 イ ー プ 
ラス 、 ロ ー ソ ンチ ケッ ト 、 チ ケッ ト び あ ) 
画 問 合せ / TEL:03-5777-8600 (ハロ ー ダ イヤ ル ) 
URL “https://www.sompo-museum.org/ 


くら し の 植物 苑 特 別 企画 [伝統 の 朝顔 | 
9 月 6 日 (日 ) ま で 開催 中 


変化 朝顔 展示 例 ( 左 : 黄 虹 葉 栗 皮 茶 丸 咲 大 輪 ( 団 十郎 )、 
SETA He RRE ROK FD) 

千葉 県 佐倉 市 の 国立 歴史 民俗 情 物 館 くら し の 植物 苑 
で 毎年 開催 され て いる 特別 企画 「 伝 統 の 朝顔 | は 今年 
で 22 回 目 の 開催 と な る 。 一 般 的 に 認知 され て いる 朝 
顔 と は 趣 の 異な る "変化 朝顔 " を 約 100 系 統 ・700 鉢 展 
示す る 本 展示 会 は 、 公 的 機関 と し て は 日 本 最大 規模 と 
な っ て いる 。 今年 は 江戸 時 代 の 文化 ・ 文 政 期 頃 (1810 
ー1830 年 代 頃 ) に 庶民 や 武士 の 間 で 起こ っ た 朝顔 の 第 

次 ブー ム を テー マ と し 、 当 時 の 変異 が 現在 も 残さ れ 

て いる こと 等 を 図譜 と 現物 を 対比 させ な が ら 紹 介 。 ま 

当時 の 人 々 の 朝顔 に 関す る 知識 に つい て 現代 の 遺 
伝 学 ・ 植物 学 の 面 か ら 紹介 し て いる 。 (例年 実施 し て い 
る 観察 会 と 苗 の 有償 頒布 は 感染 予防 の 観点 より 中 止 ) 
画 取 材 地 〆 千 葉 県 佐倉 市 城内 町 117 
画 開 催 期 間 /2020 年 7 月 28 日 ( 火 ) ~9 月 6 日 (日 ) 

※ 毎 週 月 曜 休 苑 (休日 の 場合 は 開 苑 、 翌 日 休 苑 ) 
画 開 苑 時 間 /9:30~16:30( 最 終 入 苑 16:00) 
ASA: 100 円 団体 (20 名 以上 ) : 50 円 

※ 高 校生 以下 は 入 苑 無料 
画 問 合せ (ハロ ー ダ イヤ ル ) 

TEL : 050-5541-8600(8:00~22:00) 
EURL./https://www.rekihaku.ac.jp 


世羅 高原 農場 「 ダ リア と ガー デン マム 祭 」 
お よび 「 秋 の ロー ズ フ ェ ス タ 」 開 催 の お 知ら せ 


0 岬 世 比 高原 農場 (広島 県 世 比 郡 ) で は 秋 の 行楽 シー ズン 
に 向け て 、 世 羅 高 原 農 場 「[ ダ リア と ガー デン マム 祭 」(1) 
お よび 世羅 高原 花 の 森 「 秋 の ロー ズ フ ェ ス タ 」(2) の 2 つ 
の 花 の 祭典 を 予定 し て いる 。(1) に お いて は 西日本 最 
大 級 の 550 品 種 の ダリ ア と 1 万 2 千 株 に お よぶ キク 科 の 
花 「 マ ム ] の 巨大 な 花畑 が 創出 され 、 約 8000 輪 の 成果 
を 用 いた 巨大 な ダリ ア の 花 絵 も 描か れる 。 
田所 在 地 / 広 島 県 世羅 郡 世羅 町 別 迫 1124-11 
画 各 イベ ント の 開催 期間 ・ 入 園 料 
(1)2020 年 9 月 12 日 ( 土 )~10 月 25 日 (日) 
大 人 1000 円 、 小 人 (4 歳 ~ 小 学生 )500 円 
(2)2020 年 9 月 19 日 ( 土 )~11 月 8 日 (日 ) 
大 人 800 円 、 小 人 (4 歳 ~ 小 学生 )400 円 
画 開 園 時 間 (1.2 共 通 )/ 9: 00~ 17: 00 
率 開 催 期 間 中 は 毎日 開園 (休園 日 な し ) 
BES + (He SRS) 
TEL : 0847-24-0014 FAX : 0847-24-1376 
URL / https://sera.ne.jp/ 


南町 田 グ ラン ベリ ー パ バーク 、 都 市 景観 大 党 
「 都 市 空間 部 門 」 土 交通 大 臣 賞 を 受賞 


EMT, RAH, RETRANS HELIET 
る 南町 田 拠点 創出 まち づく り プ ロジ ェクト より 、 本 
誌 で も 紹介 し て いる 「 南 町 田 グ ラン ベリ ー パ ー ク 地 
区 ] が 令 和 2 年 度 都市 景観 大 賞 「 都 市 空間 部 門 ] に 
お いて 、 大 賞 に あたる 国土 交通 大 臣 賞 を 受賞 し た 。 
都市 景観 大 賞 は 平成 3 年 度 か ら 「 都 市 景観 100 選 ] 
と し て 始ま っ た 歴史 ある まち づく り 分 野 の 賞 で あり 、 
この うち 「 都 市 空間 部 門 ] の 選定 対象 は 、 公 共 的 空 
間 と 建物 な ど が 一 体 と な り 良質 で 優れ た 都市 景観 が 
形成 され 、 市 民 に 十分 に 活用 され た 地区 と 規定 され 
て いる 。 今回 、 当 該 プ ロジ ェクト の 官民 一 体 で 取り 
組ん だ シー ムレ ス な まち の 構造 と 質 の 高い 空間 整備 
が 高く 評価 され 、 大 賞 受 賞 に 至っ た 。 

文 南町 田 グ ラン ベリ ー パ ー ク の 概要 は 本 誌 P8 参 昭 
画 主 な 評価 ポイ ント ノ 1. 既 存 の まち の 構造 を 全面 的 
に 見 直し 、 官 民 一 体 と な っ て 創り あげ た シー ムレ ス 
な まち 2. 商業 施 設 と 都市 公園 の 間 に 設け た コミ ュ ニ 
ティ 拠点 [パー クラ イフ ・ サ イト 3 巧み な 駐車 場 配 
棟 計 画 に より 、 回 遊 型 オ ー プ ン モ ー ル と し た 商業 施設 
画 所 在 地 / 東 京都 町 田 市 

URL“ http://minami-machida.town 


オフ ィ ス ピル を 丸ごと リノ ベー ショ ン し た 
[RENOVERU OSAKAj グ ラン ド オ ー プ ン 


テク ノロ ジー を 活用 し た リノ ベー ショ ン ・ ブ ラッ ト 
フォ ー ム 事業 を 全国 で 展開 する リノ ぺる 遇 は 、 こ の 
た び 大 阪 に お いて 策 49 年 の 小 規模 オフ ィ ス ピル ーー 棟 
を 丸ごと リノ ベー ショ ン し た 複合 型 シ ェ ア ス ペー ス 
[RENOVERU OSAKA デ リノ ペ る 大 阪 ] を 2020 年 
7 月 に オー プン し た 。 施設 コン セプト は 「Borderless 
Field」。 リ ノ ペ る 大 阪 の オフ ィ ス 、 同 社 の スマ ー ト 
ホー ム 体 験 型 ショ ュー ルー ム の 他 、 カ リモ ク 家 具 綿 
の ライ ブ オ フィ ス 、 ブ レッ ド & コ ー ヒ ー ス タン ド 、 
シェ アオ フィ ス ・ コ ワー キン グ ス ペ ー ス 、 施 設 利用 
者 の 共用 スペ ー ス と し て の 屋上 庭園 等 を 併設 し て お り 、 
地域 と の 交流 ・ 体 験 ・ モ ノ づ くり な ど を 通し て 新しい 
暮らし 方 や 働き 方 を 発見 で きる 場所 と な っ て いる 。 
Mitesh AGRAF ART BAB] -13-9 

施設 用 途 事務 所 
MESH 1971 (3849F) 
画 規模 ・ 構 造 地 上 5 階 建 ・ 鉄 骨 造 
画 敷 地面 積 へ 195.68m 
画 延 床 面積 へ 687.13m 
画 問合せ ノ TEL : 03-5766-2592 

E-mail : pr@renoveru.jp 
URL (Y 7“ 5#) “https://renoveru.co.jp/ 


| 石川 県 金沢 市 金沢 駅 西口 の 複合 施設 


「 ク ロス ゲー ト 金 沢 」 が 8 月 1 日 ( 土 ) 開 業 


「 ク ロス ゲー ト 人 金沢 」 外観 写 真 
オリ ックス 線 ( 東 京都 港 区 ) は 2020 年 8 月 1 日 、 金 沢 


駅 西口 に 同 エリ ア の 玄関 口 と な る 大 型 複合 施設 「 ク 


ロス ゲー ト 金 沢 ]| を オー プン し た 。 同 施設 は カフ ェ 
や レス トラ ン 等 が 集まる 「 商 業 エ リア ] と 、2 つ の 
ホテ ル 「 ハ イア ッ ト セン トリ ッ ク 金沢 ] 「 ハ イア ッ 
ト ハウ ス 金沢 ] と 、 分 譲 マ ンション 「 ザ ・ レ ジ デ 
ンス 人 金沢] で 構成 され て お り 、 ヒ ト ・ コ ト ・ モ ノ が 
交差 する 新しい 交流 の 場 と し て 、 地 域 と 来訪 者 が 交 
わり 、 賑 わい や 新しい 価値 が 創造 され る 施設 を 目指 
し て いる 。 共有 部 分 に は 金沢 の 伝統 工芸 「 組 子 細 工 ] 
を モチ ー フ に し た デザ イン を 取り 入れ て お り 、 人 金沢 
な ら で は の 伝統 を 感じ る 空間 と な っ て いる 。 

田所 在 地 石川 県 金沢 市 広岡 1-5-3 

Mihi 2020£8A1A (+) 

画 営 業 時 間 /1F 10:00~20:00, 2F 11:00~23:00 


| 画 問 合せ (JLL モ ー ル マネ ジメント 線 ) 


TEL : 076-208-7311 (9:30~18:30) 
HURL https://ore-sc.jp/crossgate-kanazawa/ 


【 東 京 ミ ッ ド タウ ン 日 比 谷 】 
HIBIYA &HOPE PROJECT が 始動 


「HIBIYA &HOPE Flora] 展示 ※9 月 24 日 迄 (予定 ) 


東京 ミッ ド タ ウ ン 日 比 谷 で は 、 周 辺 の 劇場 ・ 映画 館 ・ ホ 
テル ・ 飲 食 店 ・ 地 元 企業 の 人 々 を 繋ぎ 、 力 を 結集 する 
こと で 街 全体 の 活性 化 を 図る プロ ジェ クト を 実施 し て 
いる 。 現在 は 日 比 谷 に 縁 あ る 人 々 に よる メッ セー ジリ 
レー や 、 高 さ 約 4m の 少女 型 モ ニュ メン ト [Floral の ラ 
イト アッ プ 展 示 な ど を 実施 中 。 今後 も 「 未 来 へ の 希望 を 
つなぐ ] と いう 視点 で 、 オ ン ラ イン に よる 街 の 情報 発 
信 や 、 日 比 谷 エリ ア の 店 舗 の 紹介 ある い は エン ター テ 
イン メン ト を 盛り 上 げ る 活動 等 も 予定 され て いる 。 

画 会 場 東 京 ミッ ド タ ウ ン 日 比 谷 (千代 田 区 有楽 町 1-1-2) 
玉 開 催 期間 2021 年 3 月 末 まで (予定 ) 

画 主 催 (実行 委員 会 ) (一 社 ) 日 比 谷 エリ アマ ネジ メ 
ント 、 絢 帝国 ホテ ル 、 東 京 ミ キッ ド タ ウ ンマ ネジ メン 
ha, REH, SHE ir 


| 画 問 合せ (コー ル セ ン ター) 


TEL : 03-5157-1251 (11:00~21:00) 
HURL https://hibiya-hope.jp/ 


【 ニ 子 玉川 ライ ズ 】 ルー フ ガ ー デ ン (HED 
の 池 ] より カル ガ モ の 引っ 越し を 無事 完了 


スタ ッ フ が アク リ 
ル 板 を 用 いて 誘導 


自然 と 共生 し な が ら 多 世代 が 心 豊か に 暮らせ る 新 し 
い 街 づ くり を 目指 し 、 環 境 に 配慮 し た 取り 組み を し 
て いる 二子 玉川 ライ ズ で は 、 開 業 2 年 後 より 毎年 4F 
の 「 め だ か の 池 ] に カル ガ モ の つが い が 飛 来 し て いる 。 


され た も の で あり 、 屋 上 庭園 の 水 場 で あり な が ら 毎 

年 カル ガ モ が 繁殖 ・ 子 育て を 行う 貴重 な スポ ッ ト と 

な っ て いる 。2020 年 は 6 月 24 日 に カル ガ モ 親 子 が 涼 

いで いる の が 発見 され 、 翌 25 日 に 池 を 出 て 施設 内 を 

歩い て いる の を スタ ッ フ が 発見 。 急 吉 ス タッ フ 総 出 

で 準備 し 「 引 っ 越し ]」 の サポ ー ト を 行っ た 。 約 45 分 か 

け て 、 階 段 や エレ ベータ を 経由 し て 母 鳥 と ヒナ 6 羽 を 

多摩 川 ま で 無事 誘導 し て いる 。 

画 所 在 地 / 東 京都 世田谷 区 玉川 2.21-1 

画 問 合せ (二子 玉川 ライ ズ イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー) 
TEL : 03-3709-9109 

URL / https://www.rise.sc/ 


【 実 施 報告 】 国 土 交通 省 
市 民 緑 地 認定 制度 WEB セ ミナ ー を 開催 


三菱 一 号館 
広場 (撮影 : 
編集 部 ) 
国土 交通 省 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 予防 の 
より 、Z00M を 利用 し た 市 民 緑地 認定 制度 の オン 
イン セミ ナー を 実施 し た 。 制度 運用 の 一 事例 で ある 
三菱 一 号館 広場 は 山 マ ル モ 出 版 発行 「 東 京 の まち み 
どり っ ぷ ] で も 紹介 され て いる 。 
画 開 催 日 時 / 2020 年 6 月 29 日 (月) 
画 実 施 内 容 / 市 民 緑地 認定 制度 活用 の 手引 き 、 制 度 
の 運用 な ら び に 事例 紹介 (三菱 一 号館 広場 、 ソ シ エ 
ル み どり の ファ ー ム プレ イス ) 
画 参 加 者 市 民 緑 地 認定 制度 の 活用 に 興味 の ある 
地方 公共 団体 ・ 民 間 企 業 ・NPO 等 
BEE DLEE 都市 局 
公園 緑地 ・ 景 観 課 緑地 環境 室 (担当 : 井上 、 伊 月 ) 
画 問 合せ (( 公 財 ) 都 市 緑化 機構 ) 
TEL:03-5216-7191( 代 表 ) 
E-mail : midori.info@urbangreen.or.jp 
EURL./https://urbangreen.or.jp/ 
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roducts 
プロ タダ クト 


2020 年 度 版 コン パン 遊具 カタ ログ 
KOMPAN2020 


Outdoor Play, 
Fitness and Furniture 


@ サ イズ 
A4・342P 


子ども た ちの 運動 能力 向上 は も ちろ ん の こと 、 コ ミュ ニケ ーション の 場 や 
ラン ドス ケー ブ ブ プロ ダク ツ と し て も 有用 な デン マー ク コン バン 社 の 公園 施 
具 。 と の た び 最 新 カ タロ グ が 完成 し た 。 遊具 も オー ソ ド ッ クス な ブラ ンコ 
等 か ら 多彩 な 機能 を 備え た 大 型 複合 遊具 、 あ る い は イン クル ー シ ブ な 環境 
作り に 適し た 遊具 等 の ほか 、 フ ィ ッ ト ネ ス 等 の 大 人 も 利用 で きる 環境 商 材 
も 多数 掲載 。 実際 に 公園 ・ 広 場 に 設置 され た 際 の 写真 も 掲載 され て いる の 
で 、 イ メー ジ も つき や すい こと だ ろう 。 心 身 の 健康 を 促す 遊び 場 づ くり に 
役立て て も らい た い 。 本 カタ ログ は 10 月 より 同社 Web サイ ト で 閲覧 可能 
と な っ て いる (急ぎ の 方 や 紙 カ タロ グ を 請求 され る 場合 は 下記 Email ET) 


株 式 会 社 ポ ボー ネル ンド 
Tel,03-5785-0860 Fax.03-5785-0861 
Email : info@bornelund.cojp https://Www.bornelund.Co.jp/ 


ARJ が 開発 し た 、 水 害 時 の 油 の 流出 を 防ぐ フェ ンス 
陸上 用 オイ ルフ ェ ン ス 


ons 
ia GAE 
ビニ ー ル 樹脂 等 
を コー ティ ング ) 
文 特許 出願 中 


| 


テン ト 構 造物 や 土木 資材 な どの 大 型 膜 面 構造 物 を 製造 ・ 販 売 す る 太陽 工業 弥 
は 、 近 年 多発 する 水害 に 備え た 水防 ツー ル も 数 多く 展開 し 、 近年 で は 西 日 
本 豪雨 災害 (2018 年 ) 時 の 河川 仮 復旧 工事 で も 製品 が 採用 され た 実績 を 
誇る 。 そ ん な 同社 が この た び 、 大 雨 な ど で 洪 水 が 発生 し た 際 に 工場 等 か ら 
の 油 の 流出 を 防ぐ 陸上 用 オイ ルフ ェ ン ス を 開発 。 シ ー ト 状 の 膜 面 を 施設 の 
外壁 に 沿わ せ て 形成 する こと で 、 水 に 浮か ん だ 油 が 周辺 地域 に 流出 する 
の を 防ぐ こと が で きる 。 1 枚 あ た り の サイ ズ は 1 人 で 持ち 運び 可能 で あり 、 
マジ ッ ク テ ー ブ で 連結 させ る こと で 簡単 に 大 面積 を 覆う こと が で きる 。 


太陽 工業 株 式 会 社 
Tel.06-6306-3033 
https://www.taiyokogyo.co.jp/ 
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「 ひ か り ノ ベー ショ ン シ リ ー ズ ] の 最新 ライ ン ナ ッ プ 
間 の ひか り 


住宅 エン トラ ンス で の 使用 例 


「 プ ロ み た いな ライ ト ア ッ プ が 簡単 に DIY で きる 」 を テー マ に 、 こ と れ ま で に 
" 木 の ひ か り " 壁 の ひか り ~ “ 地 の ひ か り " の 3 種類 を 展開 し て きた 偶 タ 
カシ ョ ー の 『 ひ か り ノ ペー ショ ン 』 シリ ー ズ 。 こ と の た び 第 4 弾 と し て 、 放 
や 玄関 先 、 オ ー プ ンス ペー ス 等 の “PY に 効果 的 な 光 を 提供 する 新 製品 
が 加わ つた 。 特 長 は 、2 種 類 の ボー ル を 組み 合わ せる こと で 高 さ を 調整 で 
きる こと 。 こ れ に より 植物 の 成長 や 照ら す 対象 物 に 合わ せ て 1 つの ポー ル 
ライ ト で 3 つの 高 さ の 光 を 演出 で きる 。 下 記 Web サ イト ( 娘 ) で は 同 製品 を 
用 いた プロ の 光 の テク ニッ ク も 紹介 。 ぜ ひ 参 考 に し て いた だ きた い 。 


株 式 会 社 タ カシ ョ ー 
Tel.073-482-4128 Fax.073-486-2560 
https://takasho.cojp/ % httos://www.hikarenovation.com/ 


天然 森 由 来 の "ゆら き " ある 形状 を 表現 し た 外装 ルー パー 
アル ミ 製 ルー パー「 リ グ ナ ム ] 


@ 材 工 設計 価格 
44.600 円 mmー 
※100m 基 準 価格 


『 リ グ ナ ム 』 は 、 建 材 の 開発 ・ 製 造 ・ 輸 入 ・ 販 売 を 行う 費 エ ー ビ ピー シー 
商会 が 展開 する 新しい アル ミ 製 ル ー バ パー。 天 然 木 の 木目 の 様相 を 周波 数 
化し た デー タ を も と され た 特殊 な 金 型 を 用 い 、 押 出 成形 時 に 木目 
調 さ な が ら の 凹凸 仕上 げ を 実現 。 素材 で ある アル ミ 材 と は 全く 異な る 質 
感 を 表現 し て いる 。 本 物 の 木材 さながら の 質感 を 再現 し た デッキ 材 や フ 
エン ス 等 が 公共 空間 で 積極 的 に 採用 され る よう に な っ て 久しい が 、 本 製 
品 は 建造 物 の 外観 に ナチ ュ ラ ル な 質感 を 創出 する も の で あり 、 今 後 は 商 
業 施設 や 工業 施設 で の 活躍 が 期待 され る 。 


株 式 会 社 エー ビー シー 商会 
Tel.03-3507-7194 
https://www.abc-t.co,jp/ 


ooks 


ブッ ク 


セン ス ・ オ ブ ・ ワ ンダ ー 


レイ チェ ル ・ カ ー ソ ン 著 上 遠 恵子 R 新潮 社 発行 
19.2x 13.2mm -64A 定価 :1.400 円 (税別 ) 


「 沈 黙 の 春 」 の 著者 と し て 有名 な レイ チェ ル ・ カ ー ソ ン 氏 の 遺作 と し て 、 彼 女 の 友人 た ち に より 出 
版 さ れ た 短編 エッ セイ 。 書名 の 「 セ ンス ・ オ ブ ・ ワ ンダ ー」| と は 、 人 間 が 生ま れ な が ! て 持っ て 
いる 感性 を 意味 する 。 本 書 は 著者 と その 坦 ロジ ャ ー が 、 別 荘 近く の 海辺 や 森 で 遭遇 し た 自然 体 
験 を ペース に 、 史 覚 、 触覚 、 聴 覚 …… そ の 他 諸 々 の 感覚 が 如何 に し て 育ま れ て いく も の な の か を 
情緒 的 に 追究 し て いく も の で ある 。 一 見 こう し た 感覚 は 著者 の 住 環境 の よう な 恵まれ た 自然 地 で な 
けれ ば 到底 養 え な いも の の よう に 感じ て し まう か も し れ な い が 、 無 論 日 本 の 、 そ れこ そ て 東京 近郊 で 
あっ て も 動植物 は 存在 する 以上 、 決し て 不可 能 な こと で は な い は ず だ 。 重要 な の は 自然 物 の 「 見 
方 」 を 変え る と いう こと 。 本 書 に は その た め の ヒ ント が 、 レ イチ ェ ル ・ カ ー ソ ン 氏 本 人 の 言葉 で 綴 ら 
れ て いる 。 近隣 の 公園 ・ 緑 地 な ど を 巡る 機会 が ある な ら ば 、 そ の 前 に 一 読 を お 勧め し た い 。 


アロ マ と ハー ブ の 魅力 が 人 を つなぐ 


佐々 木 薫 著 BAB ジ ャ パン 発行 
四 六 判 ・224 頁 定価 :1.500 円 (税別 ) 


本 書 は 、AEAJ 認定 アロ マテ ラビ ー と し て 国内 外 で 高い 人 気 を 誇る 著者 が 、 ハ ー ブ : ア ロマ 
と いう テー マ で 多彩 な 業界 の 話 者 を 招き 、 植 物 の 魅力 に つい て 深く 語り 合う 対談 集 で ある 。 
一 般 的 に ハー ブ と 言え ば 香り が よく 健康 に 良い 植物 と いう イメ ー ジ が 強い が 、 そ の 定義 は 確 
定 さ れ た も の で は な く 、 人 の 募ら し に 役立つ 植物 の 総称 と し て 用 いら れる ケー ス も 多い 。 こ う 
な る と 実に 多種 多様 な 植物 が "ハー ブ " 足り 得る こと に な る 。 そ れ 故 で あろ うか 、 本 書 で 登 
場 する 対談 者 21 名 は 、 医師 、 ガー デ ナ ー、 音楽 家 …… と 非常 に 多岐 に わた り 、 あら ゆる 分 
野 で 人 の 暮らし と 植物 が 密接 に あり 、 植 物 が 有効 利用 され て いる こと が よく わか る こと で あろ 
う 。 昨今 の コロ ナ 掲 に お いて は 、 家庭 菜園 や ハー ブ の 栽培 等 を 新しく スタ ー ト し た 家庭 も 多 
いと 聞く が 、 こう いっ た ご 時 世 だ か ら こそ 、 本 書 を 通じ て 今 一 度 植物 の 力 に 注目 し て みて は 如 
何で あろ うか 。 な お 、 本 誌 で も お な じみ の 建築 家 古谷 俊一 氏 も 対談 者 と し て 登場 し て いる 。 


カラ ス は ずる 賢い 、 ハ ト は 頭 が 悪い 、 サ メ は 狂 暴 、 
イル カ は 温厚 っ て 本 当 か ? 


松原 始 著 山 と 渓谷 社 発行 19cm・285 真 定価 :1.500 円 (税別 ) 


サメ や イル カ は と も か く と し て 、 都 心 部 で も お な じみ の カラ ス や ハト に つい て も 、 そ の 実際 の 姿 に つ 
いて は 常に 大 き な “誤解 " を 受け て いる 。 こ れ に 留まら ず 我々 が 抱い て いる 野生 生物 の イメ ー ジ は 
見 た 目 や 伝 聞 等 に よっ て 常に 何かしら の 方 向 に 偏っ て お り 、 「 動 物 は どう いう 行動 を し 、 その 行動 に 
は どん な 意味 が ある の か ] を 研究 する 動物 行動 学 の 観点 か ら 見 た 実態 と の ズレ を 認識 し た 時 、 大 
き な 衝 撃 を 受け る こと は 少な く な い 。 本 書 は 、 そ うし た 数 多 の 動物 達 に 対し て 世間 一 般 が 抱い て い 
る 表面 的 な イメ ー ジ を 、 動 物 行動 学 の 専門 家 で ある 著者 が 痛快 な 表現 で 次 々 と 斬っ て いく 1 AT 
ある 。 日 頃 か ら 野生 生物 と 触れ 合う 機会 が 少な く 、 メ ディ ア を 通し て し か 彼ら を 知る こと の な い 都 会 
暮らし の 方 々 に と っ て は 目 か ら ウ ロコ の 情報 が 満載 だ 。 あ る い は 本 書 が 、 彼 等 を 「 知 り た い ] と い 
う 興 味 喚起 に 繋が れ ば 、 真 の 意味 で の "自然 共生 " の 在り 方 も 見 えて くる か も し れ な い 。 
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DESIGN バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


(REQUIEM No.1-4 No6-8 No.20 No.23-24 no.41 No.48 No.60-61 No65 No.75 No81 No84 No86 No88 No91-92 No94 No97 Ne.108 


No.81 [2011 年 12 月 号 No82 [2012 年 2 月 号 | No83 [2012 年 4 月 号 No84 [2012 年 6 月 号 ] No.85 [2012 年 8 月 号 ] 
安全 で 心地 よい ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2011 特別 養護 老人 ホー ム の 緑 と オー プン スペ ー ス の 価値 東京 スカ イツ リー タウ ン "と 
公園 の ラン ドス ケー プ [RLAR] を 求め て (RB) ho 

(RR) 


No.86 [2012 年 10 月 号 No.87 [2012 年 12 月 号 ] Noss [2013 年 2 月 号 Noss (2013 年 4 月 号 No90 [2013 年 6 月 号 No91 [2013 年 8 月 号 
緑 の 風 が ふき め ぬけ る 団地 再生 と シテ ィ ス ケー プ ・ ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2012 第 29 回 全国 都市 緑化 フェ ア MEIN- 公園 を も っ と 楽し く 
美しい 東京 の 公園 へ デザ イン (eR) TOKYO REPORT (完売) 

(em) 


iat 
PeR] 


orse 


No.92 [2013 年 10 月 号 ] No94 [2014 年 2 月 号 No95 [2014 年 4 月 号 No96 [2014 4 6 AS) No.97 [2014 4 8 AS) 
遊び 環境 を 考え る ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2013 大 阪 に セン トラ ル バ パー ク を ! 欧州 ラン ドス ケー ブ の 人 と 都市 を 叔 ぐ 
(eR) (2m) ニュ ー ウ ェ ー ブ 緑 の ラ ンド スケ ー ブ 
(x) 
LANDSCAPE LANDSCAPE LANDSCAPE 
DESIGN aw DESIGN w 


と と ロード 


No100 [2015 年 2 月 号 
ラン ドス ケー プ デ ザ イン 」 


Nod101 (2015 年 4 月 号 ] No.102 [2015 年 月 号 ] No.103 [2015 年 8 AS) 
シル クロ ー ド 浪漫 土木 か ら 5 見 た ラン ドス ケー プ 駅 前 再開 発 と まち づく り 


No.98 [2014 年 10 AS) 
地域 に 開か れ た コン パク トシ ティ と まち づく り 
キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 20 年 の 変遷 (5) 


LANDSCAPE DESIGN 


LANDSCAPE 
DESIG or 


No.104 [2015 年 10 月 号 ] 

まち を 快適 に する 緑化 マネ ジメント 
定価 2.032 円 

BINS AROCRERAOM A- 
クレ マン 較 続 江渡 会 、 現代 フレ ンチ ・ ラ ンド 
スケ ー プ の 一 断面 ジル ・ ク レマン の 庭 と 公 
M 特集 と し ま エコ ミュ ー ゼ タウン IEA 
ケー ププ ラス 、 OHANA /WRBIA—* 
レー ショ ン 他 Works お と め 山 公国 撤 紅 軸 
信 計 画 ・ 設 計 BIRTH 
スケ ー プ 研究 所 他 More TOKYO GREEN 
2020 FORUM 2nd Round ft 


No.107 [2016 年 4 月 号 
RREROLHD 

「 コ ミュ ニテ ィ 」 づつ くり 

定価 2.032 円 

BR 石巻 ・ 川 の 上 プロ ジェ クト 、 地 域 の 
PROF TEDSEROR I, 
MADGEERER) の 活動 、 プ レー パウ 
ス て ん ば く プ レー バー ク 小 屋 再 建 プロ ジェ ク 
ト Works オム ロン ヘル スケ ア 新 本 社 ご ラン 
ドス ケー プ デ ザ イン 、 攻 木町 地 区 防 
因 公 園 和 区 撃 備 ご ヘッ ズ 大 阪 、e Mont 
Fuji Atelier kaba 他 


LA 
DE 


LA 
DE 


INDSCAPE 
SIGN ws 


No.105 (2015 年 12 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ ・ ア ー バ ニズム 
定価 2.032 円 
S2272 RAwROR CHET 
Rie HULSE DRAOSE 
BEEŽ. 、 ラン ボス ケー プ ・ ア ー バ ニズム 
その 本 質 と 日 本 に お ける 可能 性 、 風土 自治 
BERG PHAR 他 Works 玉川 大 学 
ARB. ABURRE IFI- 
FY RAOR SRAMBI More 
SUNRISE) ERLO 2- 
ミナ ル パ ー ク 先代 部 


No.106 [2016 年 2 月 号 ] 
ンド スケ ー プ ワー クス 2015 
定価 2.032 円 (完売) 
特集 桜上水 ガー デン ズー ラン ドス ケー プ ・ 
プラ ス 、 生 長 の 家 赤坂 ご 原宿 "いのち の 
本 株 "ご フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ スズ 
清水 建設 設計 本 部 、 プ ラウ ド シ ティ 新 大 阪 
馬 コ ン サ ル タ ン ト 環 境 デ ザイ ン 研 究 所 、 
TOYOSU22 グリ ー ン クロ スプ ロジ ェクト 
日 本 設計 + オ ン サイ ト 計 画 設計 事務 所 他 
MORE 自然 か ら 学ぶ 一 竹川 清和 さん の 礎 づ 
w 


NDSCAPE 
SIGN w 


No.108 20166 A] 

公園 を 楽し が パ ー ク マネ ジメント 
定価 2,032 円 (完売) 

特集 東京 の パー クマ ネジ メン ト 、NPO 法人 
ハマ の トウ ダイ パー クキ ャ ラバ ン . HOB. 
永見 朝日 山 公園 、 都心 の 公園 の 育て 方 
地域 に 開か れ た 東 高根 森林 公園 、 尼 崎 の 
BRM, WHILE, OIE 
場 づく り の スタ イル 、NPO 法人 プレ ー バ ー ク 
せたがや を 他 Works ARAM RRR 
室 タ プラー ラ サ 、 ペ ンプ ロー ク 征 ガー デン 
x ESRB 


No.109 「2016 年 8 月 号 ] 
都市 が いき る 

「 パ プリ ックス ペー ス 」 の 活用 
定価 2.032 円 

FSIE [対談 都市 に 効く [パプ リッ クス ペー スズ] 
CAR AB AB IE, AARON 
組み 、 木 津川 遊歩 道 空間 整備 事業 他 RE 
東部 地区 SALAM ARABIA 
ロジ ェクト 1 Works UMAR AE TO 
2 ト 戸田 芳樹 風景 計画 、 ク レデ ィ アグ リ 
コール 畑村 の ラン ドス ケー ブー Takano 
Landscape annnngrAtder Kaba ts 


LANDSCAPE 


LANOSCAPE 
DESIGN w 
ttotsa<n 


No.110 [2016 年 10 月 号 

市 民 が 主役 の まち つく り 

定価 2.032 円 

特集 を 近 山 団地 再生 プロ ジェ クト ノ STGK 
inc, AMO-ZA-Fote, LCL ナ 
ミイ タ ・ ラ ボ 他 設 時 小林 治 人 (ERS 
ドス ケー プ 研 究 所 ) Works 神田 錦町 テラ 
スス クエ アー N.L.A+ 日 建設 計 、 と お り 町 
Street Garden “UID More Sit [ial 
DA) ランドスケープ 玉島 杏子 (長崎 大 
PRAHEM) 他 


LA 
DE 


NDSCAPE 


ree 


No.111 [2016 年 12 月 号 
子ども の 遊び 場 っ て 何 ? 

定価 2.032 円 

BRI FLORUS MERA. 1- 
ヤレ ンド プレ イヴ ィ ル REGAM 1E そ 
の 場 に 生ま れる 様々 な 関係 を 「 光 り ] で つ な 
で 宮田 行夫 が 絵の具 を 援 う よ う に 区 
UJ ERDETI Works Brillia 38 
IL Farm8&Gardens ご タ カ ・ グ リー ン ・ フ ィ ー ル 
ズ 他 More FAV AECL SEI) 
に 向け た 提言 国土 交通 人 道人 選 人 


No.112 [2017 年 2 月 号 ] 


ANDSCAPE | 5, ー プ ワー 
ESIGN om | フン ドス ケー プ ワ ー ク タス 2016 
a 定価 2.032 円 
as HE BINY-ALFIA ノー スガ ー デ ン と サ 
ウス ガー デン 大 成 設 、 東 京 ガー デン テ 


ラス 紀尾井 町 設計 組織 プレ イス メデ ィ ア 
EXPOCITY 風 コ ン サル タン ト 理 境 デザ イン 
研究 所 、 東 急 ブラ ザ 依 座 キリ コテ ラス ・ 数 
寄 屋 橋 公 園 昌 設計 上 石 勝 エク ステ リア 、 
POEMS 国際 メデ ィ ア セン ター ア ネ ッ 
DIOM BREWIKI -7 FIN 
リエ 他 


LANDSCAPE 
DESIGN on 


No.113 [2017 年 4 月 号 ] 

第 33 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 
定価 2.032 円 

WR B33 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 、 
みな と ガー デン 会 場 、 里 山 ガ ー デ ン 会 場 
Works グラ ン モ ー ル 公園 三菱 地 所 設計 
マリ ン アン ド ウォ ー ク ヨコ ハマ ノア ー ル ・ ア 
4 T-HRRH. MORALE. 2 
ンド スケ ー プ デザ イン More GRE) 20 年 を 
At [PIORA] 天神 の 礎 ご エイ エフ ・ 
ピル 管理 、 内山 緑地 寺 設 、 京 才 ラ ンド スケ ー 
プ デ ザ イン 展 他 


LA 
DE 


INDSCAPE 
SIGN „m 


No.114 [2017 年 6 月 号 

オー プン スペ ー ス と し て の 
街路 ・ 街 路 樹 

定価 2.032 円 

特集 2020 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ 
TAM OME RA BHE 
B. AORA. TANK OME MET 
政 、 社 会 実験 か ら 見 える 街 多 の 活用 、 想 を 
BERAOAEEROS “BHAT 
Works RAMMBARTEN SATS 
スー 山下 設計 + ソ ラ ア ソシエ イツ. 明石 の 
a SEH 


No.115 [2017 年 8 月 号 ] 
公園 を も っ と 使 お う ! 

定価 2.032 円 

特集 「 公 園 ] を 使い 側 す 町 田 識 、 井 の 
玉 公 園 ア ー ト マー ケッ ツ 、 民 間 参 入 を 、 公 園 
OMAP IAI EU SRM TAF h 
OM ERELMAR. AEON 
IAKIN SIL NORRAT, 7$- 
クマ ネジ メト の 最前 線 介 Works 深川 ギャ 
ず リ アー グラ ッ ク 他 More 「 僕 の 作品 の 素材 
BHATT] MERI 


LANDSCAPE 
DESIGN ns 


DSCAPE 
IGN -w 


No.116 [2017 年 10 月 号 

第 33 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 
が 残し た も の 

定価 2.032 円 

SE RA] 欄 浜 市 藤林 文子 / 第 33 
SMB MELEE TTT ERE. 
第 33 回 全国 都市 緑化 まこ は ま フェ ア が め 
EHD “BBR, Garden Necklace 
YOKOHAMA2017. 3 34 mma 
化 は ち お うじ フェ ア 他 Works MOKA 
Ri HER 


NDSCAPE 
SIGN .w 


No.117 [2017 年 12 月 号 ] 
グリ ー ン イン フラ 

定価 2.032 円 

特集 [インタビュー] 清 井 衝 之 グリ ー ン イ 
ン フ ラ に つい て 話 そう 、 ホ トリ ア 広場 三 
甘 地 所 設計 、[ 対 談 ] グリ ー ン イン フラ を 
語る こと は ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の 藤 
態 を 語る こと 、 エ ネル ギー の 自給 自足 を 実 
現し 、 地 域 の 新た な コミ ュ ニテ ィ の 場 を つく 
‘fit. Works MAJES MOTO-AZABU 他 
GARDENS / FEHMER More 
PIOTR KOWALSKI 風 人 他 


No.118 [2018 年 2 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2017 
定価 2.032 円 
SNE [EMA] サカ ク の タネ 本社 ビル 
22 年 の 緑化 技 親 を 振り 返っ て 19% 左近 山 
みん な の に わ / STGK、 上野 動 物 園 弁 天門 ・ 
子ども 動物 園 す て - 景 デザ イン 研究 所 . 
天王 寺 公 園 エン トラ ンス エリ ア "て ん し ば "ヒュ 
マス + 竹 中 工務 店 、GINZA SIX GARDEN 
設計 組織 プレ イス メデ ィ ア 、 京 都 グラ ン ペ 
ル ホ テル ノッ ソラ ・ ア ソシエ イツ 、 DAAE 
イン ター 店 園芸 館 [Gardens] 。 グ ラン ツ 他 


No.119 [2018 年 4 月 号 

広場 建築 

定価 2.032 円 

SENE 日 比 谷 パー ク フ ロン トン ラン ドス 
ケー ブ デ ザイ ン 特集 BIRAM tonarino 
マウ ント フジ アー キテ クツ ッ スタジオ. 天理 駅 前 
広場 CoFuFun プ デ ザイ ン オフ ィ ス nendo、 
YOSHI PAVILLION BFA- + KHE 
生 + ASSAM + BARTAT (EF 
R-HRE+AHGLTRE) fè Works 
MUA PRAP ROR GAMA 
境 デ ザイ ン 研 究 所 他 


No.120 (2018 年 6 月 号 

キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 

定価 2.032 円 

SES RERE WKI, E 
AIRERA +EH PLACEMEDIA 
特集 ERASRAMS S/R 
場 E-DESIGN, NTT フ ァ シ リティ ー ズ 
BASRA! “BBR 
+ARTFUSION、 実 貴女 子 大 学 日 野 キ ャ ン 
バス STGK Inc 、[ イ ンタ ビュ ー] 仙田 満 
大 学 キャ ン バ パス は みん な で つく る Works リ 
ヴァ ー ジ ュ の 庭 ^ 佐 々 林業 二 他 


No.121 「2018 年 8 AS] 
公民 連携 の まち づく り 
定価 2.032 円 
EROE- AFR (エリ アーノ ペ ー ジ ョ 
ン ・ ア ライ アン ス 代表 理事): DME 
MEAO TAARIA] を 変え られ る か 、 オ ガー 
ルプ ロジ ェクト , オガ ー ル 広場 、 な つか し さ の 
あたら し き を つく る 、 公 園 が まち を 変え る 一 宮 
SAME Works 赤坂 イン ター シテ ィ AIR 

日 本 設計 仙 More KNEES Sm 
政利 (ニッ コー 代表 取締 和 ) 他 


LD134 OCTOBER 2020 
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LANDSCAPI 
DESIGN .« 


No.122 [2018 年 10 月 号 ] 
台湾 ラン ドス ケー プ の 今 


定価 2.032 円 
OSE-UP Mat RRMA x 
カノ ー BBL a 人 台湾 の ラン ポス ケー 


FRRERAOME BHM, 
ZARA ESRA EFIKI 
ケー プ ・ プ ラン 
も づく り His rR EIR 
ER EM, KERHAM Works + 
オン ラ モ 野 田 みず き / 拓 旗 開 発 、 シ ロア ナナ 
ウイ ン 他 


No.125 [2019 年 4 月 号 ] 
街 を つなぐ 再開 発 
定価 2.032 円 

LOSE-UP 川口 市 立 高 等 学 校 久 計 
ソラ ・ ア ソシエ イツ 特集 東 
比 答 ホプキンス アー キテ 


No128 [2019 年 10 月 号 ] 
暑 さ 対策 


定価 2.032 円 

ME 十 許 と いう ソリ ュー ショ ンズ 益 本 大 容 . 
HOMMESTT, RARAMRIOR 
示 他 Works MERI WERE HS 
KATA T+ PRUE RFA 
所 、 長谷 エチ クニ カル セン ター 長谷 エコ ー 
ポレ ーション 、 THE THOUSAND KYOTO 
アソ シ エ イツ More WEEET 
MMTS ERAM 7-23:G- 
シャ ー キ ー 他 


No.131 [2020 年 4 月 号 
地方 を 豊か に する 

キャ ン パ ス と オフ キャ ン パ ス 
定価 2.032 円 

ME PRTA EKE Eae 
SOM EEN (WAME 
PR), IRMA D YLT, [RYUBOKU 
HUT) +R — +O 
AP, MURPH MERE ARMIN 
FAA, Close-up The Okura Tokyo 
‘SORE + AMA — 
信二 事務 所 電光 介 デザ イン スタ ジオ 他 


LANDSCAPE 
DESIGN wm 


saare 
EE 


No.123 [2018 年 12 AS) 
場 で 生ま れる コミ ュ ニ ティ 
定価 2.032 円 
(ERS) 川 生計 

E 時 山 を 残し 、 活 用 する 方 法 E 探 る NE 
ajirochaya か ら 人 と 街 の 新しい つなが り 方 を 
2A / = Bam (フォ ルク )、 地 域 を 潤す 

AMIR (EDGE HAUS). コミュニティ 
は 雷 が 立つ よう に 生ま れる も の ご 田中 元 子 
(ラボ レ ベル) 他 More フォ ー シ ー ズ ンズ 
ホテ ル 京都 ラン ボス ケー プ デ ザ イン 他 


No.126 [2019 6 AS) 

団地 再生 と コミ ュ ニ ティ の 再生 
定価 2.032 円 

特集 SOMEONE ABE (9 
共 川 住宅 供 給 公 社 理事 長 。)、 弟 15 回 団 
地 再生 シン ポジ ュ ウ ム 畔 告 サス テ ナ ブ ル な ま 
SKY エリ ア 活性 化 " の "広域 で の 安定 、 


No.129 [2019 年 12 月 号 
グリ ー ン イン フラ と ラン ドス ケー プ 
定価 2,032 円 
OR RAKES (SERRES) 
AARE R. EREA 
トー プ RRB, AD- eM 
の ラン ドス ケー プー トリ ノ 工 科大 学 ・ 東 京 大 
学 UNLNUA プロ ジェ クト チー ム Works 早 
MBAS 37 Stk 早 相 田 アリ ー ナ 山下 
BREE, KARE, TUT R AF 17, HM 
AMEE- FMM BM IF He 


No.132 (2020 年 6 月 号 
再生 と 地域 再生 


定価 2.032 円 
NING AMR RAZ—ROME A 
FAROAMLAMSHO-HS om 
二宮 団地 再編 プロ ジェ クト 神奈 川 県 住 
宅 供給 公社 、 ク ルー ア 軽 井沢 / 審 靖 光 
代 (PLAN) 
office ma 


Project EM. 
bs BME [RE (848)! 


No.124 [2019 年 2 月 号 ] 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2018 
定価 2.032 円 

S058 山口 ゆめ 奉 情 第 35 回 全国 都市 
要 化 や まぐ ち フェ ア : 花 の 谷 ソ ー ン の フラ ワー・ 
ラン ドス ケー プ ノ 柄 島 み どり 、 庭 の パビリオン 
ゾー ン 特集 ダブ ルツ リー by ヒル トン 沖縄 北 
谷 リ ゾー ト 光井 純 ア ンド アソ シ エ ー ツ 建築 
訟 計 事 務 所 、 水 導 佐 原 あや め パ バーク グラ ッ 
2. MEBECLOME SSH “SHE 
LAB.. パッシブ タウ ン 設計 組織 プレ イス メ 
ディ ア 他 


No.127 [2019 年 8 月 号 ] 
街 を よく する まち づく り 


IE まち ぶ ク リ 「 ま ち だ アル タ ミ ラス トリ ー ト 」 

まち クリ 実生 委員 会 、[WORK PARK 
PACK) プロ ジェ クト 流 谷 末 来 デザ イン 、 
WIRE REAM, VULD Work 
G-BASE 田町 ゲ フ ィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン 
4742. MARRI- 8 0, 
ReLand 北京 涯 樹 計画 設計 事務 所 、 崎 要 
公園 BET cs MRTA 
AAAI AH 


No.130 [2020 年 2 月 号 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2019 
定価 2.032 円 

特集 フサ キ ピ ー チ リゾ ー ト ホテ ル & ヴ ィ ラズ 
AACR, Fetter, 
長谷 コー ポレ ーション 、 ハ サロ ー・ 

イス プレ イス 、 プ ラウド シテ ィ 伊 月 風 コ ン 
サル タン ト 環 堪 デザ イン 研究 所 、 ブ ラン チ 模 
AMEMA STGK、 伊 勢 訂 国立 公園 
LUI G REY, MAB7071 
IETA, MRNA 二 期 プロ 
Fah PRT 


No.133 [2020 年 8 A4] 
Landscape Works 2020 上 半期 
定価 2.032 円 

ME ブル ガリ ホテ ル 上 海 プ ラボ ドス ケー プ デ 
ザイ ン 、 HISAR STIL (横浜 ハ 
ンマ ー へ ヘボ) 戸田 攻 樹 風景 計画 、 ウ ッ ド 
JANEN ORAN FIA ABSA, A 
トウ イ ュ 」 ロ ー ラ ン ・ ギ ャ ロス Atelier Kaba, 
衣 澤 測 風 折 特 定 区 高野 ラン ドス ケー ブ ・ 
FILA IRBRE. MARERA 
9B DESIGNSHIP 十 石 勝 エ クス テリ ア 他 


LANDSCAPE DESIGN 定期 購読 


年 間 定期 購読 料 (6 冊 ) 11,500 sax 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 


定期 購読 な ら 1 冊 あ た り の 単価 は 1,917 円 。 
年 間 で 690 円 お 得 で す 。 


2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 
定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 より 雑誌 を お 送り し ます 。 
も ちろ ん 送料 は 無料 で す 。 


大 購読 満了 の 際 に は ご 案内 いた し ます 。 ※ 中 止 の 場合 は ご 連絡 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 


文 銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た 
壇 郵 便 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た 
去 問 合せ グ 換 マル モ 出 版 (担当 : 一 ノ 瀬 ) 


126 LANDSCAPE DESIGN 


だ いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 
、 右記 口座 へ お 振込 くだ さい 。 


L 
D 


ANDSCAPE 
GN 


UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 (#) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 
郵便 貯金 口座 口座 番号 :00170-4-70822 株 式 会 社 マル モ 出版 
〒 154.0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号室 TELO3-6432-6026 FAX.03-6432-6045 


MyGARDEN 


バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


No.87 (2018 年 6 月 発売) 

の と か で 豊か な 日 本 の 農 風 汰 
を 楽し む 旅 一 福島 一 

定価 1.222 円 

山口 ・ 津 和 野 ・ 宇 部 ミス テリ ー ロ ー ズ を 探 
TR GHIR BIRFODEN TROT 
BRORMREALER~WER~ORIE 
BRE MORAL TERENA 
pnd, MO (R208) 国際 パラ と が ガー 
デニ ング ショ ウ 介 深町 貴子 流 ハー ブ を 使っ て 
MOSUL RSL MEMORLA TIED 


No.90 (2019 年 3 月 発売 ) 
京都 の ミス テリ ー ロ ー ズ を 求め て 
定価 1.222 円 


O NAWA BERT AMORCE 


ズ 求 め て - 自 砂 人 夫人 北海 道 いわ みぎ わ 
公園 の パラ づくり 令 座 天空 の 旗 で 色香 
に 和 ま れ 安らぐ ひと 時 を ご ファ ン ケル MEZ 
クエ ア は か 


MyGARDEN 


No.88 (2018 年 9 月 発売 ) 

な が れ や ま オ ー プ ン ガ ー デ ン 
定価 1.222 円 

@ な が れ や ま オ ー プ ン ガ ー デ ン @ 日 本 の 美 窒 
給 を 体現 し 世界 に 発信 する 「 わ ば ら 」 の バラ 
ORLA SCM RBALISA LI 
TEIIORLAQNN— MALI a> 最 
BO RDNDIABS/NGEFSNN-WRD 
NIOR BERATON571:7- 
VZLONTER MEMOME- K? 
ORTEECDENRICVEME/ 77> 
ケル 銀座 スクエア ほか 


No.91 (2019 年 6 月 発売 ) 
ガー デン シテ ィ 横 浜 を 巡る 
定価 1.222 円 


ORL SCM ESN TOR mm 
on ガー 
デン ツー リズ ム キッ クオ フイ ベン 

ロー ズ を 居る 旅 2 村上 ・ 
a -ZERDT: MRA 
BOOM MA TOMES 
デン ライ フ の ぞい て み ま し た は か 


No.89 (2018 年 12 月 発売 ) 
山口 ゆめ 花 博 
花 の 谷 ソー ン の カラ ー プ ラン ニン グ 
定価 1.222 円 
9 山口 ゆめ 花 情 符合 ソ ー ン の カラ ー 
プラ ン ニ ング 横島 みどり 人 福島 を 元気 
⑥ フ ルー ツ ファ ー ム カト ウ 介 ウイ ンタ ー 
ガ いこ が れ て @ コ ペン ハー ゲン の 
D デン を 訪ね て AROS 
R 表 広 場 の ロー スガ ー デ ン BMRA 
FORE ROORTARCOENES 
COME ITN 銀座 スク エア ほか 


A 


No.92 (2019 年 9 月 発売 ) 
RMAF LNT 

「 花 活 の スス メ 。」 を 考え る 

定価 1.222 円 

指 島 を 元気 に の ホップ ジャ パン 浜名 湖 
TEINS 「 共 活 の スス メ 。」 を 考え る 0 ミス テ 
リー ロー ズ W 巡 る 旅 3 村上 ・「 に い が た 許 
|ー ロ ー ズ @ 求 め て ・ 機 編 
DE に も る FE 
イフ を いっ や 楽しく E 
OMSL "ALIOR MAMES は か 


No.93 (2019 年 12 月 発売 ) 
ウイ ンタ ー ガ ー デ ン に あこ が れ て 
定価 1.222 円 


9 ウイ ンタ ー ガ ー デ ン に あこ が れ て @ 時 之 績 

B£72720-70$. MERMO 
2FY-D-ZEWSM A 千年 の 歴 補 が 今 
も 島 づ < 多野 多 パ ガ テ ル 国 硬 パラ コン クー 
ル 自 和夫 規 ガ ー デ ン ライ ブ を いっ そう 楽し 
< MCMCT Leb eM mennm $ 
Bort am 


No.94 (2020 年 3 月 発売 ) 
軽井沢 に 野 の 花 を 訪ね て 


定価 1.222 円 


@ で の 尾 井 沢 は サク ラ ソ ウ の 手軽 井沢 タ 
リア セン 井沢 レイ ク ガー デン に 学ぶ 春の 


GARDEN 東京 電 馬 場 の ロー ズ ガ ー デ ン を 
RNA 八 ヶ 攻 ファーマー ズ マ ー ケ 洒 は か 


No.95 (2020 年 6 月 発売 ) 
新しい 暮らし の 発見 
定価 1.222 円 


OAM EMM RR MO ERM 
CRO RL EABSLEIKLG “ NPO 法人 
EIE T eT “BARU 
アグ リ 人 赤坂 風 園 プロ ジェ クト OneTeam 
DM ERMETE INHAR 
地域 大 会 2020 白砂 信夫 富士見 高原 
リゾート 花 の 里 ほか 


a Fill 


MyGARDEN 定期 購読 suceicaceam. プレゼント に も 最適 で す ! 


年 間 定 期 購読 料 (4 穫 ) 4,400 san 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 
定期 購読 な ら 1 冊 あ た り の 単価 は 1.100 円 。 
年 間 で 488 円 お 得 で す 。 
2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 


定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 よ り 雑 誌 を お 送り し ます 。 
も ちろ ん 送料 は 無料 で す 。 


MyGARDEN 
i A 


文 購読 満了 の 際 に は ご 案内 いた し ます 。 ※ 中 止 の 場合 は ご 連絡 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 

大 銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た だ いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 (H) 5294405 株 式 会 社 マル モ 出 版 

支 郵便 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た だ いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 郵便 貯金 口座 口座 番号 :00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 

支 問合せ プ 費 マル モ 出 版 (担当 一 ノ 瀬 ) 〒 154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号室 TEL.O3-6432-6026 FAX.03-6432-6045 
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河南 造園 
BARS 
トリ ー 


災害 に 強い まち づく り rs mee 


る 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


「 ラ ンド スケ ー プ デザ イン 」 主要 取扱 書店 
下記 の 書店 で ご 支援 を 得 て 常 備 し て お り ます の で ご 利用 下さ い 。 


ONT ジュ ンク 堂 旭川 店 2 0166-26-1120 富山 県 富山 市 BOOKS な か だ 本 店 2 076-492-1192 


札幌 市 紀伊 国屋 札幌 本 店 011-231-2131 愛知 県 名 古屋 市 三省堂 名 古屋 高島 屋 店 2 052-566-8877 
札幌 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 札 幌 店 011-223-1911 名 古屋 市 ジュ ンク 堂 名 古屋 店 052-589-6321 
青森 県 弘前 市 ジュ ンク 堂 弘前 中 三 店 2 0172-34-3131 京都 府 京都 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 四条 大 宮 店 075-803-4819 
岩手 県 盛岡 市 ュ ン ク 堂 盛岡 店 019-601-6161 京都 市 桂 書 房 2 075-381-5094 


宮城 県 。 仙台 市 ュ ン ク 堂 仙台 TR 店 2 022-265-5656 京都 市 大 龍 堂 書店 2 075-231-3036 
福島 県 郡山 市 ュ ン ク 堂 郡山 店 024-927-0440 京都 市 京都 造形 芸術 大 学 AD スト ア 2 075-711-9297 
埼玉 県 さい た ま 市 ジュ ンク 堂 大 宮 高 島屋 店 A 048-640-3111 大 阪 府 大 阪 市 HEBER 7 06-6252-5250 
千葉 県 。 習志野 市 AiG 津田 沼 店 2 047-470-8311 大 阪 市 ジュ ンク 堂 大 阪本 店 T 06-4799-1090 
東京 都 ジュ ンク 堂 池袋 本 店 2 03-5956-6111 大 阪 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 梅田 店 2 06-4796-7188 
三省 堂 神田 本 店 2 03-3233-3312 大 阪 市 紀伊 国屋 梅田 本 店 2 06-6372-5821 
丸善 丸の内 本 店 7 03-5288-8881 大 阪 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 梅 田 店 1 06-6292-7383 
南洋 堂 書店 2 03-3291-1338 大 阪 市 2 06-6443-0167 


ブッ ク フ ァ ー ス ト 新宿 店 2 03-5339-7611 大 阪 市 2 06-4396-4771 

紀伊 国屋 新宿 本 店 2 03-3354-0131 兵庫 県 神戸 市 078-392-1001 

工学 院 大 学生 協 書籍 部 新宿 店 tf 03-3342-1673 西宮 市 > 7 0798-68-6300 

MARUZEN& Ya>7 REE B 03-5456-2111 芦屋 市 ジュ ンク 堂 芦屋 店 2 0797-31-7440 

KE RRB  03-3770-2525 広島 県 広島 市 AG 広島 店 2 082-504-6210 

八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 2 03-3281-1811 広島 市 ジュ ンク 堂 広島 駅 前 店 2 082-568-3000 

東京 農業 大 学 生協 2 03-3427-5711 広島 市 井上 書店 2 082-254-5252 

村田 永楽 園 2 03-3483-2166 愛媛 県 松山 市 ジュ ンク 堂 松山 店 2 089-915-0075 

さく ま 書 店 2 03-3472-4353 福岡 県 福岡 市 ジュ ンク 堂 福岡 店 2 092-738-3322 

ジュ ンク 堂 吉祥 寺 店 2 0422-28-5333 福岡 市 GEN 建築 ・ 芸 術 書 房 092-524-2535 

kikki+ (キッ キ プ ラ ス ) 2 042-686-0317 福岡 市 丸善 博多 店 容 092-413-5401 

神奈 川 県 。 横浜 市 有隣堂 ルミ ネ 横 浜 店 2 045-453-0811 福岡 市 紀伊 国屋 福岡 店 092-434-3100 

横浜 市 紀伊 国屋 横浜 店 2 045-450-5901 鹿児島 県 鹿児島 市 ジュ ンク 堂 鹿児島 店 2 099-216-8838 

川崎 市 丸善 ラゾーナ 川崎 店 2 044-520-1869 沖縄 県 那覇 市 ジュ ンク 堂 那覇 店 2 098-860-7175 
相模 原市 中 村 書 店 本 店 2 042-750-2285 


ジュ ンク 堂 新潟 店 2 025-374-4411 


マル モ 出 版 人 材 募集 の ご 案内 


雑誌 「 ラ ンド スケ ー プ デザ イン 」 「 マ イガ ー デ ン 」 ほか 書籍 出版 ・ 新 規 事業 
な どの 業務 拡張 に つき 、 在 宅 勤務 ・ 時 間 契 約 ・ 業 務 請 負 な ど 多 様 な 人 材 を 
広く 募集 し ます 。 一 緒 に 新しい 出版 の 仕事 に 参加 し て みた い 方 、 

制作 に か か わっ て みた い 方 は ご 連絡 くだ さい 。 
① 契 約 社員 ・ ア ル バ イ ト ・ 業 務 委 託 (広告 営業 ・ 書 店 営業 ・ 顧 客 管理 ) 
⑧ フ リー ラン ス (編集 者 ・WEB 及び エディ トリ アル デザ イナ ー) 


【 お 問い 合わ せ ・ 資 料 郵送 先 】 
Tel: 03-6432-6026 Mail : t.marumo@marumo-p.co.jp (担当 : 丸茂 B) 
morum 住所 :〒154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号室 
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: マル モ 出 版 は 新規 事業 の た め 、 世 田谷 上 町 に : 
: 移転 し まし た 。 

・BOOKS&SHOP と し て 、 本 を 愛す る 方 た ちと 共に 、 
・ よ り 楽 し い 事 業 を つく っ て いき ます 。 
・SHOP 名 は 考案 中 で す 。 

< 日 本 で 唯一 の 造園 - ラ ンド スケ ー プ 雑誌 ラン ドス ケー ブ デ ザイ ン ] を 95 年間 * 
2 出版 し 、 ま た 、 ワ ン ラ ンク 上 の ガー デニ ング 雑誌 け マ イガ ー デ ン 」 を 283 年 続け て $ 
・ ま いり まし た 。 ・ 
・ こ れ か ら は 庭 か ら 街 へ 、 そ し て 暮らし へ 、 世 田谷 の 上 町 で * 
・ 今 まで の 出版 事業 を 継続 させ つつ 、 新 し い 事 業 と し て 、<* 
・ 本 の 工房 ・ モ ノ ・ 情 報 の サー ビス な ど 、 暮 らし を 豊か に す < 
< る 楽し い 事 業 を 皆さま と 一 緒 に つく っ て いき た い 。 そ し 3s 
・ て 地域 に 愛さ れる お 店 に し て いき た いと 思っ て いま す 。* 


ーー 
世田谷 通り に ある 事務 所 


典 田 谷 線上 町 駅 か ら 徒 歩 7 分 
新 事務 所 POR 箕 中 貼 賀 駅 行 、 成 城西 口 駅 行 バ ス 小松 交番 前 下車 2 分 
新 住所 /〒154-0017 東京 都 世 田谷 区 世田谷 1 丁目 48 一 10 GranDuo 世 田谷 VI102 号 室 
電話 /03 (6432) 6026 Fax/03 (6432) 6045 
Soooooeoeoeoeooooeoeeeeeoeeeoeeeoeooeoeoeeeoeeoeoeeeeoeoeooe 


LIXIL 


Link to Good Living 


独立 オー ニ 


『 ウ エイ ト ベ ー ス 仕様 』 な ら 
床 に 穴 を あけ ず に 設置 可能 
床 に 穴 を あけ る こと な く 商 品 を 自立 で きる の で 、 

BU We AEF (CART. BAIA ET 
仮設 の オー ニン グ と し て も 使用 可能 で す 。 


株 式 会 社 LIXIL 


お 客 さま 相談 セン ター ME 020-126-001 
愛 付 時 間 : PE 9:00~18:00 土 ・ 日 ・ 補 日 9.00-17:00 


©Marumo Publishing Co., Ltd. 2020 Printed in Japan 


日 差し を コン トロ ー ル し て 、 

街 や 施設 に 憩い の 空間 づく り 

建物 か ら 離 れ た 場所 に も 設置 する こと が で きる "独立 型 " の オー ニン グ 。 
自由 に 連 棟 で き 、 デ ザイ ン も シン プル な た め 、 

場所 を 選ば ず 快 適 な 空間 を つく り だ せま す 。 


独立 オー ニン グ の 詳細 は 、LIXIL ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 
http://www.lixil.co.jp/lineup/exterior/d_awning/ 


雑誌 19135-10 4910191351002 
| 01847 
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